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magenta vol.1　大人のための物語







蝶々妓唄　　理子







　その花は、夜毎にほころんでいく。

　緻ち密みつで白い肌の上に。ふるりと頼りなく揺れる、小ぶりな乳房の表面に。

　筋彫りと呼ばれる輪郭線の内を、顔料を乗せた銀色の針が、表皮を突き破って潜り込む。ぼかしのための重ね彫りをし、この花街で最も腕の持つ彫り師が描く牡丹は、月経つきのものの血のように、とろりとした暗い赤だ。

「っ……！」

　一際深く、針が皮膚を突いて、星せい蓮れんはこらえ続けていた苦痛の声を細く洩らした。

　朱と鷺き色の腰巻だけを残し、覆うもののない上半身には、ふつふつと脂汗が浮いていた。すでに彫られた牡丹の上に滲むそれは、透明に光る夜露のように見えなくもない。

　自分の上に屈みこみ、熱心な仕事をする彫り師に、星蓮は思わず呼びかけた。

「亜あ蛇ださん……今、の」

「ん、痛いかい？」

　わかりきったことを、あやすように訊く。

　床敷きの衾ふすまに横たわる星蓮の傍らには、ゆるく胡坐あぐらをかいた青年がいた。

　柳のようにほっそりとした姿し態たいは、成長途中の少年か、いっそ女のようでもある。

　だが針を操る骨ばった手や、顎や頬の怜悧な線は、やはり男のものだった。どこか老成し、浮世離れさえして見えるのは、青年の纏う色彩が常人のそれとは著しく異なるせいだろう。

　亜蛇と呼ばれた彼の髪は、蚕の繭を煮崩し、染色する前のような、濁りのない白だった。老人の白はく髪はつとは違い、生まれつき色素を持たないらしいその髪は、無造作に束ねられて肩口から零れている。

　そして、星蓮を見下ろす彼の瞳は、熟した柘榴ざくろのような透き通る緋の色をしていた。掴みどころのない飄々とした笑みを常に浮かべているせいで、目元にはうっすらとした笑い皺が刻まれている。

　鬼おに子ご。

　容姿の異様さからそう呼ばれ、蔑まれてきたという亜陀はしかし、この妓楼のうちで、誰よりも穏やかで優しい。──少なくとも、星蓮にとっては。

「いい子だから、もうちょっと我慢おし。あんたの肌は彫り心地がいいんだ」

　謡うように言って、亜蛇は傍らの盆を引き寄せた。針の先にまた顔料を浸し、目を細めて星蓮の肌に、

「あぁ……！」

　突き立てる。

　歪んだ星蓮の顔に顔を近づけ、眦まなじりに浮かんだ涙を、唇をすぼめて吸う。

「亜蛇……亜蛇、さん……」

　星蓮は亜蛇の着物の襟を掴んで、うわごとのように呟いた。

　唇をつけられた場所のみならず、針の刺さったところからも、甘い痺れがさざなみのように広がっていく。

「いい表か情おだ。あんたはきっといい妓ぎ女じょになるねぇ」

「そん、なこと……」

　ここ『珍ちん珠じゅ楼ろう』の名を持つ妓ぎ館かんで、星蓮はまだ春をひさぐ「商品」ではなかった。

　渡り廊下を挟んだ並びの座敷では、姉女郎にあたる女たちが今宵も客を取っている。あられもない喘ぎ声や、何をされているのか想像したくもない悲鳴が、遠い潮騒のように、この小部屋まで響いていた。

　自分もいずれあそこに行って、同じような声をあげるようになるのかと思うと、諦めを覚えたはずの身なのに、伏せた睫毛が震えた。

「ほら、続けるよ」

「あんまり、急がないで……ください」

　すがるように言う星蓮に、彼は穏やかに答えた。

「あっしがあんたを彫るからには、半端な仕上がりにはしないさ」

　その言葉が、彫り師としての丁寧な仕事を約束するものなのか、刺青いれずみが完成したのちの水揚げを少しでも先延ばしにしてくれようとする心遣いなのか、星蓮にはわからない。

　彼女の背中にはすでに、匂い零れるような赤い花が一面に咲いていた。体の前面、右肩から脇腹にかけて、色を入れ終わっていない牡丹の花は、あと三つを残すばかりだ。

（これが仕上がれば、亜蛇さんと過ごす時間も終わり）

　ふっとそう思った瞬間、また鋭い痛みが走り、星蓮は声を殺してのけぞった。

　外は冬。雪さえ舞う夜。

　火鉢もない凍えた部屋の中で、針を刺される胸だけが、ただ燃えるように熱い。




　妓館、『珍珠楼』。

　ここ慧けい徳とくの都で、あらゆる趣向をこらした遊ゆう処しょが立ち並ぶ界隈の中、『珍珠楼』はその名の通り、一風変わった店として知られている。

　都の大路を外れ、酒楼や賭場のひしめくいかがわしい通りを抜けた果て、『珍珠楼』は唐突にその姿を露あらわにする。

　絵巻物から抜け出したかのごとき絢爛な屋敷は五階建て。王朝風の朱塗りの柱や、鴟し尾びを載いた甍いらかを有している一方、前庭には南国渡来の棕櫚しゅろの木が植えられていたり、客を通す座敷には西域風の調度がしつらえられてあったりと、趣に統一感はない。

　上階の露台では無数の風車がカラカラと音を立てて回っており、別の窓辺からは七色の吹き流しが祭りの日のようにたなびいている。内部の天井には淫猥な春画が直に描かれ、階きざはしの踊り場に配された狼や虎の剥製は、訪れる客たちを硬質な硝子がらす玉の瞳で睨みつける。

　だが、『珍珠楼』が他の店と最も異なる点は、集められた妓女のほとんどが、その体に何かしらの欠損や不自由を抱えていることだ。

　生まれつき目の見えない者や、口のきけない者。

　事故で片足を失った者や、小山のように太って自力では厠かわやにも立てない者。

　変わったところでは乳房が三つある女や、頭髪から眉毛に睫毛、股間の叢くさむらに至るまで、一切体毛の生えない少女などもいる。

　普通に考えれば気味悪がられ、まともな縁談など望めないような女たちだが、ありふれた遊処通いでは飽き足りない客にとっては、何者にも代え難い魅力があるらしい。余よ所そと比べて決して安くはない金を支払ってでも、繰り返し通いつめるほどに。

　畢ひっ竟きょう、そんな客の大半は容赦ない嗜し虐ぎゃくの傾向があり、妓女たちは何をされても文句は言えない。まともな店であれば、商品である女を守るためにそれなりの策を講じるものだが、この『珍珠楼』に限っては、どのような遊び方をしようと、女を殺しさえしない限りは自由なのだ。

　そんな妓楼に星蓮は売られた。

　彼女をここに追いやったのは、父親の正妻にあたる女だった。星蓮の父は陶磁器を専門に扱う裕福な商人で、星蓮は妾の娘だったが、母親が疱ほう瘡そう熱ねつにかかって死んだ五歳のときから、本宅に引き取られて育ったのだ。

　正妻はひどい悋りん気き持ちで、妾の娘である星蓮をことあるごとに目の仇にした。星蓮にとっては異母兄にあたる後あと継つぎを産んでいる自負からか、屋敷の内でも嵩にかかって権勢を振るい、夫の商いにも口を挟んだ。

　星蓮は実母の血を引いて、おとなしく我慢強い娘だったので、義母の仕打ちにも黙って耐えた。羹あつものの椀に鼠の死骸が沈んでいても、父からもらった珊瑚の簪かんざしが折られていても、ただの偶然だと思いこもうとした。水汲みや火起こしなど使用人にさせるような仕事を言いつけられれば、いっそ本当に下女として扱ってくれるほうが気楽だと思った。

　自分は厄介者だという自覚があったし、義母に立てつくような勇気などとても持てなかった。いずれ自分は、父の商売の利益になるような、しかるべき家に嫁がされてここを出ていく。そうすることで義母の嫌がらせから解放されるはずだと、その日を静かに待っていた。この春で十五になった星蓮は巷ちまたでも評判の器量良しで、あのまま何事もなければ、今頃はどこぞの商家の息子と所帯を持っていただろう。

　思いもかけないことが起こったのは、秋の始めだ。

　屋敷の主である父が急逝した。

　死因は、星蓮の母親と同じ疱瘡熱だった。数年に一度猛威をふるうこの病は、罹患した者のおよそ五割が死に至る。

　あっけなく息を引きとった主人を悼む間もなく、更なる不幸が襲った。

　順調に見えていた商売は、水面下でひどく行き詰まっていた。星蓮の父が扱う陶磁器は、瑞ずい遥ようという土地の良質な土で作る逸品だったのだが、性た質ちの悪い業者にそそのかされた彼は、利鞘を稼ぐために数年前から不純な混ぜ物をしていたのだ。

　一度落とした信用は、容易には取り戻せない。甘やかされて育った後継ぎ息子には、商才のかけらもない。雇っていた使用人の半数を解雇し、先代からの財産に手をつけても、身代は傾いていくばかりだった。未亡人となった義母は半狂乱になり、ますます星蓮に当たり散らした。

　そうしてある日目覚めてみると、星蓮はこの『珍珠楼』にいた。

　薄い衾の上で起きあがり、知らない部屋の様子に戸惑っていると、腰の曲がった老婆が襖を開けて、お前は売られたのだと告げた。

　そのとき星蓮は、悲しいよりも憤るよりも、「ああ、やはり」と得心がいった。昨夜は義母が珍しく、優しい笑顔で茶を淹れてくれた。異国からのものだという、甘ったるい匂いのするお茶。一口飲んだ瞬間に、体が痺れて視界がぼやけた。

「お前は今日からうちの商品だ」

　逃げようとして捕まった妓女の末路がどうなるのかを、淡々とした口調で、しかしそれだけに恐ろしく語った老婆こそが、『珍珠楼』の女将である稟りん玲れいだった。

　彼女は星蓮をじろじろと凝視し、出し抜けにその着物を剥ぐや、かさついた手で遠慮なく肌を撫で回した。あまりのことに、星蓮は声をあげることもできずに硬直した。

　細すぎる腰や、実りきらない果実のような乳房を、稟玲は無表情にまさぐり、足の間の和にこ毛げを引っ張ったかと思うと、唐突にその奥に指をこじ入れた。

「いっ……！」

「おとなしくしな！」

　さすがに抵抗しようとすると、女将は割れるような大声で叱しっ咤たした。その姿が激昂する義母と重なって、星蓮は心まで痺れたように動けなくなった。

　恥ずかしいのは嫌だ。痛いことも嫌だ。けれど誰かに叱られ蔑まれ、自分にはなんの価値もないのだと思い知らされることはもっとつらい。

　稟玲は医師のように黙々と星蓮の入口を探り、唐突に指を引き抜いて手巾でぬぐった。

「見目はいいし、生き娘むすめなのは確からしいが……ふん、それだけじゃうちの女郎としては使えないね」

　吐き捨てるように言われて、星蓮は自分でもみじめなほど動揺した。妓女になどなりたいわけではないが、逃げ出すことも許されず、帰る場所もない以上、星蓮を生かすも殺すもこの老婆次第なのだ。

　怯えた目をする星蓮に、稟玲は鬱陶しげに鼻を鳴らし、この『珍珠楼』がどういった趣向の妓楼であるのかを教えた。

「あんたはそれなりの教育を受けたお嬢だろ。月げっ琴きんの腕もなかなかのものらしいじゃないか。たまにはそんな普通らしいのがいてもいいかと買い取ったけど、うちで働く以上は何かしらの売りがなきゃあ……」

　そのときだった。

「女将さん。そのお嬢さんなら、あっしに任しちゃくれないかい？」

　いつの間に部屋に入ってきたのだろう。気配もなく忍び寄る猫のように、稟玲の背後には長身の若者が立っていた。

　細い体に着流しているのは、竜りん胆どう柄の青い女物の単衣ひとえだ。寝起きのように乱れた白髪を首の後ろで無造作に縛り、緋色の瞳をすがめて星蓮を見下ろしている。

　その異様な色彩に星蓮は驚き、裸を隠すことも忘れて見入った。青年のどこか酷薄そうにも見える唇が、にっと甘くつり上がる。

「最初に高値を出せる客を選んでさ。そいつの金で、あっしが墨を入れる。一番目の刺青が完成したら水揚げで、そのあとも客を取るたびに新しい図案を入れるんだ。つむじのてっぺんから足の裏まで、全身に画えの入った妓女なんて、うちの店にもいないだろ？」

「そりゃ、亜蛇。あんたが一番愉しいってだけの話だろうが」

　女将は顔をしかめたが、青年の提案を吟味するようにしばらく黙り、やがて「よし」と頷いた。

「それでいこう。せいぜいいい仕事をしとくれよ」

　さっそく売り出しの準備にかかるよ──と息巻いて、稟玲は部屋を出ていった。

　ここにきてやっと、見知らぬ青年と裸で向き合っていることに気づいた星蓮は、慌てて着物を羽織りなおした。

「さぁて」

　青年がしゃがみこみ、星蓮の目の前でにこりと笑う。

「あっしは亜蛇。ここで世話んなってる彫り師さ。今日からあんたはあっしの預かりだ」

　人懐っこい喋り口調に、星蓮の緊張はわずかに解けた。白い髪に赤い目なんて化け物のようだとおののいたが、少なくとも稟玲よりは、まだしも話が通じそうだ。

　だからつい、星蓮は震える声で訴えた。

「い……刺青なんて、怖いです。どうかやめてもらえるように、女将さんに取りなしてもらえませんか」

「あっはは！　おねだりか、可愛いねぇ！」

　亜蛇は快活に笑い、星蓮の頭をぐしぐしと撫でた。

「取りなしたっていいけどさ。そしたらあんた、そのキレイなお目めをえぐられるかもしれないよ？　こないだまでいた盲めしいの姐ねえさんが、梅ばい毒どくで死んだばっかりだからね」

　とんでもないことをさらりと言って、亜蛇はふいに星蓮の腕を取った。ほとんど陽を浴びたこともない、静脈の浮いた手首の内側に唇を這わせ、かすかに震える息をつく。

「あぁ、吸いつくようないい肌だ。どんな画で、色で、染めてやろうねぇ……」

　夢見るように陶然と言われ、星蓮の肌は得体の知れない感覚に粟立った。

　まるで蜘蛛の糸に絡めとられたような。

　息もできないほど恐ろしいのに、ともすれば青年の高揚に引きずられてしまいそうな──そのときはただ、亜蛇の赤い瞳を、泣きそうになって見つめるしかできなかったのだけれど。




　刺青の施術は毎日というわけではなかった。

　鮮やかな色を定着させる水銀や鉛は、人体にとっては本来受け入れがたい毒素だ。拒絶反応を示す皮膚は赤く爛れて腫れ上がり、じくじくとした滲しん出しゅつ液えきをこぼした。次に針を入れるには、ある程度の腫れが引き、瘡かさ蓋ぶたが剥がれるまで待つ必要がある。

　異物を排出しようとする体は高熱を発し、星蓮は連日床とこに伏せていなければならなかった。

　けれど、それだけならまだ耐えられただろう。

　何よりもつらかったのは、施術の際の痛みでも、衰弱していく体でもなく、そんな状態の星蓮に施される容赦のない「仕込み」だった。

「あんまり変な癖をつけたくはないけどね」

　稟玲がそう言って連れてきたのは、無口で暗い目をした、年齢不詳の大男だった。

「その子は正真正銘の生娘だからね。高く売りつけるんだから、突っ込むことだけはするんじゃないよ。それ以外のことは、一通り仕込んでおやり」

　そうして、まさに稟玲の言うとおりのことが行われた。

　泣いても叫んでも聞き入れられず、すべてを諦めて石のように無反応でいることさえ許されなかった。どんなに淫らなことをしようと、男自身の不気味な無表情は崩れなかったが、彼は星蓮に妓女らしい振る舞いの「型」を執拗に叩き込んだ。

　愛撫を受ける際の喘ぎ方。自ら客を誘う痴態や、興奮を煽るための卑猥な言葉。萎えた肉茎を漲みなぎらせ、女陰以外の場所でも精を吐かせるための方法。

　昼となく夜となくそんなことを繰り返されるうち、星蓮の脳裏は常に霧がかかったような状態になった。

　今すぐ舌を噛んで死にたいと思う反面、これをこなしさえすれば、最低限生きていくことはできるという諦め。

　思い切って逃げることを考えないでもなかったが、捕まったときの仕打ちが恐ろしく、たとえ逃げおおせたところで、世間知らずの星蓮には行くあても生活する術すべもない。

　父の屋敷にいた頃と、何が違うというのだろう。

　顔色を伺うべき相手が、義母から女将に変わっただけ。下女のような労働をするかわりに、床の中での作法を覚えるだけ。どうせ体を開かなければならないのなら、不特定多数の客であろうと、愛情の持てない夫であろうと、自分の心を裏切っているという意味ではさして違いはないはずだ。

　──そう、頭では割り切っているつもりなのに。

「ぐ……うぇ……っ」

「あーぁ、あんまり無茶してくれるなって言ってんのにねぇ……」

　その日の〈仕込み〉が終わり、大男と入れ替わるようにして亜蛇が部屋を訪れたとき、星蓮は床の上でうずくまって吐き気をこらえていた。やつれた面おもてや唇に、他の何とも見まがいようのない白濁液が、べったりとこびりついている。

「ほら、こっち向きな」

　着物の袖で無造作に拭ってくれようとする亜蛇から、星蓮はとっさに身を引いた。

「だめ、汚れる……」

「いいさ。姐さんたちのお下がりだ。何枚だって持ってる」

　相変わらず女物の着物を纏う亜蛇は、まるで気にしていないように言う。それでも星蓮は「だめ、嫌」とかぶりを振った。

　亜蛇は優しい。

　施術のときは痛いことをするけれど、熱を出して寝込む星蓮に手ずから粥を食べさせてくれたり、傷が膿んでいないかを入念に診てくれる。

　その気遣いが、施術者としての単なる職業意識であっても、そんなふうに誰かからいたわられたことのない星蓮には、亜蛇と過ごす時間だけが何よりの慰めだった。

　けれど、今は。

　こんな姿だけは、駄目だ。

「見ないで、お願い……！」

　星蓮は亜蛇の肩をぐいと押しやり、まろぶように部屋を飛び出した。

　酷い有様を晒しているのが耐え難かったこともあるが、喉にこびりついた精液の味が、本格的な吐き気を呼び起こしたからだ。

　厠まで行くには間に合わない。

　せっぱつまった星蓮が向かったのは、長い廊下の先、客たちが足を踏み入れることのない場所に、一段低く作られた土間だった。

　そこには井戸が設しつらえられており、外に向けて排水のできる仕組みになっている。妓女たちが客を取ったあと、湯浴みをするほどの時間がないときに、局部だけを洗い清めるために使われるのだ。

　排水口のそばに膝をついた星蓮は、こみあげてくるものをとうとうごぼりと吐き戻した。

「ふ……、げぇっ……！」

　ろくに食事をとっていないせいで、吐瀉物は水っぽかった。胃の痙攣はすぐには収まらず、涙目になりながら何度も空えずきを繰り返す。

　そのとき、背後からバタバタと慌しい足音が聞こえた。

（亜蛇さん……？）

　どきりとして振り返った星蓮は、異様な光景を見た。

「あぁぁ、熱いよぉ、痛いよぅ……！」

　髪を振り乱して駆けてくるのは、白い単衣の帯を締めず、肩にひっかけただけの女だった。内側に着ている襦袢、あれはなんて不思議な色合いの赤紫だろう──ぼんやりと思った星蓮は、すぐに「違う」と気づいて息を呑んだ。

　女は襦袢を着ていたのではなかった。

　彼女の体は、元の肌色がわからないほどの火傷痕にくまなく彩られていたのだった。異常がないのは首から上だけだが、焦点の合っていない瞳や、口元からこぼれる涎よだれを見れば、精神にも変調をきたしていることは瞭然だった。

「燃えるよ、焼けちゃう、水ぅ……！」

　女は呆然としている星蓮など目にも入らない様子で、井戸から釣瓶つるべを引き上げ、頭から水をかぶった。奇声を発しながら何度も、何度も。

「冴さえ嗄か！」

　ふいに響いた鋭い声に、星蓮の肩が跳ねた。

　亜蛇だ。狂乱する女を背後から羽交い締めにし、星蓮が聞いたこともない、余裕を失った声で言う。

「落ち着きな。大丈夫だ。ほら、どこも熱くない。痛くないだろ。火なんてついてない」

「いやぁ、燃えちゃうの！　父さんも母さんも、みんな、みんな燃えちゃう……！」

　泣き叫ぶ声を聞きつけたのか、血相を変えた稟玲がやってきた。

「冴嗄！　お前、また客をほっぽって！　すぐに戻りな！」

「やだ！　助けて亜蛇ぁ！」

　稟玲に引きずられていく女は、童女のような泣き顔で亜蛇にすがった。悲痛な叫びに、亜蛇の表情が大きく歪んだ。

　だが、思わず一歩踏み出した足は、見えない壁にぶつかったように止まった。女の声が遠ざかり、水浸しになった井戸端にしんと静けさが戻る。

「亜蛇さん……」

　星蓮は息をひそめ、亜蛇を見上げた。

　いつでも飄々と、掴みどころなく笑っている彼が、初めて違う表情を見せた。針を持つところしか知らなかった彼の手は、冴嗄と呼ばれた女の背を狂おしく掻き抱いていた。

「今の人、亜蛇さんの」

　──恋人？

　言葉にしきれない思いを見透かしたかどうか、亜蛇は星蓮を見下ろして虚ろに笑った。

「姉貴さ」

「……お姉さん？」

　予想もしなかった答えに、星蓮は面食らった。その一方で、正体のわからない緊張がふっと解けていくのも感じる。

（亜蛇さんにお姉さんがいたなんて……）

　一瞬しか見えなかったが、そういえば、切れ長の瞳の形が少し似ていただろうか。

　それにしても、あの狂乱は──。

「ああ、びしょ濡れだ……悪かったね」

　亜蛇は星蓮の傍らに膝をつき、冴嗄が散らした水飛沫に濡れた髪を梳いた。それは優しい手つきだったが、冴嗄についてこれ以上尋ねることを封じるような仕草だった。

「おいで。戻ろう」

　差し伸べられた亜蛇の手に、星蓮は何故か素直に応えることができなかった。

　その態度を、星蓮が施術を拒んでいるのだと誤解したのだろうか。

「彫らせてくれ。──頼むよ」

　すがるように、亜蛇は言った。

　その手が、じっと見なければわからないほど細かく震えていた。まるで強い麻薬に冒された人間が、極度の禁断症状に見舞われているかのように。

「……いいですよ」

　星蓮がためらいがちに言うと、亜蛇の表情がやっと目に見えてゆるんだ。

　意識を手離す寸前のような、危うい法悦の色だった。




　そんなことがあってから数日。星蓮は我ながら浅ましいと思うことをした。

　亜蛇と、その姉である冴嗄について、周囲の人間にそれとなく尋ねて回ったのだ。まだ水揚げ前である彼女には、特別親しいと言えるほどの妓女仲間はいなかったが、下働きの女めの童わらわや幇ほう間かん見習いたちの中には、あからさまな〈疵きず物もの〉でない星蓮を珍しがって、話しかけてくる者もいたので。

　こそこそと嗅ぎ回る後ろめたさと引き替えに、星蓮は亜蛇たち姉弟きょうだいについてのあらましを知った。

　彼らは放火ひつけによって、住む家と両親をなくした孤児だったという。

　当時、亜蛇は七歳。姉の冴嗄は十三歳。身寄りのない二人は路地裏で眠り、掏す摸りや物乞いで数ヶ月ほどをしのいだが、その年の冬に弟が風邪をこじらせ、息絶えようとするに及んで、冴嗄は自ら『珍珠楼』の門を叩いた。

　もともと利発で愛らしい顔立ちをしていた冴嗄には、それまでにもわずかな金銭を握らせ、春を売れと迫る男たちがいた。だが、そんな男たちを亜蛇は体を張って退けたし、たとえねじ伏せられてしまっても、着物を剥いだ冴嗄の体に、男たちは胸を悪くしたように唾を吐いた。

「そんな気味の悪い体を抱くほど、不自由しちゃいねぇんだ」と。

　火事のせいで、冴嗄は家と両親のみならず、娘らしい健やかな未来もなくした。だが、この醜い火傷痕が──普通とは違ういびつな体こそが、金になる妓楼があるのだと、冴嗄は聞いたことがあったのだ。

　弟を生かすために、冴嗄は『珍珠楼』の妓女となった。そこから十二年の歳月の間に、冴嗄の体は昔よりもっと無惨なものに変えられていった。

　火傷痕のある彼女を抱くだけでは飽き足らなくなった客たちは、冴嗄の肌に熱い蝋を垂らし、煙管きせるを押し当て、行燈あんどんの火で直に手足を炙った。そんな狼藉を重ねられた冴嗄の心は無惨にほころび、一日のうち、ほんのわずかな時間しか正気を保てないようになってしまった。

　炎を見るだけで取り乱し、火事の記憶に囚われて狂乱する冴嗄を、客たちは笑いながら、時には複数で嬲るのだという。

　それを聞くだけでも星蓮の胸は冷え、幾度も耳を塞ぎたくなった。だが彼女がより衝撃を受けたのは、弟の亜蛇にまつわる話だった。

　冴嗄と共に『珍珠楼』に住み込むことになった亜蛇は、初めは一介の下働きとして暮らしていた。

　だが、あの髪にあの瞳だ。物珍しさという点では、後天的に火傷を負っただけの姉よりもよほど勝っている。

　正式な商品として扱われたわけではないが、その手の嗜好を持つ客たちに、亜蛇はひそかに買われた。まだ十を超えたか超えないかの頃だった。

　それらの客の中に、この界隈ではそこそこ腕の立つ彫り師の老ろう爺やがいた。彼は妓女たちに彫り物を施しがてら亜蛇を抱き、気まぐれに刺青の基本を教えてやった。

　それが思いもかけない結果となった。

　亜蛇には天性の才覚があった。彼が描いた桜は風に散る寸前のおののきを伝え、黒雲を裂いて天を翔ける竜の眼がん力りきは、見る者の心胆を寒からしめた。

　彫り師ではなく、いっそ絵師となっても大成するかに思われたが、亜蛇は何かに取り憑かれたように人肌に針を刺し続けた。

　やがて師匠であった老爺は、弟子である亜蛇の刺青を宿したいと願った。

　しなびた背一面に描かれた鬼女の画が完成した夜、色あげのための湯に浸かったまま、彼はふつりと事切れた。まるで神仏の降臨を見たかのような、恍惚とした笑みを浮かべて。

　それからは亜蛇が彼の跡を継ぎ、色街の人々に刺青を施した。

　成長した亜蛇に、相も変わらず誘いをかける者もあったが、稟玲がそれを許さなかった。毛色違いの男娼よりも、『珍珠楼』の専属彫り師としての彼のほうが金になると、彼女はしたたかに判断したのだ。

　今や亜蛇の刺青を望もうと思えば、二、三年は待たされるのが当たり前。また、破格の代価を支払っても、一切の構図や絵柄を、彫り師である彼の裁量に任せなければならないという。亜蛇の評判を聞きつけ、身分を隠してやってくる貴人あてびとであっても例外はない。

　そんな男の針を、今は一身に受けているのかと思えば、星蓮は身の内がぶるりと震える心地がした。それは奇妙な嬉しさ、誇らしさに違いなかった。

　刺青など痛くて恐ろしいだけで、まさか自分が関わることなどないと思っていたのに。

　──『あんたの肌は、彫り心地がいいんだ』

　微笑みながら針を刺される痛みとともに、亜蛇の秘めやかな情熱が刻まれるようで、今の星蓮は施術の時間を単なる苦しみだとは捉えられない。

　星蓮自身にはさしたる価値などないとしても、亜蛇の理想の画を生み出すためなら、この体一つなど、いくらだって差し出して構わないと思えた。

　けれど。

　──けれど。




「蝶を彫りたい」

　その夜、亜蛇がぽつりと洩らした言葉に、星蓮は不意をつかれて横たわったまま瞬きした。

　ちょうど背中と胸の牡丹に、あらかたの色入れが終わったところだった。練ねり絹ぎぬのごとく光沢を放つ素肌の上で、赤い大輪の花は、自おのずから呼吸をしているようにふくふくと咲き乱れている。

　一幅の画として見れば、それはやはり溜息を殺せない見事さだったが、暗がりの中、ふとした拍子に鏡に映ると、人でも殺した返り血を浴びているかのようで、ぎくりとさせられることがあった。

「牡丹は牡丹でいい。けど見えちまったのさ。これだけの花よりも、もっと甘い匂いに引き寄せられる蝶が、ここに」

「……!?」

　星蓮は驚いて息をつめた。

　腰巻の合わせ目に、亜蛇の手がすっと差し入れられた。体温を感じさせない指が左の内腿を這いあがり、深く秘められたその場所に、触れるか触れないかの位置で止まる。

「──ここに、一匹。あんたの蜜にまみれたくて、羽ばたいてる」

「あ、亜蛇さんっ……」

　蝶の輪郭を描いてだろう。亜蛇の指先はゆるゆると肌を滑った。こそばゆさとは明らかに違う感覚に、星蓮の声が上擦った。

　なんてことを思いつくのだろう。いや、もしかしたら星蓮が知らないだけで、妓女の体を彩る刺青には、そういったものがあってもおかしくないのかもしれないが。

「足を開いて」

　星蓮が承諾してもいないのに、亜蛇は当然のように命じて、道具箱の中から細い筆を手に取った。まずは肌に直接墨で画を描き、その線に針を入れて筋彫りにするのだ。

（そんなところに蝶なんて……）

　狼狽しつつも星蓮の胸に萌きざしたのは、亜蛇と二人だけのこの時間を、まだ引き延ばしたいという思いだった。

　亜蛇の赤い、紅い、石榴の瞳。

　その視線に射抜かれると、鼓動が乱れる。彼が見つめるにふさわしい、美しいものに生まれ変われるなら、もはや痛みはただの痛みではなかった。

　そう──いっそ彼の前では、心のない物も体のになれるならよかったのに。

「あっ……」

　膝頭を割られ、その間に体をねじこまれて、星蓮は思わず顔を覆った。

（見られてる。あの目に、全部……）

〈仕込み〉役の男に同じことをされても、心は屈辱と絶望しか覚えなかった。

　だが、亜蛇の前では──本当はもうずっと、彼の手が少しでも肌をかすめるたびに。

「星蓮？」

　初めて、亜蛇が星蓮の名前を呼んだ。

「どうしてこんなことになってるんだい？」

　むきだしにされて震える秘裂を、亜蛇は無造作になぞった。熟れすぎて弾けた果肉のように、粘つく蜜を滲ませた柔やわ襞ひだが彼の指に絡みつく。

「やっ……ぁあ……！」

「いい声だね」

　亜蛇は指を引っ込め、肩をすくめながら笑った。

「痛くされるのが好き？　期待してる？　だったら、ますますうち向きの妓女になれる」

（違う……！）

　言いかけた矢先、墨を含ませた筆先が内腿に落とされ、ひやりとした冷たさに腰がよじれた。

「んぅ……！」

「動かないで。うまく描けない」

　行儀の悪さを咎めるように叱られ、星蓮は己の劣情がひどく恥ずかしくなった。それでも意志に反してとろとろとにじみ出る愛液に、亜蛇が眉をひそめて筆を止めた。

「駄目だよ。墨が溶けて流れちまう」

「ごめ、なさ……っ」

「達いきたいかい？」

　気負いもなく問われて、息が止まる。

「一度満足すれば、じっとしてられる？」

　お菓子をあげるからいい子でいられる？　と子供に尋ねるような口調だった。星蓮が何も答えられずにいるうちに、亜蛇は筆を置き、星蓮の足の間に躊躇もなく顔を埋うずめた。

「あ、そ、んな……嫌ぁ……！」

「何が嫌なの」

　短い囁きの間にも、秘唇を舐めしゃぶる濡れた音が混ざる。

　同じことはすでに〈仕込み〉の最中にもされていた。けれどあの男がすることと、亜蛇が今していることは、行為の名前自体は同じでも、まったく異なる何かだった。

「や……そこ！　そこ、だめぇ……」

　慎ましさを忘れて露出し、ぷつりと膨らんだ肉の芽を、亜蛇はざらついた舌先で円を描くように舐め続けた。いっそ儀礼的といってもいいほどに、同じ強さ、ゆるやかさで。それなのに星蓮の興奮は加速度的にいや増して、腰が勝手に浮き上がってしまう。

「やらしいね……牡丹の色も濃くなった？」

　うっすらと上気し、呼吸に合わせて弾む乳房に、亜蛇の手が伸ばされた。骨ばった指に揉みこまれて、牡丹は波打つように歪んだ。人差し指と中指の関節が、尖った乳首をくにくにと挟んで、左右から絞り立てるような刺激を与える。

　ついぎゅっと閉じてしまう瞼を、星蓮は意識して開いた。亜蛇がどうしてこんなことをするのか、わからない。

　亜蛇がちらりと目線をあげた。唇と舌での刺激を続けたまま、星蓮に向けて淡く笑う。

　その表情があまりにもいつも通りで──綺麗だけれど、本心の覗けない嘘寒い微笑で、熱くなる体と裏腹に、星蓮の心はすとんと落ち込むように冷えた。

（亜蛇さん……どうして）

　その目に欲情の欠片かけらでも見えれば、どれほど救われただろう。

　けれど亜蛇はどこまでも冷静だった。星蓮の反応を面白がり、存分に乱れればいいと囁く言葉は本心でも、その先に彼が求めているのは、体で繋がることではない。

（私が、水揚げ前だから？）

　初花を散らしてしまっては、商品価値を落とすから。それでなくとも、店の女に手を出すことは許されないから？

　──何かが、違うような気もした。けれどこんなふうに触れられながら、亜蛇の心は少しも昂たかぶってはいないのだと思うことがたまらなかった。

　だから星蓮は、生まれて初めてのことをした。

「亜蛇さん……」

　乳房に這わされた彼の手を押し戴くように包み、一本ずつ指を絡める。

「私が良い妓女になれるかどうか、亜蛇さんにならわかりますか」

「……うん？」

　星蓮は衣を乱したまま身を起こし、首を傾げる亜蛇と向き合った。

「確かめて、ください」

　できるだけ蓮っ葉に言おうとしたのに、声は情けなく震えた。

「私をこの世界に生きる女にしたのは、あなたなんだから──」

　目を閉じての口づけは勢い余って、顎と顎とがぶつかった。

　男を誘う媚態。

　口を吸いあうだけでその気にさせる舌遣い。

　教えられたたはずのことは、何ひとつ思い出せなかった。正気に返るのが怖くて、ただ夢中で舌を絡めた。ほんのかすかに、さっきまで舐められていた蜜の香りが残る他には、なんの味も感じられない。水のような男だと歯痒くなる。

　もっと亜蛇を知りたいのに。

　この先どんな男に抱かれても薄れないくらい、体の隅々まで彼を染み込ませてしまいたいのに。

「ん……!?」

　それまで無反応だった亜蛇が、ふいに口づけを深めてきた。背中に回された腕に力がこもり、星蓮の心は喜びに跳ね上がった。固く抱きあったまま、どさりと褥の上に倒れこむ。

　愛しい男に組み敷かれ、星蓮は赤裸々に口にした。

「──抱いて」

　胸の奥から、素直に湧き上がる衝動だった。

「女将さんに折檻されたっていい。私が誘ったんだって言うから、お願い。私、亜蛇さんのことをずっと」

「星蓮」

　言い募る星蓮の口元を、亜蛇の大きな手が覆った。

「……ごめん」

　星蓮の瞳が見開かれ、一拍の間を置いて潤み始める。その反応を予想していたように、亜蛇の言葉は素早かった。

「違う。あんたを嫌いだとか、そういうことじゃない」

「じゃあ、どうして」

「わからない？　……まったく、そんなに初う心ぶでどうすんだい」

　亜蛇はくくっと笑い、どこか苦しそうに目をそらした。

　そこで初めて星蓮は気づいた。こんなにも彼と密着しているのに、下腹部に当たるはずの硬さが──ない。

「あっしも欠陥品なのさ」

　知ってるかどうかわからないけど、と亜蛇は続けた。

「子供の頃に、『女』として抱かれてた時期があって、それ以来どうにも駄目なんだ。……ああ、そんな顔をするんじゃないよ。あっし自身は大したことだと思っちゃないんだから」

　それは幼くして犯されたことについてなのか、男として機能しないことなのか、それともその両方なのか。

　尋ねられずにうなだれた星蓮の頬に、亜蛇はそっと指を這わせた。

「だけど、こういうときには悪いと思うよ。だから、してほしいことを言いな？　あっしにできることなら、それなりに」

「『こういうとき』って、何？」

　星蓮は思わず顔を跳ね上げた。

「亜蛇さんにこんなことをねだる女の人が、そんなに──」

　いるのだろう、と簡単に察せられてしまって、星蓮は打ちのめされた気持ちになった。

　男女として契ることができなくとも、器用な亜蛇は、その指で、舌で、至上の快楽をくれるのだろう。誰に対しても平等に──心はずっと凪いだまま。

「もう、いい。……何もしないでいいです」

「星蓮」

　顔を背ける星蓮に、亜蛇が戸惑ったように言った。

「怒ったのかい？」

「どうしてそんなことを訊くんですか？　私が何を思ってようと、亜蛇さんには関係ないでしょう？」

　いつにない切り口上に、亜蛇が困ったように眉尻を下げた。

「気になるよ。だってあっしは、あんたが可愛い」

「か……？」

　星蓮は面食らって言葉をなくした。

「針を刺されて痛みに震えるあんたの姿は、すごく可愛い。いつまでも手元において、ずっと泣かせておきたくなるよ」

　真面目な口調で言われて、余計に戸惑う。

「それは……でも、私を好きだってことではないんでしょう？」

　自分でも間の抜けた問いだと思いながら、尋ねる。

　期待をしているというのではない。ただ、この男の底の読めなさに、呆れる反面やはり惹かれてしまう自分を、どうにも悔しく思いながら。

「あんたのことを、好きだとか」

　亜蛇はそこで一旦言葉を切った。

「……考えられないね。だってあんたは、誰のものでもあって、誰のものでもない」

　そういう妓女おんなに、星蓮はなる。他でもない亜蛇の手で、美しく絢爛に仕立てられて。

　星蓮は、泣き出す手前のような表情で小さく笑った。

「そうですか。──でも、私は亜蛇さんが好きです」

　妓女としては、きっと失格なのだろう。普通に考えたって、まっとうな恋ではないかもしれない。少なくとも、元の家にいた頃の星蓮なら、こんな色街に生きる彫り師の男になど、決して心奪われなかったはずだ。

　それでも、出会ってしまったから。

　逃げ場所のない世界でたった一人、涙と笑顔を見せられる人。それだけがすべてだから。

　もはや躊躇いも羞恥もなく、星蓮は膝を立て、足を開いた。墨の跡が半端に残る内腿に、すうっと指を這わせて誘う。

「ここに、彫って。好きに刻んで」

「星蓮……」

　亜蛇の喉が、こくりと鳴る音を聞いた気がした。

　吸い寄せられるような視線を感じて、星蓮の肌も火照った。

　肉体では交われない彼が、女の肌を愛で、溺れ、蹂躙するために、あのまがまがしい針はあるのだろう。

　熱を帯びた赤い瞳を見据えながら、星蓮は切なくも蟲惑的な笑みを浮かべた。

「──この先もずっと、私が亜蛇さんのものだっていう徴しるしをつけて」




　そこから水揚げまでの日々は、瞬くように短いものとなった。

　これまでにも増して狂おしく針を突く亜蛇の指先からは、夢のように妖しい生き物が生まれた。

　濃こき紅くれないの牡丹と対をなすような、深い瑠璃色の揚あげ羽は。

　まるで、本物の蝶が肌の上で羽を休めているような──触れれば鱗粉さえつきそうに精巧な、気魄のこもった艶あでやかな刺青。

「さすがに亜蛇だよ。値打ちが出たねぇ」

　星蓮の湯浴みに付き添い、その体をいつかのように検分しながら、稟玲はほくほくとして言った。

　施術の傷も癒え、一通りの〈仕込み〉も終わった星蓮は、今宵初めての客を取る。顔も知らないその男からは、水揚げのための豪奢な衣装が贈られてきていた。珍しく機嫌のよい稟玲は、それらを着付け、髪と化粧を整えるところまで手伝ってくれた。

　湯上りの肌に臙えん脂じの襦袢を纏い、きららかな銀糸織りの上衣と浅黄色の裳もを身につける。更には空気のように軽い羅うすものの羽織を重ね、天女のような領ひ布れを肩にかけられた。首から下がった連れん珠じゅは本物の翡翠で、前髪をあげた額には小さな花か鈿でんまで施す。

　手首とうなじには練り香をなじませ、腰まである髪には椿油を垂らして、古代の姫君のような髷まげを結った。唇に紅をさし、水みず白粉おしろいを刷は毛けで薄く伸ばし、紫貝の染料で目の縁をぼかすように彩る。

　まるで舞台役者のような身支度を整える間、星蓮はずっと亜蛇のことを考えていた。

　刺青を仕上げた途端、毎日のように続けていた訪おとないを、ふつりと断った彼のことを。

　きっとそうなるだろうと、星蓮は静かに受け入れていた。再び彼に触れてもらえるとすれば、それは星蓮に新たな客がつき、その金で新しい画を加えてもらうより他はない。

（亜蛇さん。……会いたい）

　胸に思うことはそれだけだった。

　すべての支度が整い、稟玲に手を引かれて、ほの暗い座敷に通されるときも。錦の床がのべられた部屋で端座し、客を待っているときも。いよいよ襖を引き開けた男が、どんな顔の、何歳いくつほどの人物だったかもろくに覚えていないほどに。

　やっと我に返ったのは、どれほど話しかけても上の空な星蓮に業を煮やしたその客が、何かを怒鳴りながら強く頬を張ったせいだ。

　床に倒れこんだ星蓮は、そのまましばらく動けずにいた。

　殴られた頬が熱をもって痛い。口の中を切ったようで、鉄錆の匂いが鼻に抜ける。

　星蓮は顔をしかめた。無粋な痛みだと思った。亜蛇の針で肌を嬲られるときの、体の芯からさざめくような、甘美なそれとはまるで違う。

　客の男が大声で喚きながら、星蓮の髪を鷲掴みにした。繊細な形に結った髷はたちまちひしゃげ、乱暴に顔を引き上げられた。

　目の前に、ころりとした芋虫のような肉塊が突きつけられていた。一瞬焦点が合わずに、根本にびっしりと茂った縮れ毛を見て、これがこの男の逸物なのだとわかった。精一杯反り返ってみせても、破瓜の恐怖を覚える必要もないくらいに小さい。

　くわえろ、という意味のことを言われて、星蓮は思わず笑いそうになった。初めてとは思えないほど肝の据わっている自分が不思議で、亜蛇の刺青がこの身を抱き締めてくれているせいだと思った。

「ねぇ、旦那様。それより先に」

　星蓮は男を見上げて微笑み、自ら衣の襟元をはだけた。十五の少女とも思えない妖艶な眼差しに、男が気圧されたのを感じた。

「この着物を、早く脱がせてくださいな。私の体には、それは見事な彫り物があるんですよ。きっと旦那様が知るどんなものよりも素晴らしいわ」

　ご覧になって？　と首を傾げると、男は鼻息を荒くして、星蓮の上にのしかかってきた。

　やみくもな手つきに身を任せながら、星蓮は静かに目を閉じた。

　刺青を見せてやりたいという言葉は本心だった。なんの取り柄もない娘だった星蓮が、今は心から誇れるもの。永遠に枯れない花と、どこにも飛び立てない一羽の蝶──。

　そのときがらりと襖が開いて、血相を変えた少年が飛び込んできた。顔見知りの幇間見習いだ。

「火事だ！　お客さん、姐さんも、急いで逃げてくんなせ！」

（火事──？）

　星蓮は目を見張った。少年の言葉を裏付けるように、焦げ臭い匂いと煙が、どこからともなく漂ってきた。大いに慌てた客の男が、貧相なものを露出させたまま、脱兎のごとく逃げ出していく。

「姐さんも早く！」

　少年に手を引かれて、星蓮は反射的に尋ねた。

「亜蛇さんは無事なの!?」

「……兄にいやは」

　亜蛇のことをそう呼び、懐いていた少年の目が泳いだ。

「冴嗄姐さんの座敷に行った。そこが火元なんだ。姐さんはまた客に体を焼かれて、多分、その最中に火が回って……」

「っ……！」

　悲鳴は喉の奥で凍った。少年の止める声も聞かず、星蓮は廊下に飛び出した。

（冴嗄さんが客を取っていた座敷はどこ？）

　逃げ惑う妓女や客の流れに逆らい、火元と思われる方角へ、星蓮は夢中で走った。

　たどり着いたのは三階で、廊下にはすでに煙が充満し、視界がきかなかった。それでも一番奥の部屋から、ごうごうと渦巻く赤い炎が這い出しているのがわかった。

「亜蛇さん……！」

　躊躇はなかった。

　星蓮は黒い煙幕を突っ切り、火の海と化した部屋に飛び込んだ。燃える床を踏んで裸足の裏に火ぶくれができたが、目の前に広がった光景に、痛みも忘れて立ちすくむ。

　──とうに燃え尽き、炭化した丸太。

　そうとしか思えないものの傍らで、亜蛇は座り込んでいた。

　星蓮の位置からは彼の背中しか見えなかったが、だらりと落とされていた腕が、わななくようにそれに伸ばされた瞬間、躍起になってしがみついた。

「亜蛇さん、だめ！」

「星蓮……？」

　振り返った彼の瞳に、星蓮の肌が粟立った。

　一切の光をなくした血の色の瞳は、果てのない空虚そのものだった。

　ひび割れた唇が、抑揚のない音を洩らす。

「冴嗄が、燃えて」

「……うん」

「ここに来たらもう、燃えてて」

「うん……！」

「自分で油をかぶって火をつけたんだ」

　涙目で頷くしかできなかった星蓮は、その言葉に愕然とした。

　改めて見れば、冴嗄の亡骸のそばには、蓋の外れた壷が転がっていた。つんと鼻を突く匂いは、確かに行燈を燃やすための油だ。

「どうしてそんな……」

　冴嗄は確かに正気ではなかった。けれど、星蓮が一度だけ見た彼女は、あんなにも火を怖がっていたのに。

「お客さんがやりすぎたんでしょう？」

　事故だと思いたくて、星蓮は言った。生前の面影ひとつない有様の冴嗄に、せめてもと脱いだ羽織をかけてやる。

「違う。……冴嗄はあっしに言ったんだ」

　亜蛇の爪が、膝に深くめりこんだ。瘧おこりがついたかのように、その肩が大きく震え出す。

「『大事にしたい子ができたなら連れて逃げておやり』『姉ちゃんにまかせておけば大丈夫だよ』って──」

　星蓮は打たれたように固まった。

　それは、一体いつのことなのか。

　そんなまともなことを、あの冴嗄が口にできたのか。

　それに、彼女の言った「大事な子」とは──。

（今はそんなこと考えてる場合じゃない！）

　星蓮は慌ててかぶりを振った。冴嗄の死が事故なのか、騒ぎに乗じて弟を逃がそうとしたためのものなのか、もはや真実はわからない。

　ただ、自分たちが今すべきことは。

「亜蛇さん、ねぇ立って。これ以上ここにいたら危ない！」

　亜蛇の腕を取り、引っ張りあげようとするが、彼は力なく首を横に振った。助かろうとする意志がないのか、ぽつぽつとこぼれる言葉はうわごとのように儚い。

「あっしは、冴嗄をここから逃がしてやれなかった。弟のあっししか、そうしてやれる人間はいなかったのに。あっしは臆病で、卑怯で……捕まってまた犯されるのが──嫌で」

「そんなの当たり前だわ！」

　声を張った瞬間、堰を切ったように涙が零れた。

「好きでもない人に抱かれたいなんて、男でも女でも思うはずないでしょう？　でも、亜蛇さんはそこから抜け出したの。自分の力でそうしたのよ！」

　誰よりも腕の立つ彫り師となることで、亜蛇は男娼として踏みにじられる生涯を免れたのだ。

　羨ましかった。すごいと思った。きっと星蓮の人生なんて、周囲に流されるままにたゆたう、一葉のようなものでしかないから。

　けれどそんな自分に、亜蛇は小さな光をくれた。それは決して明るく眩しいだけのものではないが、どれほど流され穢されようとも、形を変えない強い何かを星蓮の裡うちに刻んでくれた。

「見てよ。──あなたの蝶よ」

　星蓮は祈るような思いで、裳もの裾をたくしあげた。座り込んだ亜蛇の眼前に、秘められた内腿が晒される。

　熱風が肌を炙り、焦げ付くような感覚の中、蝶の宿る肌がさざなみ立つように震えた。どこにも逃れられないはずの揚羽が、懸命に羽ばたこうとする幻を、星蓮はその瞳に見た。

　──そして、おそらくは亜蛇もまた。

「ぅ……あ……ああぁ……！」

　亜蛇の喉からひしゃげたような声が漏れて、彼は星蓮の腰にすがりついた。

　涙もなくしゃくりあげる彼の頭を抱え込んで、その額に、瞼に、星蓮は降るような口づけを浴びせた。どうしてか自分がこの瞬間、彼をこの世に産み落としたような気がした。

「一緒に逃げて」

　静かに、けれど揺るぎなく、星蓮は彼を抱き締めて言った。

「亜蛇さんの腕があれば、どこででもやっていけるもの。私は生きた看板になるわ」

　彼の施す刺青の価値は、星蓮の体を見ればわかる。それだけで足りなければ、それこそそこいらの辻で客を取ることだって吝やぶさかではない。

　そういう意味のことを告げる星蓮に、亜蛇は顔を歪めた。どこか機嫌の悪そうな、怒りさえ孕んだような口調で、ぶっきらぼうに「嫌だ」と言う。

「あんたが体を売るのは、嫌だ。──あっし以外の男に、肌を晒すのだって御免だ」

「亜蛇さん……」

　星蓮は呆気にとられて亜蛇を見つめた。やがて、胸の奥から不思議なほど温かい何かがこみあげてきて、そんな場合ではないのに、唇が淡くほころぶ。

「じゃあ、見せても構わない場所に、また新しい画を彫って」

　提案に、亜蛇は口ごもった。その首が横にだろうか、縦にだろうか、振られるかに見えた、そのとき。

「きゃあっ──！」

　二人の体をかすめるように、天井の梁が轟音とともに焼け落ちた。火の粉がいっせいに舞い散って、狂ったように躍る炎に部屋の入り口が塞がれてしまう。

「どうしよう、亜蛇さん……」

　青ざめる星蓮をよそに、亜蛇はゆらりと立ちあがった。部屋の奥に向かうや、出し抜けに障子窓を蹴破って、欄干で囲われた露台に降り立つ。

　見かけに似合わない豪胆さに、星蓮は目を丸くした。吹き込む夜風が充満した煙を押し流し、夜よ闇やみを背後にした亜蛇の白はく髪はつが、逆巻く空気に煽られてなびいた。

「おいで、星蓮」

　当たり前のように腕を差し伸べられ、星蓮は胸がいっぱいになって駆け寄った。

　ここは三階だとか、下手をすれば死ぬとか。飛び降りたところで誰かに捕まってしまうかもしれないなんて、考える意味のないことだ。

　亜蛇が「おいで」と言った。

　一緒に行こうと言ってくれた。

　それ以外に欲しいものなど、今はもう何もない。

　露台はさして広くなく、二人はぴたりと身を寄せなければならなかった。朱塗りの欄干に足をかけ、視線を絡ませると、星蓮の肩を抱いた亜蛇が、短くも深い口づけをくれた。

「怖い？」

「……ううん」

　眼下に広がるのは、妓楼の裏手にあたる小路だ。漆黒の闇に沈んでいるせいで、ほとんど何も見えないけれど。

　無事に飛べると、なんの根拠もなく信じた。

　──強く、固く。繋いだ手は離さぬまま、宙に身を躍らせる。

　無重力の中に飛び込んだような一瞬、瑠璃色の蝶が軽やかに舞って空に消える姿を、星蓮は確かに見たと思った。





雪花　　ひより







　一いち乃のが死んだのは自分のせいであると、柚ゆ子ずは征せい爾じにそう告白した。

　一乃は征爾の幼馴染であり、同時に許嫁でもあった。一乃の生家は代々村長を輩出している大層な富豪だったが、相手が佐久良ならば──村の医家の長男ならばと、二人の関係は家族ぐるみで良好だった。

　佐久良の家に流れの女医が、女児を連れて居座るようになったのが七年前。妻に先立たれていた佐久良は意気投合したその女を後妻として迎え入れ、一人息子の征爾ともども、女の連れ子である柚子を我が子と同様に可愛がった。その一年後に草太郎を設け、家庭は円満だったのだが、又隣の町の伝染病治療を手伝いに山を越えていったきり、夫婦そろって戻らなくなってしまった。いなくなってから半年後にそれらしき屍が見つかったと知らされている。

　そのとき、柚子は十二、草太郎は三。二人の面倒を見る形で十九の征爾が父の職を継ぎ医者として生計をたてるようになった。この三人暮らしが一乃はひどく気に入らなかったらしく、ことあるごとに村長である自身の父親へ、早く征爾を自分の婿に、柚子と草太郎をどこかの養子にすることをすすめていた。

　しかしそんな生活も無事に一年が過ぎたころ、一乃が死んだ。そして柚子は征爾に告白する。一乃が死んだのは自分のせいだと。

　それから、またさらに一年。一年の締めくくりに神楽の祭りが催される、師走。




　五つになった草太郎は母の顔を覚えておらず、かわりに柚子をよく慕っている。

「おねえちゃああん」

　ことあるごとに姉を呼んでは涙する、草太郎の声が近所まで響いていた。

「はいはい、どうしたの」

　柚子はおとなしい娘だったが弟の面倒はよく見ていた。けれども性格ははつらつとしていた母親とは似ても似つかず、誰かが彼女の意見を聞くまで、何も言わずに黙っているような暗い性分の娘だった。

「どうしたの、泣いていたら恥ずかしいのよ。草ちゃんは、父さまと母さまの子なんだから」

「おねえちゃん、こわい、こわいの」

「よしよし。大丈夫よ、ぜんぶ夢だもの」

　このおとなしい娘が饒舌になるときは、ほとんどが草太郎相手であった。流れの医者として転々としていた母親と共に過ごしていた柚子には、征爾のような学もなければ周囲からの信頼もなく、彼女は母の死後ただ黙々と、家のことをしながら草太郎に愛情を注いでいた。

　柚子はよく縁側で、白い息をはきながら袢纏を着こみ、その胸の中に草太郎を抱いてあやしていた。ほうら、草ちゃん。お月様が見えるわよ。雪が降っているのに、雲が少ないお蔭ねえ……。

　ガラガラ。

　柚子の腕の中でうつらうつらしかけていた草太郎は、玄関の引き戸を開ける音にぴくりと反応して目を覚ました。猫みたいに飛び跳ねて、帰宅した兄に飛びついていく。

「にいさま！」

「草。まだ起きてたのか」

「おかえりなさい、にいさま」

「ああ、ただいま」

　征爾は無愛想な男であったが、背が高く体格が良いうえ、顔立ちもまた整っており娘たちの引く手数多である。しかし許嫁であった一乃が死んでからというもの、その憔悴ぶりを見てか、さすがに露骨に声をかけてくるような娘はいなくなっていた。

　柚子は目を上げずに頭を下げて、そそくさと逃げるようにして台所へ立った。その様子を怜悧な瞳で睨んだ征爾だったが、草太郎がせがんできたため、膝にのせてやる。

　兄と姉がそろうと草太郎は喜んだ。父母のかわりと思っているのだろう。征爾に抱かれたと思ったらすぐに飛び降りて、柚子の体にしがみつく。兄さまのごはんを用意しているから、あっちで遊んでいなさいと諭されて、またしても兄のもとへと戻っていくが、すぐに我慢できずにまた柚子へと飛びついた。しかし兄のほうも捨てがたいようで、二人の間を走り回ってはしゃいでいた。

「にいさま、おかぐらまつりはまだですか？」

「もうすぐだろう、それまで我慢しろ」

「草もたいこをたたくんです」

「なら、早く大きくなることだな」

　その様子を黙って見守りながら兄の食膳の仕度を整えた柚子は、自分の膝をぽんぽんと掌で静かに叩いてみせた。すかさず草太郎がそこへ飛び乗る。

「もう遅いから寝ましょうね」

「やだっ。草はにいさまとねます」

「兄さまはお忙しいから、お姉ちゃんと寝ましょう」

　草太郎を寝かしつけた柚子は外へ出て、まきを抱えて風呂の仕度を整えた。彼女は先に草太郎をいれるときに一緒に入ってしまったのだが、湯がぬるくなってしまっているので、もう一度火をおこす。指先がかじかんで震えた。

「寒い……」

　吐く息が白い。伏せた睫に水滴が宿る。

　火がすぐには消えないほど大きくなってから、その場を離れ、兄のもとへと戻る。征爾はあらわれた柚子に目をむけない。

「お風呂の仕度が整いました」

　征爾は黙って立ち上がり、柚子は黙って食膳を片づける。急いで片づけてから再び外へ出て、兄の風呂の火をくべた。あまりの寒さに何度も身震いしながら、目の前の火に時々手をかざして暖をとる。

　しばらくして兄が湯船をあがった気配を覚え、火を消してから玄関へと戻って行った。すると、戸が開かない。鍵がかかっているのである。

「…………」

　一瞬、これ以上ないほどに青ざめた柚子だったが、すぐに袢纏の前を合わせて、あきらめたようにその場にうずくまる。雪は、相変わらずちらついていた。




　一乃が死んだのは、柚子のせいでもある。

　ある晩一乃は、凍った池の中に落ちて、なんとか這い上がったのはいいが、寒さのあまり身動きがとれず、その場で雪の人形のように真っ白になって死んだ。

　彼女を一番はじめに見つけたのは柚子だった。

　医者として呼ばれたのは他でもない婚約者の征爾であり、彼は自らの愛する女が死んでいることを確認した。月の綺麗な晩だった。




「寒いか」

　どれほど時間がたったことだろう、指先の感覚はすっかり消え失せ、赤かった唇からは色味が消え去っている。引き戸の向こうから、征爾の静かな声がした。

「寒いかと聞いている」

「寒い、です」

「一乃は」

　錠をあける音がして、ようやく戸が開かれた。征爾はぽっかりとした目で自分を見上げてくる柚子を、さらに凍えさせるような冷たい眼差しで射ぬく。

「一乃はもっと寒かったはずだ」

　言うなり柚子の体を抱え上げて、廊下を歩き、湯船に彼女を投げ捨てた。柚子は小柄な娘だが、それでも大量の水しぶきが跳ね、当然征爾にもふりかかった。しかし征爾は、眉ひとつ動かさない。それが当たり前とでも言うように。




「……あ、ぅ、っ……」

　うつ伏せに寝そべった胸は、丸みを帯びたまま曲線を描いてつぶれている。先ほどすっかり冷え切ったと思った指先や足先は、いつの間にかぽかぽかとぬくもりを取り戻していた。背中にあまりに大きな熱と、弾力のある肌を感じながら、柚子は猛烈に穿たれる股の間の動きに翻弄されていた。

　征爾がそれほどはやく動いているわけではないのだが、恐らくわざとなのだろう、柚子が痛がるように乱暴な動きをする。しかし膣以外の、彼女の弱い場所を把握しているせいか、そちらを刺激して、痛みと官能を混合させるのだ。

「……っ」

　柚子の吐息と同様に、征爾の息もまた荒い。汗と汗とが絡みあい、柚子は思わず目の前の枕をつかんだ。つかんだところでどうしたいわけでもなかったのだが、うつぶせにされて中をえぐられるような体位、この体位ではどうしても彼女は達せないのだ。

「ふぅ、う」

　唇をかみしめて必死に声を押さえる。すると征爾は柚子を仰向けにひっくり返した。

「出せよ、声」

　怒ったように言いながら、征爾は柚子の一番深い場所に性器をねじ込んできた。それは柚子にとっての痛みでしかなかった。

「……っ」

「出せ」

　黙ったまま首を横に振る。隠しようのない、大粒の涙が、ぼろぼろと彼女の頬を伝い落ちる。

「出せって」

　全身を使ってのしかかってきた男は、ねぶるようにして柚子の耳の中へ舌を這わせた。瞬間、柚子は征爾の肩にしがみつく。

　中は痛い。気持ちよくなんかない。けれどこすられた箇所が、なんだか熱い。あと少しで届かない何か。それに手が届いたとき、内側が爆ぜる。

「あっ、あっ、……っ！」

　同時に征爾の腕に力がこもる。

「く……っ」

　征爾はとっさに柚子と唇を合わせた。

「ん……」

　絶頂を迎えた征爾が精を吐き出していく。唇は、まだつながったままだった。

「ふ……」

　朦朧とした様子の柚子は、無意識のうちの弱弱しい動きで征爾の舌を自らのそれでやわらかく触った。

　舌の感触はどちらもざらりとしているのに、力が抜けるとどこまでも、形がないかの如くやわらかい。征爾もまた数度それに応じたのだが、すぐに我に返ったようにして音をたてて引き抜いてしまう。

　柚子の髪はまだ濡れていた。当然である。征爾が風呂場から引きずり出してきてそのままなのだ。膣から性器が引き抜かれると、そこから白い液体がとろりと流れてきた。
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　避妊は柚子の体に負担のかかる薬で行われていた。仮にも医者である征爾が処方するものなので害はないが、飲むとしばらく気分が悪いのだ。

　翌朝、柚子は征爾より少しだけ早く起きる。自分の体を濡れた布で拭って着物をまとい、あちこちの部屋を暖めてから食事の準備を始めた。作業の間中、征爾の精がとろとろとたれてくるたびにうろたえていたが、しばらくするとそれもやんだ。

　食事の支度を整えてから草太郎を起こす。その頃には征爾も目を覚ましているので、三人で朝食をとる。征爾も草太郎も出されたものはきちんと全部食べた。箸の上げ下げや握り方、汁物を食べる順番までそっくり同じだ。それだけでこの二人の間に、たしかな血のつながりがあるのだと感じる。柚子だけが違う。自分だけが仲間外れ、ここにいてはいけないみたいだ。

　征爾を送り出し、後片付けをして、買い物へと出かけた。草太郎を連れて市場へ行くと、すぐに同じ年頃の友達を見つけ、遊びに行きたいとせがんでくる。

「絶対に、お池のほうに行ってはだめよ」

「うん！」

　草太郎の一番の仲良しは、倉敷の家の壱いつ岐きだった。倉敷家は村一番の富豪であり、ここら一帯を取り仕切る長でもある。しかし決して威張ったところのない家なので、人々に好かれていた。倉敷は壱岐の家であるのと同時に、死んだ一乃の生家でもある。

　一乃と征爾が幼いころから親しかったように、征爾の弟の草太郎も、一乃の弟の壱岐と仲が良い。同じ年頃の子供が少ないせいもあるが、血筋だろう。ほら、また仲間外れ。

「ほほえましいねえ」

　迎えに来た壱岐と一緒に雪の中を走っていく草太郎の背中を見送っていると、側にいた村の女がにこにこしながら声をかけてきた。

　流れの女医の連れ子としてこの村に暮らすようになってから七年、居座った家が医家の佐久良であったことが幸いしてか、また両親を失うという不幸を憐れんでか、みな部外者である柚子にも親切にしてくれる。それは排他的な雪山の田舎では珍しいことだった。

「もうすぐお神楽のお祭りだからねえ。壱岐の坊ちゃんも、草ちゃんも浮かれてるね」

「ええ……」

　好意を無碍にするわけにもいかず、かと言って心から笑みを返すことのできない柚子は、己の生来の陰気な性分を呪った。七つのころからこの村で暮らしていながらいまだに親しい友人の一人もできないのは、この暗い性格が災いしていることは自分でもよくわかっている。中でも一乃は、とりわけ彼女を毛嫌いしていた。当然だろう。自分の想う男の家に、血のつながらない女が一緒に暮らしているのだから。

　ふと足の間にとろりと熱いものを感じて柚子はぎくりと動きをとめた。征爾の精だろうか。

「あら、ゆっちゃん」

　女に指摘され、さらにぎょっとする。柚子の足の付け根から、血がにじんでいたのだ。

「忌日じゃないか。着物の上まで沁みちまってるよ。羽織を貸してやるから隠してお帰り」




　征爾は時たま酒を飲んで帰ってくる。

「ゆっちゃん、ゆっちゃん。あけとくれ」

　夜遅くなって玄関の戸が乱暴に叩かれた。雪の中に征爾を担いだ男が立っている。

「村雨さん」

「そうれ、征爾のお届けだ」

　征爾の友人、村雨は腕を肩に回して担いでいた征爾を、土間に足を踏み入れるなり投げ出した。どさりとその場に征爾が崩れ落ちたものだから、柚子は慌てる。

「まったく、毎度付き合わされる俺の身にもなってほしいもんだね。一乃、一乃ってさ、いっちゃんはもう一年も前にいなくなってるんだ、いい加減元気を出してほしいなぁ」

「いつもありがとうございます……」

「ゆっちゃんからも言っておやり。自分を責めるのも大概にしろって。悪いのは征爾じゃないんだからって」

「村雨さん」

　柚子は珍しく強い口調で、言葉を遮る。

「どうか、もうそのお話はなさらないで……」

　たちまち暗い雰囲気が立ち込めて、泣きたくなった。どうして自分はこんな風に卑屈めいた物言いしかできないのだろう。村雨が軽くため息をつく。

「構わないけどさ、ゆっちゃん。いつまでもこの状態はよくないよ。ゆっちゃんも年頃なんだから、もっと自分の楽しみを見つけたほうがいい」

「はい……」

　あがっていって何か温かいものでも、と申し出たが、村雨は早く帰りたいからと笑顔で佐久良を後にした。

「兄さま……」

　土間に座り込んだ、酒臭い征爾の肩をそうっとゆさぶる。広い肩は冷え切っていた。

「兄さま、風邪をひきます……」

「ん……」

　征爾はぼんやりと瞳を開ける。

「草は」

「寝ました」

「……寒い……」

　ふらつく足取りで立ち上がった征爾は、柚子の手を強引にひいて歩き出した。縁側を抜け、廊下を曲がり、寝室の戸を開ける。

「お前が、暖めろ」

　背中を突き飛ばされて、掃除の行き届いた座敷に転がった。征爾が乱暴にのしかかってくる。

「いけません、兄さま」

　震える声で抗議した柚子の顎を持ち上げて、征爾はその唇にかみついた。

「だめです、今日は……」

　指で征爾の唇を押し返す。

「さっき、あれが、来て……」

　酒に茫漠としていた征爾の瞳が、徐々に柚子へと焦点を定めた。条件反射のように舌で相手の唇を舐め、少し吸った後、体を離して座りなおした。

「なら、舐めろ」

「……え」

「舐めろって」

「！」

　腕が抜けるほど強く引っ張られて、よろめいた柚子は征爾の横に体を倒す。そのまま乱暴に柚子の髪をつかんだ征爾は、自らの股間に彼女の顔を寄せた。

「……兄さ、……」

「早く」

　今にも泣きだしそうな表情で、しかし観念したように、柚子はぎこちない動作で征爾の着物をほどく。下半身だけむき出しにすると、半分萎えた状態の性器があらわになった。

　恐る恐るつかんでそっと持ち上げる。見た目通りの重量があった。柚子は再びすがるように征爾を見上げたのだが、暗がりで相手がどんな顔をしているのか見えず、やがてあきらめて唇を寄せ、それに軽い接吻をした。

「その舌は、かざりか？」

　冷たい口調で嘲笑われ、柚子はおずおずと、亀頭に唇の内側の粘膜をそわせてみる。ぴくんとした反応がかわいらしかった。舌を使って丹念に肉棒を舐めていく。最初は伺うようにちろちろとした舌使いだったのだが、徐々に動きは大胆になり、丁寧に、丁寧に、言葉通り暖めるかの如く、命じられるままに玉の裏までゆっくりと舐めた。

　たどたどしい舌使いにのろのろと勃起した征爾の性器は、ずいぶん長いこと柚子の舌にねぶられて、やっと白濁液を彼女の口の中に吐き出した。

「……っ、ぐっ」

　口の中に精を放たれて、喉が詰まる。

「げほげほっ！　ふ、ぐ、えほえほ、けほっ」

　生臭い匂いに、生理的な涙が柚子の頬を伝っていた。肩で息をしながら、まだえづく。

「げほっ！　う、ぐ……げほげほっ、けほっ」

　咳は止まらず、喉の奥への粘つきと、鼻の奥にこびりつくような生臭さは、翌日も柚子を苦しめた。
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　征爾は基本的に表情豊かなほうではないので、常に怒っているように見える。反対に柚子もまた常にびくびくしているような娘だったので、二人並んでいる様子はどう見ても楽しそうには見えなかった。

　その二人の共通点と言えば、草太郎をかわいがっていることくらいだろうか。

　征爾は子供好きである。診療先でも子供に対しては驚くほど優しい。

「先生、ありがとうございましたっ」

　苦い薬を飲まされて半べそなのに、礼を述べてくる草太郎より少し年上の子供の頭を、征爾は嬉しそうに撫でてやった。ついでに持っていた鼈甲飴をあげた。持ち帰って草太郎にやろうと思っていたのだが、苦い薬を我慢した快挙の前では、仕方がない。

「こりゃあ、自分の子供ができたときは始末におえないだろうねえ」子供の父親が笑った。「どうだい、せいちゃん。そろそろ嫁さんを貰っては」

「いえ」そっけなく応じた。「妹と弟の面倒を見なくてはなりませんので」

「まあ、草ちゃんはまだ小さいけどさ。柚子ちゃんのほうは年頃だろう。嫁ぎ先を探してやってもいいんじゃないのかい。そんであんたんとこに草ちゃんが残ったって、それを承知で嫁に来てくれる女だっているさ」

　今度はわずかに逡巡した。

「あれはまだ嫁に出すつもりはありません。少なくとも草太郎の手が離れるまでは」

「そうかねえ。でも、可哀想じゃないかねえ」

「本人もそのつもりです」

　嘘だ。柚子と征爾は、未来の話などしたことがなかった。義務的な生活の問答、その場その場の応酬。それだけだ。草太郎だけが楽しそうに、明日、明後日、その先の話をする。

　かたくなな様子の征爾に、相手は軽く息をついた。

「まあ、あんたがそう決めたんならいいけどさ。気をつけなよ、いきおくれると女はやっかいだからね」

　もう誰も一乃のことは口に出さない。みな、征爾自身の話をする。この村の人々が優しい証拠だろう。それでも征爾は許せなかった。

　──村雨さん

　──どうか、もうそのお話はなさらないで

　──私が一乃さんを、殺してしまったようなものです

　征爾が十四のときにやってきた、七つ年下の少女。彼女のことを一度たりとも妹だなんて思ったことはない。父が存命のころ柚子の母親も含めて家族として暮らしたが、草太郎に抱くような親愛の情を、征爾はどうしても柚子に抱くことは出来なかった。十四歳だった征爾にとって陰気な年下の妹は鬱陶しいだけだったし、もともと一乃以外の女にはあまり興味がなかった。

　それだけではない。柚子を見ていると苛々するのだ。一乃が死んでからは、特に。

　──私が一乃さんを

　──殺してしまったようなものです

　暗い娘。言いたいことがあるような顔をするくせに、問い詰めても何も言わない。

　自分が投げ出せば、この雪山であのやせっぽちな少女が一人で生きていけるとは思えなかった。保護者のない娘の末路など決まっているようなものだ。良くて女郎か、悪くて死ぬか。だとしたら今と何も変わらないのではないだろうか。今だって柚子は、征爾の女郎だ。

　はじまりはもちろん怒り任せで、柚子が拒んだかどうかさえあまり覚えていなかった。

　征爾が覚えているのは、最初から今に至るまで一貫して、もうどうにでもなればいいと思っていることだ。めちゃくちゃになって壊れて死んでしまえばいいと思った。柚子が。征爾が。どちらでもない。どちらでも良い。

　もしも柚子が一乃と同じ死に方をしたとしたら、征爾はすとんと得心が行くような気がしていた。一乃の時には、散々「なぜ」と思ったにもかかわらず、柚子なら納得できるような気がしたのだ。

　それでも飽きずに繰り返すのは、体がすっかり、柚子になじんでいるからだ。汗ばんだ肌が吸い付く感触を、てのひらが覚えてしまっているからだ。
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　柚子はいつ毎夜の征爾とのやりとりが露見するかとおびえていた。血のつながらない男女が一つ屋根の下にいるのだから、いい加減、誰に疑われてもいいころだと思う。しかし一向に誰もそのようなことを口にする様子はなかった。それほどまでに二人は、ただの「家族」に見えているのだろうか。少しは一乃のように、なにかあったらどうするのだと疑うような者がいそうなはずなのに。

　──あっちへ行けって言ってるでしょう

　自分を射抜く、一乃の瞳。

　強いまなざしの女だった。派手な顔立ちで、はっきりとした美人。裕福な倉敷にうまれ、お嬢さんとして育てられたこともあって、人の上に立つことに慣れていた。自然と人目を惹く、うまれながらの為政者のようだった。

　──どっか行きなさい。征爾に言いつけたら殺してやるから

　──ほんとよ、脅しなんかじゃない

　──あたしは前から、あんたが大嫌いだったんだ！

　一乃が死んだ最後の夜、柚子は凍った池に立つ一乃の姿を見た。目があって、会話をした。けれど突っぱねられて、殺してやるから、あんたが大嫌いだったと言われて、すごすごと逃げ帰ってきたのだ。あの時、柚子が引き留めていれば、一乃は死なずに済んだのだろうか。そうして今頃、征爾と所帯を持っていたのだろうか。征爾と一乃。柚子から見ても美男美女でお似合いの二人だった。あんなことさえなければきっと、末永く幸せに暮らしていけたに違いない。

　征爾は、比べるだろうか。柚子と一乃を。二人の細部を。そして一乃のことを思い出すのだろうか。もう死んだ女を。




「そーうー！」

　壱岐が草太郎を呼んでいる。柚子はそうっと引き戸を開けて壱岐を迎え入れてやった。

　一乃の弟で倉敷の長男、壱岐。一乃によく似て派手な顔立ちだが、おっとりとした礼儀正しい子供だ。

「こんにちは、壱岐ちゃん」

「こんにちは、ゆっちゃん。草は？」

「今来るから、上がって待つ？」

「うん」

　壱岐が土間からあがるなり、どたばたとせわしない音がして、草太郎が飛び込んできた。

「イツ、おかぐらのお祭りにたいこたたいていいって？」

「うん！　とうさま、いいって言った！」

「やったー！」

　二人は飛び上がって喜び、手を取り合った。柚子一人が首をかしげる。

「お神楽のお祭り？　太鼓って……あの？」

　村はずれの無人の神社に集い、一年の締めくくりに歌い奏し、巫女が能面をもって舞を舞う祭りである。笛や鈴のほかに決められた十人の男衆が、面をかぶって神楽おもてとなり、それぞれ十度ずつ太鼓をたたくのがこの村での伝統だった。獅子が出てきて音楽に合わせ人々の頭を噛んでいく。笛の音がなり終えるまでに噛まれていないものがいたら、そのものは次の年に不幸になると言われているので、みな率先して噛まれに行く。

「そう！」壱岐が満面の笑みで言う。「ぼくと草が五かいずつたたいていいって、とうさまが！」

　ぎょっとした。お神楽の祭の太鼓番と言えば、大人の男も競ってその座を取り合うものだ。獅子に最初に噛まれるからである。

「ほ、本当に？」

「うん！　やったね、草。たのしみだね」

「うん、うん！」

　喜ぶ二人に汁粉を用意しながら、柚子は一人不安げにしていた。




「だめだ」

　案の定、征爾がそれを却下した。草太郎は瞳になみなみと涙をためて、兄を睨む。

「どうしてですか。だってイツ、いいって言いました。イツのとうさまが、いいって言ったって」

「壱岐は壱岐の父上が叩くときに半分叩かせてもらえばいい。お前はだめだ」

　征爾の言葉はとりつくしまがない。柚子が一人でおろおろしていた。

「じゃあ草もにいさまがたたくときにはんぶんたたく」

「壱岐の父上は長だから必ず叩くと決まっているが、他の九人は、もう決まってる。俺じゃない」

「やだ、やだ！　イツだけずるいです！　草もたたきます！」

　わっと火が付いたように草太郎は泣き狂い、持て余した怒りを発散するようにして、征爾に飛びついた。

「草ちゃん、だめ、だめよ」

　柚子がどうしたらいいかわからない様子で、征爾から草太郎をひきはなそうと手を伸ばすが、草太郎はその手をひっかいて、征爾を叩き続けた。

　目を細めた征爾が、草太郎の頬を打つ。

　自分の身に何が起きたのかわかっていなかった様子の草太郎は、きょとんとした後、頬に手を当ててまた泣き出した。

「にいさまの、ばか。にいさまの、ばかぁ！」

　草太郎は柚子の腕の中に飛び込んでいき、それから寝付くまでずっと泣いていた。
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　その晩、草太郎は何度も夜泣きをして柚子を呼んだ。

　征爾に唇を吸われていた柚子は、はだけた着物を整えて草太郎のもとへ駆けつけ、寝かしつけてから征爾のもとへと戻ってきた。しばらくして情事の最中にも草太郎が泣き出したため、柚子はふらふらしながら同じことを繰り返した。征爾はすっかり萎えかけたが、なぜだか弟に対抗意識を燃やし、柚子が戻るたびにむきになったようにその体をいじくった。

「ふ……」

　後ろから結合し、背中を抱きしめて乳首を捏ねていると、柚子が弱弱しく頭をたれたので、そのうなじにかみついてやった。

「あ」

　音を立てて肌を吸う。わずかな鬱血が首筋に残った。満足した心持で、耳を噛みまくる。耳が弱い柚子は、腰をくねらせてあえいだ。もう全部知っている。どこもかしこも把握している。

「や、あ、ん……」

　あいている片方の手で膣のわずか上をつまみあげると、膣がきゅっとすぼまった。

「は……！」

　彼女が後ろからでは達せないことを知っていた征爾は、くるりとその体をひっくりかえして、座った状態のまま下から突いた。柚子は揺れ落とされないように、慌てて征爾の首筋へとしがみつく。無防備になった耳をまた責めた。さんざん舐めた後、低い声で適当に言葉を流し込む。意味などない言葉なのだが、柚子はとりわけそれに弱かった。

　草太郎がまた泣き出したのはその時だ。

　すっかり焦点の定まらない瞳になっていた柚子は、覚束ない動きで、征爾から離れようとする。むっとしてその手を握りしめた。

「草ちゃんが……」

「ほっとけよ」

　征爾は柚子の中にのの字を書くようにして、中をかきまぜる。

「だめ……草ちゃんが」

　しばしおとなしく揺さぶられた柚子だったが、やがて顔を赤くして征爾との結合を解いた。

「泣いてる……」

　征爾にさんざん舐められた体の上に、薄い着物を羽織る。やけにいらだった征爾は、帯を巻いて立ち上がろうとした彼女の腰を両手で掴んで、問答無用で後ろから腰を沈めた。

「行くなって、言ってるだろ」

　こんな突き方をしても、相手が心地よくないことはわかっていた。痛いのならそれでいい。こんな女、もっと、もっと痛がればいい。

　すると、急にがくりと柚子の体から力が抜けたため、崩れかけたところを慌てて抱き留める。意識を失っているわけではなさそうだったので、そのまま続行した。

「や、やめ、草ちゃ……あ、あ、あ」

「ほっとけって」

　草太郎はまだ泣いている。柚子を求めて泣いている。

「だめ……こっちに来ちゃう」

「見せてやれよ」

「いや、そんなのだめ……お願い、抜いてぇ」

「いやだ」

　逃げるような動きもまた弱弱しく、征爾の力の前ではほとんど無意味だった。

「兄さま、お願い……」

　かすれた声で懇願する。征爾はますます抱きしめた柚子にまわした腕に力を込めた。つながったまま器用に柚子の体を転がして向かい合う形となり、帯を解き、着物の前をあけ、すっかり裸にしてしまう。

「抜い、てえぇ……」

　請えば請うほど征爾の性器は硬さを帯びていく。ふと、柚子の手に草太郎に引っかかれた細い傷があることに気が付いた。

　力任せにその手をつかんで、傷口を舐る。

「あっ」

　びっくりしたようにこちらを見た柚子の目がやけに熱っぽく、征爾は思わず、本当に自分でも驚くくらい急に快感がこみ上げてきて、刹那的な勢いで、柚子の中に吐き出した。




　柚子はしばらく震えていたが、やがて征爾が体を起こすと、のろのろとした動作で着物をまとい、部屋を出て行こうとする。

「おい」

　征爾が腕をつかんで引き止めると、柚子はまだ何かするのかとおびえているように振り向いた。それを見て征爾は、黙ってつかんだ柚子の手を離す。

　柚子は一瞬何かを言おうとしたのだが、結局何も言わずに、静かに部屋を出ていった。

　なぜ呼び止めたのか、理由はなんだったのか。振り向いたときの柚子の瞳がたまらなく不愉快だった。けれど、なぜだかわからない。理由がわからないことがどうしようもないほどもどかしく、逆恨みだとわかっていながら、柚子に苛立ちを募らせた。

　そして、もう自分はだめだと思った。何か暗くて粘ついたものに、からめ捕られたみたいだ。もうだめだ。このままでは、どんどん、どんどん、腐っていってしまう。

　一乃、どうして死んだ。

　どうしてお前が、死んだんだ。
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　袢纏を着こみ、縁側に腰掛ける。そして腕の中に草太郎を抱いた。自分から征爾の香りが立ち上っているのではと気が気ではなかったのだが、草太郎がせがんだので仕方がない。これ以上興奮させるわけにはいかなかった。

「草ちゃん……いい子だから」

　柚子は疲れ果てていた。本当は今も自分が何を言っているのかよくわかっていない。眠気が目蓋を重たくし、足の間に残る振動のような感覚が、全身の筋肉に追い打ちをかけるようだ。

　それでも草太郎は柚子に構われたくて駄々をこねる。

「もうにいさまなんてきらいだ」

「そういうことを言ってはだめ。わたしたちは兄さまがいないと生きていけないのよ」

　言いながら、柚子はほとんど夢の中だった。夜気に触れたつま先が、氷みたいになっていく。布団の中の暖かい感覚が恋しかった。

「草、にいさまがいなくても生きていけるよ」

「そうね、きっと大きくなったら……。でも、今はむりなの」

「いきていけないから、にいさまのいうことをきかないといけないの？」

「違うわ」

　草太郎の体は暖かい。けれど柚子は、人の体温にもいろいろな種類があるのだと実感していた。征爾と草太郎の体温は、似ているけれど微妙に違う。

「兄さまは草ちゃんが好きだから、ああ言ってくださったのよ。それを無碍にしてはだめ」

「草のため？」

「太鼓をたたく神楽おもての人たちは、みんな順番を待ったの。草ちゃんが横入りしたら、嫌われちゃうでしょう。兄さまはそれを避けてくださったのよ」

「おねえちゃんは、にいさまが好き？」

　他意のないその問いかけに、柚子は目を細めて微笑んだ。子供独特の、細くてやわらかい髪をかきまぜながら、そこに頬を寄せる。

「好きよ」

「本当に？」

「ええ、大好きよ」

　痛くても苦しくても辛くても悲しくても。何をされたって、あの人が好きよ。




　子供の時から好きだった。親同士が結婚して一番喜んでいたのは柚子だ。だから乱暴に抱かれても、別にかまわない。好きになってもらえなくたっていい。嫌われようと、憎まれようと、たとえそれが負の感情でも、なにか特別な思いをこめて自分を見てくれるのなら、それだけで震えあがるほど嬉しかった。

　けれどそれも、もうだめかもしれない。征爾の心は軽くなるばかりか重くなる一方だ。柚子が嫌われるのは別に気にならなかったけれど、彼が苦しむのは、可哀想だから。だからこの関係もここまでなのかもしれない。征爾の辛そうな姿は見たくなかった。

　私たちはここで行き止まり。進むことも引き返すことも、どちらもたいして意味はない。明日も昨日も、興味ない。ただ、今だけを大切にしたかった。
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　神楽囃子の音が聞こえる。

「にいさまもいっしょにいきますか？」

　神楽おもての法被を着こんだ草太郎が、誇らしげに問いかけてきた。太鼓をたたきたいと散々駄々をこねた姿が嘘のようだ。征爾が後に交渉して、なんとか神楽鈴を鳴らす列に並ばせてもらえることになったのである。倉敷の長が気を利かせて、壱岐も同じ列に並ばせることになった。自分はほとほと草太郎に甘い。

「いや」

　微笑しながら短く答える。あまりにそっけなさすぎると気付いて、付け足した。

「楽しんでくるといい」

「はあい」

　草太郎は柚子と手をつないで、神楽祭へと繰り出していった。

「やい、征爾」

　それを見ていた村雨が、あきれたように言った。どうしたわけかつい先ほど訪ねてきた友人は、柚子に熱燗を用意させて、まるで我が家のように居座っている。

「お前は本当にいかないつもりか？」

「ああ」

　困ったように首をすくめた村雨だったが、しかし考え直したように居住まいを正す。

「俺は、これから祭りに行くぞ。今はお前に話があるから残ったんだ」

「話？」

「ゆっちゃんに結婚を申し込もうと思うんだ」

　ゆっちゃん、という呼び方が征爾は大嫌いだった。友人の一人もいないあの女に、愛称など必要なはずがない。

「申し込めばいいじゃないか」

「本当にそれでいいのか？　あの子が俺のところへ来たら、お前と草ちゃんはこれからどうするんだ」

「さあ……」

「征爾」村雨は、さらに改まる。「いっちゃんのことは、もう忘れろ」

　征爾は黙って村雨を見た。驚くほど心が穏やかだ。村雨のことは友人として好ましく思っているから、何を言われても腹が立たないのかもしれない。

　征爾が気が狂うほどの怒りを覚えるのは、他でもないただ一人、柚子に対してだけである。

「お前は悪くない。あれは、不幸な事故だったんだ。誰も悪くなんてないから、早く忘れて、別の嫁さんをもらえ。お前にはお前の時間が残されているんだから、いい加減にしっかりしないと、いっちゃんも悲しむ」




　──頭、おかしいんじゃないの、あんた

　一乃はむきだしの命そのものみたいな女だった。苛烈で、激情。怒ったら手がつけられない。それなのに人の目をひきつけるのは、もはや才能だ。自分にはもったいないほどの女だった。けれどもやはり、まぶしすぎる炎には時々辟易もする。

　喧嘩をしたのだ。大事な話があると言ってきた一乃に対して、征爾にはどうしても後回しにできない仕事があった。死にかけている刈谷の爺様の具合が猛烈に悪くなったのだ。

　──あとにしてくれないか、忙しい

　──頭、おかしいんじゃないの、あんた。大事な話があるって言ってるじゃない

　普段ならそこまで過剰な理不尽は言わない一乃だったが、このときは気が立っていたのだろう。そのまま喧嘩して、捨て台詞と共に去って行った。

　──あんたが迎えに来るまで、池の真ん中に立っててやるんだから！

　確かにあの時の一乃の様子はどこかおかしかった。だから征爾は医療道具を取りに家に戻ったとき、暇そうな柚子を見て、思わず声をかけてしまったのだ。

　──一乃を見つけたら、適当に様子をみておいてやってくれ

　──わかりました

　一乃は凍った池の上に立っていたのだと聞いた。もともと割れやすいから子供たちには近づくなと言い聞かせている場所だ。そんな場所に立っているだなんて、自暴自棄にでもなっていたのだろうか。

　──ごめんなさい、ごめんなさい、兄さま

　──私、一乃さんをお見かけしたんだけれど、追い払われて、それで

　──それで逃げ帰りました

　──私が一乃さんを、殺してしまったようなものです

　そんなわけない。そんなことはどうでもいい。征爾と喧嘩をしなければ、一乃は池にはいかなかった。結果はどうだろう。手を尽くしたが刈谷の爺様は死に、一乃も死んだ。一乃は一人ではなかったのだ。腹の中に征爾の子供を宿していた。彼女はそれを伝えようとして、断られて気が立って、そして死んだ。そう、一乃は死んだ。もういない。
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　神楽囃子の音が聞こえる。カツン。カツン。カツン。獅子が歯をなり合わせている。きっとこれから、来年の幸福のために人々に噛みついて行くのだろう。もうすっかり日が暮れている。月明かりが綺麗だ。

　一乃が死んだ池は神社の側にあった。と言っても、喧噪はすべて囃子のもと、池のまわりには亡霊みたいなかすかなざわめきだけが、風にのって時々響いてくる程度である。

　柚子がその池のほとりへと向かうと、そこにはすでに征爾がいた。征爾は池の中央を注視していた。表面には氷が貼っている。分厚く見えるのだが、きっと足を踏み入れればわれてしまうのだろう。

「村雨に結婚を申し込まれたんだって？」

「……はい」

「なんて答えた」

「お断りしました」

「それで？」征爾は冷たく続ける。「断って、それでどうするつもりだ」

　柚子は一瞬、喉からわずかに声を出したのだが、しかしためらったようにそれをやめてしまう。

　征爾が笑った。

「死んだのが、お前だったらよかったのに」

　柚子が一乃の代わりに死んでいたとしたら、征爾はそこまで悲しまなかっただろう。あの頃、一乃が死ぬ前までは、それほど柚子が嫌いだったわけではない。柚子に対して、不幸な女だったとそれなりの同情を寄せ、遺体を整え、黙祷をささげる。それだけだ。死んだのが柚子だったらよかったのに。

　ずっと考えていた。死んだのがどうして一乃なのだろう、と。俺にとって必要なのは、柚子ではなく一乃だ。それなのに、どうして一乃が死んだ？　どうして不必要な柚子が生き残っている？　こいつが──こいつが死ねばよかったのに。

　柚子はやっぱり、何も言わない。

「何か言え」

「…………」

「何か言え」

　強い口調で促されて、柚子は絞り出すように答える。

「一乃さんが亡くなって、…………、ほっとして、いました」

　──あたしは前から、あんたが大嫌いだったんだ！

　お互い様よ。私もあなたが嫌いだった。兄さまに愛されている、あなたが。

　私はおかしい？　私の考えていることは、人としていけないこと？　わかっている。一乃さんはかわいそう。あんな死に方をして浮かばれない。それはもちろん、わかっている。わかっているけれど、あの人が死んで、喜びを覚えた自分の心には、どうしても嘘をつくことができなかった。

　征爾はそれを聞いて白い息を吐いた。

「終わりにしようか」

「え？」

「このまま、二人で池に落ちてみないか」

「……兄さま？」

　征爾は柚子をまっすぐ見ながら言った。

「一緒に死のう」

　冷たい風が二人の間を通り過ぎていく。寒い。こんなに寒くても、人は生きている。不思議なほどに根強く火を焚いて、何度打ち消されても、まるで習慣みたいにおこしなおす。ばかみたいだ。ちょっと火を消して外に立っていれば、それだけで簡単に死んでしまうというのに。

　一乃は、寒かったのだろうか。そして死ぬとき、何を思ったのだろう。征爾を恨んだのだろうか。

　急に柚子がガタガタと震え始めた。それこそ歯のなる音をたてて、骨まで軋まん勢いだ。そしてぼろぼろと泣き出した。涙からほのかに、湯気がたった。人の体は暖かいのだ。

「一緒なら」

　泣きながら笑う。

「それもいいかも」




　神楽囃子の音が聞こえる。音はまた一つ、一つと楽器が抜けていき、最終的には笛の音だけになるのだ。ほかの楽器は、早々に獅子に頭を噛まれてしまうのである。どうして笛だけは噛まれないの？　笛の人は、次の年に幸せになれないの？




　柚子と征爾は、互いにそれまでにないほどの冷静さをもって手を取り合い、池の氷の上に足を踏み出した。

　さようなら。




　──カツン。

「みーぃつけたっ」




　一乃の声がした。




　ぎょっとして振り向いた先には、二つの小さな影がある。草太郎と、そして壱岐だ。今の声は一乃ではない、弟の壱岐の声だった。

「おねえちゃん！　あっ、にいさまもいる！」

　二人は雪を蹴って駆け寄ってくる。混じりけのない笑顔で、柚子に飛びついた。

「ねえ、ねえ！　草たちかまれたよ！」

「鈴のなかでいちばんはじめに獅子にかまれたよ！」

「すっごいこわかった！」

「でもかまれちゃった！」

「これでつぎの年、しあわせになれるよね？」

　騒ぐだけ騒いで柚子のもとから離れた二人は、そのまま無我夢中にはしゃぎまわり、つい池に足を踏み入れかける。征爾がはっとして手を伸ばし、二人の体を引き戻した。

「危ないだろう」

　少年たちは少しだけびっくりした顔を作ったのだが、すぐににんまりして「はぁい」と返事だけは立派に返してきた。

　その場に崩れ落ちたのは柚子だった。彼女は雪の上に膝を折り、つないだ手に額を押し当てて、細い悲鳴みたいな声をあげながら泣いた。何度もごめんなさい、と漏らし続ける。ごめんなさい、私には無理です。

　さすがに草太郎も壱岐も凍りつく。

　ごめんなさい、ごめんなさい。その言葉を聞いて、征爾が一度だけ、小さく首を振った。かすれた声でつぶやいた。いや。お前は悪くない。そして静かに、目を伏せる。

「……ごめん」

　握ったままの手に、どちらともなく力を込めた。なんだかひどく、寒さが際立つ。





走るな歩け、死んでみろ　　りな







　もう電源を切ろうかと思っていた携帯電話が、最後の仕事とばかりブルブルと鳴った。ワタルからだった。

「シュウヤ、お前さあ。寝過ぎで死ぬ病気になったって、ホント？」

　通話口から聞こえてくる声は硬い。おー、とだけ、俺は答えた。

「いつ、死ぬんだ？」

　少しの沈黙のあとに聞かれた。

　俺は事実だけ告げる。

「多分、今夜。それか明日」

　ワタルは絶句したきり、何も言わない。俺の周囲が静まり返っていることを確認するような沈黙だった。しばし経って、声がした。

「なあ、俺そっち行っちゃ、だめか」




「坂道型、過眠症ですね」

　大学病院の医者に痛ましげな表情で言われたのは、十日前だった。新種の睡眠障害、というか脳の奇病。眠ったまま死ぬ病気らしい。

「最初はみなさん、最近妙に眠気が続くな、ということで受診されるんです。いつも六時間で済む睡眠が八時間欲しくなり、それが十時間になり、坂道をくだるようにゆったりと段階的に、一度の睡眠時間が増えていく。そしてそれが二十四時間に達すると、もう起きません。文字通り眠りっぱなしになるんです。死ぬ、ということです」

　はあ、と俺は相槌を打った。

　正直、意味がよく分からなかった。

「新種の病気で、遺伝性のものなのかウィルス性のものなのか、それすらはっきりとは分かっていないんです。ただ明らかになっている事は、眠った患者の脳の血流が止まり、ゆっくりと機能が失われ、そのうちに心臓も止まるということだけで」

　めちゃくちゃだ、と思った。そんな病気は、聞いたこともない。眠ってるなら起こせばいいだけの話じゃないか。どうして眠りが死にとって代わるんだ。

「まだ正式に公表されてはいない病気で、日本での症例はここ三年で七十件弱ほどです。中には自分が病気だと気づかないまま亡くなった方もいるでしょう。最近、『睡眠障害は早めに受診を』というテレビＣＭがやたらと流れている、あれは政府の指導なんです。今は情報を集めている段階で……」

　そのあと、転院がどうの保険がどうの解剖同意書がどうのと説明は続き、対策委員会の面々だという医者や研究者に引き合わされ、今後どうするか決めるように言われた。このまま死ぬまで病院に残り、経過観察や投薬の実験に協力して、遺族に謝礼を遺すか。家に帰って、好きなように余命を使うか。

「じゃ、とりあえず……帰ります」

　深く悩んだわけでもなく反射的に答えながら、ボンヤリ考えていた。自分は世界じゅうから騙されているんじゃないだろうか。誰か、俺に壮大なドッキリをしかけて得をするような人間、いたっけ？

『自宅待機を決めた仮眠症患者のためのしおり～あなたが眠るまでにやっておくこと～』

　差し出されたホチキス綴りの冊子には「極秘」という赤スタンプが捺されていた。何だか全てに現実感がない。「しおり」をもって遠足にでも行けって言うのか。

　もういろいろと、笑うしかなかった。




　ワタルがよう、とアパートに姿を現したのは、電話の二十分後だった。息を切らせて、何故か両手に旅行カバンをぶら下げている。

　俺の返事も待たず六畳間の真ん中にあぐらをかいて、ワタルは

「で、本当なのか？」

　とまた聞いてくる。

「本当だよ。診断書、見るか？」

　俺は窓辺に腰かけてぼんやりと膝を抱える。

「何でそんなに落ちついてるんだよ、お前」

「信じられないだけだよ。自分が不治の病にかかったと思ったらそれが『寝過ぎ病』だったなんて。アホ過ぎだろ」

　俺は少し笑った。

　ワタルはつられそうになったのかどうなのか少し口元をひきつらせ、それを隠すように顔をそらす。

「……部屋、片付けたのか」

「ああ」

「本当に今夜か明日、なのか」

「医者の見立てが、正しかったらな」

「お前、こんなことしてていいのか？　その、部屋に一人で、なんて」

「あー、やっぱ医学の発展のために協力するべきだったかな。若い患者のデータは貴重らしいし」

「違ェよ、その、親とかは？」

　カビ臭い部屋で、俺達は淡々と会話をする。

　六畳間も台所も、女でも出来たのかというほどキッチリ整頓してやった。

　本当は排水溝や照明の傘まで磨きたかったけど、あまり念入りにやって「余命数日なのに掃除をしていた寂しい奴」と思われるのも癪なので、そこはほどほどにしておいた。

　実際「あと数日で死ぬ」と言われても、俺には特別やりたいことも、やっておかなきゃいけないこともなかった。予備校とバイトはやめたけど、部屋は引き払ってない。口の堅い友達何人かには話したけど、家族には言わなかった。親に手紙でも書こうかと思ったが、文面が何も思いつかなくてやめた。

　俺ってこんなに情の薄い奴だっただろうか。やっぱりまだ、現実感がない。

「ホントに、ホントだよな」

「ホントだよ。なんならネット見てみろ。家族と友人以外には口外禁止だけど、病名はウィキにだって載ってんだぞ。『この記事は信頼性がありません』とかって書いてあるけどな」

「違うよ、眠り病の存在は別に疑ってねえ。お前がそんなアホみたいな病気にかかってるってのが信じられねえんだよ」

「本当らしいぜ。現に俺、昨日はほぼ丸一日寝たし。病気になるまでは時間で絶対目が覚めてたのに、二十三時間、夢も見ずにぐっすり」

「……治療法は」

「いまんとこ、ない」

　マジかよ、とワタルが口を抑えた。

　六畳間はそれきりまた、沈黙に支配される。

　ぼんやり外を眺めていると、締め切った窓ガラスに、手のひら大の蛾がぶつかってきた。禍々しいくらいに大きなそれは、薄汚れたガラスにうっすらと黒い燐粉を遺してふらふらと飛び去る。それを合図にしたように、俺の視界にも黒い靄がかかった。

　眠気はいつだって突然にやってくる。

　今まで、一時間くらいなら、耐えられた事もあった。

　けど今回は、だめだ。

　身体全部をなぎ倒すような睡魔におそわれて、俺は畳に倒れ込んだ。

「お、おい！　寝るなよ、寝たら死ぬんだろ」

　ワタルの騒ぐ声が聞こえる。

「誰か呼ぶか？　病院行くかっ、おい、寝るなって、死ぬぞ！」

　自分で押し掛けてきたくせにうるさいな。情けない声を出すなよ。こういうとこ、昔から変わってない。

　誰も呼ぶな、とだけ言い残して、俺は目を閉じた。この眠気には逆らおうったって無駄だ。

　ワタルは俺をゆすって叫び続けていた。寝るな、寝たら死ぬぞ、目を開けろ。

　脳がしぼむような睡魔、あの世へ直結してるかもしれない眠りへの欲求に包まれながら、俺はうっすらと笑う。こんなリアルな「寝たら死ぬぞ」を、まさか雪山でもなく自分んちで聞くことになるとは。人生って分からない。




　目ざめたのは、一瞬後だった。

　と思うのはもちろん錯覚で、薄目で見るデジタル時計は二十三時間と三十分進んでいた。これでリーチだ。

　次に横になった時、俺はキッチリ二十四時間寝る。そしてそのまま目覚めない。

　壁際で、ワタルが膝を抱えて座り込んでいた。俺の名前を呼んで、死ぬなよ、起きてくれよ、とぐずぐず泣いている。

　おはよーさん（たぶん人生最後だ、この挨拶は）と声を上げて俺は起きあがった。全身が粘つく様にだるい。

「シュウヤ！　生きてたのかよ」

　ワタルが弾かれたように顔を上げ俺に飛びつこうとする。俺は反射的にそれを避けた。一瞬傷ついた表情になったワタルは、何かをごまかすような早口で言う。

「もう、何なんだよ、勘弁してくれよ。お前とつぜん寝て、腕つねっても耳元で大声出しても、まぶたこじ開けても起きねえし、誰も呼ぶなとか言うし。そこの『しおり』見たら。寝入って二十四時間後に心拍が弱まったらもう手遅れとか書いてあるからもう今まで、生きた心地もしなくて、それで」

　クマのできた目をこすりながらそんな風に言われ、「帰れば良かったのに」という一言を俺は飲み込む。

　もしかすると俺の最後の瞬間、近くにいるのはこいつなんだろうか。勘弁してほしい。それは……なんていうか、出来過ぎだ。

　俺は『しおり』をめくる。

『いよいよ死の前日を過ごすあなたへ』の頁には、違法薬物は摂取するなだの、道連れを求めて通り魔・心中事件を起こすなだのといった訓告の他に、気が変わって病院で死にたくなった時の連絡先、遺産でもめた時のための弁護士や公証人の電話番号、ご親切にも宗教団体のテレフォン相談まで案内されており、泣けるほど至れり尽くせりだった。

「次、なんだよな」

　じっと「しおり」に目を通す俺に、ワタルがおずおずと声をかける。

「ギリギリまでさ、なんか色々やってみようぜ。水ぶっかけるとかさ。タバスコ飲むとかさ。何かあるだろ。眠気を飛ばす方法」

「無理だよ。一度眠くなったら睡魔には絶対に勝てない。次寝たら、もう終わりだよ」

「けど。あ、そうだお前、バレンタインキャンサーのライブ行きたがってたろ。俺あのＤＶＤ持ってる。これ見て目、覚ませよ。あとさ」

「だから眠気には勝てないんだって。せっかく片付けたんだから、荷物増やすなよ」

「そんなこと言ってる場合かよ」

　ワタルがアパートじゅうに響くような大声を出したので、俺は努めて冷静に、事実を伝えてやった。たとえ俺の余命が半日でも、近所迷惑は近所迷惑だ。

「あのな、その手の刺激は、予備校やバイト先の友達が全部試したよ。一晩中殴ってもらったり、トウガラシ山のように食ったりな。中枢神経に作用する薬ももらったし。自分で爪の間に針を刺したりも、したんだよ。けど全部、ダメだった」

　俺だって、別に何もせずいたわけじゃない。十九歳の財力と人脈で試せることは、全部やったつもりだ。けど、どの友達のどの提案も空振りだった。

「俺が最後はひとりでいさせてくれって頼んだら、みんな泣きながら帰って行った。もうネタ切れなんだよ」

「まだ何かあるだろ。お前浪人生なんだから、どうにかしろよ眠気くらい」

「ねーよ。もう、何もない」

　知り合いが帰って、ＣＤもテレビも消して冷蔵庫を空にしたら、俺の周りには何もなくなった。映画とか音楽とか、友達とか飯とか、大体そんなもんで構成されていたんだな、俺の一生は。と自虐でもなく思った。

　なん、だよ、それ。

　ワタルが美しい三拍子のリズムで呻いた。

「何悟りすましちゃってんだよ。あがけっつの。何かないのか。おまえの目が覚めるようなこと……あ、そーだ俺、すげーエロＤＶＤ持って来たんだ、なあ見ようぜ、やっぱさ、睡眠欲に打ち勝つには性欲だろ」

　そう言ってワタルは、玄関から旅行鞄を運んできてファスナーを広げた。パンクバンドのライブＤＶＤや激辛ポテトチップス、ブラックコーヒーの特用パックにメンソール煙草、何故か花火、それにエロ本とエロＤＶＤが、みっしりと詰まっていた。

「あのなお前、どの口でそんなこと言うんだよ。セックスで眠り病に勝てるかよ」

　平時ならば目の覚めるくらい可愛くて巨乳の女優が、平時ならば「生きてて良かった」と感謝したくなるほど乱れるパッケージをつまみ上げて、しかし俺は無気力に笑った。

「もうさ、女とやるとかそういうの、どうでもいいんだよ。あれ以上に刺激的なことなんか、どうせありそうにねえし？」

　言ってやった瞬間、ワタルの黒目が、右から左にものすごい速さで泳いだ。

　なんだよお前、思いだしちゃってんの？

　思わず笑いそうになる。

　俺はこいつと３Ｐをした。

　しかも、けっこう最近。




　俺とワタルは、幼馴染だ。

　人口十万にも満たない田舎町で、幼稚園から高校まで、全部同じとこに通った。水泳教室やらコンビニバイトやら自動車教習所やら、とかく行動範囲が重なる割に、音楽や服の趣味、性格、それに愛想の良さや友達の数、もっと言えば学校の偏差値や乗った女の数まで、俺たちは全てが正反対だった。それでも仲は悪くない。会えば立ち話をして、暇だったらゲーセンやカラオケぐらいにはいく。携帯の番号を変えれば、教えるのを忘れててもいつの間にか共通の知人から伝わる。近くを通ればフラっと家に寄ってみたりもする。続けようとは思ってない関係が、なんとなく続いていた。

　田舎でなければ絶対成立しない、こういうのを腐れ縁って言うのかもしれない。三歳から十八歳までずっと、そんな感じだった。俺は受験に失敗してアパートから予備校に通い、ワタルは実家暮らしのままコンクリ会社に就職。って感じでとりあえず道が分かれたのが十か月前。で、あの出来事は、三か月前だ。

　夏だった。

　きっかけはユカナだった。

　ユカナは小三の時にこの街に来た転校生で、中学も高校も別だったけど共通の友達が多かったりしてお互いなんなとく意識し続けて、十五の頃から三年以上付き合った俺の彼女だ。俺と付き合って二年十一カ月でユカナは初めて浮気をして、その相手がワタルだった。これは単に偶然だ。田舎じゃよくある話。ユカナのほうは「単に出来心」、ワタルは俺たちを「とっくに別れたものと思ってた」なんて弁解をしてたけど、どこまでが真実なのかは分からない。それもよくある話だと思う。

　で、春先にそれがバレて（きっかけはカラオケの受付でバッタリ）、ユカナは俺ともワタルとも別れるって事になって。結局。

　俺たちは最後に３Ｐをした。

　なので今のところ、俺が知ってる女はユカナだけだ。人生最後に抱いたのも、ユカナってことになる。

　で、同時にその場にいたのがワタルで、俺はもちろんワタルとは直接肌を重ねたわけじゃないけど。でもよく考えたら、俺は女を一人知ってると同時に男も一人知ってるってことになんのかもしれない。

　うわ、嫌だな。

　それはとてつもなく、嫌だ。




　夜が更けていく。

　ワタルはさっきから何も言わず、ただ抹茶色の砂壁に背中を預けて顔を伏せている。白に近い金髪が邪魔をして表情は分からない。

　俺は反対側の壁で同じように座り込み、人生の残り時間をボンヤリと計算していた。多分もう、十時間もないはずだ。

　なんでここにいるのがユカナじゃなくてワタルなんだろうと、俺はちょっと絶望に近い気持ちで考える。

　だけどそれは別に奇異なことじゃなく、ずっと昔から決まってる筋書きみたいにも思えた。

　あの時うっかり３Ｐなんかしてなければ、今ここにいるのがワタルだって別に構いはしなかっただろう。なんたって腐れ縁だ。

　そうだよ、あれさえなけりゃ、俺たちはずっとシンプルな形であっさりただの友達に戻っていたはずなのに、なんであんなことになったのか。

　おかげで俺は、さっきからずっと考えている。同じ寝た相手なのに、どうしてここにいるのはユカナでなくてワタルなのか。幼馴染かつ３Ｐした相手って、世間じゃどう言うんだ？　まあ、どうでもいいけど。

　ワタルの白っぽいつむじを見るのにも飽きて、俺は視線を畳へ投げだす。目に入るのはエロ本と『しおり』だ。小学生が遠足に持ってくアレみたいな、安っぽい印刷。

　遠足……、遠足ねえ。

「なあ。あそこ行こうぜ」

　ワタルがのろのろと顔を上げた。俺は言う。

「増倉のさ、山。『日本一の石段』」

　はあ？　とワタルが怪訝そうに顔をしかめるそれより早く、俺は立ち上がる。

「車出せよ。時間ねーし」




　ワタルの車は、田んぼと林と畑と川を越えて、曲がりくねった山道を走る。

「そういや免許取り立てのころ、ここで対向車と衝突しかけたんだよなあ」

「あれはお前がドリフトの真似事なんかするからだろ」

　つらつらと思い出話をしながら、俺たちは片道一車線の道の先を眺めていた。

　思い出といえば一番の思い出であろう３Ｐに関しては、当然ながらどちらも話題にしない。

「なんでまた、あの山なんだよ」

　ワタルに聞かれて、俺はついと視線を外にそらす。タヌキと思しき四本足の動物が、側溝のあたりを駆けて行った。

「別に。『しおり』つながりでふと思いだしたんだよ。四年か五年のとき行ったろ。遠足で」

「ああ、行ったなそういや。確かマリエとユカナが同じ班で……」

　言ってからしまったと思ったのか、ワタルはハンドルから手を離して口元を押さえた。

　俺は一瞬キョトンとしてから、力なく笑う。

「そっか。一緒だったんだよな。ユカナも」

　今の今まで忘れていた。そういえばあの遠足の時、一緒に行動してた女子は、確かにユカナだった気がする。まだ自分の親がヤってるとも思わないようなガキのころの話だ。３Ｐが何かだって、もちろん知らなかった。

「途中であいつ、バテたんだっけ？」

「あ、ああ、そうだったよ、確か」

　もう歩けないとぐずるユカナのケツを拾った棒きれで押しながら、俺たちは登り切ったんだった。この何もない街の唯一の名物「日本一長い石段」三千六百段を。

「はは、そっか。だからここ思いついたのかもな俺。女々しすぎじゃね？」

　あークソ、みっともねえ。

　何だって３Ｐ三人衆思い出の地へと女抜きの二人で行かなきゃ行けないんだ。

　俺は自分を呪うが、３Ｐの現場であるあの部屋にいるよりはずっとマシな気もした。

　しかしワタルは言う。

「あんなとこ行くよりさ、その、ユカナに連絡とかとったほうがいいんじゃねえの」

「いいよ。あいつ、泣いてたろ」

　俺は色んなものから目を背けるように即答してやる。

　思い出したくもない。

　俺たち二人とヤったあと、ユカナは泣いた。全部なかったことにしたいとでも言うように本気で号泣した。

　俺にとっては、ユカナと別れたことよりもその原因がワタルだったことよりも最後の最後で３Ｐなんぞをして思い出を汚したことよりも何よりも、それが一番、ショックだった。

　どっちとも単独じゃヤってたくせに、それが同時になったってだけで何で泣くんだよ、とその髪をつかんで振り回したい衝動に駆られ、そんな自分を嗤い、裸のまんま放心してるワタルを冷たく一瞥して、それでも黙って服を着たのは、結局自分がアホだという自覚が十分すぎるほどにあったからだ。

　ためらってる素振りだけは見せつつ、俺はしっかり興奮していた。一人の女、かつて一生かけて守ってやると誓った女を、その浮気相手である知り合いの男と二人で攻めまくるのは、認めたくはないが楽しかった。

　どうせ別れるなら最後に堪能してやれという気持ちもあったし、ワタルにだけは負けたくないという気持ちもあったし、ユカナに帰ってきてほしい気持ちもなかったわけじゃないし、とりあえずその時１発やりたかったのも事実だし、ヤったあとに後悔したのも事実で、結局俺は何をどうしたかったのか、今でもまったく分からない。

　ワタルはどう思ってるか知らないが、コイツだってやることはやっていた。上を下を、前を後ろを、まあ付き合い長いしな、としか言えない絶妙のタイミングで交代しながら、ひたすら攻めた。

　イったのはどっちも一回ずつだったと思う。

　こいつのやり方がどうだったとか大きさがどうだったとかはほとんど覚えてないけど、とりあえず俺たちは最中、一度も目を合わせなかった。それが当然の作法とでもいうかのように。初めての３Ｐで、そのルールだけは美しく完成していた。

「着いたぞ」

　声をかけられて、我に返る。

　目の前には、真っ暗な山がそびえていた。

　いちおう地元じゃ名峰扱いの、増倉山。スノボもできないただの田舎の山だが、ここには「日本一の石段」なるスポットがある。実は十年以上前に、他県の山に記録を塗り替えられてるらしいが、それでもわざわざ遠足の行き先になるくらいには長い階段が、延々びっちり山を覆ってる。そういう場所だ。

「どうすんだよシュウヤ」

「決まってんだろ。上るんだよ」

　ここにきて他に何をしろと？

　とばかり冷たい視線を投げつけてやる。

「まじかよ」

　ワタルは車のエンジンを切ってシートにもたれ、ははっと小さく笑った。

「お前、マジ、ワケわかんねえ」

　俺は構わず、車を降りた。見上げるその山は記憶に違わず、実に大したことがない。もともと高くもない山が、身体がでかくなった分よけいに小さく見えるのだろう。ここには、案内所もゲートもない。頂上にひっそりと寺だか神社だかがあるだけの、本当にただの石段だ。スイスイ登っても二時間強、途中で休めばその倍。そして本当にキツいのは、実は登りでなくて下りらしい。坂道は降りるほうが足に負担がかかる、という理屈だ。

　確か、昔の遠足の時は、下り道はバスを使った。俺は明日、たぶん死体になってこの山を下る。「日本一の石段」下りルートは、とうとう未経験に終わるわけだ。

　案外、登りの二千段くらいで死ぬかもしれないけど、まあそれはともかく。

「帰りたいなら帰れよ。俺は登るからな」

　俺はワタルを置いて、さっさと石段の入り口である遊歩道へと歩き出した。半日後に死ぬ身体のくせに、もンのすごく全身が軽い。

「……お前ってたまに、ハードコアだよな。ふだん大人しいのに」

　そんなセリフとともに、ワタルが後をついてくる。




　石段を登る間、ワタルはとてもよく喋った。

「なんかこれってさー、女を攻めるときと似てるよな。ただ無心で登るってのが、なんかこうガムシャラな感じでよ。中坊のころとか思い出さねえ？」

「ああ、無心っていいよな。はじめてのオナニーを思い出すよ」

　ぎゃはははははは。

　二人分の笑い声が、月明かりの石段を流れていく。

　酒も入ってないのに酔っぱらったような心地で、俺たちはひたすら進んでいた。

　一歩。また一歩。

　俺たちは暗闇の中を、前に進んでいる。

　前向きなようでいて、それは死への一歩だ。

「しかしお前バカじゃねえの、何で人生最後の夜に石段だよ。デリヘルをダースで呼ぶべきだろが、おい」

「別にいいだろ。坂道下るように眠りが深くなる病気なら、石段登って眠り覚ますのもアリだよな、と思ったんだよ。賢いよな俺」

「おー、アリだあり。つか、あ、歩くのに必死で忘れてたわ。シユウヤってもうすぐ死ぬんだよな」

「そうなんだなーー。いや、人生ってわかんねえよ、あっはっは」

「っはっは」

　バカ笑いしつつ、五百段の立て札を通り過ぎた。まだ、七分の一。足は普通に疲れてきたが、それでも、楽しかった。

　人生最後の夜だからそう思うのかもしれないが、バカみたいに、楽しかった。

「あーやべ、なんでこんなに笑えンだろ、俺」

「不思議だよなあ、石段のぼってるだけなのによ。人体って分かんねーよな」

　小突きあったり笑いあったり怒鳴りあったりしながら、とにかく上を目指して歩く。

　俺たちはアホみたいに一途だった。

　一段ごとに子供に戻るようでもあるし、ひとつずつ老いていくようでもあった。

　千段目に足をかけて「四ケタ」とつぶやいた時、ワタルの顔は泣きそうだった。




　二千段で、バテた。

　つづら折りの途中のベンチで、俺たちはしばしぐったりと身体を投げ出し、喉の渇きと足のしびれに耐える。階段を二千段登るってのは、十九歳浪人生の身体に、ジミに堪えた。

　途中で小休止を挟んだせいか、もう夜が明けかけている。空気から、なんていうかこう、夜っぽい匂いが消えた。

「俺さあ」

　すっかり息を整えて、続きを歩く気マンマンのワタルの背に、俺は話しかける。

「人生でバカな事って、これといってしたこと、なかったんだよな」

　結局この期に及んで、酒にもシャブにもバクチにも女にも逃げられなかった。狭っ苦しい町で淡々と育って高校生になって童貞を捨て、淡々と大学に落ちてバイトして女と別れて、静かに寝ながら死ぬ。

　俺がいまわの際に思い出す、人生で一番キレのいい体験といえば、多分あの３Ｐだ。しょーもねえにもほどがある、冗談じゃないと思った。だからこそのハーコーな石段踏破計画……なのかもしれない。今にして思えば。

「今、してんじゃねえか。バカな事」

　ワタルはそう言ってまた、歩き出す。

「そーだな」

　俺もまた、歩く。

　救われたとは思わないが、とりあえず死ぬなら登り切ってからだ。そう思った。




　二千八百段あたりで、眠くなってきた。

　いよいよだ。そう思っても俺はひたすら、石段を登る。二人とも、無言だった。

　身体が重い。

　今すぐ寝転んでしまえ、という全身全霊からの誘惑と、俺は必死で戦っていた。

「眠いか」

「眠いよ」

　太陽が昇ろうとしていた。

「夜明けっていいよな」

「何言っちゃってんだよ」

　ワタルには笑い飛ばされたが、夜空の群青が薄らぎ、白の中に少しずつオレンジが混ざっていくその過程は、単純にいいもんだという気がした。

　何かが晴れるというか覚めるというか、とにかくいろんな濁りがすっきりどっかへ行く気がする。惜しいのは、この先の俺がそういう感覚全てと無縁の存在になるということだ。なんたって数時間後には死人。世の中が光ってようが陰ってようが知ったことか。

　とにかく今は、登る。

　ひたすら登る。眠くても登る。

「なんかさ、頭カッカしてくるよな。いま絶対、何かヤバげな脳内物質でてる、俺」

「あー、これって石段ズ・ハイだよなー。世の中のすべてがイキイキしてやがるぜ」

　ワタルは力強くこの石段ロードを踏み越えていく。自信なさげに俺んちの布団へユカナを押し倒した、あの日とは大違いだ。

「ああ、全部、どうでもよくなるな」

　３Ｐの相手と死に際にこんな健全な事をしてる自分が、今更ながらに不思議だった。けど朝日の中をただ歩いていると、それら全部が正しく思えてくる。

　石段を一段ずつ、朝日の中を登っていく、それだけで何かを刻んじゃってるような気持ちになる。刻むほどの人間でもないくせに。

「お前もバカだよなあ、ワタル。たかだか十五年の付き合いで、こんな役目引き受けて」

「バカだよなあ、俺」

　乾いた声で笑いながらも、ワタルは足を止めない。こいつがバカなのは確かだが、しかし予備校の友達じゃ、ここまでのバカに付き合ってはくれないだろうという気はした。

　腐れ縁の長さがものを言うこともある。３Ｐが物言うこともある、そんなとこか？




　三千段を超えると、足の感覚がなくなった。

　感覚がなくなったのは足だけじゃない。疲れと眠気で、全身が粉々になりそうだった。

　とにかく死にそうなほど、眠い。

　目をあけているのが辛すぎて、だけど閉じたら終わりだと分かってるから、指でひねり上げるように瞼をこじ開けて、どうにか耐えていた。

　眼球の表面が乾きすぎて、微風が当たるだけで激痛に襲われる。過去この病気の患者に、瞼を切り取ったり目を突いたりしたやつが絶対いるはずだ。現に今、俺はそうしたい欲望と必死に戦っている。

「なあシュウヤ、ヤっちゃうか」

　とつぜん背後から、ワタルが言った。

「俺、実はお前が死ぬなら一発ヤっちゃうつもりだったんだよな。ぶっちゃけ今もそう」

「何の冗談だよ」

　妙に熱のこもった声を、俺は振り返りもせず一蹴してやる。足は止めない。

「いや、俺ってバイだし」

「へー、そりゃ初耳」

「ああ、誰にも言ったことねえもん。女としちゃユカナが一番だけど、シュウヤのことも好きだったんだ、十五年間ずっと」

「ああ、だから手っとり早く３Ｐかよ、危なかったな、ケツ掘られるとこだった」

「あー、あん時はコーフンしたよ、お前が女とヤってるとこ見て。何なら今から掘ってやろうか？　もうラストチャンスだもんな」

「好きにしろよ。俺相手に勃つもんならな」

　俺はワタルを振り払うように、余力を振り絞って一段抜かしで石段を上る。一段抜かしなんて何百段ぶりだろう。

「……驚かねえのかよ、くそ」

　ワタルは舌打ちして、駆け足で後をついてくる。カラスが間抜けな声で鳴いた。

「お前な、俺の目を覚まさせたいなら、もっとすごいネタでブッこんでこいよ。パンチが足りねえよ」

　淡々とダメ出しをしてまた、歩く。

　くそ、ワタルの奴。

　一歩が百メートル走並みにキツい時に、アホな嘘をつくんじゃねえよ。気色の悪い。




　三千二百段で、ついにワタルの肩を借りた。

　足が痛い。身体が熱い。何よりも眠い。

　もう自分が生きてるのか死んでるのかもわからなかった。それでも寝る気にはならない。

　俺を支え、荒い息をつきながらまた、ワタルが口を開く。

「こんどのこれは、本当だけど」

　そこで黙って、ゆっくりと三段上る。

「ユカナ、妊娠してるぞ。俺らとのアレで」

　たっぷり迷った後、そう言われた。

「……へー」

「しかもどっちの子だか分かンねってさ」

　沈黙が落ちた。

　まだ夜は明けきっていない。

「どうするシュウヤ。俺らパパかもしんねー」

「あ、そ」

　俺は鼻で笑って、もう力の入らない足を気合いで一歩、踏み出した。そんなことすら、ワタルの助けがないとできないのが、たまらなく悔しい。

　ワタルは俺を支えながら、苛立たしげに舌打ちした。

「……驚けよ。こっちはリアルだろ」

「驚いてるよ。でも嘘だろ」

「本当だよ。お前、寝ながら死んでる場合じゃねえぞ。マジで生まれるぞ、子供が」

　はっ、と俺は笑い飛ばしてやる。

「ユカナの生理周期くらい知ってるよ。何年付き合ったと思ってんだ？　二股めのお前とは違うんだっつーの。騙されるかよ」

　努めて冷静に指摘してやると、ワタルは分かりやすく「ぐ」と黙りこむ。

「それにな」

　俺はすでに回らない舌で、続ける。

「お前の嘘は、カンで見抜けんだよ。何故か」

　ワタルは「っ」と言葉に詰まった後、俺を抱えたまま黙る。

　一歩登り、大きく息を吐き出し、そして怒鳴った。

「ちっっくしょう！　打つ手がねえよ！」

　大声コンテストかというようなその声量に俺は一瞬ビビり、そして力なく笑った。

「もーさ。そんな気ぃ遣うなよ。どうせ俺この後死ぬんだから。いいよ別に。無理に起こしてくれなくても」

「何なんだよ。それ……」

　ワタルが声を詰まらせた。あー、泣くな泣くな。男が泣くんじゃねえよ見苦しい。

「泣いてる暇あったら登ろうぜ。ここまで来たんだし」

　俺はワタルの肩に回した腕に、ぐっと力を込めた。死にかけのくせして前だけ見て歩いてる、ひたむきな自分が無性におかしい。乾き切って潰れたような喉から細く高く、引きつけのような笑いが漏れた。




　のたのたと、三千四百段を超えた。

　あとちょっと、あとちょっとだからな。

　寝るな、寝るなよシュウヤ、なあシュウヤ。

　ワタルがずっと、耳元で叫んでいる。

　もう何度も俺は眠りかけて、そのたびにワタルにぶん殴られて髪をぶち抜かれて鼻の穴に指を突っ込まれて股間を蹴られて、それでやっと、半分意識を手放しながらも残り二百段というところに来た。

　なんかもう、この石段がこれまでの人生全部だったみたいに錯覚しそうになっている。

　もしもこの先も生きてたら、登り坂に下り坂に、いろんな事があったんだろーな。そうワタルに呟いたら

「バカ野郎、生きんだよ」

　と耳元で言われた。

「往生際の悪い奴だな、お前って」

　呆れ気味に俺が笑うと

「お前は良すぎなんだよ、シュウヤ」

　今度こそ泣く寸前のような声で、そう返された。




　あと十九段が、遠い。

「三千六百段」

　夜は完全に明けていた。

　空気はまだ暖まりきってはいないが、ああ、今日も一日晴れるんだろうなあと思わせる、くっきりと濁りない空が、徐々にその青みを強くしていく。

　反比例するように俺の視界はどんどんと曇って、もう眼球のヒリつきも足の痛みも全身の疲労も、何も感じない。全ての血が抜けでもしたように体が軽く、しかし異様なほど頭の芯が重い。汗も涙も、何も出ない。

　心臓に手をあてる。鼓動はあった。だけどそれにすら、心なしかパワーが足りない。俺は死へ向かってゆっくり歩いている。日本一の石段も、もうすぐ終わる。

　十八、十七、十六、十五。

　一段に二十秒近くも時間をかけながらゆっくりと、登る。もうとっくに、頂上の神社は見えている。

　身体さえ自由になれば、数歩で踏破できる距離だ。なのにこんなにも遠い。

　視界の端で蜘蛛の巣が光っていた。

「俺さ」

　もはやほとんど俺を抱きかかえるような格好で歩きながら、ワタルが言った。不自然なほど大きく息を吸って、そのあとに。

「ユカナと、ヨリ戻すことにしたんだ」

　震えながら持ち上げようとしていた足が、ぴたりと止まった。

　俺はバキバキに張った首をどうにか持ち上げて、間近にあるその顔を睨みつける。

　瞼が異様なほど大きく数度、痙攣した。

「おい、今、何つった？」

　こんなもん、幻聴だ。

　そう思おうとした。

　俺は渾身の力でワタルを突き飛ばして、ラスト十段の石段に、倒れこんだ。

　朝日が眩しくて、顔を覆う。

　嘘だよ、と笑ってくれないかな、と思う。だけど、カンで分かった。

　こいつは嘘を、言ってない。

　何こいつら、また付き合うのか？　あんな事のあとで？　俺が死んだあとで？

「はは。今のが、ジミに一番、キいたわ」

　息と区別のつかない笑いがこぼれた。

「サンキュー、ワタル。今ので一気に、死にたくなったよ。殺したいほどムカつくわ、お前。何してくれちゃってんだ」

「……ごめん」

　ワタルが俺の傍らに腰を落とし、目をそらして呟いた。肩にかけられたその手を振り払ってやりたいが、力が出ない。もう歯の根も合っていなかった。

「嘘だよ！　死にたくなるわけねえだろ、むしろ生きたくなったぞ、どうしてくれんだ。こないだ３Ｐしたばっかだってのに、俺だけ死んでお前らがくっつくって、ナメてんのか！　ハブにしちゃ壮大すぎンぞ、この大馬鹿野郎、わざわざ言うな、ンな事！」

　叫んだつもりだったが、ヒューヒューと情けなく喉が鳴っただけだった。

「死ねよ、俺でなくお前が死ね！　死んで詫びろ、クソが！」

　ワタルを怒鳴りつけ、ぶん殴って、首を絞める。さらに石段から突き落とす。

　そういう妄想をした。だけどもう、俺に実行するだけの筋力は残されてない。

　死ぬとは分かってても、死にたいほど悔しい。

「ははははははははは」

　かすれ声で笑った。もう何に対して怒ってるのかよくわからなかった。俺はそんなにユカナが好きだったのか？　好きだったのかもしれないが、一瞬生き返るくらいに怒るほどじゃなかった気もする。自分で自分が意味不明だ。石段を這い上がろうとするが、全身に全く力が入らなかった。風が吹いて、汗臭い髪を揺らす。鬱陶しいが、降り払うだけの体力ももったいない。死ぬってこういう事なんだなあ、とぼんやり思った。あらゆる現象が自由にならず、俺を通り過ぎていく。

　はじめて、後ろを振り返った。

　直視できないほど澄んだ青空の中に、市街の景色が広がっている。小さくて茶色っぽくて平べったい、やたら緑豊かな町だ。

　小学校も中学校も高校も予備校も全てが見える。俺の実家にアパート。バイト先のコンビニ。ユカナの家。ユカナとヤったホテル。人生が全部ここに収まってしまう。しょっぺぇ街だなあ、と舌打ちしそうだった。

「ワタル、お前バカじゃねえの、あんなヤリマン選んで。苦労するぜ」

　俺の呪詛は続く。

「お前はきっとな、すぐにユカナと別れて、どっかの女とうっかりデキ婚なんかして、不細工な子ども二人くらい作って、尻の軽い女房にグチグチ言いながらこのド田舎で年をとるんだよ。一生コンクリ練って、ミキサー車転がして、キャバ嬢の愛人でも作って簡単にリコンなんかしちゃったりして、けど飲み屋に行けば元嫁とバッタリ会っちまってムチャクチャ気まずくてな。そうやって一生終えンだよ。終えやがれ」

　戦争映画の血まみれ二等兵のように、俺は雑草まみれの石畳をはいずる。ここがベトナムか満州なら、婚約者の幻影でも見ながらうっとり死んでもいいところだが、あいにくここは日本で、俺に婚約者はいなくて、目の前にあるのは石段だ。登るしかない。

　すでに見えている頂上は、手を伸ばせば届きそうなのに、世界の果てかというほど遠かった。頭をカチ割るほどの眠気が、数十秒おきに襲ってくる。

　あとたったの十段だ。カウントダウンしようと思うのに、十の次が何なのかが既に分からなった。ワタルに聞こうとしたが、舌が引っ込められず、もう喋れない。あー終わりかけてんな俺、とぼんやり思った。

「おい……頂上だぞ」

　気づけばワタルに、引きずられていた。

　苔むした石の湿った匂いが、妙にくっきりと流れ込む。ほんの鼻先に、最上段の出っ張りが見えた。確かガキの頃は三人で「せえの」っつってピョンと飛んだんだよな。遠足なんか、もう何世紀も前の出来事に思えるけど。

　三千六百十九段に手をかけ、身体を引き上げる。全身が砕けるかというほどに、キツい。でもこれで最後だ。俺は広場に倒れこんだ。

「ははは……登ってやったぜ」

　もう、自分の発する声、というか呻きもよく聞こえなかった。なのに雑音だけが頭蓋骨にワンワンと反響する。何かがざわざわと鳴いていた。草かもしれないし風かもしれないし、案外脳ミソが溶けちゃったりしてる音かもしれない。眠いってだけで人はここまで壊れられるんだ、すげえよな。俺は目を閉じた。

　こんなに気持ち良く屋外で横になる人間、俺以外にいないだろうな。

「お休み。ユカナと仲良くな」

　そんなセリフが、形をなしたかは分からないが喉から漏れていた。自分にこの先の人生がない事が、とても不思議だ。起きたらワタルが横にいて「お前寝すぎ」とか文句をタレるんじゃないか。思わずそう錯覚した。

　起きろよ、起きてくれよ。

　ワタルが俺の名前を呼んで、泣き続けていた。だばだばと何かの液体が降ってきて、雨かと思ったらそれはワタルの涙だった。

　男の涙なんかで死体濡らされたくねーよ、アホ、やめろ。そう言おうとしたけど、もう眼も耳も口も、なにも、開けない。

　冷たい石畳の感触が、イっちゃいそうなほど気持ちいい。周囲は真っ暗だ。

　ああ、人生が終わるんだな。

　俺はすっと、眠気に身をまかせようとする。

　ワタルは叫び続けていた。

　シュウヤ、起きろよ、いいのか、俺ユカナとヤっちまうぞ、なあ怒れよ、起きてくれよ、頼むからさあ、こんなのってねえよ。

「うるせーな、そんなに泣くなよ」

　俺いま、すげー気持ちいいんだって。

　お前とヤった３Ｐなんかより、ずっとな。

　いい加減眠らせてくれ。

　お前らがヤッてる時には、化けて出てやるから。ラブホの天井に、バーンと。

　だからさ、元気でな。

　今度こそ本当に、お休み。





心恋舞曲　　あずみ







　花散らしの雨の音がまばらに跳ねる中、薄紅の花弁が庭にできた遣水の上を運ばれていく。

　銀糸に穿たれて辺り一面に散る花の匂いが、呼吸のたびに肺の中を斑に塗り潰す。細く吐き出す溜め息からさえ、その残り香が立ち上るような、錯覚。

　薄灯りの点された板張りの部屋。其処には夜毎三味線の音が響く。天井を高く取った欧風建築の屋敷の中で、何がしかの音が鳴るのはその空間ばかりだった。

　雇われの使用人達も、まるで錆びたぜんまい仕掛けの人形のように、活動を停止して雨天の底、ひとときの惰眠を貪っているのだろう。

　雨の夜というのは、そういう錯覚を人のこころの中に呼び覚ますところがある。

　ひっそりと奏でられる雨音に耳を澄ましているのは、広い世界に自分だけだと感じる闇夜。黒硝子を薄く伸ばし、幾層にも重ねたような瞳を持つ青年が其処に映し込んでいるのは、目眩を誘うような、見事な枝垂れ桜の一枚絵だった。

　ぽわりと内側から発光するような、朧月の花弁を纏った神木の大振袖を、あるじの眼前に披露せしめるがごとく、後ろ向きに腕を広げた少女の姿は、おそるおそる翼を広げてみた小鳥の佇まいにも似ている。

　肩で切り揃えられた黒髪は灯りを映し込んでいきもののように息づき、傾げた首の動きに沿うようにさらりと流れた。

　袖から覗く細い指先、握られた扇までもが体の一部であるかのように完成された──。

「……花か都づ」

　低い男の声が、促すように空気を震わせる。

　呼ばれた少女は微かな衣擦れの音を立てた。しゃらりと音を立てて帯をほどけば、枝垂れ桜がするすると床に根を張る。

　代わりにあらわになっていく上半身──きゃしゃな肩に朱色の襦袢一枚きりを纏う、少女の表情は、かれの場所からは見えない。

　男は傍らに置いていた三味線を取り上げる。

　無造作に鳴らすと、少女の躯が細く震えた。

　花街の女が抜く衣紋よりも、更に深くたわんだ後ろ襟。

　崩れ落ちた桜の衣を置き去りに、あかい襦袢はひらりひらりと、あやうく彼女の体を隠すのみ。

　それでも少女は従順に、音に従って舞い始める……。

　すると如何だ、彼女の可触の範囲だけが、目には見えぬ香気の色で彩られていく。

　通り一遍の舞い手と同列に比較することなどできよう筈もない。

　美貌に恵まれ、類稀な才を得、それだけでは説明できないものすら有した少女はまだ笄年じゅうごに満たず、その躯には娘らしい膨らみも、しるしも、現れてはいない。

　神性すら宿した清らかな佇まい──だが、羞恥のこころが彼女の体にもたらしているだろう熱は、仄かに朱を刷いた肌からも窺うことができる。

　男は表情を変えず、傀儡を操る黒子のごとくただ指先に熱を含ませて、三味の音を自在に変幻させていった。

　花の中を移りゆく蝶のように、彼女の踊りは軽やかさがまず際立っている。

　彼女を煽るように、次第に演奏は激しさを増していく。

　桜の精が内側に包み隠していた紅の、内腑から血の溢れるような熱情を、襦袢の裾から零しながら──彼女は舞う。

　あかい香気を散らした空気を、かき混ぜる手の運びのやわらかなこと。音曲の前に身を投げ出し、一心に踊っている間にだけ、少女は女の表情になる。

　高まり切って破裂しそうなところで青年がばちを振り下ろす。

　──ぴたり、と静のポーズに据えられた、少女の視線は青年に釘づけに。

　その貌以上にうつくしいものを、かれは知らない。

　飢えた獣より荒くひたむきで、切実な表情。

　うっすらと涙さえ滲ませたさまに打たれたように、男はひび割れた声を押し出した。

「……こちらへ。花都」

　匂やかな桜の精はあるじの前に進み出、鈴を転がすような音を、細い躯の内から鳴らした。

「……主ぬし、様……」

　淵のきわまで満たされた水のような、決壊の近い声が、空気をうち震わせる。男は三味線を傍らに置きながら、短く告げた。

「おいで」

　絡んだ、視線。

　襦袢一枚で男に縋りついた、少女の貌には不安と困惑、そして同量の羞恥とが、草木を濡らす朝露のように滲んでいる。

　縋ったまま縮こまろうとする背中を、男は指で辿った。宥めるように、一通り髪を撫でてから素肌に触れると、指先で溶ける沫雪のよう、彼女はすぐに反応し始める。

　赤ん坊の膚のように滑らかな、貪欲にかれの体温を吸収しようとする脆い砦。

　無知な少女は、ただただ鋭敏さを増していく外殻に翻弄されながら、ひととき固く閉じていく。

　握りしめた手の内に爪を立て、感覚に抗おうとする努力も、拳ごとことさらゆっくり持ち上げられて唇でなぞられれば、詮もなくほどける。

「ぁ、……あ、主様……、っ……」

　与えられる刺激を一滴漏らさず受け容れようと、波打つ。

　意思はついてこないまま、体だけが。

「ど、して……わたし、こんなふ……に、なるん、ですか……、ゃ……」

　襦袢の裾から這い上がり、己を追い込むばかりの指先に、彼女はしがみつく。

　燻ぶるような白い熱から解放してくれるものは、これしかないのだと、

「……花都。掴んでいても良い」

　神経に直接注ぎ込むような声に、何も考えられないまま男の肩を引き寄せる。

　指先を絡ませて、何かに気を逸らさないと、おかしく、なりそうだと

「────っ……あ──…！」

　水面に触れては弄んでいた指が、唐突になかに入り込んで来て、少女は大きく背中を反らした。
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　時は明治、鹿鳴館時代。

　御一新の波によって体制ごと洗い流された後、横浜から吹く異国情緒の海風に染め上げられ、戸惑いを押し隠しながら欧風の外面を繕うかつての江戸──東京の町並み。

　御仕着せのように洋服を纏い、ざんばら髪に花を飾って、見えない観客に向けてなにがしかを演じるように──（猿真似と知りながら）。

　夜の訪れに従って闇が訪れる、そんな時代は疾うに過ぎ去った。

　かれらはダンスホールに煌びやかな灯りを点して談笑し、杯を交わす。シャンデリアの照らし出すフロアではドレスと燕尾服のかげろうが揺らめきながらワルツを踊っている。

　義務的に挨拶回りをした後、目立たぬように隅でシャンパングラスを傾けていた青年子爵の元へ、長身の美女が会釈しながら近づいた。

　パニエで膨らませた真紅のドレスと、上巻きに結った黒髪とが、派手な顔立ちの女に良く似合っている。こういった場所に於いても毅然とした振る舞いを崩さない、珍しいタイプの日本人女性だった。

「どうした、随分と不機嫌そうな面だな、白鷹の」

「……ああ。なんだ、紗綾どのか」

　親しげに話しかけてきた女性に、青年はようやく顔を上げる。

　細面の整った貌に気難しげな表情を貼り付けてはいるものの、この場に居並ぶ面々からすればかれは随分若い部類に入っていた。

「なんだとはなんだ、失礼な」

　いささか冷ややかな対応にもめげず、紗綾と呼ばれた女は、鞭のしなるような凛とした声で抗議する。

　が、顔は笑っていた。

「気を悪くされるな。地だ。何、……少し寝不足でな」

「はぁん」

　承知顔で紗綾は頷き、内緒話のように声を落とした。

「頃合い良く花の頃だからな。気持ちはわからぬでもないが、……白鷹の当主をここまで入れ込ませるとは。次に花都嬢に会うのが楽しみだな」

　かれ秘蔵の舞姫──花都のことを知る者は社交界には少ない。

　何が醜聞となるかわからない百鬼夜行の世界で疵を晒せる相手など、同じ脛に疵を持つ相手以外有り得ない。

　その点紗綾は理想的だった。歳の近い同好の士。公家の流れを汲む白鷹と元武家の紗綾とでは、家同士さしたる縁も利害関係もない。彼女は白鷹の数少ない友人と言える相手だ。

「そう言って、貴女も自慢をしたくて堪らないのでは？　確か朽くち葉ばといったか、あれも励んでいるのだろう？」

「そう！　最近は剣舞をやっている」

　繕った笑顔をくしゃりと崩し、紗綾はそれは幸福そうに手持ちの舞い手の話を始めた。

「花都嬢と違って朽葉は男だからな。こういうのも在り処と剣術を仕込んでみたら、なかなかのものでな！　次に会う時、是非お見せしたいものだ。……やはり、あの子たちは、我々とは何かが違う──。……ほら、純粋だろう？」

「………………」

「白鷹の？」

「……ああ」

　うたかたのように浮かんだ、疑問というには苦々しいそれを、彼女に相談しようかどうか白鷹は一瞬悩む。

　かれの表情に浮かんだ翳りに気づくことなく、うっとりと紗綾は続けた。

「明確な対象を持たぬまま磨かれた殺意というのは、ただ其処に在るだけでうつくしいものだ。名工の研いだ劔と似ている。無駄を削ぎ落とした有意性、魂の素の輝き……だからこそ──」

　紗綾は口端を持ち上げ、挑戦的な目で白鷹を見上げる。

「……そう、だからこそ我々は、あれに──惹かれるのだろうな？」

「──私も同類か」

　呆れたように呟きを漏らすと、口の中に苦味が湧いた。紗綾の返事を待たず続ける。

「……まあ、そうだろうな。その通りだ。貴女という良き同士が居て、有り難く思うよ」

「お。……ならば我が朱鷺家との縁談も前向きに考えてもらえるか」

　何故そうなるのかと白鷹は苦笑する。しかし、ある意味、予測されたやり取りではあった。

「それとこれとは話が別だ」

「つれない男だ。女に恥をかかせるのか？」

「貴方のことは魅力的だと思っているが、家名を背負う身で個人の感情を持ち込む訳にはいかない。……残念だが」

　淡々と表情を変えずに言ってのける白鷹に、気分を害した様子もなく紗綾は笑った。

「はは、白々とよく言ったものだ！　まあ良い。……家名か、それではその為に花都嬢を棄てることも厭わぬ訳だな」

「……何だって？」

「普通の婚約者どのなら、あれを許しはしないだろう。余程できた方でない限り。いやはや、家名の為に個人の幸福を犠牲にできるなど、貴殿は当主の鑑だな」

「………………」

　紗綾は手に持った孔雀の羽をゆうらりと揺らめかせる。乾いた口内から無理やり唾液を喉に送って、白鷹は声を押し出した。

「……だが、あれはただの……」

「ただの舞姫といくら主張したところで、世間はそう見てはくれない。名家ほど醜聞に煩いものだ。大事な令嬢の嫁ぎ先に妙な虫を住まわせることを良しとはすまい」

　歯に衣着せぬ紗綾の言だからこそ、余計に刺さるものがあった。

「……紗綾どのはどうするんだ」

「だから言っているではないか！　良き理解者を伴侶に選ぶほかないから、熱心に候補を口説いている」

「ほう」

「女の発言力など婚家では無に近しい。それでも──どうにも棄てがたいよ。手塩にかけ、あんなにもうつくしく咲かせた花だ。日に日に表情を変える、今盛りの──……」

　紗綾の声は熱っぽかった。混血の少年舞姫を、彼女が如何に大切に思っているか、声だけで伝わってくるようだった。

　無論、入れ込みようは白鷹の方も負けてはいない。が、溺愛を表に出すことを躊躇わない彼女の真っ直ぐさが眩しく、胸に刺さるようだった。

　翻せば、自分はいささか歪み、捻じれているのだと、白鷹には自覚がある。
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　花都は私室の窓辺にぼんやりと佇んでいた。

　夜着の上に外国製の薄物を羽織り、袖先を揺らめかせているから、踊りのことを思案しているのだと一目で知れる。

　夜会から帰宅した白鷹はそれを妨げないように静かに入室し、革張りのソファに掛けながらタイを引き抜いた。

　灯りは点されていない。だが、大きな窓から入り込む満月のひかりが、花都のシルエットをきれいに洗い出している。

　目を閉じて──三味の音でも思い出しているのか。ふいに彼女が爪先立ちで回転すれば、薄物が風を孕んでふわりと膨らむ。

　舞姫が何かを掴み、一度動き出したら、自主的に止まることは少ない。

　花鳥風月の雅を凝縮した雫がひとのうつわに注がれたかのよう。自在に立ち上り、儚いゆめまぼろしを描くさまを一度目の当たりにしたならば、賑やかしの為の芸人など目汚し以外の何物でもない。

　飽かずに眺め、もうしばらく続くようなら部屋に戻って寝てしまおうかと、ソファの肘置きで頬杖をついていた白鷹は、ふいに鼻孔を擽る花の香りに、ぎくりと体を起こした。

　肘置きの向こう側、

　黒豹の仔のような、濡れた瞳が、自分を見上げている。

「……おかえりなさいませ、主様」

「……ああ」

　白鷹を見つけてようやく心細さが解けたというような瞳を見詰めていると、保護欲が募り、勝手に手が彼女の髪を撫でていた。

　花都は目を細めて満足げに笑ってから、ふいに立ち上がろうとする。白鷹は慌てて声を掛けた。

「何だ」

「お茶を……」

「いい」

「……でも」

「茶が欲しい時は灰ヶ峰を呼ぶ。余計な気を回すな。……満足したなら、少し休憩したらどうだ」

　向かいの席を指した白鷹に、花都はゆっくりと首を振り、仄かにあまい笑みを浮かべる。

「……後は、寝やすむだけですから」

「今のは？」

「そろそろ、夏の……」

「夏、」

「蛍をと」

　人差し指を宙に差し出して、ゆめみる眼差しで少女は微笑う。

「死の前の恋、灼熱の焔をもやす……憐れの、舞」

　彼女の指の先には、おそらくあのか細いひかりが群れているのだろう。

　郷愁を誘う、緑色の淡いひかり、白鷹の瞼の裏に一人の少年の姿が立ち上がった。

　ふかい碧眼を持つ、物憂げな佇まいの少年。花都よりひとつふたつ下の、あれの弱々しい気配に似ている。

　横浜の遊郭で産み棄てられた混血児に、紗綾はなにゆえ惹かれたのだろうかと思う。

「……先ほど夜会で朱鷺の媛に会った。花都、またあの少年と一緒に舞う気はないか」

「……朽葉？」

「そう。見せたがっていたから、多分煩く言われる。厭なら、断る」

「主様が見てくださるのなら」

　そして自分は、なにゆえ──。

　無造作に放り出した白鷹の手を、花都はまるで宝物を掬うような手で包み込む。

　ひやりとした感触は、ばらの花弁のようにやわらかい。

　疵と熱に、弱い──。

「……暑気はにがてだったな」

「……ええ。あの熱が何の為にあるものか、幼い時分には、まるでわからなかったのです」

　過去形、

「何の為だ」

「…………」

　水を湛えた瞳、見てくれは、そう昨年と変わらぬ癖に。

　花都は、掴まえた白鷹の手を導き、夜着の下、自らの懐に仕舞い込む……。

　素肌の感触、膿んだように熱を放つ躯、

「焦げた疵に、触れるみずの快楽を知って、しまった……」

「花都」

「その瞳が、わたしを見てくださるたびに」

　身を焦がす、恋の熱に、

「……くるしい、どうして。……主様……」

　ひび割れていくさまこそ、うつくしいと思いながら、




（──その腐臭に嫌悪する）




「たすけて……ください、」





＊　＊　＊






　さあ、けれどこれは助けることになるのだろうかと白鷹は畳に散った黒髪を撫でる。

　花都は一瞬の安らぎに浸かるように瞼から力を抜いた。

　彼女が細く息を吐くたび、喉骨が細く震える。目に刺さる白、苦しめたい訳ではない。

「あ、」

　入り口を確かめるように指を伝わせると、彼女の手が怖れるように静止を求める。殆ど反射のようなそれを咎める為に、白鷹は力の篭らない彼女の両手を頭の上で纏め、自分のタイで結び止めてしまった。

　それだけでピンを刺された蝶のように、身動ぎひとつできなくなってしまう彼女。

　従順で愚かな「女」の幼生──。

　彼女を見下ろす目が、沁みるように痛むのを、白鷹はどこか他人事のように感じていた。

　躯の内で熱を燻ぶらせながら、必死に吐息を噛み殺す彼女を、くちづけでこじ開ければ、逃げ場をなくした悲鳴がぐずぐずと溶け出す。

　新たな疵をつけないように。火傷をこれ以上ひどくしないように。

　白鷹はただ優しく、割れ目に触れる。

「──ぁ──ひ、ぅ、……ゃ……主、様、いや、」

「……厭？」

「……ゃ……う、」

　自分から誘っておいて、厭な筈がない。

　嘘つきの口を噛み締めることで封じようとする彼女。

　くちびるの端から溶かして役に立たなくする。

　いささか酷薄に映っているだろう瞳の裏、そこに隠しているものを、彼女に見せたくはない。

「……ぁ、……ぁ……ぁ、っもう、やぁ……っ、ふ、あ、もう、」

「未だだ」

　彼女の裸体を映し込む瞳、己がひとの顔をしているものかあやしいと──。

「与えた翌日に欲しがるくらいだ、全然足りないのだろう。花都。火が点ききっていないから、熾火になって苦しむ。……少しは堪えなさい」

　つめたく凍る声の免罪符のように、丁寧に愛撫する。

　舌先で炙りながら、なかに入れた指は、弦を辿るように、胸の頂に触れさせた指は、爪弾くように。

　弱いところを集中的に責められ、花都は涙さえ浮かべながら、足の先を健気なくらいに引き攣らせて。

　白鷹はひどく冷めていた。

　かわいい花都。

　花の蕾に似て、日々綻びながらうつくしさを増していく彼女に、見惚れながら吐き気を堪える。




（枯れかけた花の、醜悪を連想、）




「主、さま、ぁ、……」

　とろとろと滴る蜜を舐め取るたびに、花都はうち震えてよろこぶ。

　舌先を尖らせ、角度を変えて追い立てれば、とうとう彼女の目の端から涙が零れ落ちた。







　緩慢な快楽に沈んで気を失った花都をベッドに運んだ後、そのまま窓際のソファを占拠し、家令を呼んで珈琲を運ばせる。

　それが届けられるまでの間、白鷹は彼女が見ていた窓の外、月闇に沈む庭を眺めた。

（蛍の、舞）

　恋に焦がれて鳴く蝉よりも、鳴かぬ蛍が身を焦がすと──世間にはそんな言葉もある。が、結局のところ種を残す為の求愛行動である点は変わらない。

　花が咲くのも。

　うつくしく昇華された芸も、同じ。

「……随分とご執心なんですね」

　白鷹の前に珈琲を置いた家令の声は、六月の雨に似て密やかだ。

　長めの髪を後ろで結い、黒いスーツに身を包んだ痩身の男。雑事を一手に引き受ける、白鷹の家の優秀な「影」。誰より信頼を置いている配下の男に、白鷹は薄く笑みを返し、白磁のカップを受け皿ごと取り上げた。

「酔狂と言ってもいい、灰ヶ峰」

「申しません。……実のところ、少し安心しております」

「……過保護だな」

　自嘲のように呟き、白鷹は肩を揺らす。

　紗綾に言われたことを思い出し、自分の置かれた環境が随分と恵まれているものだと実感した。

　溜息をつけば、全身が重く沈んでいくようだった。

　花都に触れた指先には、ぬるい体温がまだ染み込んでいる。

「──時折、私はあれが怖い」

「左様でしょうとも」

「………………」

「虫を誘い込み、花粉を零す花は、時に掃除の手を煩わせるものです」

「花都は、」

　そのようなものではないと、否定の言葉を紡ぎかけ、けれどそのまま黙り込む。

　厭なのか。煩わしいのか、彼女が。

　深く自問自答、──結論、花都はそのようなものではない。

　……「今」は。

「……失礼いたしました。一般論ですので、お気になさらず」

「………………。いや、お前の言う通りだ」

　猥らに零れた、黄色い花粉。

　ねとりと指で糸を引く、貪欲な花芯。

　幻影の中の白百合の香りが、くらりと眩暈を誘う。

　白鷹の屋敷に、生花が飾られることはない。現当主がそれを嫌うからだ。

　数年前までは違った。

　玄関ホールには、世に二つとない高価な花瓶に大輪の花々が飾られていた。

　そして、いつ訪れても、匂やかな花で満たされていた部屋があった。

　今では、物置となっている。




（……叡一……こちらへいらっしゃい、叡一……ねえ、叡ちゃん、お父様はまだお戻りにならないのかしら……？）




　一度白いシーツに零れた花粉の汚れは、洗ってもなかなか落ちない。確かに煩わしいものだっただろうと、当時から住み込みで働いていた灰ヶ峰に、白鷹は同情を寄せる。

　年を重ねる毎に深まった腐った花の匂い。

　そうしていつかの朝、あっけなく枯れてしまった。

　かなしみの記憶は、身の周りから花すべてを遠ざけてなお、突如として蘇ってくる。

　白鷹はカップを置き、静かに立ち上がった。

　今晩とは定めていなかったが、かれの中にはある決心があった。

　褐色の液体は、殆ど手をつけられることなく残っている。

　灰ヶ峰へ顔を近づけ、潜めた声で頼みを告げると、かれは珍しく抗議の声を上げた。

「……白鷹様……。それは……」

「私が構わないと言っている」

「しかし」

「……無理強いはしない。その時は別の者に頼むだけだ」

「──いつから、お考えに」

「花都がああなってから、ずっと……かもしれない。あの子も苦しんでる、──ひとさし舞うごとに欲しくなるのでは、無理もない」

　優秀な家令は、言い訳の上に塗り重ねるだけの理由をそれ以上尋ねることはしなかった。

　咎める視線だけ密かに刺して、だが少し間を置いてから、溜息と共に了承する。

「……今夜ですか」

「寝室で眠っている。今ならそう負担もかかるまい。……早い方がいい」

　花の命は、短いから。

　白鷹が呟けば、灰ヶ峰の決心がつくのを知っていた。




　そうして二人は隣室で、寝ている花都の体を、犯した。




　彼女は暴れた。泣いて、乞うた。

　理由を問い、破瓜の痛みにやがて自失しかけながらも、白鷹を呼び続けた。

　白鷹は枕元で、ずっと花都の瞼を塞いでやっている。




　手の中で透き通っていく火蛾を眺めるように、舞姫に痛ましい眼差しを注ぐ白鷹を、灰ヶ峰は目を伏せ、決して見ようとはしなかった。
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　枯らしたくない花があるのなら。

　花弁が開き切る前に凍らせてしまえば良い。

　未来永劫、実をつけぬあだばなのまま、うつくしいままで、いつまでも傍に。




（その責任は取るつもりだった、誰が何と言おうと花都を傍に置き続ける決心はついていた）




　けれど、その時の白鷹は、まだ気付かなかった。

　彼女を（凍れる花を）

　抱き締めるすべを永遠に失ったことに。







（──気付かない振りを、した）







　目が合えば、それでも花都は隠し切れない恋慕を滲ませて、白鷹に笑いかけてくる。

　全身を白い霜に蝕まれ、つめたい痛みに耐えながらも。

　互いに交わす言葉がなく、くるしみだけを微笑に溶かして交換する、

　二人の間にあるのは最早、舞だけだった……。
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「しばらく会わないうちに、……何か、雰囲気が変わったか？」

「……そうか？」

　紗綾の声に、白鷹は顔を上げた。

　三味の音と密やかな衣擦れを幾十夜も吸い込んできた板張りの広間は、今夜も飴色の床に僅かばかりの灯りを映し込み、張り詰めた糸のような緊張を湛えている。

　彼女の再三に渡る誘いに、梅雨を挟んで白鷹が応じ、今日互いの踊り子を見せ合う約束となっていた。

　膿んだ熱気を洗い流すような清涼な声に、久しぶりに目が覚めた思いがする。

　紗綾の言葉に釣られるように、白鷹は花都が居るだろう辺りを見遣った。滲んだ汗を吸って重い前髪。視野はもう随分と長いこと、狭い。

「いや、花都嬢もだが、……」

　花都は朽葉と共に支度を終え、薄闇の向こう側、広げた扇の向こうの何かを見ていた。

「……何だ」

「いや、何でも」

　客人は珍しく曖昧に言葉を濁そうとする。らしくない、と自分でも思ったのか、彼女は苦笑を浮かべ白鷹の背中に触れた。

　白鷹は、不自然に見えない素早さで体を引く。

　気付かなかったのか、表面上には何の感情も出さず、紗綾は問うた。

「少し痩せたか？　白鷹の」

「……さあ。暑気中りだろう」

　白鷹が薄く笑み返せば、見慣れぬものを見たように紗綾は困り顔をしてみせる。







　篳篥ひちりきは、青空を駆け上がるひばりの歌声のよう、高く澄んで軽やかに。

　三味線は、大地の生命の躍動のオト、何者にも侵されず自由に多羅リズムを刻む。

　白鷹と紗綾の奏は、相互に絡み合い高め合って、どこまでもどこまでも広がっていく。

　かれらの愛する舞姫が水を得た魚のごとく、自在に泳げる舞台をつくりあげる為に。

　抑圧されたおろかなひとの手を離れた瞬間、音はいろどり豊かに躍動し、聖域を築き上げる。

　篳篥の旋律に、まず掬い上げられるようにふわりと空気に乗った、一葉のようにきゃしゃな少女の躯。

　それはいつぞやのように、軽やかで自在な存在ではない。どこか自信なさげな様子で手を伸ばし、怖れるように視線を空に遊ばせる舞姫は、突風に弄ばれ、空気の抵抗を受けて、くるりくるりと回転する。

　儚い──頼りない、身ひとつで、願う。

　小さくていい、翼を、翅を、足を、この風に抗うすべをと。

　それは舞とは知りながら、思わず手を差し伸べたくなってしまうような儚げな足取り。地面に落ちて消えてしまう雪のような。

　大地はその腕を広げて、彼女を抱き締める時を待ち侘びている。

　だが──すんでのところで逃れ得て、彼女は。

　自らの、力で、自らを、運ぶ。




　ゆめを見ているような幽玄。

　音もなく舞う花都の、気配は淡い。

　奔流のような奏に翻弄されるように見せながら、その実進んでそこに身を委ねている。

　蛍の舞と、いつかの言葉を白鷹は思い出す。短い命と知りながら、それでも欲してしまう魔力が、発光する羽虫には存在する。

　弱さ──という、強かさを掲げて。

　蛍のひかりは後を引くように軌跡を描きながら舞い踊る。

　今までの花都とは違うと、たとえば百人の観客が居たならば、その内の何人が気付いただろう。

　ひたむきに、確たる自信と仄かな熱を持って一曲を演じ切る舞姫の記憶に比較して、今の花都はただの女子のようだった。

　紡ぐ舞は変わらずうつくしく、けれど何かが決定的に、違う──。

　迷子のように彷徨う。行き場を知らず、終わりも知らず。

　そう、彼女は絶対のあるじから受けた裏切りを以て、知ってしまった。

　声を嗄らして叫んでも、届かぬもののあることを。

　自らの微笑みの、声の、──舞の無力を。

　届かない、伝わらない、その絶望が花都の心を昏く塗り潰す。




　全身を使って捧げていた筈の愛はどこへ行ったか。

　──嗚呼、残念ながら、まだ身の内に。




　無愛想な家令に滅茶苦茶に突かれて壊された狂熱の在り処、奥に奥にと押し込まれた残骸が、捻じれて散り散りになりながら、まだ熱を放っている。

　内側から花都を侵食したあの波、あれはきっとヨクナイモノ、だから罰を与えられた。──もう、外へ出してはいけないよと。

　欲求の、一番きれいな上澄みだけを掬い上げて、せめてこれだけは許されるでしょうか主様。

　あまいみずを啜らないことにはだってどうにも、生きていくことすら叶いませんと。

　彼女が心臓の裏からたいせつに取り出した淡い光源は──暴力的な光量にかき消される。




　激しい雷雨を引き連れて、粛々と流れる暗雲。

　黒一色の袴姿に身を包んだ少年は、年に見合わぬ重い足取りで進み出、花都の眼前に挑戦的な眼差しで刀を掲げ、黒塗りの鞘を抜いた。

　遠雷──。

　静寂の中、ひっそりと闇を払うひかりの軌跡はさながら流水紋のように弧を描き、視界に刻みつけられる疵には痛みすら付随する。




　朽葉の存在感は圧倒的だった。

　いつも隅の方でひっそりと佇み、目立たなかった少年は、口元に嘲弄の笑みを浮かべ、猫科の動物のようにしなやかな動きで見事な剣舞を披露する。

　闇に沈む全身の中で、瞳のみどりだけが禍々しい零下のひかりを宿していた。

（純粋な、……憎しみ）

　視線を奪われながら、白鷹は紗綾の言葉を思い返していた。

　対象を持たぬ殺意。紗綾は無邪気に誇っていたが、そんなものが存在し得るのかと思う。

　憎しみは、初めは点だ。朽葉ならば、自分を棄てた異国の父か、或いは母へ、真っ直ぐに向かったことだろう。その後、これは白鷹の想像に過ぎないが──花街での畜生同然の扱い、人々の侮蔑の眼差し、幾百・幾千の点が積み重なり、面すべてが塗り潰されるまでに、かれにどれ程の苦難があったのか、これ程の研ぎ澄まされた剣舞を前に、想像を絶するところがある。

　──それ程のくるしみは。

　果たして、舞などで昇華できるものなのだろうか。

　軽んじるつもりはない。

　芸術と呼ばれるものだけに存在し得る輝石のかがやきを、信じぬ者が舞姫など所有する筈がないのだし、仮に暇な成金が虚栄心を満たす為だけにそうしたところで、早々に褪せさせてしまうのが関の山だからだ。

　花都はうつくしい。白鷹には自負がある。同じように紗綾も思っているだろうことは明白だった。

　自分の花が、一番、うつくしい。

　他人の目に欠損と映る部分すら愛しく、手放すことなどできはしない。

　疵のついた花に水を注ぐ心地で、白鷹はばちを操る。

　朽葉の陰に隠れるように弱々しく明滅する蛍。

　みどりの火に水をかけてやればきっと。

　──いっそ枯れてしまった方が、彼女も楽だろうか。




（けれどそれでは一切の彩りが）

（痛ましい姿）




（自分好みに仕立てるその為の）

（剪定を行ったのは、）







　唯一絶対の舞姫。

　誰がこれを手放せるだろう。

　揺れ動く感情を抑え込む為、次第に白鷹は三味の音の中に沈み込んでいった。

　ばちを持つ手に汗が滲む。額からもぽたぽたと垂れる。室内の気温よりも、体の中の方がずっと熱い──まだまだ熱くなる。

　このくるしみの熱が、

　舞で、楽で、昇華できるというのなら……。




「──────」




　奏に熱中していた白鷹の耳に、ひやりとした声の感触が届いたのは、それからどれ位経った頃だろう。

　初めは空耳かと思った。

　疑い半分顔を上げると、透き通る紗の着物を纏った花都の背中が目に入る。

　そしてその向こうにいる朽葉の顔が、魔性のように、うつくしく歪んでいるのも。

「……ど……いう、」

　こと、と、問い返す花都の声は、尋常ではなく張り詰めていた。

　花弁が地面に落ちる音ほどの、ちいさな声量。

　けれどそれが、最後のひとひらでもあった。

　朽葉はそれ以上何も言わない。

　花都の背中が震える。

　軋む音が聞こえるのではないかというくらい、固い動きで首を振る。

　一歩、二歩と朽葉から遠ざかり、

　その足元にからりと、何かが落ちる。

　──けれど、緊張に膨れ上がった空気に呑まれて、それは全く白鷹の意識に触れなかった。




「……見せてあげる、それなら」




　彼女がその時、どんな表情で言葉を紡いでいたのかは、朽葉にしかわからない。

　白鷹や紗綾に背中を向けたまま、花都はゆっくりと後ろへ歩を進める。

　声は、最早震えてはいなかった。




「空っぽかどうか、確かめるといい。この体に何が詰まっているのか、わたしだって知らない、けれど知ってる、もういっぱいに溢れそうになっていること。熱くてどろどろの、きたない、これを出し切ればまた、踊れる？」




「花都、」

　何故その時、彼女の名前を呼んだのか。

　理由はわからない。

　気付いた時には口走っていた。

　そしてその時には、もう手遅れだった。




「────主様」




　振り返った瞬間の、花都の微笑みが、鮮烈なまでに目に焼き付いている。




　しばらく見なかった、蕾が綻ぶような笑顔と、

　ちいさな手に握られた刃の銀と。




　──白い首筋に沿わせた刀を一息に引いた瞬間の、散った血飛沫がまるで桜吹雪のようであったこと。

　それだけが、目に焼き付いている。








椛もみじのように、　あか　い　、












　茫然とする白鷹の横で、紗綾は真っ先に立ち上がり、使用人を呼ぶ声を上げながら広間を出て行った。

　白鷹はゆめでも見ているような心地で倒れ伏した彼女に歩み寄る。

　傷口からは止め処なく血が溢れ出して、触ると、ぬるりと熱い。どくどくと、鼓動の余韻を残して、流れ出していく彼女のいのち。

　流石に色をなした朽葉に向ける声すら、責める色も宿せずただ虚ろだった。

「何を言ったんだ、彼女に。何故、こんなことを……」

「……蛍ではないと」

「何だと」

「花都の舞は蛍なんかには見えなかった。もっと見苦しい、気の毒なものだ。……喩えるならば、空蝉だと」

　少年は、冷ややかにも思える声で答えた。

　悪びれない、声、そう、何が悪いのかなど身に染みて白鷹にはわかっていた。朽葉を責める言葉など持たない。彼女を傷つけたのは、かれではない。

「……花都、」

　名前を呼びながら、白鷹はきつく瞼を閉じた。何と謝っても、今更償えるわけはなかった。

　──踊れるか、と、空に放り投げられた問い。

　花都だけが白鷹の舞姫だと言うのに──。

　僅かに紅色を帯びた暗闇の中で、椛の乱舞するさまだけが、くるくると走馬灯のように流れていく。





＊　＊　＊






　季節は巡る。




　夏の間じりじりと炙られ続けた木々の緑は、うつくしく染め上がる日を待ちながら涼しげな葉ずれの音を響かせている。

　別荘の離れから、陽光をきらきらと跳ね返す清流を見下ろしながら、つとめて優しい声で白鷹は寝椅子の花都に話しかけた。

「紅葉まで、今少しというところだな。……ここは東京と違って、うんと静かだ」

「…………」

「……色づくまでは居られそうだよ」

　罪悪感が含まれた掠れた声で言えば、益々線の細くなった彼女は、健気に微笑んだ。

　自らを切り落とすところまで追い詰められた彼女、原因をつくったのは白鷹であるのに。

　それでも、彼女の視線は白鷹にだけに向かい続ける。

　彼女が心底嬉しそうにするものだから、本当に堪らないと思う。

「……何？」

　ふわり、と、泳ぐ花都の視線を掴まえて辿ると、硝子窓の鍵に行きつく。

　細く開けると、せせらぎの音が部屋の中に差し込んできて、気持ちが良かった。

「寒くなければ、ここで包帯を変えようか……」

　眩しさを増した窓際で、頷いたまま花都はそっと目を閉じる。

　静脈が浮かぶような白い膚、傷の経過は良くなかった。首の包帯をほどけば、薬の香りがつんと鼻に刺さる。

　これだけ日を経てなお痛々しい傷が露わになった瞬間、胸が詰まって自然と彼女の髪に手が伸びた。

　さらさらと指を滑る感触に慰められる。

　絹糸のような感触の、彼女の髪はいつの間にか肩より長く伸びていた。

　白鷹はリボンで緩く髪を縛ってから、傷に薬を塗り、包帯を巻き直す。

　切り傷と縫合跡がなまなましく残った首筋、手術から数日後、一度ひどく膿んで高熱を出した日から、彼女から声が発せられたことはない。

　歩くことも覚束なくなってから、彼女を手持ちの山荘に移し、時間の許す限り白鷹も滞在するのが常となっていた。

「…………」

　──視線を──感じる。

　手元に集中しようと思えば思うほど、指先の感覚がどこかに行ってしまうようだ。

　花都にわからぬように、白鷹はそっと息を飲み込む。

　──彼女が。見ている。

　澄んだ、瞳の中に、白鷹を閉じ込めるような、熱を持った視線で。

　呼吸を忘れたような切実さで、見詰めてくる瞳を見返した瞬間、時間が止まることを知っている。

　包帯の端を結び終わってから、罪人の面持ちでようやく白鷹は顔を上げた。

　真摯に受け止めれば、一瞬、雫を落とした水面のように濡れた瞳が漣を起こし、やがて瞼の内に仕舞われる。

　白鷹は追いかけるように顔を近づけ、痩せた躯を抱き締めたい衝動を抑えながら、優しく、花都の髪を撫でる。

　頬に唇を寄せると、しんとつめたい。

　掻き毟られる胸の疼きを宥める、唯一の。

「……すきだよ」

　声は、さあ、彼女に届くだろうか、──今更。

「お前がすきだよ、花都」

　──口にすればするだけ、辛くなる。

　届かないから。

　伝わらないから。

　もう何もない。舞も楽も、声も体も。何もかもがあった頃にはわからなかった。あの中の何でも良かったのだ。

　どうして当たり前に抱き寄せることができなかったのだろう。気持ちのままに。

　親子揃って、と自嘲の笑みを浮かべ、白鷹は木漏れ日に彩られた谷を見下ろす。

「……母も、いつもこうして、窓の外を見ていた」

「…………」

「今なら、その理由がわかるような気がする」

「…………」

「苦しいものだね。返らないものに呼びかけるのは。発した瞬間余計に増幅する。因果な、……俺の両親も、もうずっと、手段を間違え続けたひと達だった」

「…………」

「伝わらないことばかりし続けて破滅した。それは当然の報いだ。……こんなふうに」

　花都は睫を揺らし、迷うように目を開けた。

　痛む首を無理に振ろうとするから、白鷹はいいんだよと言うように彼女の髪を撫でる。

　違うのだと。

　罪ではない、罰ではないと、他ならぬ彼女が言うのだ。その言葉を疑う理由は、もう、ない。

「……そうだね」

　差し出す。受け止める。たいせつなのは感情であって手段ではない。と言うより、もうそれしか残っていないのだ。

　手段をなくしてなお、進もうとするのなら。




　──ふいに指先に何かが触れた。

　白鷹の指に絡みついた、体温。

　触れ合う手の感触、白鷹は跪き、祈るようにそこに口づける。

　何故あんなにも恐れたのだろう。たかだかこんなことだ。

　髪に、頬に、爪の先に。どこに触れることも彼女はずっと前から許している。

　体の一番ふかいところを預け渡すたかが手段を、怖れる気持ちはもうなかった。

　その命ごと捧げられた、愛。

　触れるごとに互いに傷つき合うことができるなら、混ざり合った血は互いを分かち難いひとつに繋ぎ止める。




　彼女から流れ出してしまった血の容量分、あかいもので彼女の躯を埋めて。




　そうして、いつか、

　傷が塞がれば、彼女を抱くことすら、白鷹は厭わない。







　たとえば相手を理解したつもりになる確信は、ただの思い込みであるかもしれず、幻想であるかもしれず。

　けれどそんなものは、言葉でも舞でも楽でも同じことだった。







　季節は巡る。

　紅葉が散り、雪が溶け、桜が舞い、幾度目かの夏を迎えたその時。

　空蝉を残して跳び立った感情の意図を、かれらは知るだろう。







　盛夏に鳴り響く無心の本能────即ち、心の恋を。





あとがき







理子

　花街とか遊女とか、官能ネタを扱う物書きなら一度は書いてみたい……と思うだろう題材に、このたび無謀にも挑戦しました。もちろん架空のなんちゃって花街です。しかも、自分でも「ひー、恥ずかしい」と思うほどのメロドラマ展開。よくぼうにちゅうじつになるってきもちがいいですね！（笑）

　自作が電子書籍化されるという経験は初めてで、普段とは違う方々にお目にかかれると思うと、嬉しくも緊張します。緊張しつつもやっぱり嬉しいです。このご縁が、またどこかで繋がりますように。我々「マゼンタ」のサイトや、同人誌即売会などのイベントにも、ぜひ遊びにいらしてください……と、最後はちゃっかり宣伝でした！







ひより

　こういう地味な話が好きでいつか書きたいと思っていたのですがなかなか発表の場がなく、書きたい気持ちを持て余していたところにマゼンタ発足の機会を頂きました。自分の好きなものをこれでもかと言うほど詰め込んだ自覚があるので読者の方にお楽しみいただけたかどうかは不安なのですが、それでも愛着があるぶん電子化のお話を頂けて本当に幸せでした。

　私だけでなく参加者全員の思い入れがたっぷりつまった作品集に仕上がったと思います。読んでいただいた方に少しでも面白いと思っていただければ、それに勝る喜びはありません。願わくはまた次回にお会いできますように。お読みくださってどうもありがとうございました。







りな

　作品集をお読みいただいた皆様、ありがとうございました。自分の小説はもちろん、収録作は全て大切なお話なので、こうした形で配信していただけてとても嬉しいです。うっかり書きあげた別の話を消去してしまったりして、時間に余裕のない状態で仕上げたものであちこち粗いのですが、書きたいものを書きたいように書けてとても楽しかったのはよく覚えています。よろしければ感想などお聞かせ下さいませ。いつか例の石段にも挑戦したいです……。次の作品も、どうぞよろしくお願いしますね。またお会いできますように。







あずみ

　この度は本作品をお手に取っていただき、ありがとうございます。 「magenta」の第一号が電子書籍になるということで、どきどきしながら準備を進めてまいりました。

「心恋舞曲」について。夢の同人誌第一弾、官能縛り、ということで楽しみすぎて気合が空回りしてしまい、書いてはボツ、の無限ループに嵌まり込んでしまった記憶があります。進行も一番最後で、皆に迷惑を掛けてしまいましたが、「私の思う精一杯の美少女をあんな目やこんな目に遭わせてしまえ」というシンプルな情熱を持って書き上げた作品です。何か心に残るものがあれば幸いです。

　また何かの形でお目にかかれますように。






magenta vol.2　それは、愛のかたち







Lily　　ひより







　自分の鞭を手に入れた。

　馬用の、短いものだ。黒が欲しかったので望みどおりの色を手に入れることが出来てほっとしていた。よく見かける木目がむき出しのものは、見かけが悪くて好きになれない。

　わたしはこの鞭で、自分の身を守る。ヴィーは大柄だ。筋肉質で見上げるほど背が高い。熊のようにごろりとしている太い腕をあらためて見たとき、この男はわたしの首など、簡単にひねることが出来るのだと気が付いて、慌てて奴から鞭を奪った。わたしが鞭を取り上げると、ヴィーはどんぐりみたいに目をまんまるにして驚いていた。今日からこれは、わたしのものよ。

「では、おれはどうやって馬を追えばいいんでしょう」

　馬鹿なヴィー。愚かなヴィー。命令されなくちゃ何も決断できない、無能なヴィー。こんな男、わたしの家の森番以外の仕事になどありつけるはずがない。

「知らない。素手で馬の尻を叩けば？」

　ヴィーにわたしを抱くことを許可してやったとき、わたしは初めてではなかったけれど、ヴィーは初めてだった。




　家庭教師にならったことがある。この広い女王の国で、爵位を持つものはものすごく少ないこと。わたしのお父様はそんな数少ないうちの一人だった。そしてお父様にはわたし以外の子供がいなかった。だから十五でお父様が死んだ時、わたしには二つの選択肢があったのだ。

　結婚して夫に爵位を授けるか、わたしが自分で爵位を継ぐか。

　わたしが後者を選ばなかったのはお母様が猛反対したからだ。女が家を継ぐなんてとんでもない。そんなことをしたら誰もお嫁にもらってくれなくなりますよ。結婚なさい、お母様が良い人を選んであげます。

　だから私はエドワードと結婚した。お母様の親戚の息子で、わたしともうんと遠くに血のつながりがあるらしいけれど、それはあまり気にならなかった。エドワードはハンサムで、わたしをお姫様みたいに丁寧に扱ってくれた。だからわたしはすぐ彼に夢中になったのだ。──お母様が死ぬまでは。




「お嬢様。お嬢様」

　ノックの音。わたしの朝は遅い。森小屋にはカーテンなんてないので、はじめは朝日のあまりのまぶしさに辟易したのだけれど、すぐに枕に顔を突っ込んで眠る技を覚えた。

　コツコツと窓硝子をたたいているのは、乳母のメイベルだ。わたしが肌着で眠っている姿を見てわずかに顔をしかめたが、すぐに気を取り直したような笑顔で、銀色のトレイを持ち上げてみせる。窓辺には、百合の花が飾られていた。

「お食事ですわ。ドアをあけてください、お嬢様」

　のろのろとドアをあけてメイベルを部屋へ通す。彼女はトレイをさっとテーブルに置いてから、力いっぱいわたしを抱きしめて頬にキスをした。

「可哀想なお嬢様。あなたこそ本当のバスカヴィル家のお血筋だと言うのに、こんなところへ追いやられて」

　いつも通りのご挨拶。わたしの目はメイベルが持ってきてくれた銀のトレイにくぎ付けだった。

「何を持ってきてくれたの？」

「ブイイですわ。急いでいたのでこんなものしかご用意できなかったのですけれど……」

「いいわ。お腹が空いているもの」

　メイベルはてきぱきと食事の支度をはじめた。わたしはその間に、そばにあった服を適当につかんで着替える。洗濯ものがたまっていた。ヴィーは三日に一度しか洗濯をしない。

「時にお嬢様」

　メイベルは声をひそめた。

「あれはお嬢様に失礼を働いてはいませんか？」

「へいきよ。わたしが床で寝ろと言えば、おとなしく従うもの。犬みたいなものよ」

　それにね、わたし、鞭を手に入れたのよ。黒い漆の、しなやかな鞭。だから大丈夫。わたしは大丈夫。ほうっておいて。

　それより、とわたしは身を乗り出した。

「あいつらはどうしているの」

「実は……」メイベルはさっきよりうんと声をひそめた。「こちらに狩りにいらしているようで」

「ここへ？」

「あたしはそれをお知らせに来たんですよ、鉢合わせたりしたら大変ですからねえ。……お嬢様？　どうなさったんです、ぼうっとして」

　気が付いたら立ち上がっていた。体中に見えない何かが這っているみたい。そしてわたしは、床を蹴った。

「お嬢様！」

　メイベルがわたしを呼んでいた。けれどわたしは振り返らずに、まっすぐ狩猟場目指して走り出す。




　エドワードと結婚してすぐに、わたしは彼に懐妊をしらせた。十六になるかならないかのことだった。

　お母様はとても喜んだ。喜んで喜んで、あんまり嬉しくて熱が出てしまったみたい、と言って笑って、そのまま寝込んで、死んでしまった。もともと体の弱い人だったのだ。だからお父様とお母様の間には、わたし一人しか子供がいなかった。

　お母様が死んだとき、わたしのお腹はまだちっともふくらんでいなかった。本当に子供なんて入っているのか、とエドワードはよく冗談を言って、お腹をノックする真似をしていたものだ。「もしもし、坊や？　本当にそこにいるのかい？」。

　もしかしたら、それがいけなかったのかしら？　わたしのお腹が、あまり大きくならなかったから。だから何もかも狂ってしまったの？




　森の木々の間を次々とくぐりぬけて走る。ここはわたしの家の森だ。子供の時から何度も来ているのだから、知らない場所なんてない。どこだってわかる。どの丘から見渡せば、誰にも気づかれずに狩猟場を見渡せるかだって。

　わたしが丘に駆け付けたとき、エドワードと赤い巻き毛の女が馬上で笑い声をあげているところだった。……ミルドレッドだ。

　エドワードの手には、耳を握られた兎がぶら下がっていた。あんな小物を見て喜ぶなんて何が楽しいと言うのだろう。それでも二人は愉快そうに、何か言葉を交わして笑いながら、たくさんの従僕を引き連れて、ぞろぞろとその場を移動した。その際、エドワードは兎を投げ捨てる。

　従僕たちの最後尾によく知った顔があった。ずんぐりと背の高い薄汚れた男。背筋が丸くて、うつむきがちに歩いている。ヴィーはエドワードとミルドレッドが捨てていった兎を拾い上げて、大きなポケットの中に押し込んだ。すぐにぴんときた。ヴィーはあの兎をわたしに食べさせるつもりなのだ。今夜の夕食として。

　焼いた鉄の棒で内臓を直接かき混ぜられているみたいな感覚に陥る。あそこで町の娼婦と笑っていたのは、わたしの夫。その夫が、娼婦を連れ込むために屋敷から妻を追い出し、追い出された妻が逃げ込んだ先にいたのが、この世で最もうだつのあがらない、森番のヴィー。

　そしてそのヴィーは、夫と浮気相手が捨てていった兎を持ち帰って、わたしの口に運ぼうとしている。

　気が狂いそうだった。かみしめた唇から血の味がにじむ。泣くもんか。まだわたしの負けと決まったわけではない。泣くもんか。最後に笑うのは、絶対にわたしなんだから。
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　その晩、わたしはヴィーを鞭で叩いた。鋭い角度で彼の肌に食い込んでしまったらしく、太い腕には、細い線みたいな傷が出来た。

　思った通りだった。ヴィーはあの兎をわたしに食べさせようとしたのだ。だからわたしは、ヴィーを叩いた。ヴィーは驚いていた。

「う、兎はお嫌いですか？」

「お黙りなさい」

　こうして向き合うと、この男が世界で一番憎く思えてくる。どうしてこんなに愚図なの。どうしてこんなに馬鹿なの。どうしてこんなにおどおどしているの。これじゃあ、何の役にも立たないじゃない。

　けれど、どんなに憎く思っても、ヴィーの大きな体が動くだけで、わたしは反射的に身構えてしまうのだ。ヴィーが狼狽した様子で兎を背に隠したとき、わたしはびくりとして鞭を握りなおした。

　自分の動揺を隠したくて、わたしは言った。

「どうしてわたしが怒っているのか、そんな簡単なこともわからないの？　お前は、本当に馬鹿なの？　その兎は誰が射たもの？　誰が捨てたもの？　ここまで言わないとわからないの？」

「お嬢様、でも」

　しどろもどろに、ヴィーが言い訳をする。

「お嬢様に、肉を食べて頂きたかったんです。ここんとこずっと、豆ばかりだったから……」

　馬鹿なヴィー。この男は、わたしが時々メイベルの運んでくる昼食を食べていることを知らないのね。

　そう思うと同時に、自分がこんな農民のような暮らしをしていることにこみあげてくるものがあった。わたしはバスカヴィル家の一人娘なのに。お父様の、たった一人の子供なのに。

「わたしが食べるものはわたしが決めます」

　震える声を押し隠して、手のひらでヴィーの胸を押した。突き飛ばすくらいの気持ちで押したのに、彼は少しよろめいただけだった。……いらいらする。

「その兎は、もとあった場所へ捨ててきなさい。それからお前は今晩、床で寝ること。わかった？」




　ヴィーはどこかおかしいのだ。

　いくら殴っても、罵っても、懲りずにわたしのあとをついてくる。もちろん彼は森番だから、すべてこの森の中でだけ。子供の時から知っているけれど、ヴィーが森を出るところを見たことがない。

　その夜、ヴィーはわたしがベッドにもぐりこんだのを見届けてから、本当に兎をもとあった場所へ捨ててきた。真夜中に小屋を出て行き、ずいぶんたってからそうっと戻ってきて、ためらいもなく床に横たわる。

　わたしは枕元のチェストに手を伸ばして鞭を握りしめてから、静かに言った。

「……ねえ」

　夜気が震える。ヴィーが息をのむ音が聞こえた。

「きていいわ」

　わたしは暗闇の中、自分にかかっていた毛布をもちあげてみせる。月明かりがきれいだったので、ヴィーがぱっと顔をあげて、餌を前にした犬みたいに嬉しそうにベッドにあがってくるのが薄らと見えた。鬱陶しいと思う気持ちと、優越感が同じ量だけわきあがってくる。

「お前」わたしは言う。「お嬢様ごめんなさい、って三回言ってみて」

「お嬢様、ごめんなさい。お嬢様、ごめんなさい。お嬢様、ごめんなさい……」

「それから、お嬢様が一番です、って」

「お嬢様が一番です、本当です」

「ミルドレッドは美しかった？」

「いいえ」真顔でヴィーは答える。「お嬢様のほうが、ずっときれいです」

　自分が特筆するほどの美貌を持っていないことは、十七年も生きているのだから知っている。それでもこの男は、美しいミルドレッドよりもなぜかわたしがいいらしい。馬鹿みたい。まるで茶番。

　わたしはゆっくりとヴィーの首に手をまわした。どくどくと脈打つ、ヴィーの心音が伝わってくる。

　お座り、待て。──それから？

「キスしていいわ」

　この犬はずいぶんお腹がすいていたようで、わたしの唇に勢いよく噛みついた。あまりの勢いに、わたしの体は押し倒されて、ベッドに頭をぶつけてしまう。

　身体が大きい男の性器は、実は小さいという話を聞いたことがある。あれが正しい噂かどうかはわたしにはわからないけれど、ヴィーに限っては、あまり当てはまっていなかった。ヴィーの性器はこちらが怖気づくほどに大きい。挿れるといつも必ず、どこか切れてしまうのではないかと不安になる。

　痛いと思いながら挿れたり、もしくは痛くならないように自分の膣が濡れるよう努力したりすることが面倒だったから、わたしはいじるだけいじって、勃たせるだけ勃たせて（ヴィーはすぐに勃起する）、あとはもう知らない、と放置することが多かったのだけれど、時々、自分でもよくわからない気まぐれで挿入を許してやることがある。今日はその気まぐれの日だった。

「すぐに終わらせたら、たたくからね」

　鞭を片手にすごむ。ヴィーは何度もうなずいた。はりさけそうなほど膨張した性器を見れば、彼が苦しそうな表情をしていることにも納得がいく。

　この男との性交を、別に長く続けたいわけではない。ただ初めてしたときから一貫して、ヴィーはすぐに果てるのだ。わたしの膣がこの男の大きな性器になじむ前に果ててしまうので、正直、とてもつまらない。

「ゆっくり動くのよ」

「はい、お嬢様」

「慌てちゃだめよ」

「はい」

「ちゃんと、外へ出すのよ」

　わたしのお腹にもうエドワードの子供はいない。空っぽのお腹は、ヴィーの子供を孕むかもしれないのだ。

「お前の子供なんて、できたら困るもの」

　ヴィーの動きはいつだって余裕がない。エドワードとは正反対だ。エドワードの時は、わたしに余裕がなかった。けれど今は逆。

　ヴィーがわたしの中へ押し入ってくるのを感じながら、ぼんやりと、窓辺に飾られた百合の花を見る。
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　お母様が死んで、バスカヴィル家の全財産を正式に相続した時、権利書を見ながらエドワードは何やらしきりにうなずいて、社交界にはもう出ない、と言った。

『正気なの？』

　驚いて問い直したわたしに対して、エドワードは明後日の方角を見ながら答えた。覗いた彼の瞳は爛々と輝いていた。

『これだけあれば、一生遊んで暮らせるだろう？　もうあんなわずらわしい社交界に出る必要なんかない』

『一生遊んで暮らしたら、わたしたちの代で家がつぶれてしまうわ』

　お腹の子はどうなるの。男の子でも、女の子でも、わたしたちにはこの子を守る義務があるのよ。

　そう訴えればよかったのだろうか。けれどその時のわたしには、そこまで考えがまわらなかった。

　財産は人脈が築く。社交界とのつながりを絶つと言うことは家の仕事もまるごと放棄してしまうということ。

　たくわえだけで凌いでは、貧乏貴族と変わらない。わたしに、そんなみじめな真似をしろと言うの？

『そうそう、君に話があるんだ』

　お母様が死んで、わたしは泣いていた。エドワードは微笑んでいた。それだけで充分、彼の真意に気が付くべきだったのに。

『僕が以前から懇意にしていたミルドレッドという女性を、うちで面倒を見ることにしたよ。来週にはやってくるはずだから、そのつもりで』

　わたしは彼が手にしている書類の束を見た。彼は財産をすべて管理できる立場にいる。わたしがあけ渡してしまった、爵位を持っているのだ。サーの称号を。
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　ヴィーがどんな仕事をしているのか、わたしは知らない。ただわかることは、朝に出て行き、日が沈むころには小屋に戻ってくるということ。時々早起きして洗濯をすませていること。料理と掃除が下手なこと。他にもいろいろ下手なこと。

　わたしが来てからというものヴィーは擦り傷だらけになった。わたしが鞭でたたくからだ。また、鞭を取り上げられてしまったせいか、狩猟に出かけるエドワードとミルドレッドを馬車に乗せるとき、馬をたたく鞭がなくてとても苦労しているらしい。一度、ちらりとお手製の鞭のようなものを見たことがある。先端が穂先みたいに広がって、とてもやわらかそうだった。あれでたたかれたって、馬はきっと言うことをきかないだろう。

　日が暮れるころに戻ってきたヴィーは、せっせと入浴の仕度をする。わたしのためだ。たらいにお湯を張って簡単な浴槽をつくる。

「お風呂です」

「わかってるわ」

　ヴィーの前で服を脱ぎ捨てて、お湯につかる。ヴィーはわたしが脱ぎ捨てた服を集めてから、わたしの背中を丁寧にながした。わたしの体が温まって布で丁寧にぬぐってから、今度はやっとヴィーの番。

　狭い小屋の中なので仕切りはない。わたしは椅子に腰かけてヴィーが入浴する様を眺めた。本当に、まったく無駄なほど大きな体。あちこちが筋肉にくるまれている。昔はただのやせっぽっちだったくせに。

　ヴィーの父も、祖父もわたしの家の森番をしていた。きっとほかに世間というものを知らないのだろう。だから何をされても口答えしないほど、わたしなんかに変な熱の入れ方をしているのだ。

　だったら。

　わたしは思う。

　だったら、もっと好きにさせなくちゃ。

　わたしは椅子を立ち、ヴィーの背中に手を置いた。触れた皮膚の内側が緊張にこわばるのを感じる。そういえば、背中はまだ叩いたことがない。だからヴィーの背中はなめらかだ。

　濡れた背中に裸のままの胸を押し当てて相手の肩に顎をのせた。まだ濡れていない耳の下からわずかに土の香りがする。

「お、おじょう、さま」

　土の香りは嫌いではない。ましてヴィーの耳は、彼の大きな体で唯一、ちょこんと小さくかわいらしかった。わたしは少し力を込めて、ヴィーの耳を噛んだ。

　ガタン、と音がして、たらいがひっくりかえった。ヴィーがわたしへと向き直り抱きついてきた。お湯がこぼれている。

「えっ」

　不自然な重力を感じてヴィーに抱えられていることに気付く。抱き上げられたのは一瞬のこと、ヴィーはすぐにわたしの体をベッドに乗せて、唇を重ねてくる。

「ちょっと、ん」

　わかっている。これはわたしが望んだ行為。だから彼の耳を噛んだ。けれど衝動的な相手の動きに頭がついていっていなかった。力任せの動き。ヴィーはどうしてわたしの手首をつかんでいるの？

　濡れたままの体。おしつぶされる胸。全身を使って圧迫される。重い。ヴィーの体温が熱い。

「やめて、ヴィー」

　ヴィーは必死にわたしの胸を舐っていた。胸の突起に子供みたいに吸い付いている。暴れてやろうと思ったのに、おさえつけられてびくともしない。動けない。

　ふと、まばたきした目蓋の裏によみがえったのは、恐ろしい形相でわたしを殴りつけるエドワードの姿だった。

「やめてってば」

　声が震える。ヴィーはそんなわたしの声など届いていないかのように、ますますわたしの腰を抱いた腕に力を込めた。骨が軋みそう。痛い。やめて、やめて。

「やめなさいッ！」

　悲鳴みたいに叫んでやっと、ヴィーの動きが止まった。そしてわたしの瞳からは、望んでもないのに涙があふれかえっている。

「お、お嬢様」

　おろおろとヴィーがわたしの顔を覗き込んできた。泣き顔を見られることが癪で、わたしは両手で顔を覆う。そうすると、なんだかうんと自分が惨めに思える。まるでめそめそ泣く町の小娘みたい。ヴィーの前では主人として振舞わなくてはいけないのに。

「ごめんなさい、ごめんなさい、お嬢様」

　情けない声でわたしの頭を必死に撫でる。そんなんじゃ、子供だって泣き止まないわ。

「泣かないでください……」

　鞭を探して叩いてやろうと思ったのに、涙が止まらなかった。悔しい。いらない。こんなのいらない。思い通りにならないヴィーなんて、わたしが望んでいたものではない。




　こんなに無能なヴィーを利用しようと思ったのは、エドワードに追いかけられて、森へ逃げ込んだ時だった。

　ミルドレッドがあまりにも我が物顔で屋敷を歩き回るものだから、腹が立って喧嘩になったのだ。下品な服装を注意したわたしに対して、先に手を出したのはミルドレッドだった。あの女は本当に気が強い。そしてその喧嘩を、エドワードが仲裁に入った。「どうして君たちは仲良くできないんだい？」だって。あの人も大概どうかしている。

　そうしたら当然、今度はエドワードと口論になる。温厚だと思っていたエドワードに殴られて、わたしは驚きのあまり、しばし呆然としてしまった。何が起きたのかよくわからない。どうしてわたしは床に倒れているの？　すらりとした体躯のエドワード。それなのに、一度でわたしを床に倒すくらいの力があるなんて。

　激高したエドワードは手がつけられなかった。わたしはとっさにお腹をかばった。ほとんど本能だった。それを見てエドワードはますます怒り狂い、手がつけられなくなって逃げ出した。ミルドレッドは始終、面白そうにこちらを見ているだけだ。

　──わたしたちの子供はあの時にいなくなったのだ。

　エドワードの暴力のせいで、消えてしまった。この世から。

　わたしは唇の端から血を流し、森の中へと逃げ込んだ。何もあかりを持たなかったけれど、夜の森へ入るのは初めてじゃない。道に迷わない自信はあった。

　でも、甘かった。確かに道には迷わなかったのだけれど、わたしは逃げる者で、エドワードは追う者だった。がさがさと草を踏み分ける音を頼りに、彼はあっさりとわたしをつかまえたのだ。

『やめて！　助けて』

　わたしは叫んだ。けれどここは夜の森。屋敷の中ならともかく、こんなところまで使用人が駆けつけてくれるとは思えなかった。

『誰か助けて！』

　暗闇の中に浮かび上がる、エドワードの血走った瞳。殺される。本気で覚悟して目を閉じた、刹那。

　わたしをつかんでいた腕が、乱暴にひきはがされた。そのままぽいっと、エドワードの体が投げ出される。

『お嬢様……』

　ヴィーが戸惑うようにわたしへと視線を向けたので、わたしは慌てて、ぶるぶる震えながら彼の背中に隠れた。子供の時に父にしがみついたときよりもずっと、その時のヴィーの背は、大きくて分厚く感じた。

　──これなら隠れられる。

『助けなさい』

『お嬢様、どうすれば』

『あの人を追い払って。ここはわたしの森よ』

　命じるなり、ヴィーはつかみかかってきたエドワードを、何のためらいもなく殴り飛ばした。わたしがエドワードに殴られた時よりも、ずっとにぶくて大きな音がした。そしてヴィーはわたしがエドワードにされたように、彼を一方的な暴力で圧倒して、殴って、蹴って、突き飛ばして、本当に追い払ってしまったのだ。

『お嬢様』

　息を乱しもせずにこちらを振り返るヴィー。ほうほうのていで逃げ帰ったエドワードとはまるで対照的。本当に、獣か何かみたい。わたしはぞくりと身を震わせた。

『大丈夫ですか、お嬢様』

　ゆっくりと差しのべられた、大きな手。これは本当に人間のもの？

　これだわ。わたしは思った。これを、わたしの道具にしてやる。わたしのためだけに動く、わたしだけの犬にしてやるの。
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　悪い夢を見た夜、ヴィーはわたしの抱き枕になる。

　そういう時、だいたいヴィーは床で寝ている。わたしが命じたからだ。ヴィーを起こして、ベッドに上がってくるように言う。もちろん、片手にはきちんと鞭を握りしめている。わたしはこれで、自分の身を守る。

「今からお前は、わたしの枕」

「はい」

　ヴィーの体温は高い。子供みたいだ。暑い夜には鬱陶しいかもしれないけれど、今はまだ暑い時期ではないし、どうせこの国の夏は短い。

　ヴィーの腕に頭を預ける。腕枕は相手に気を使わなければ、それほど悪いものじゃない。相手は誰でもいいのだ。エドワードでなければ、誰でも。

「具合が悪いんですか？」

　わたしがほっと息をつくのを見計らって、めずらしくヴィーが声をかけてきた。

「……なぜ？」

「この頃、よくうなされてるから」

「体がだるいの。でも熱はないし、別にへいき」

「医者を呼んだほうが……」

「うるさい。へいきって言ってるでしょう」

　体を起こして、ヴィーの上にまたがった。鞭をぎゅっと握りしめて、ヴィーの唇にキスをする。ほら、ごらんなさい。わたしはこんなに健康よ。腰を使って彼の下半身に自分の体をこすりつけると、それだけでヴィーは勃起した。簡単。

　ヴィーの手が、わたしの背を抱くか戸惑っているのを感じた。わたしはそれを無視してキスを続ける。キスだけしてあとはお預け、ということが幾度かあったせいか、さすがのヴィーもだんだんキスがうまくなってきていた。少なくとも、前みたいにがっつかない。きちんとわたしの舌の動きにあわせて、わたしが望むように、わたしの口の中をかき混ぜる。絡み合った唾液を飲み込むのは彼の役目。わたしはそうしているヴィーを眺めるのが、実はそれほど嫌いではない。ヴィーのぎこちない愛撫なんて、あってないようなものだから、わたしはこのキスだけで、彼を受け入れる準備を整える。

「今日は、動いちゃだめね」

「えっ」

　大きな性器。片手では握りきれない。斜にふくれあがった亀頭をわたしの入り口にあてがって、ゆっくり、ゆっくり、うずめていく。全部埋まると、ヴィーが小さく喘いだ。どうしてそんなに苦しそうにするのだろう。苦しいのはわたしの方だと言うのに。

　わたしはまたがったまま服を脱いで、ついでにヴィーの服も脱がせる。そのままその胸に寝そべって、じっと、膣の中の性器を感じた。

「お嬢様……」

「動いちゃだめよ」

「でも、……」

「動いたら怒るから」

　次第に性器の形がわかるような気がしてきた。徐々にわたしの内側が、じんじんと熱を持っていく。どこがいいのか、どこにあたればわたしは嬉しいのか、やっとわずかに掌握する。

　ヴィーの胸に寝そべったまま、わたしはゆっくりと腰を動かした。でもやっぱり、ヴィーの性器は大きすぎて、異物感の方が大きく、快感の波には程遠い。

「お嬢様、お嬢様」

　ヴィーが苦しそうに、泣きそうな声で言った。

「もどかしいです、お嬢様」

　前は挿入だけで果てたくせに、少しは忍耐強くなったみたい。それなら、頑張ったご褒美をあげなくちゃ。お預けだけじゃ言うことを聞かなくなってしまうわ。

　ヴィーの頬を指でなぞった。熱い。

「ゆっくりなら、動いていいわ」

　ヴィーはがっつかずに、言われた通りそうっと体を起こして、わたしの背中に腕をまわした。するとわたしの中の彼の性器が、感じていた箇所からはずれて、思わず眉根を寄せる。

　わたしがむっとしたのを悟ったのか、ヴィーは慌てたようにして体勢をかえた。すると、ヴィーの性器はわたしが良いと感じた個所に、再び戻ってくる。

「……そこ」

「？」

「そこが、いい。そこにあてて」

　慌ててゆっくりよ、と付け足した。じゃないと叩くから。鞭で叩くから。

　はい、と情けなくうなずいて、ヴィーは動き出した。いちいち苦しげに吐息をつくものだから、彼の息がかかったわたしの髪が、しっとりと濡れていく。

　そんなにわたしがいい？　だったらわたしが一番です、って言いなさい。ミルドレッドよりもいいです、って。わたしが好きです、大好きです、って。

　命じようと思ったのに、思ったよりも的確にヴィーが動くものだから、思わず、彼の肩に抱きついていた。

　腕のどこに力を込めていいかわからずに、指先からぽろりと鞭が零れ落ちる。あ、と思った。思ったけれど、拾えなかった。やめなさい。言わなくちゃ。命令しなくちゃ。わたしが鞭を拾えない。

　ヴィーが喘ぐ。わたしも、気が付いたら声を出していた。やめなさい。そう言わなくちゃいけないのに。いけないのに。

　視界にちらりと飛び込んできた百合の花が、新しくなっていることに気が付いた。ヴィーが取り換えたのだ。百合なんて、この森のどこに生えているのかしら。ここはわたしの森だけど、ヴィーはわたし以上に、森のことをよく知っていた。
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　ヴィーの小屋へ逃げ込んでから、日付はあまり数えていなかったけれど、二度の月経周期をまたいだことだけは理解していた。そしてまたもう一度、月経を迎えようとしている。下腹がじくじくと痛んで、胸が張る。きそうで来ないあの感じが、もうずっと続いていた。

　からっぽのわたしのお腹。エドワードの子供がいても、いなくても、きちんと機能している、無駄な労力。いいから早く、血を流せばいいんだわ。じゃないと、ヴィーを飼いならせない。

　わたしは改めて、自分がこんな暮らしを続けていることに、驚きを覚えた。

　バスカヴィル家のお嬢様。父が死んでからカントリーハウスは手放したけれど、以前は季節ごとに屋敷をとりかえて過ごしていた。三か月以上同じところにいたことはない。わたしのための個室は、どの屋敷にも最低四つ。モーニングルームは一番日当たりのいい場所にして。お父様、お母様、ねえ、お願い。

　それなのに今はこんな、たった一つの部屋で食事や入浴、着替え、睡眠をすませてしまうような暮らしをしているなんて、それがこれほど長く続くなんて、誰が想像したことだろう。メイベルも最初はひどく心配していたが、今では時々小言を言うだけで済ませている。本当にヴィーが犬みたく、ご褒美もなしにおとなしくお座りをしていると思っているのかしら。

「やだ、本当にいたわ」

　朝日がまぶしかった。と言ってもわたしにとっての朝日の光は、実は世間にとってのお昼の光。朝寝坊のわたしはのろのろと、裸のまま起き上る。

「ねえ、ねえ。あんた、なんて恰好をしているの？」

　ゴツゴツゴツ。窓が乱暴にたたかれる。これはメイベルのノックじゃない。気が付いたとき、わたしの心臓は跳ね上がった。

　硝子の向こうにあった顔は、赤い巻き毛の下品な美貌──ミルドレッドだったのだ。

　笑いたくて仕方がないのに、笑いだすのをこらえている顔だった。わたしはとっさに自分の体を毛布で隠す。なんてこと。なんて姿を見られてしまったのかしら。よりにもよって、この女に──。

「ねえってば、いいから開けて。あたしはあんたに大事なことをしらせに来てやったのよ」

　メイベルの時みたいに、急いでそこに転がっていた服をつかんでかぶる。ほとんど下着みたいな恰好で、わたしはドアを開けていた。

　相変わらず派手な装いのミルドレッドは、いよいよわたしの恰好を見て笑い出した。

「やだ、もう、本当にどうかしてるんじゃないの？　前々からどこかおかしいとは思ってたけど……、あんた、森番の男に抱かれてるんですって？　エディがこの森のどこかにいるはずだって言うから来てみれば……まさか本当にこんなことになってるなんて！」

　狂ったような爆笑。あれほど、次に会ったら飛び掛かってやろうと思っていた相手なのに、わたしは完全に勢いにのまれていた。

「……ヴィー」気が付いたら声をあげていた。「ヴィー、ヴィー！　どこにいるの？　この女を追い払って！」

「あらやだ、気までおかしくなったの？」

　ミルドレッドはけらけら笑いながら続けた。

「せっかく教えに来てやったのに、とんだご挨拶だこと。あのね、あんた、エディはこの森を売るつもりよ。だからさっさと出て行った方がいいわ。その森番と一緒にね」

「──売るですって？」

　だってここは、わたしの土地よ。わたしの森。わたしのものなのよ。

「だってあんた、三か月近くも戻ってこないんだもの。屋敷では死んだことになっているのよ。あんたの乳母だかなんだか知らない女だけが、しきりに生きてるって訴えていたけど……世間的にも、あと書類的にも、バスカヴィル家のものはみんなエディのもの」

「ふざけないで。わたしは生きているわ、ここにいるじゃない！」

「だったら屋敷に顔を出してごらんなさいよ。ねえ、そんなぺったんこのお腹のどこに、エディの赤ちゃんがいるんですって？　嘘つきさん」

　わたしは青ざめた。

　この女は、本当に──どこまでわたしを馬鹿にすれば気が済むの。

　そうだわ、鞭は？　鞭はどこ？　あれは別にヴィーだけをたたくためのものじゃない。わたしの身を守るためのもの。だったら早く、この女をひっぱたかなくちゃ──。

　ミルドレッドはまだ笑う。

「災難よねぇ、嘘つきお嬢様。エディの気をひきたくて、妊娠したなんて嘘ついて。そしたら喜びすぎた母親が死んじゃったんですって？　何それ、いまどき三文芝居でもそんな展開ありえないわよ、おっかしい。嘘をついたことでエディの気持ちは離れてしまうし、やっぱり人間、正直が一番よねぇ」

「やめて」

「エディが怒るのも当たり前だわ。あんたって……なんていうか、そういう妄言、気色悪いもの」

「やめてよ！　やめて！」

「彼にぶたれてる時だって、お腹の赤ちゃんが、赤ちゃんが、って。頭おかしいんじゃないの？　あははは」

　──殺して！

　この女を殺して！　早く、誰か、早く殺して！

　ぬっと、大きな影がわたしたちの影に重なったのは、その時だった。

　ヴィーだ。ヴィーはわたしが泣きながら耳を押さえているのを見て、さっと血相をかえた。その大きな手でミルドレッドの首根っこをつかんで、小屋の外へと放り出す。本当に、猫の子でも放り投げるような、軽々とした手つきだった。

　ミルドレッドが悲鳴をあげた。ヴィーは怯える彼女に近づいていって、握りしめたこぶしで、容赦なく顔を殴る。

「ヴィー！」

　わたしは叫んで、ヴィーのもとへと駆け寄った。ヴィーは何度も何度も、容赦なくミルドレッドを殴りつけていた。一度目に殴られた時、宙をかいていたミルドレッドの白い腕は、二度目に殴られた時、びくりと痙攣して、三度目に殴られた時、地面に落ちた。あとはもう、ヴィーが殴る反動で揺れるだけだ。

　わたしは絶叫していた。

「ヴィー、待って、だめ、やめなさい、やめるの！」

　ヴィーはやめない。狂ったみたいにミルドレッドを殴り続ける。わたしが腕をつかんでとめても、振り払われてしまった。咄嗟に小屋の中へと逃げ戻り、ミルドレッドをひっぱたくことが出来なかった黒い鞭を引っ掴んだ。ヴィーのもとへ戻って、その背中を叩く。

「わたしの言うことがきけないの？　ヴィー！」

　ヴィーははっとしたように手をとめて、わたしを見た。子犬みたいな顔だった。
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　嘘を吐いたの。

　エドワードの相手はミルドレッドだけじゃなかった。夜会で出会って話をして彼が気に入れば、すぐにでも。わたしがカードゲームをしている隣の部屋で、別の女とはじめてしまうこともあった。

　──もう嫌。こんなの嫌。どうにかなってしまいそう。

　泣きわめくわたしに、お母様は言ったわ。男の方のお遊びだから、許しておやり。子供が生まれれば必ず、最後にはあなたのもとへ戻ってきます。夫婦なんてそう言うものよ。

　だから言ったの。赤ちゃんができたかもしれないわ、って。

　でもまさか、それがお母様の気持ちを高ぶらせて、そのまま死なせてしまうなんて。嘘がばれた時に、あれほどエドワードが怒るなんて。知らなかった。わたしには、考え付きさえしなかった。

　エドワードに殴られたあの日、赤ちゃんは消えた。もともと存在しなかった赤ちゃんの、嘘まで一緒に、流れて消えてしまったの。




「どうしてとめたんですか」

　ヴィーがかすれた声で問いかけてきた。わたしは両手で顔を覆って、もうぴくりとも動かないミルドレッドの前に膝を折る。

「お嬢様は、そのために」

　ヴィーはのろのろと続けた。

「おれとしてくださっていたんじゃ、ないんですか？」

「そうよ」わたしはうめく。「お前に、エドワードのことを、殺してもらうつもりだった……」

　わたしを好きにさせて、躾けて、手懐けて、わたしの言うことならなんでもきく、利口な犬のようにするつもりだったのだ。

　でも実際はどう？　どうしてわたしはこんなにも震えているの？　誰よりも憎かったミルドレッドがこの世からいなくなったと言うのに──なぜこんなにも怯えているの？

「そうしたらお嬢様は、この森を手放さずに済むんですか？」

「……聞いてたの？」

「二人が言い争っている声が、聞こえてきて……」

　わたしは立ち上がって、ヴィーにすがりついた。

「お前はどうしたいの？」

「おれは」

　ヴィーの表情が泣きそうに歪む。この男が、こんな顔も出来たのだと、わたしはその時はじめて知った。

「お嬢様が幸せなら、なんでもいいです」

　わたしの幸せ？　それって、何かしら。エドワードが死ぬこと？　ミルドレッドが死ぬこと？　本当にそれでいいの？　それでわたしは幸せになれるの？

　ヴィーにこのままエドワードを殺させれば、この男はきっと、監獄船にのせられて二度と戻ってこないだろう。口止めをすればわたしに命じられたことなんて生涯言わないだろう。そしたらわたしは再び屋敷に戻って、バスカヴィル家の女主人になる。

　それでいいじゃない。それがわたしの、幸せじゃない。もう夫なんていらない、赤ちゃんなんていらない。あいつらを屋敷から追い出せさえすれば、わたしの代で家が滅んだって別にいい。エドワードに殴られてからずっと、あいつらを憎んでからずっと、──ずっとそう思ってきたはずなのに。

　ねえ、ヴィー。お前は本当に、わたしが好き？

「好きです」

　いつから好き？

「子供の時からずっと」

　どこが好き？

「ぜんぶです。怒った顔も、みんな」

　わたしのためなら、お前、なんでもしてくれる？

「お嬢様が望むのなら、なんでも」

　喉が震えた。やめなくちゃ、やめさせなくちゃ。ミルドレッドが死んだくらいで、わたしはこんなにも怯えているんだもの。ああでも、もうとりかえしはつかないのかしら。ヴィーはミルドレッドを殺してしまった。一人殺すのも、二人殺すのも同じこと？　わたしたちは戻れないところまで来てしまったの？

　じゃあ。

　じゃあ、それなら。

「……殺してきて」

　あの男を。エドワードを、殺してきて。

　ヴィーはこくりと頷いた。はじめてみる、落ち着いた笑顔だった。

「それがリリー様の望みなら」




　窓辺の百合。ヴィーが毎日新しい水をやる、白い花。

　知っているわ。ヴィー、お前、子供のときから小屋に百合を飾っていたでしょう。わたしの名前と同じ、白い花を。純潔の花を。

　……ヴィーは行ってしまった。わたしが命じたから。

　この気持ちは何？　後悔？　わたしがヴィーを行かせたことを、まさか後悔していると言うの？　あの愚鈍な大男に、戻ってきて欲しいと願っているの？

　そんなはずない。だって、これは初めから決めていたことじゃない。愚かなエドワード。一緒に暮らしていたのだから、夫婦なのだから、わたしの生理周期くらいきちんと把握していなくちゃいけなかったのに。

　……あら。

　でも、待って。

　わたし……最後にきたのは、いつ？

　ヴィーと寝るようになって、最後の生理は、いつだった？

　待って。

　ちょっと待って。

　──待って。

「ヴィー！」

　わたしは叫んで、走り出していた。ヴィーの背中はもう見えない。でも確かにこちらへ歩いて行ったはず。

「戻ってきて、戻ってきて、ヴィー！」

　ヴィーはミルドレッドを殺してしまった。そう、わたしのために。もうとりかえしがつかないかもしれない。でも、もういい。もういいのよ、ヴィー。

　遠くにヴィーの背中が見えた。わたしの声を聞いて、足を止めている。

「戻ってきなさい、ヴィー！」

　吐き出すみたいに叫んだ。涙で歪んで前が見えない。

「命令よ、はやくこっちへ来て！」

　そしたらキスでも、お前の好きなこと、なんでもさせてあげるから。

　ヴィーはどこかおかしい。狂ってる。でもそれは、わたしも同じ。だったらもう、それでいいじゃない。

　わたしはその場に泣きくずれた。ヴィーの姿がどこにあるのか、涙のせいでもうよく見えない。もしも彼が戻ってきたら、つかまえるようにして抱きついて、そしてご褒美のキスをしてやるの。だから。だから。

　ねえお前、はやくわたしを好きって言いなさい。





胸さわぎの月夜　　ゆず







　ソフィーが身をふるわせたとたん、とぷん！　…と大きく湯が跳ねた。その一部は浴槽からこぼれ、タイルの床をぬらしたが──うなじをついばむくちびるの感触や、ぬれたタオル越しに身体を探索する二つの手に翻弄され、ソフィーは絶え間なく吐息をこぼすばかりで、それに気づくどころではない。

「何か俺に言うことがあるだろう、ソフィー？　可愛い人。たった一言だ」

　耳元でささやくレイモンドの声すら、遠く聞こえる。

　息をするのも苦しいほどの熱が、身体の中でうずまいていた。出口を求めるその熱が、彼の手が這う肌という肌、部位という部位をさらに敏感にしていく。

　タオルを持つ手がゆっくりと大腿をなでると、ソフィーは浴槽にたっぷりとたたえられた湯の中でふたたび身もだえ、陸に揚げられたばかりの魚のように跳ねた。

　快感と熱に溺れそうになりながら、すすり泣いて首をふる。

「もう…やめ、て…っ」

　かぼそい訴えに、彼──浴槽の脇で膝立ちをし、自分だけ服を着たままソフィーの身体を好き勝手にしている恋人──は、小さく息をついた。

「強情だな」

　そしていままで触れようとしなかった部位を突然刺激してくる。

「あ…！」

　足の付け根にもぐりこんできた指の動きに、身体が勝手に反応し、湯の中で暴れた。そこは彼が続けた不埒ないたずらにより、湯とはちがうもので濡れているはずだ。

　とろとろになっているその密壺に、それまで緩慢な動きしか見せなかったレイモンドの指が、深く突き入れられる。

「あぁ…っ」

　背後からまわされた相手の腕にしがみつくようにして、湯の中でびくびくと痙攣した。

「は…」

　瞳いっぱいに涙をためて放心しながら、ソフィーはレイモンドの腕の中で、ぼんやりと考える。

（どうして…）

　約束をしたのに。ソフィーがいやならもう触れないと言ったのに。

　彼はどうしてこんな真似をするのだろう？

（やっぱり、レイが私に求めてるのはこういうことだけなの…？）

「ソフィー…」

　レイモンドはしぼり出すようにして名前を呼び、脱力した彼女を後ろから抱きしめてくる。

　そこに込められた真実の気配に、ソフィーのエメラルド色の瞳が一度だけまばたきをした。
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　一声高く鳴いた鳥が、梢をゆらして飛び立つ。

　何か近づくものでもあったのだろうか？　ソフィーはちらりと考え、周囲の木立と茂みを見まわして耳をすませた。

　深い森の中では何に出くわすか分からない。このあたりは人里に近いので、そうそう危険な動物がいるとは思えないが、気をつけなければ…。

「──」

　たどってきた獣道をふり返り、ソフィーは自分が何かを警戒するというよりも、何者かが来ることを期待していることに気づいて嘆息した。

　その時、視線の先にハーブの群生を見つけ、急いで足を向ける。ドレスの裾が汚れるのにもかまわず地面に座りこむと、腕にかけていたカゴに摘んだ花を放り込んでいった。

　地味な茶色のドレスにエプロンをした姿はまるでメイドのようだが、ソフィーはいちおう貴族の娘だ。ただし、家はすっかり落ちぶれてしまっているけれど。

　それでも十五歳になったとき、父はひたすら古い──よく言えば由緒ある家系に物を言わせ、親戚中に手をまわして、娘を行儀見習いの侍女として王宮に送り込んだ。もちろん家の救いとなるような縁談を期待してのことである。

　運の良いことにソフィーは、王族の女性に仕える機会を得た。そしてそこで高貴な身分の近衛騎士と恋に落ちた。それを知った父の手紙は、文字からして喜びに踊っている有様だった。

　にもかかわらず、その恋は結婚という実を結ぶことなく…ソフィーはついに三み月つきほど前、宮廷を退いて実家に帰ってきてしまった。

　父の落胆は激しく、正直、家にいると肩身が狭いことこの上ない。よって少しでも家計の足しになればと、毎日薬効のある植物を採っては加工して街のお店に売りに行くのが、このところの日課となっていた。

（私がよくこのあたりでハーブを探すって、レイモンドにも話したっけ…）

　そう思うと、背後の獣道をふり返らずにいられない。──何もいないとわかっているのに。

　追いかけてくるなら、三月も待たずに現れたはずだ。そうでないということは、彼の方でも関係を断ち切ったつもりでいるにちがいない。

（もう別れたんだから。それも自分から言い出したんだから…。もういいかげんに引きずるのはやめないと）

　ソフィーが家族と暮らす土地は、ウィンスバート侯爵家の所領と隣接している。いくつもの城をふくめた広大な領地を治める侯爵家は、いうなればお隣さんだが、家格に差がありすぎることから接点はなかった。ところが、ソフィーが王宮で仕えていた主がその家の出身であったことから、挨拶にやってくる侯爵家の跡取り息子と顔を合わせるようになったのである。

　ウィンスバート侯爵家の嫡男レイモンドは、国王の警護の任を負う近衛隊に属する騎士だった。

　彼はソフィーより二つ年上で、話しやすい朗らかな性格だ。初めて会ったときからウマが合い、同郷のよしみで話が弾み、やがて気のおけない友達のような関係になった。

　異性として意識するようになったのは、仕えていた主に「ソフィーが来てから、レイモンドは頻繁に顔を見せに来てくれるようになったわね。うれしいわ」と言われてから。

　やがて用事がなくても会うようになり、二人だけで出かけるようになり、高価な贈り物をもらうようになり──心も体も結ばれるまでさほど時間はかからなかった。

（でも──）

　自分は、古いという以外に取り柄のない家柄の娘である。つき合って利点があるとはとても思えない。強いて言えば、格式張った作法を必要としない関係であることくらい。また遊び相手として都合の良い条件をそろえてもいる。

　大貴族の名を負う彼は、厳しい宮廷作法にしばられ、また婚約者のいる身であるため、女性と遊ぶにしても醜聞は絶対に避けなければならない。

　その点、身内を訪ねてきた際に出会ったソフィーとは、私的空間での打ち解けた雰囲気の中で親しくなったので、ずっと気取らない関係だった。それにソフィーは彼との交際について吹聴してまわるような性格ではなかったし、彼以外の恋人を持つつもりはなかったから、余計なもめ事を起こす心配もない。そしていざとなればお金で関係を清算することのできる身分でもある。

（それに──）

　草の根を分けて花を探す手を、ふと止める。

（すぐ言いなりになるやつって思われてただろうし…）

　初めて彼に身体を求められた時、本当は拒むべきだった。淑女として扱われたかったのであれば。

　けれど飢かつえるようにして彼に望まれたことがうれしくて…また失望させたくないという思いもあり、拒むことができなかった。あの時、自分たちの関係は決まってしまったと思う。

　つまり彼が求めてくると、ソフィーは彼の気持ちを測りかねながらも、失いたくなくて応じるという関係に。

　ソフィーは、本当はレイモンドと手をつないで歩いたり、肩を寄せ合って座りながら、おしゃべりをする時間が好きだった。

　そういう、些細なふれあいをもっと楽しみたかった。けれど彼はそれでは満足できなかったようだ。

（ようするに自分の体面を守りつつ、好きにできる女の子として、私が一番手近にいたというだけ。それだけなんだわ…）

　レイモンドは普段、女性の誘いもさらりとかわし、色恋沙汰などに心を惑わされることのない、硬派でまじめな貴公子として振るまっている。周囲も、彼は大貴族の跡取りにふさわしい立派な紳士だと信じている。

　ところがソフィーに対してだけは、なぜか言動がみだらになるのだ。ソフィーが拒めないのをいいことに、二人きりでいるときは肌を重ねることばかり求めてくる。

（そりゃ…お互い仕事があったから、そうそうゆっくり会えなかったし、しかたないのかもしれないけど…）

　自分は彼のことが好きだった。けれど、彼が同じ想いを自分に抱いていたとは思えない。

（だから──やっぱり別れてよかったのよ）

　頭ではそう結論づけながらも、ほぅ…とため息がこぼれた。

　その時、背後の茂みでガサリと音がする。びくりとしてふり返った、その先に──ソフィーは思いがけないものを見い出し、エメラルド色の瞳を大きく見開いた。

「どうして…」

　仕立てのいい外套に身を包んだ姿は、ソフィーが心の奥で迎えを待ち望んでいた相手だ。

　細身ながら筋肉質で均整のとれた長身に、人目を引く端正な面立ち。なつかしいチョコレート色の髪と瞳は、いまこの瞬間にも胸を甘くときめかせる。

　言葉を失って立ちつくすソフィーに向け、レイモンドは照れ混じりのぎこちない笑みを見せた。

「…会いたくて」

　三ヶ月ぶりに再会した元恋人を、小さく首をふって見上げる。ひどい言葉を投げつけて、別れたはずの相手。

（そんなはずないわ）

　彼は身分の低い自分にふられたことに腹を立て、そんな不愉快な女のことなど忘れたいものだとばかり思っていた。

　ところが彼は、端正な顔を憂いにくもらせ、一歩ずつ近づいてくる。

「三月のあいだ、君と会わずに過ごしてよく思い知らされた。俺には君が必要だ」

「レイ…」

「君が色事をきらっているとは知らずに、いままでつき合わせてしまって悪かった」

　神妙な謝罪に、ソフィーは別れの時に彼へぶつけた言葉を思い出し、うろたえてしまう。

「い、いえ、その、あれは…っ」

『あなたが私とつき合うのは、気軽に遊べるからってだけ！　私のことなんて好きでもなんでもないのよ！　自分専用の娼婦くらいにしか思ってないんだわ!!』

　顔から火が出る思いだ。いくらカッとなったからといって、なんてことを言ってしまったのだろう？

　もじもじするソフィーの前までやってきた彼は、チョコレート色の瞳を光らせ、まっすぐに見つめてくる。

「身体の関係なんてなくてもいい。これからは君の気持ちを大切にして、無理強いはしない。君からしてほしいと言うまで待つと誓うよ。だから別れるなんて言わないでほしい。どうかこれからもずっと…俺の大切な人でいてくれ」

「レイ…」

　両手で口元をおおい、ソフィーはまばたきをするのも忘れて相手を見上げた。

　私のことを愛していたの？　本当に？

　にわかには信じられない。けれど彼は、もしソフィーのことが好きでないのなら、こんなところまで追いかけてくる必要などまったくないのだ。

　女性がほしければ新しい相手を探せばいいだけの話。たとえ一いっ時ときでも、彼の恋人になることを望む娘は大勢いるだろう。

　それなのに彼はいま、ここにいる。

　胸が詰まって言葉が出てこない。そんな中、何とか声をしぼり出す。

「わ、私こそ…あなたを信じるべきだった…」

　とたん、ソフィーは力強い腕の中に、息もできないほど深く、きつく抱きしめられていた。
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　翌日、二人でウィンスバート公爵家の領地に向かうことになった。ソフィーの屋敷から馬で一日ほど行ったところに、狩りの時に使う城があるのだという。

　久方ぶりの彼との外出だ。ソフィーは張り切って、手持ちの中で一番上等なドレスを身につけた。

　光沢のある若草色の生地で、スカートには裾にいくにつれて広がる紺色の花の刺繍がほどこされている。ほどよくあいた襟元は鎖骨を美しく見せ、肘から先の袖はレースをふんだんに使ってふくらませてあるので、腕を細く見せる。

　近所で一番おしゃれな友達に、わざわざ朝早く来てもらい、髪の結い方と化粧にも力を入れた。思った通りそれはレイモンドにとても好評で、賛辞はソフィーの心を浮き立たせた。

　小刻みに揺れる馬車の中は、辻馬車と比べれば広い。けれど長時間膝をつき合わせて座るにはせますぎる。

「昨日はごめんなさい。お父様ったら、ちょっとはしゃぎすぎてたわね…」

　レイモンドを連れて帰ったときの父の態度について切り出すと、その浮かれっぷりを思い返したのか、彼は小さく笑った。

「君の家族と仲良くなれるのはうれしいよ。俺は彼らから君を奪おうとしているんだから、恨まれても文句は言えないくらいなのに…」

　ふくみのある言葉が少し気になる。

　どういう意味なんだろう？　彼以外の人が言ったなら、結婚をほのめかされていると思うところだが…。

（まさかね）

　自分でその考えを打ち消すと、たちまち浮かれていた気分が沈んでいく。

　彼が自分を好きと言って、こんなところまで迎えに来てくれたのはうれしい。けれど彼は身分の高い婚約者のいる身である。自分はおそらくどこかに屋敷を与えられ、愛人として彼を支えることになるのだろう。

　上流階級ではありがちなことだから、父もそのことは覚悟しているはずだ。

　レイモンドに愛され、ずっと側にいることができるのであれば、それだけで幸せなことなのだから。それ以上を求めてはいけない。

（それに…レイはすごく紳士になったし…）

　再会したときの言葉通り、昨夜彼は二人きりになっても、何も求めてはこなかった。本当にソフィーが承諾しない限り、色事を強要するつもりはないようだ。

　彼はソフィーを想い、こちらの気持ちを大切にしようとしてくれている。それで充分ではないか。

　そう考え、ふと気づく。

（あれ、でも──）

　身体の関係を持たない愛人というのも変な気がする。側にいてくれるだけでいいと言っていたけど、本当だろうか。彼は何を考えているんだろう？

　せまい馬車の中で向かい合って座るレイモンドをちらりと見る。

　と、ずっとこちらを見ていたらしい彼と目が合った。どきっ！　と胸が音を立てる。

　見つめ合っているうち、彼は自分の隣の席をぽんぽんと手でたたいた。

「いまはこの距離も遠すぎる。ここにおいで」

「……」

　星のように瞬くチョコレート色の瞳に誘われるようにして、ソフィーは自分の席から立ち上がり、おずおずと場所を移る。

　彼の隣に腰を下ろそうとした──そのとき、石にでも乗り上げたのか、馬車がガタンと大きく揺れた。

「!?」

　均衡をくずしたソフィーを支えるように、彼はその腰に手をまわし、そのまま自分の方へ引き寄せた。

「……っ」

　ウエストにまわされた腕がしっかりと押さえてくれたため、無様に倒れずにすむ。それまでの小刻みな揺れにもどり、ほっと息をついたソフィーは、ついた息を再び飲み込んだ。

「──!?」

　気がつけば膝の上に横座りにさせられていた。

「ご、ごめんなさい…っ」

　立ち上がろうとしたソフィーの動きを、たくましい腕が妨げた。

「このままでいいよ」

「いえ、あの、でも…」

「ソフィー、俺たちはよりを戻した。そうじゃなかった？」

「そうだけど…」

　膝の上に座るだけなら…まぁ、よいのだけれど。…けれど。

　手が胸に当たっているような気がするのは気のせいだろうか？

（支えているだけ？）

　いや。壁を伝う蔦のようにソフィーの上半身に絡みついた腕の先で、その手はやさしく動いている。

　さわり心地を楽しむように、ふくらみを包み込んだ指が踊っている。

「あ…あの…っ」

「ん？」

　なにげなく訊き返すレイモンドの眼差しが、からかいを込めて光った。その間にもソフィーの胸は、いいようにもてあそばれている。その動きは次第に大胆になり、やがて形が変わるほどに強くつかまれた。

「……」

　と、その奥から悦びの気配がじわりとわき出してくる。ソフィーはあわててその手を押さえようとした。

　身体を丸め、彼の手のひらをにぎりしめて、不埒な動きを止める。

「こ、こういうことしないって言ったじゃない…！」

　しかし彼はかまわず、甘く声をひそめた。

「君のいやがることはしないって言ったんだ。…これはいや？」

　返答がないことを肯定ととらえたのか、こねまわすように胸を這っていた片方の手が、今度は足の方へ向かう。

　期待を持たせるように、大腿部の外側を膝に向けて伝い、そして…やわらかな刺激を与えながら、足の内側をゆっくりとなで上げてくる。その動きはもどかしいほど遅々として、いやが応にもその先に待ち受けるものを意識させる。

　いたずらな手が、足の付け根に達するまでに、あとどのくらいの時間がかかるのか。

「……っ」

　うっかりこぼれてしまいそうになった声を、ソフィーは何とか飲み込んだ。

　自分の弱点を知り尽くした手の動きに、体温が上がっていく。気がつけば身体中から力が抜けていた。吐息にも熱がまじり、瞳がうるんでいく…。

「答えてくれ、ソフィー。…こういうのはきらいか？」

　耳朶に熱い息がかかる。間近から注ぎ込まれるささやき声に、ぞくぞくと肌があわ立った。それは背筋を伝って下りていき、ゆるやかな熱となって腰にたまる。

　下からすくい上げるようにして胸のふくらみを乗せた手が、重さを楽しむようにそれを揺らした。

「いや、よ…っ」

　ソフィーは、せめてもの抵抗として手をどけようとしたが、内股へのいたずらから発した身震いをこらえた結果、かえって自ら押しつける形になってしまう。

「じゃあこれは…？」

　問いとともに服の上から胸の頂をひっかかれ、ついに抑えていた声がもれてしまった。

「んん…っ」

　指はそのまま胸の頂をつまみ、ゆるゆると左右にこねまわす。布越しのもどかしい刺激に、背中がふるえた。

　身体を満たす熱を吐息にしてこぼす。そんなソフィーの胸を、レイモンドはだめ押しとばかり、もう一度強くつかんだ。

「どう？　お姫さま。貴女に恋いこがれる哀れな下僕に、このかわいらしくて敏感な果実を愛でるお許しをいただけませんか」

　そう言うと彼は、爪を立てて胸の先端をくすぐる。からかいを込めた懇願は遠まわしだったが、ようは愛し合いたいということだ。

（やっぱりするつもりなんじゃない、嘘つき！）

　おそらくこのまま、なしくずし的に事に及ぶにちがいない。彼のやりそうなことだ。

　いつもそうやってごまかされてきた。彼が婚約者と結婚するという噂が出たときも、問い詰めたソフィーを押し倒してうやむやにした。

　他の時でも…たとえばそう、近くに人がいることに気づいて嫌がった時も、聞き入れてもらえなかった。何だかんだ言いくるめられ、気がついたら押し倒されていた。おまけにそんな痴態を人に見られてしまった！

（あの時はさすがにレイを恨んだわ…）

　それなのに彼は、ソフィーが本気で嫌がって行為に水を差したせいか、その後しばらく機嫌が悪かった。

　そういう人だ。他の人の前では品行方正な貴公子然としているのに、ソフィーにだけはひどくわがままで自分本位で…そして隙があれば不埒なことをしようとする。時には隙がなくても強引に事を運ぶ。

（きっと今回もそのつもりなのね）

　寄せては返す甘やかな熱に身を震わせ、こらえがたい声をもらしながらも、ソフィーは心のどこかでそんな冷めた考えを抱いた。──けれど。

　レイモンドは着衣の上からソフィーにふれ、なぶり、さんざん煽っておきながら、それ以上のことをしようとはしなかった。

　ぐったりと彼に寄りかかり、あえぐソフィーには、抵抗するような気力も残っていないと分かるだろうに。若草色のドレスの中では、下肢の割れ目から蜜があふれていることも分かっているだろうに。

　以前の彼なら、もうとっくにソフィーを組み敷き、行為に及んでいただろうに。

「ソフィー…」

　焦がれるようにささやく声は、熱く乾き、かすれている。

（どうして…？）

　それからもレイモンドは、時折睦言を交えながら、あきれるほど長い間、ただソフィーの身体中に手を這わせるだけだった。服越しに与えられるもどかしい愛撫に、ソフィーもまた絶え間なく小さな声を上げる。

　熱をはらんだ秘め事は、そのままウィンスバート侯爵家所有の城に馬車が着くまで、延々と続けられた。







　公爵家の狩猟用の城は、外観はこぢんまりとしているものの、きれいな古城だった。馬車から降りたソフィーとレイモンドは、大勢の召使い達に総出で迎えられる。

　どうやら彼はよくこの城を使用しているようで、召使い達とも懇意であるらしい。主だった召使い一人一人にほほ笑みかけ、親しげに声をかけていた。

　端正な面差しに浮かぶ笑顔はさわやかで、ちょっとした冗談を言う声は快活ですらある。とても馬車の中にいたのと同一人物とは思えない。

　傍らで何とかほほ笑みを浮かべながらも、ソフィーは立っているのがやっとの状態だった。そんなソフィーの様子に、家令が目ざとく気づく。

「レイモンド様、お連れの方の顔色がすぐれないようですが…」

　ぎくりとすると、今度は女中頭がのぞきこんできた。

「まぁ本当。お顔が赤いわ。お熱があるのでは？」

「い、いえ。あの、お気になさらず…」

　たじろぐソフィーの横で、レイモンドがくすりと笑う。

「馬車の中でも元気がなかった。具合が悪いようなんだ。…失礼」

　短くつぶやくや、彼は膝をすくうようにして、あっという間にソフィーを抱き上げた。

「な──!?」

　突然の浮遊感に、ソフィーは目を丸くする。けれど下ろして、と頼む間もなくレイモンドは肩越しに家令をふり返った。

「彼女の部屋はどこだ？」

「レディのお部屋は『春の薔薇の間』にご用意いたしました」

　家令の返答にうなずき、レイモンドはさっさと歩き出した。

　人を一人運んでいるとは思えない颯爽とした所作に、周りを囲んでいた女中達から、いっせいにため息がこぼれる。

「レイ、待って。自分で歩けるから…！」

　あわててそう訴えてみるが、彼は取り合わなかった。

「そうらしいな。まったく残念だよ。俺の予定では馬車を降りるときから、足腰が立たなくなった君を抱き上げて運ぶつもりだったのに」

「予定って…」

「知りたい？　教えてあげようか」

「け、けっこうよ。どうせろくなものじゃないだろうし…」

「そうかな？　わりと有意義だよ。少しずつ君の服を脱がせて、身体を隅々まで舌で味わって──」

「やぁぁぁぁ。いいって言ってるでしょっ」

　思わず両手で耳をふさいだが、ここまで間近では、それも効果がない。

「それから特に弱い箇所を入念に攻めて、君の愛らしいさえずり声を楽しんで…この時点で気づかれないように体勢を入れ替えて、君の足の間に身体を入れておく──」

「知りたくない！　もうやめ──きゃ…っ」

　階段にさしかかり身体が揺れると、彼の首に腕をまわすしかなくなる。レイモンドはさらに近づいてきたソフィーの耳朶に注ぎ込むように、吐息を交えてささやく。

「柔らかな胸を心ゆくまで揉みしだいて、谷間に顔をうずめて、白いふくらみにキスをして、俺の印をたくさんつけて、さくらんぼのような頂を強く吸って舌でなぶったら、君はきっと快感にとろけた顔で俺を誘っただろうな。そうしたら──」

「もういいからぁぁぁ…っ」

　嫌がれば嫌がるほど、『予定』の内容は過激になっていく。みだらな戯れ言は、そのまま部屋に連れて行かれ、寝台に下ろされるまで途切れることがなかった。

　ふかふかの寝具に落ち着いたソフィーは、ぐったりと身を横たえる。

　ひどく疲れているのに、心臓はどきどきと騒いで落ち着かない。それに体温はいっこうに冷める気配がなかった。

　火照った身体をもてあましながら、ソフィーは部屋を検分して歩くレイモンドにちらりと目をやる。

（どうして何もしないの？）

　訊ねたいが、別れるときに色事がきらいと口走ってしまった手前、それもできなかった。ソフィーがいやだと言ったからだろうか？　しかしそれならなぜ、こんなふうに中途半端に煽るような真似をするのだろう？

　部屋の中をゆっくりと歩くレイモンドの足音の向かう先が、気になってしかたがない。これからどうするの？　このまま自分をここに置いてどこかへ行くの？　それともずっとここにいるの…？

　女性用に整えられた部屋のテーブルの上には、キャンディーポットが置かれている。ソフィーが見守る中、レイモンドはその陶器を手にすると、こちらへやってきて蓋を持ち上げた。

「ボンボンがあるよ。食べる？」

　なにげなくうなずくと、彼はひとつだけつまんで取り出す。そして身を起こしかけたソフィーの口元にそれを持ってきた。

「どうぞ」

　口を開けたところ、レイモンドは入れる直前でそれを潰してしまった。とろりとしたお酒が二本の指を伝って落ちる。

「あぁ、いけない。力を入れすぎちゃったかな…」

　いかにもうっかりといったように言って、彼はそれを、閉じようとしたソフィーの口に押し込んできた。

「んん…っ」

「すまないけど…このまま味わってくれる？」

「ん…」

　訳が分からないまま、ソフィーは必死にチョコと、そしてレイモンドの人差し指と中指を舐める。すると二本の指は、ソフィーの舌をはさんで捕まえた。

「んんんーっ」

　必死に抗議をしたところ、舌は解放されたものの、指はそのまま口の中を気まぐれにかきまわす。

（そんなに動いたら…っ）

　まるで傍若無人なキスのよう。ソフィーは暴れまわる指を追いかけ、甘噛みして動きを止めた。

（もうやめて）

　見上げる目で必死に訴える。

　悦びの際に追い詰めるようないたずらはやめてほしい。もしするというのなら、以前のようにこちらの事情など斟酌せずに組み敷いて征服し、行き場のない熱をおさめてほしい。

　思いを込めて見つめていると、レイモンドがごくりとのどを鳴らした。ややあって、かすれた声で訊ねてくる。

「…ソフィー、なにか俺に言いたいことはないか？」

「──」

　馬車の中でもくり返された問いに、ソフィーは首を傾げ──そして唐突に、仲直りしたときの彼の言葉を思い出した。

『無理強いはしない。君からしてほしいと言うまで待つと誓うよ』

　君からしてほしいと言うまで。

（そんな…っ）

　もしかして彼は、ソフィーに誘いの言葉を言わせようとしてるのだろうか？

（きっとそうだわ）

　もどかしい触れ方は、艶事をいやがるソフィーを何とかその気にさせるため。

　身体の関係がなくてもいいなんて嘘。やっぱり、約束を守る気なんて最初からなかったのだ！

　ソフィーに自分から求めさせ、ふたたび一線を越えたら、ズルズルとまた以前のような身体だけの関係に戻るつもりにちがいない。

　ソフィーは大きく首をふって、二本の指から逃れた。

「ないわっ」

　はねつけるように答えると、毛布を頭からかぶって横になり、ベッド脇のレイモンドに背を向ける。

　息をひそめ、じっとそのままでいると、やがて背後でため息が聞こえ、足音がゆっくりと遠ざかっていった。
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　夜になり、夕食の支度が調ったと女中に言われたソフィーは、気乗りがしないながらも着替えて部屋を出た。

　女中の説明通り食堂に向かう途中、ホールの大階段の降り口にさしかかったところで、下からにぎやかな声が響いてくる。手すり越しにホールをのぞいてみると、レイモンドが数名の女性達に囲まれているところだった。

　まだほんの少女のような子供から、既婚と想われる妙齢の女性まで五名ほど。服装から察するに貴族のようだ。

（私の他にもお客さんがいるの…!?）

　それだけでも驚くのに、さらに彼女達はレイモンドと親しい間柄らしく、言葉を交わす様子はごく打ち解けたものだった。

　ソフィーは階段を下りようとしていた足を止め、数歩下がって壁の影に身を潜める。

　彼女達が食堂へ去り、レイモンドが一人になったら出て行こう。そう決めたものの、にぎやかな話し声はいつになっても終わる様子がない。

　おまけに彼は、楽しそうに女性達の相手をしていた。鳥のさえずりのように絶え間ないおしゃべりに、一緒になって笑いながら、明るい笑顔を見せている。

　離れたところからそれを盗み見て、ソフィーは胸がきゅんとなった。

（どうして私には、あんなふうに優しい顔を見せてくれないの？）

　自分たちも最初はそうだった。たわいないおしゃべりだけで、あっという間に時間が過ぎていった。ただ寄り添って、くすくすと声をひそめて笑って、それだけで満たされていた。それなのに…。

　いつからか、レイモンドはソフィーにそういったことを求めなくなった。二人きりになると、決まってキスで会話を封じ、まるで人が変わったようにソフィーをあえがせる行為にばかり没頭するようになった。

（レイモンドが声を立てて笑うところ…もうずいぶん見てないな…）

　本当は、彼から情熱的に求められることが、嫌いではない。けれどたまには普通の──恋には関係のない、何気ないおしゃべりをしたい。ただゆっくりと一緒にお茶を飲むような、そんな時間がほしい。

　そんな思いを込めて見下ろしている間にも、レイモンドと女性達の笑い声が、玄関ホールに弾んで響く。

　ソフィーは見つからないようきびすを返し、とぼとぼと廊下を歩いて部屋に戻った。







　拗ねて部屋にこもっていると、何度か扉をノックする音がした。きっとレイモンドにちがいない。ソフィーは寝台の中で枕を抱きしめ、身体を丸くした。

　扉には鍵がかかっていないので、その気になればこちらの許諾がなくとも入ってくることができる。しかしその気配はなく、やがて静かになった。

「……」

　枕を抱く腕に力を込め、さみしさを噛みしめていると、ふいに扉の開く音が響く。

　驚いてふり向いたところ、女中頭が部屋に入ってきて、風呂の準備をすると告げた。見守っていると、お湯の入ったバケツを両手に提げた女中達が、次々に現れる。そして続き間になっている浴室の浴槽に、温めたお湯をためると、潮が引くように去っていった。

　せっかくのお湯が冷めてはもったいない。

　ソフィーはのろのろと身を起こすと、部屋の扉が閉まるのを確かめてから浴室へ向かい、ドレスを脱いだ。──と。

　まるでその時をねらいすましたかのように、再びドアの開閉する音が響く。

　女中の誰かが手伝いにやってきてくれたのだろうか。

　そう思い、浴槽に入って待っていると──そこに現れたのは、予想外の相手だった。

「レイ!?」

　ソフィーはあわてて身体を両手で隠し、湯の中で身を縮める。

「なにしてるの？　出てって！」

　真っ赤になって拒んでも、彼はまったく意に介さなかった。

「身体を洗うだけだよ。旅の垢を落としたいだろう？」

「自分でできるわっ」

「君は何もしなくてもいい。夕食に下りてくることもできないくらい、疲れているんだろうからね」

　察するに、そのことを怒っているのだろうか。

　レイモンドはシャツの袖をまくると、浴槽の脇に膝をつき、手にしていた小さなタオルを湯にぬらして身構えるソフィーの肩に当てる。

「どうして夕食に来なかったんだ？」

「べつに…」

「言わないと、また恥ずかしいことをするよ？」

　大人げない脅し文句を平然と言って、レイモンドはぬらしたタオルでソフィーの肩から背中、そして腰をなでていく。

「……！」

　入浴の手伝いをする侍女とは明らかにちがう手つきに、思わず息をつめた。

「い、言えばやめてくれる…？」

「どうかな。返答次第だ」

「ずるいわ」

「どうして夕食に来なかったんだ？」

　ゆるやかに腰を這っていたタオルが、今度はふわりと下腹にまわってくる。背後から抱かれるような体勢のまま、おへその周囲をくすぐられ、ソフィーは身体を丸めてうずくまった。

「だ、って…他に女性がたくさん、レイと一緒にいたし……っ」

「あぁ。なんだ、そんなことか」

　気が抜けたように言い、彼は口調をやわらげた。

「彼女達は親戚だ。たまたま今日ここに居合わせた伯父の家族だよ」

　そして、湯からのぞくソフィーの肩にくちびるを落とす。

「もしかして嫉妬してたのか？」

「や…、こういうのが…いやなの…っ」

「いや？　本当に？　…でも悦んでいるように見えるけどな」

　脇腹の曲線を入念になぞられ、同時にうなじを舌で舐められる感触に首をすくませながらも、ソフィーは頭かぶりをふった。

「ちが…う──ん…っ」

　ソフィーが気にしているのは、レイモンドが彼女たちへ接するのと同じように、ソフィーに相対してくれないことだ。どうして自分にも、もっと身体以外への興味を持ってくれないのか。

　もっと自分を知ってほしい。そしてもっと彼を知りたい。何がうれしくて、何が大変で、どんなことに悩むのか、もっと──もっと。

　けれどその懇願は、いつものレイモンドの手管の前にとろけてしまう。

　のぼせるほど時間をかけて、彼は慣れた手つきでソフィーを追い立て、あえぎ声以外出せないような状態にしてしまった。

「あぁ、レイ……レイ…！」

「何か俺に言うことがあるだろう、ソフィー？　可愛い人。たった一言だ」

　片方の足を浴槽の縁にかけられ、その内側をタオルで何度もくすぐられながら、逃げ場のない愛撫を、浴槽に強く背中を押し当ててこらえる。

「もう…やめ、て…っ」

　すすり泣いて首をふるソフィーを、レイモンドは服がぬれるのにも構わず、背後から抱きしめた。そして微かないらだちを交えて息をつく。

「強情だな」

　そして、いままで慎重に避けてきた部分に突如ふれてきた。

「あ…！」

　割れ目の中にもぐりこみ、ひめやかな真珠をころがす指の動きに、ソフィーは声が止まらなくなる。

「あ、…あぁっ……あっ…あ…」

　断続的にもれ続けた声は、長い指が二本同時に蜜壺の中に押し入り、乱暴に突き立てられた瞬間、ソフィーの嬌声がひときわ高く浴室内に響いた。

「あぁ…！」

　彼の腕に胸を押しつけるようにしがみついて、びくびくと痙攣する。

　それが治まり、湯の中でしばらく放心した後──ソフィーは意を決したように顔を上げた。

「どうして…っ」

　涙のにじんだエメラルド色の瞳を怒りに輝かせ、分からず屋の恋人をねめつける。

「どうして私にばっかり恥ずかしいことするの!?　他の人には礼儀正しいのに、私のことだけ困らせるの!?　情けない気持ちにさせるの!?　これ以外に私にしたいことないの!?　してほしいことは!?　レイ、私──」

　甘い、甘い、チョコレート色の瞳に向けて、乞うように訴える。

「私、あなたと恋をしたいのに……！」

「それは俺も同じだ」

「嘘よ！　私にはこんなことしかしないじゃない」

　声を張り上げて、ソフィーは湯の中で膝を抱えた。抱えているのは、いまにもひび割れ、壊れそうになっている自尊心でもある。──しかし。

「おかしなことを言う。こんなの、君以外の人にやる方が問題だろう？」

　レイモンドが、端正な顔に不思議そうな表情を浮かべた。

　それを見上げたまま、ソフィーもあれ？　と首を傾げる。

「それは………まぁ、そう…かな…？」

　よぉく考えてみると、彼が他の女の子とこんなことをするなんて、絶対に許せない。…いや、問題はそういうことではないのだ！

　つい納得しそうになってしまった自分を叱咤する。

「私は、もっとレイモンドと話したいの！　一緒にいろんな物を見て、いろんな話を聞いて、二人でその楽しさを分かち合いたい。色事だけじゃなくて、もっと他のことがしたいのっ」

　拳を握りしめて言いつのると、彼は食い入るようにソフィーを見つめ、うめくように応じた。

「…そんなふうに無邪気に考えることのできる君が、恨めしくてたまらないよ」

「私が？　どうして？」

「俺は君を前にすると、どうしてもそういうわけにはいかない。それこそ他の女性とは礼儀正しい会話だけで満足できるけど、君とはそうはいかない。君の表情、眼差し、くちびる、肌、香り…すべてが俺を煽って正気を失わせていく…」

　言いながら、レイモンドはソフィーの頬を両手ではさんだ。

「俺は君の…このまろやかな胸も、腰も、熱烈に俺を受け入れる愛の泉も大好きだけど、それだけじゃない」

　頬を包んでいた手が首筋を伝い、肩へ下りてくると、ソフィーは膝を抱える腕に力を込め、胸に触らせないよう防ぐ。

　警戒を込めた露骨な反応に、彼はくすりと笑った。

「顔を赤くして俺を見ながらはにかむ笑顔や、外出をねだって袖をつまんでくる手とか、俺を楽しませようと一生懸命おしゃべりする姿とか、過去にとらわれず前向きであろうとする考え方とか、見た目は可愛いのに性格はしっかりしているところとか、俺を捨てて姿を消してしまう潔さとか…他にも好きなところはいっぱいある。今回だって、最初はもうしばらく距離を取ってそっちが折れるまで我慢しようと決めていたんだ。本当は。だが──」

「……」

　レイモンドが、そんなふうに自分を見ていたとは驚きだ。

　初めて明かされた事実に、ソフィーはいいところで途切れた言葉の続きを、期待を込めて待ち続けた。

　やがて彼は眉宇に苦悩をにじませ、顔をくもらせる。

「残念ながらというべきか、三月ぶりに抱きしめた身体が魅惑的に過ぎた。その罪な魅力ゆえに、君は俺の理性を釜の中で温めたチーズのように溶かしてしまったんだ」

「私のせい…？」

「悪いのは俺だ。君の魅力に抗いきれない俺が悪い。…けれど、これからも抗い続ける自信がない。もうこれは不治の病のようなものだ。どうかそんなところも俺の一部だと、丸ごと受け入れてくれないか？」

「レイモンド…」

　たたみかけられる言葉に圧倒されてしまう。言われている理屈はいまいち理解できなかったが、津波のように押しよせる熱い想いだけは伝わってきた。

　何より、想いを寄せる相手が、目前でせつなく瞳をきらめかせている。それだけでソフィーの胸は甘くうずく。

「…私のこと、好き？」

「愛してるよ」

「うそよ」

　間髪入れず返ってきた答えに、心が揺れそうになった。けれどなけなしの意地で、真実を明らかにしたいという心を何とか支える。

　簡単に信じてはダメだ。また以前の二の舞になってしまう。

　ソフィーは、記憶の引き出しをひっくり返し、気になっていたことを慎重に並べていった。

「もしそれが本当なら、あなたに結婚の話が出たとき問い詰めた私を、押し倒してうやむやにしたりしないはずよ」

「俺はデマだと答えた。君が信じないで質問を重ねてきただけだ。そんなことに嫉妬して不安がる君が可愛すぎたのがいけない」

「情事を人に見せたりしたわ。あなたの同僚のドレイク！　あの後恥ずかしくて顔を見られなくなった」

「あいつは君をねらっていたんだよ。つけいる隙がないことをはっきり教えておこうかと──」

「私が本気で抵抗したら、その後ずっと不機嫌だったじゃない」

「君があんまりドレイクのことを気にして嫌がるから。あいつと何かあるのかと勘ぐってしまったんだ」

「……」

　ひとつひとつの質問に、思いがけない答えが返ってくる。

（本当に、本当なの…？）

　もうだいぶ冷めてきている湯の中で、ソフィーは膝頭にあごを乗せて悩む。

「三ヶ月も迎えに来てくれなかったのは、どうして…？」

「婚約を解消するために三月かかった」

「…え？」

　水音と共に、背筋をのばして顔を上げる。

　タイルの床に膝をついたレイモンドは、さながら女王に忠誠を誓う騎士のように、うやうやしくソフィーの手を取った。

「結婚しよう。君の父上にはもう許可をいただいている」

「えぇ…!?」

　思いも寄らない展開に、すっとんきょうな声を上げた。頭の中で、身分が…、立場が…、花嫁の貞節が…、とぐるぐる色々なことを考えてしまう。しかし。

　レイモンドはそれらの戸惑いごと、ソフィーをぎゅーっと抱きしめてきた。

「花を美しく咲かせるために日の光が欠かせないように、俺が幸せに生きるためにはソフィーが欠かせないんだ」

「レイ…」

　ソフィーもそれに応えて彼の首に腕をまわす。

　しかたがない。好きなのだから。

　自分を前にすると我慢できなくなるというのが彼の愛の形であるのなら、それを受け入れよう。そもそも愛があれば、ソフィーだって彼とむつみ合うことへの異論はないのだから。

　胸にもたれかかり、その心臓の音を聞いているうち、彼は浴槽の中からソフィーを両手で抱き上げた。

「お湯が冷めてしまって寒いだろう？」

　ぬれた身体を乾いた大きなタオルでくるみ、レイモンドはそのまま寝室へと足を向ける。その先に待ち受けるものを察して、ソフィーはかぁっと頬を染めた。

「あのね、うそなの…」

　首にしがみついたまま、恋人の耳にそっとささやく。

「本当はあなたにさわられるの、いやじゃない…」

「いやじゃない？」

「……好き」

「じゃあ言って。何か。俺が君に心ゆくまでさわることを許す言葉を」

　静かに寝台に下ろされ、真上からじっと見下ろされながら──ソフィーは「してほしい」以外の、自分で口にできる範囲内で、彼に懇願する言葉を必死に探した。

　うんうんとうなって、やっとそれらしきものを見つけ、おそるおそる口にしてみる。

「私を…あなたのものにして…？」

　頬と目元が熱い。真っ赤に上気しているのが分かる。そんなソフィーの様子にレイモンドがのどの奥でうめいた。少しかすれた熱っぽい声が、ソフィーの中の熱も煽る。

　しかし。

　本格的に組み敷いてきた彼の下で、期待にわななく身体をおとなしく横たえ、見上げていると──彼はひどく性急にソフィーの片足を持ち上げ、肩にかけた。

「え…っ」

「すまない。我慢できない。ちょっと一回だけ…」

「いや、無理よ、無理、無理無理無理！　いきなりなんて絶対入らない！」

「三月も離れていたんだぞ！　文句は後でまとめて聞く。なんなら殴ってもいい。いまは許してくれ」

「無理だってばいやぁぁっっ」

　逃げようとするソフィーの腰をがっちりと押さえつけ、レイモンドは容赦なく、屹立を突きあげてきた。

　ぎゅっと目をつぶり、ソフィーはその瞬間の痛みを覚悟する。ところが。

「あ──は…あぁ、あん…！」

　先ほど、浴槽の中でさんざんいじられ、解きほぐされていた箇所は、突然の暴虐すらも難なく飲みこんでしまった。

　寝台の上で身体をしならせ、急な侵入を受け入れるソフィーの細い腰をつかんで引き寄せ──彼はまず一度目の絶頂に達する。

「…は、…はぁ…っ」

　荒い息とともに胸を上下させるソフィーの上におおいかぶさり、レイモンドもまた苦しげに息をついた。

　けれどその顔には、からかい混じりの笑みが浮かんでいる。

「無理どころか…大歓迎って感じじゃないか」

　指先で、しとどに濡れた花唇をなぞられ、ソフィーはいやいやをした。

「私のせいじゃない…っ」

「どうかな？　責任がどこにあるかはじっくり探ることにしよう。夜は長いんだから──」

　そう言うと、彼はつながったままのものを再び動かし始める。

　ソフィーの腰もまたなまめかしく揺れ始め──まもなくその口からは、ただひとつの名前だけがくり返し呼ばれるようになった。







「ちょっと、ひっぱらないでっ」

　何度目かの営みの後、さすがに疲れて休憩を申し入れたソフィーが、いまさらながらシーツで身体を覆ったところ、レイモンドはそれをはがそうとする。

「どうして隠すんだ？　俺に見せるのはもったいないってわけか？」

「ちが…っ。シーツ返して…！」

「君の願いは何でもかなえてあげたいけど、それだけは聞けないな。君は俺の宝物だもの。俺はいつでも好きなときに、身につけている絹布から君を取り出して、愛でる権利があるのさ」

「そんなの私、認めてない…っ」

　むきになり、やわらかい胸を押しつけるようにして、手をのばしてくるソフィーに、彼はくすくすと笑いながらシーツを返す。

「すいぶん元気じゃないか」

　そして自分は、脱いだシャツと脚衣に手をのばし、手早く身につけた。

　こんな深夜に帰るつもりなのだろうか？

　シーツを抱えて見守るソフィーに向け、レイモンドは意味ありげなほほ笑みを見せる。

「──もう落ち着いた？　じゃあ行こう」

　言うや、彼はソフィーから勢いよくシーツを引きはがした。

「きゃぁっ!?」

　そして文句を言う隙を与えず、寝台へやってきたときと同じように、生まれたままの姿のソフィーを両腕に抱え上げる。

「な…、なにするの!?　下ろして…っ」

「ごらん。夜の空がきれいだよ。このまま庭に出て続きをしよう。そして月に見せつけてやろう。俺の可愛い人が、愛される時どれほど扇情的に乱れ踊るのか…」

（そんな…っ）

　ソフィーはレイモンドの腕の中から、あわてて寝台へと手をのばした。

「このままはいや…っ。お願い、服を着せて…！」

　しかし無情にも、求めるシーツに指先がふれる直前、ソフィーはたくましい胸の中へ引き戻され、部屋の外へ連れ出されてしまう。

「心配しなくても。宝物を誰かに見られるようなヘマはしないよ」

「自分ばっかり服を着て、ずるいわ…！」

「どうせすぐに脱ぐから君と同じだ。可愛い人」

「何が同じ──ちょっと待って！　そもそも外なんていやよぉぉぉぉー」

　静まりかえった石の廊下に、押し殺した叫び声の尾を響かせながら、ソフィーはふたたび彼の愛の形の受け入れがたさを認識し──別れる前と何ら状況が変わっていないことに、遅まきながら思い至る。

　しかし、うろたえるこちらを愛しげに見つめるチョコレート色の瞳の前に、その思いは甘くとろけて消えた。





プラクティスな彼女の愛情　　理子







「お願い……練習、させて」

　目元をほんのりと染め、アリナは俺を見上げた。

　愛らしい上目遣いなんてもんじゃなく、ほとんど睨んでるみたいな目つきだ。こんな頼みごとをするのが恥ずかしいのか悔しいのか、スカートの裾を握る両手に固く力がこもってる。

「練習って、お前ね」

　俺は曖昧に笑って後ずさった。だけどこの選択はよくなかった。

　膝の裏がベッドの縁に触れて。あ、ヤバい、と思ったときには、

「だってこのままじゃ、私……！」

「っとぉ!?」

　体ごとぶつかるようにして押し倒された。慌てて身を起こそうとするも、

「動かないで」

　ぞくり、とするほど切迫した声。絡め取られて身じろぎできない。

「お腹が、減るの……つらいの。もう我慢できないの」

　アリナが顔を寄せると、長い髪がなだれ落ちて俺の頬をくすぐった。

　普段は白金に近いその色は、燭台の灯りに照らされて、燃え立つようなストロベリーブロンドに見える。

　ゆるやかな螺旋を描いて弾むその髪は、まるで豪奢な額縁みたいに、彼女の小作りな顔を彩っていた。

　こんなに睫毛が長かったっけ。

　こんなに切れ長の目をしてたっけ。

　唇はこんなにふっくらして、こんなに滑らかそうな肌をして、いつの間にこいつはこんなにキレイに──大人に、なったんだ？

「カーシュ」

　囁く声は、記憶の中の舌ったらずなそれに、少しだけ似ていた。

「ただの練習よ。お願い、つきあって。……昔みたいに」

　昔みたいに。

　その一言が、記憶の扉を開ける。

　この突拍子もない状況から意識だけでも逃げ出したくて、アリナと出会ったあの日のことを、俺は思い返していた。




　その頃の俺の趣味は、ずばりガーデニングだった。

　夜闇一色なイメージの魔界だけど、ごく短い時間なら太陽だって昇るんだ。たいがいは分厚い雲に覆われて、どろどろ曇っちゃいるけども。

「もうちょっと照りつけてくれねぇと、花も咲かねぇっつの」

　俺はぶちぶちと独りごちながら、花壇に肥料を混ぜるべく、スコップで土を掘り返していた。

　不動産屋のがめついゴブリンのオヤジから、中古の出物だったこの古城を、どうにか競り落として三ヶ月。

　埃とクモの巣だらけだった内装は、たゆまぬ掃除でぴかぴかになった。穴の開いた床も、鎖の切れたシャンデリアも、工夫をこらして見事にリフォーム。こつこつ貯めた金を吐き出したおかげで、当分は屋敷妖精の一匹も雇えなくなったからなわけだけど、自分にＤＩＹの才能があることを、五百年生きてきて初めて知った。

　家の中インテリアが整ったら、今度は庭エクステリアにも手をかけたい。

　働き者の俺は、生い茂った雑草をひたすらむしり、煉瓦を積んで花壇を造った。その最中、自生してたマンドラゴラをうっかり引き抜きかけて、永遠の命をあやうく散らしかけたりもした。

　そんな苦労を経て植えたのは、開花すれば真紅の花びらが波打つ、ゴージャスな八重咲きの薔薇だ。

　ただし、扱いは慎重に。水やりも害虫駆除も、手袋をはめて、絶対に素手では触らないように。

　もし少しでも触れてしまえば、その薔薇は水気と芳香を失って儚く枯れる。

　俺が吸血鬼である以上、悲しいかな、それは避けられないさだめだ。

「あー……それにしても蒸すぜ」

　俺は呟き、額に浮かんだ汗をぬぐった。

　吸血鬼といっても、太陽の光が絶対にアウトってわけじゃない。そんなに長い時間じゃないなら、直射日光を浴びたって灰になったりはしないんだが、ジリジリと体力を削られていくことは確かで。

　そんなわけで、今の俺の格好っていうのは、実に見事な完全防備だ。

　つばの広い麦わら帽子の下にはタオルを噛ませ、顔の両脇に垂らしている。背中まである銀髪はきっちりくくって、首にも汗どめのタオルを巻いてる。シャツの裾はズボンにインで、スボンの裾もきっちりと長靴の中にイン。

　お世辞にもかっこいいと言えないのは承知だが、

「別に、誰が見てるってわけでもないしな……」

　そう自分に言い聞かせ、肥料袋いっぱいの牛糞（正確にはミノタウロスの糞）を抱え上げたときだった。

　女の子の悲鳴が響いた。

「きゃー！　そこのオジサン、どいてどいてーっ！」

　オ、オジサン？　もしかしてそれは俺のことか？　聞き捨てならねぇ、そんなことぬかすヤツはどこに──って、

「上ぇ!?」

　声の聞こえた方向を見上げ、俺はまさしく仰天する。




　灰色の曇り空から、女の子が落ちて来る。




　何だこりゃ。ニッポンのＯＴＡＫＵ作品にありがちな、落ちものエロゲの導入部かっ!?

　なんてことを思ったのは、のちのちになってからだ。

　このときの俺はぽかんと口を開けて、なすすべもなくマヌケに突っ立っていた。

　結果。

「やぁんっ！」

「うぐぁっ！」

　主語、女の子。

　目的語、俺。

　動詞、衝突する（万有引力の法則コミコミで）。

「いやぁ、何これ、臭いーっ！」

　女の子が泣き声混じりに絶叫した。

　肥料袋を抱えた俺の上に落っこちて、ひっくり返ったはずみにぶちまけられた牛糞まみれになりながら……って、それ、俺も条件同じですからね？

　つーか、ですね。

「やっ、オジサンの首、ありえない方向に曲がってるっ!?」

　ああ、ちょっとモザイクとか必要な感じにな。

「お前なぁ、被害者がたまたま不死身の吸血鬼だったことに感謝しろよ？　……っと」

　こきゅっ、と折れた首を片手で直す。

　へたりこんだ女の子が、大きな瞳を猫みたいに丸くした。トラウマにでもなんなきゃいいが。

　だって、なぁ、やっぱりいかんだろ。

　彼女の年頃は、人間で言えばせいぜい十歳前後。

　そんなお子様に、あんまり不細工でスプラッタなもんを見せるってのは、さ。




「えーと、着替え着替え着替え、っと……何もねーなー……このシャツでいいか？」

　チェストの引き出しをひっくり返しながら、俺は首を傾げた。

　城の中の、俺の寝室。奥扉の先にある浴室からは、さっきの女の子が湯を使ってる音が聞こえる。

　さすがに汚れたまんまじゃかわいそうで、「風呂入ってくか？」と訊いた俺から、彼女は露骨にざざっと後ずさった。「こ、これが噂に聞く『ろりこん』って生き物なのね」……って、んなワケあるか！　なに顔ひきつらせて胸なんか隠しちゃってんだ、マセガキ！

「おーい。着替え、ここに置くぞー」

　声をかけ、脱衣所のカゴにシャツとタオルを放り込む。「覗かないでよ！」なんて罵られるのも癪だから、俺はさっさと退散した。ちなみに風呂を占領された俺は、庭の井戸で寒々しく水浴びをする羽目になった。

「さて、と」

　ソファに浅く腰かけ、息をつく。

「あのお嬢ちゃんは……多分、こないだ引っ越しの挨拶に来たプローフェルさんちの」

「アリナ＝プローフェルよ。はじめまして、お隣のオジサン」

「ぬぁっ！」

　俺の両膝がぴょぴょーん、と跳ねた。

　気配を消して近付かないでっ！　魔物は魔物でも、ビビリなんです、悪いかっ！

　そんな俺にアリナは目をすがめ、

「……かーっこわる」

　し、舌打ちしたな？　しかもすっげぇガラ悪く。

　菓子折り持って挨拶に来たプローフェル夫妻は一見いい人っぽかったのに、娘さんの躾は行き届いてないらしい。そういえば、こんな会話をしてたっけ。




『娘が一人いるんですが、ついつい甘やかしてしまって。ははは、いけませんな！』

『あらやだ、あなたったら。アリナのことになるとほんとに親馬鹿』

『お前だってそうじゃないか。いい歳をして独身の男なんて、人に言えない性癖を持った変態に違いないから、僕たちの可愛いアリナを挨拶に連れていくのはよそうって』

『もうもう、あなたったら正直者っ。きっとアリナもあなたの血を引いて素直で優しい子に育つわね……って、きゃあ、お隣さん、聞こえてましたー!?』




　あいにく、この娘は父親みたいに素直でも、母親みたいに天然でもなさそうだ。腕を組み、俺を見上げる瞳の冷たいこと冷たいこと。実年齢はともかく、中身もその通りの子供だなんて、舐めてかかると泣かされそうだ。

　見た目は、ほんとにチビっこいのにな。

　俺の貸したシャツがでかすぎて、踝くるぶしまでのワンピースみたいになっちゃってるのに。

　俺は咳払いし、仕切りなおすように言った。

「ええと。お前、さ」

「アリナ。オジサンに『お前』呼ばわりされる筋合いはあーりーまーせーんー」

「……。うん、じゃあ、アリナ。アリナちゃんはなんでまた、あんなとこから落っこちてきたわけ？」

　その途端、アリナの目が明らかに泳いだ。

「そ、それは……」

　今気付いたけど、こいつの目って、めちゃくちゃ鮮やかなターコイズブルーなのな。魔界ではまずお目にかかることのできない、晴れた青空の色だ。

　髪はこれまた見事なプラチナブロンドだし、将来美人になりそうな予感がひしひしと……って、だから、別に俺はロリコンじゃねぇよ!?

　と、俺が全力で（誰に向かってか）言い訳してるうちに、アリナは恥ずかしそうに俯き、聞こえるか聞こえないかの小声で言った。

「練習……してたの」

「練習？　なんの？」

「だからっ！　上手に飛べるようになる練習！　しょうがないでしょ、まだ始めたばっかりなんだから！」

　真っ赤な顔で叫んだ彼女は、窓に向かってダッシュした。バン！　と乱暴に開かれたガラス戸の外には、もう藍色の黄昏が広がってる。

「じゃあね。もう会うこともないと思うけど」

　素っ気無い言葉を吐いたアリナの背中から、蝙蝠みたいな翼が生えた。

　生えたと言っても、肌を突き破ってめきめきと……ってわけじゃない。俺のシャツを引き裂くこともなく、霧が集って一瞬で形になるように。その顕現自体は実に優雅で、ちょっと感動したくらいだ。

　けどな。

「待て待て待てーい！」

「ふきゃあっ!?」

　窓枠を蹴った瞬間、自由落下フリーフオールしかけたアリナの襟首を、俺はかろうじて捕まえた。

「なーにが『じゃあね』だ。満足に飛べもしねぇガキが、危なっかしいマネすんな！」

「やー、離してー！」

　首ねっこを掴まれ、再び部屋に引き戻されたアリナは駄々っ子そのものになって暴れる。

「飛べるもん！　飛べるように練習するんだもん！　じゃなきゃ私、大人のサキュバスになれないっ……！」

　サキュバス、ね。

　へぇ。こいつ、そうだったのか。

　いや、プローフェル夫妻は確かに、自分たちはサキュバスとインキュバスだって自己紹介してくれた記憶がある。でもほら、どっかネジの飛んだようなあの性格だろ。蟲惑的な淫魔ってイメージとは程遠くて、ついつい忘れてたぜ。

「練習するのはいいけどよ」

　暴れるアリナを床に下ろし、俺は溜息をついた。

「やるんなら、ちゃんと危なくないようにしてくれよ。俺が付き合ってやってもいいからさ」

「え？」

「せっかく植えた花壇の薔薇、これ以上へし折られたくないからな」

　床の上にへたりこみ、アリナは俺を見上げた。思いがけないことを言われてびっくりはしてるが、反発してはいない。……多分。

「俺はカーシュだ。吸血鬼のカーシュ＝マーフィス。ご近所のよしみで、よろしくな、アリナ」

　笑顔とともに差し出した右手を、アリナはためつすがめつ眺めて。

「……私の、体が目当て？」

「ちげーよっっっ！」

　これだからマセガキは嫌いだ。




　そんなわけで、俺とアリナは仲良くなった。

　仲良く……っていうと違うかな。気位の高いお猫様が、自分の世話係だけはそばにおくことを許すようになったというか。あいつの高飛車発言を、俺が受け流せるようになったというか。

「ちゃんと手繋いでてよ。絶対離さないでよっ！」

「はいはい。信用ねぇなぁ」

　真夜中の庭で、宙に浮かんだアリナの両手を支えながら俺は後ろ向きに歩く。

　泳げない子供のバタ足訓練ならぬ、飛行訓練中ってわけだ。

「体にさ、力入りすぎてんだよ。もっとリラックス、リラックス。な？」

「そんなこと、よくわかんな……きゃあっ！」

　おーっと。

　気を抜くと落下する小さな体を、俺はすかさず受け止める。

　その背中からは、もう翼が消えている。サキュバスの翼ってのは、ある程度の年齢になると実体化させられるようになるらしいが、最初のうちはそれを維持しておくだけでもかなりの集中力がいるんだと。

「もうっ、むかつく！　こんな調子じゃ間に合わないじゃない！」

　俺の肩をばしばし叩いて──完全なるやつあたりだよな──アリナは悔しげに吐き捨てた。

「間に合わないって、何がだ？」

「約束してるの。来月、友達みんなでエイオンの森に行こうって」

「エイオンの森ぃ？」

　思わずオウム返しに尋ねた。ここからだと、まともに歩けばたっぷり半日はかかりそうな距離だ。

「あんなとこに、何しに行くんだよ」

「森の奥に魔法の泉があるのよ。新月の夜にそこを覗くと、未来の恋人の姿が見えるっていうの！」

　さっきまでの不機嫌もどこへやら。瞳をきらきらさせて語るアリナは、初めて年相応の子供らしい子供に見えたが。

「未来の恋人……ねぇ」

「信じてないわね？」

「いや、別にそういうわけじゃなくてな」

　ここは魔界だ。そんな不思議な泉だって、俺が知らないだけで実在するのかもしれない。

　ひっかかったのはそこじゃなくて。

「恋人なんて、お前、欲しいの？」

「はぁ？　当ったり前でしょ、カーシュみたいに女っ気ない朴念仁にはわかんないの？」

「いや、俺だって、五百年の長い人生の中には、それなりに色々あったっつの。聞くか？」

「やだ。絶対都合よく美化されてそうだもん」

　こ、このガキっ……！　いや、俺は大人だ、五百歳だ、落ち着け。

「てかさぁ、お前ってサキュバスじゃん？　男なんて、言ったら餌と同じだろ？　そんな相手に恋とか不毛……ごはっ！」

　入りました。まともに入りましたよ、鳩尾に、膝っ！

「さいってー！　食事は食事、恋は恋よ！　私の未来の恋人はね、かっこよくて優しくてデリカシーがあって……とにかくカーシュとは真逆の人なの。超セレブな王子様なの！」

「あっ、おい！」

　怒鳴るだけ怒鳴ったアリナは、再びさっと翼を広げて自宅の方角へ飛び立った。

　よたよたとバランスを崩しながらじゃあるけど、出会ったばっかりの頃に比べたら、まぁ上達はしたと思う。その不思議な泉ツアーとやらにも、どうにかついていけるかもしれないが。

　夜風になびく金髪が、月光を反射して闇を照らした。

　その輝きが見えなくなるまで、俺はアリナの姿を目で追っていた。なんだかどうにも、胸糞悪い。




　それからちょうど半月後だ。

「アリナが帰ってこないんですぅぅ！」

「こちらにお邪魔してませんかぁぁぁ!?」

　半狂乱で押し掛けてきたプローフェル夫妻を前に、俺は内心で舌打ちした。あの馬鹿。親に行き先も告げずに遠出したのかよ。

　すぐさま「エイオンの森ですよ」と答えかけて──俺は思い留まった。

　プローフェル夫妻には悪いと思う。大人としてまっとうな対応でもないと思う。けど。

　俺は、これでもアリナの友達のつもりだった。向こうがどう思ってるかはともかく、親にも秘密の計画を、俺だけに話してくれたのは事実だ。

　ここで告げ口めいたことをすれば、俺はアリナを裏切ることになるんじゃないか？

「心配しないでください。俺に心当たりがあるんで」

　心当たりってなんだ、と大騒ぎする夫妻をどうにかなだめて。

「絶対無事に連れ帰ってきます。すみません、待っててください！」




　そんなわけで、俺は久しぶりに空を飛んだ。アリナみたいに翼を生やしてじゃなく、蝙蝠に変身して、だ。

　今夜は新月。俺は夜目が効くが、星明かりだけじゃアリナには心もとないだろう。風もいつもより強いし、この中で進路を逸らさずに進むのは、あいつには荷が重いはず。

　探して、飛んで、探して。

　やっと目指すものを見つけて急降下したのは、夜空の端がうっすらと明るみ始める頃だった。




「おいて、いかれちゃった」

　アリナの泣き顔を見たのは初めてだった。

「皆に、『待って』って言ったのに。全然振り返ってもくれなくて……」

　草木も水もない、石ころだらけの荒れ地。

　そんな侘しい場所を、墜落したときにくじいた足を引きずりながら、アリナは歩いていた。たった一人で。

　一緒に泉を目指したという友達の姿は、影も形もなかった。アリナの声が聞こえないくらい夢中ではしゃいでいたのか……それとも。

「笑っていいよ」

　涙に濡れた頬を、アリナは皮肉っぽく歪める。

「わかってたもん。なんとなく、私も。あんな泉なんてほんとはなくて、皆は、私を……」

　泉の話は、ただの口実。

　まだ飛ぶことがおぼつかないアリナを、連れ出して、疲れさせて……こんなとこに、ぽつんと置き去りにするための？

「アリナ」

　俺はアリナを抱きしめた。大きく肩を震わせた彼女は、次の瞬間、俺を絞め殺さんばかりにきつくしがみついてきた。

「なんで私、皆と仲良くできないの……!?」

　くぅくぅと、まるで子犬が鳴くような嗚咽は、すぐにとめどない号泣に変わる。

「アリナ、アリナ、泣くな……アリナがこんなに可愛いから、皆は意地悪するんだよ」

　俺はアリナの髪を撫でて、慰めにもならない慰めを繰り返した。

　だけど実際、それは事実だったと思う。

　まだ子供ながら、アリナの愛らしさは同年代の女の子たちと比べて群を抜いていた。どんな種族のどんな年齢の男でも、虜にせずにはいられないほど。

　俺だって……ああそうだよ。俺だって正直、血迷いそうになるときがある。

　こんなふうに滅茶苦茶に泣きじゃくっていてさえ、完成された美貌は歪まない。震える体は折れそうに華奢で、愛おしさと紙一重の破壊衝動を駆り立てる。

　彼女の色気の萌芽を嗅ぎ付けるのは、何も男だけじゃない。

　そばにいる同性のほうがもっと早く、もっと鋭く、アリナの魅力に気づかされる。そして全力で排除する。

　単なるイジメじゃなく、それは本能的なものだ。

　彼女たちはサキュバスだから。将来的に男の精を吸って生きる定めの淫魔だから。

　アリナがこのまま成長すれば、それは誘惑そのものの魅惑的な妖女になるだろう。

　アリナに狩場を荒らされることを、サキュバスの少女たちは今から危惧し、牽制せずにはいられないんだ。

　そんなふうに俺がアリナを宥めていると、彼女はしゃくりあげながら言った。

「私、男の人の精気を吸いたいなんて思わない」

「でも、そうしないとお前は生きていけなくなるんだよ。今はまだ子供だからいいけどさ」

「だったら大人になんてなりたくない……！」

「なんで」

『ちゃんと飛べるようにならないと大人のサキュバスになれない』と言ったときとは、まるで反対の主張だ。

「だって……だって、皆に聞いたの。精気をもらうときって、どういうことしなきゃいけないのか……」

「は？」

「あ、あんなことするの怖いもん。大人になったら皆してるなんて、信じらんないっ……」

「あ……ああー、なぁ……」

　俺は気の抜けた相槌しか打てなかった。

　精気をもらう＝男とヤる。

　それを知らなかったなんて、どういうバランスの悪さだ。マセガキだと思ってたが、意外なとこウブすぎるだろ。両親が過保護に育てすぎたせいか？

「とにかく帰ろう。親御さん心配してるぜ」

「……もう飛べない。足も痛い」

「わかってるよ。ほら」

　俺はアリナに背を向けてしゃがみこんだ。おんぶなんて赤ちゃんみたい、とアリナはごねたが（こいつは子供でいたいのか、いたくないのかどっちだ？）、足の痛みも限界だったようで、結局はしぶしぶ背負われた。

　長い帰路を歩くうち、アリナは俺の背中でいつしか眠り込んでいた。その規則正しい寝息や、じんわりと伝わる体温や、夢見が悪いのか俺の襟足を時折濡らす涙とかは、こっちの胸をどうしようもないほど掻き乱した。

「この魔性のチビめ……」

　俺は唸りながら、寝付けない夜のために覚えた般若心経を唱えて、心の平穏を守ったのだった。

　かんじーざいぼーさーつー。




　そして今。

　あの夜から、さらりと五年後。

「はんにゃーはーらーみーたー」

　俺は眠りたいわけでもないのに、必死で般若心経を唱えている。

「ちょっと、カーシュ。やめなさいよ、それ」

「しーきーそーくーぜーくー」

「『据え膳食わぬは男の恥』って諺知らないの？」

「ふーしょーふーめーつー……って、食えるか！」

　俺を押し倒したまま偉そうに言うアリナに、噛みつくように叫んだ。

「その据え膳相手と、歳の差五百近くあるんだぞ？　しかもこっちは、そいつが小便臭いガキの頃から知ってるんだよ。俺に紫の上願望はないっつーの！」

「カーシュって無駄に日本文化に詳しいわよね」

　おかげで私も変な諺覚えちゃったし──とアリナは肩をすくめる。や、今論じるべきはそこじゃねぇから。

　──この、状況。

　十五歳になったアリナが、いよいよ男の精気なしじゃ生きていけない体になって。

　何度か人間界に『狩り』には出たものの、いざコトに及ぼうとすると怖気づいて逃げ帰る──そんなことを繰り返した挙句、彼女はぶっ飛んだ結論に至った。

　知らない相手と知らないことをするのが怖いなら、気心の知れた相手と『練習』を重ねた上で本番に臨めばいいのだ、と。

「別に大した意味なんてないわよ。カーシュには色々みっともないところ見られてるから、この際あんたでもいいかって……ほんとにそれだけなんだからね！」

　え、ちょ、何それ、そのツンデリズム。

　ほんとにさ。ベタなんだよ、お前。初対面では、パンツ丸見えで空から落ちてくるしさ。

　結局、友達作りに失敗したアリナは、なんだかんだ俺の家に通いつめて今じゃ半居候状態だし。

　この五年で美貌にはますます磨きがかかってるし……体つきもすっかり成長したし……なんだか無駄にいい匂いがするし……短いスカートはいて俺の腰を跨いでるせいで、やっぱりパンツがチラ見えしてるし。

　その色が、赤でも黒でも紫でもなく、繊細なレース使いの白だとか。意外性まで予想の範囲内で、じゃあそれが嫌なのかっつーと。

　……すんません、文句ないです。

　むしろ天に向かって「ありがとう、いただきます！」と両手ぱっちんしたいです。

「いや、でも、やっぱりこれはまずいだろ……プローフェル夫妻に合わせる顔がなくなるだろ……」

「パパとママのことなんて関係ないわ」

　アリナはきっぱりと言い、俺の股間に手を伸ばした。

「口では色々言ったって、体は正直なんでしょ？」

「台詞がオヤジ臭いって、おいっ！」

　俺が引きつった声をあげたと同時に。

「──え」

　そこに手を置いたまま、アリナが固まる。

　布地ごしにもはっきりとわかる昂りに、感電したみたいに動けないでいる。

「ど、どうした？」

「……ない？」

　蚊の鳴くような声っていうのは、こういうことを言うんだろう。

「えと……お……大きすぎない？　これって、このくらいなのが、普通？」

　その瞬間、俺の理性は木っ端微塵に砕け散った。

（やっ、べぇぇ……！）

　全身の血が逆流していろんなとこから噴き出しそうだ。アリナが！　俺のモノに触れて！　首を傾げて恐々と、「大きすぎない？」って！

「──直接、確かめてみるか？」

　落ち着け俺。いやいや、言葉だけは落ち着いてる、オーケー。

　こくりと息を呑み、ベルトに手をかけるアリナには気づかれてないはずだ。こんなにも心臓がばくばくと躍り狂ってること。いや、心臓ばくばくより、あそこがギンギンだってバレてるほうがある意味恥ずかしいんだが。

　ズボンと下着が半端にずり下ろされる。怯えと好奇心の混ざった瞳で、アリナがそこを凝視する。

「あ……」

「大きいか？」

「わ、わかるわけないでしょ。初めて見るんだから」

「だったら、さ」

　伸ばした手をスカートの中にくぐりこませ、下着ごしに中心を撫でた。

「ひゃんっ！」

「ここに」

　触れたのは一瞬だけだ。だけど、そこが充分に熱を持ち、潤み始めているのはわかった。

「信じられるか？　アリナのここに、こういう大きさと形をしたもんが入るんだって」

「し、知ってるわよ……」

「信じられるか、って訊いてんだ」

「うー……」

　アリナは唇を噛み、ふるふると首を横に振った。

「うん。でもな、入っちゃうんだよ」

「きゃっ!?」

　俺は体を起こし、アリナを抱き込んで逆に押し倒す。

「試してみるか？　──本気で？」

「っ……」

　俺に組み敷かれた小さな体は、かわいそうなくらいに硬直していた。思わずこっちまでひるみそうになるけど、一瞬後、俺を見上げる空色の瞳には、彼女らしい強気な光が蘇っていた。

「……やりなさいよ、早く」

「もっと色気のある誘い方覚えろよ」

　苦笑し、顔を寄せてから、ふと尋ねる。

「なぁ、キスはしていいのか？」

「カーシュこそ野暮なこと訊かないで」

「……だな」

　いいよ。

　もうなんでもいい。

　安いエロゲ展開でも。自分が光源氏みたいな色男じゃないのを知ってても。

　──俺は、こいつの初めての男になりたい。

　重ねた唇は甘く、かすかに震えて、噛みちぎって血を噴き出させたくなるほど柔らかかった。




　宝石みたいだ、と思った。

　アリナの生まれたままの姿を見た感想だ。

　ほの白い肌が、内側から発光してるみたいに輝いてるっていうこともあるけど──たとえば、ダイアモンドが複雑な多面体結晶をしてるのは、それが自然界において最も調和の取れた完成形だからだ。

　アリナの体はどこもかしこも、なるべくしてそうなった輝石のように、バランスがよく無駄がなかった。

　あまりにも綺麗すぎる裸は、彫刻みたいで劣情を煽らなさそうなものだけど、アリナの場合は違う。

　彼女の足の中指は、普通よりも少し長い。

　華奢な肩には、ジグザグに四つ並んだ星座みたいな黒子がある。

　そんな瑕きずとも言えない瑕、歪みとも言えない歪みが、生身の女としての存在感を訴えていた。そもそも彫刻は俺の愛撫にこんなふうに息を乱したり、腰に来るような声で啼ないたりしない。

「ふぁ……んぅ……」

　仰向けに寝てもつんと上を向く乳房の頂を、俺は自分でもしつこいと思うほどに舐め続けていた。

　すっかり起たち上がった薄うす紅べに色いろの乳首は、小粒で可愛いキャンディみたいだ。本物のキャンディだったら溶けてなくなりそうなくらいに、じわじわと舌で転がす。

　アリナの息が細かく乱れ、なだらかな下腹部が波打った。

「ねぇ、なんで、そこばっかり……」

「ん？　別に胸フェチってわけじゃないぜ？」

　俺はにっこり微笑んだ。

「せっかくの機会なんだし？　こんな綺麗な体なら、どこまでもとことん味わいつくしたくなるだろ」

「っ……」

　アリナは短く息を飲み、呆れたように言った。

「知らなかった。カーシュって、そういう恥ずかしいセリフ言う人だったんだ……」

「ああそうだよ。知らなかったろ？」

　俺はくつくつと笑った。なんだろうな。いやらしい気持ちが漲みなぎってる反面、純粋に楽しくてたまらない。

「なんでも教えてやるよ。だからアリナも俺に全部見せな？」

　脇腹を撫で、腰骨を撫で、固く閉じ合わされた膝に触れる。そっと押し開こうとすれば、アリナは俺の目を塞ごうと、慌てて腕を伸ばした。

「見ないでよ、馬鹿」

「見せろって言ったろ」

　俺は悠然とアリナを見下ろす。

「俺が見たいんだ。駄目か？」

　言うだけだ。俺は何もしない。

　そのまま、何分が経ったか。俺はどれだけでも楽しんで待てるつもりだったけど、視線の圧力に耐えきれなくなったように、アリナはぎゅっと目を閉じた。閉じていた膝が、諦めたようにゆるゆると開かれる。

　俺は思わず嘆息した。

「やっぱり、ここも綺麗だなぁ……」

　ほとんど産毛みたいな茂みの下には、より合わさった薄い陰唇が秘めやかに息づいていた。透明な蜜をまぶされたみたいに、濡れてきらきらと光っている。

　生意気なアリナとは別人格の、小さくていじらしい生き物みたいだ。

　指で触れかけ、それだけじゃこっちがたまらなくなると予感した。脚の間に頭をねじこんで、むしゃぶりつくようにキスをする。

「やっ……あぁんっ！」

　甘みを帯びた潮の味に、理性がぐずぐずと溶けていく。湧き出るとろみをそこらじゅうに塗り広げ、充血して厚みを増した花弁はなびらを交互に唇で食はんだ。

「あ、……っく、やだ、ダメ……！」

　ダメ、か。

　いいなぁ。もっと聞かせろ。

　唾液と愛液でぬめる秘裂に、俺はゆっくりと指を差し込んだ。中の湾曲に合わせて関節を曲げ、一回、二回、挨拶をするように抜き差しする。

「狭い、な」

「はぁ、う……んっ……」

「狭くて、熱い。順番すっ飛ばして入れたくなる」

「や……あんまり奥まで、しないで……」

「わかったわかった。じゃあ、こっちな？」

「ひゃっ……！」

　存在を主張し始めた朱鷺色の芽を、舌先で押しつぶすように舐めれば、嗚咽混じりの声がこぼれた。

　細い腰が淫らにくねり、太腿が汗ばんで光る。

　アリナが次第に貪欲に、快楽に忠実になっていく。

　だが、アリナのほうにも、サキュバスとしての意地みたいなものがあるようで。

「も……やだ、悔しいっ！」

　陶酔を振り切るような叫びとともに、アリナは突然がばっと起きあがった。

「なんだ、いきなり……ぐがっ！」

　顎を砕くような衝撃がきた。

　黄金のおみ足で蹴られたんだとわかったときには、俺は目を回して仰向けにひっくり返っていた。立ちあがってるのは、十代の頃でもこんな角度はなかったんじゃね？　という状態のジョニーだけだ。

　それをむんずと掴まれて。

　ぎぅーと力を込められて。

「あたたた、いてぇよ！」

　そこはデリケートに扱ってよねっ。思わずオネエになっちゃうわっ。

「あんまり調子に乗らないで。私だって、やり方くらい知ってるんだから」

　何をだ。

　と聞くより早く、アリナは握ったものに唇を寄せた。

「ぉわっ……！」

　小さな口いっぱいに、えげつない怒張を含まれて、気持ちいいより先に度肝を抜かれた。

　だってそんな、いきなり喉の奥まで？　無理すんな、絶対むせるって……あーあ、言わんこっちゃない。

「けほっ、ごほっ……！」

「だ、大丈夫かー？」

「っ……平気！」

　ひとしきり咳き込んだアリナは、しばらく呼吸を整えてから、両手で捧げ持ったそれの、先端のくびれに吸い付いた。……うわ。

　これはちょっと、やばいかもしれない。

「ここ、なんかすべすべしてる……」

　張りつめた亀頭の感触を楽しむように、赤い舌先が躍る。粘度のある先走りが糸を引き、鈴口をえぐられる刺激に背筋がぞわっとした。

　──畜生。

　こんなこと、そのうち他の奴にもするのか。人間の男なんかにするのかよ。

　込み上げる苛立ちに、腕が伸びた。俺の足の間でぎこちなく蠢く頭を、乱暴に押さえつける。

「んんっ……!?」

「そんなやり方じゃイかねぇよ。吸い付きながら、唇と指でもこするんだ」

　嘘だ。

　刺激の種類や強さなんて関係ない。アリナがアレをくわえてると思うだけで、情けないくらいに俺はせっぱつまっていた。腰の奥から、泥みたいに重たい快感が、ひっきりなしに突き上げてくる。

「ふっ……ぅん……」

　頭を大きく上下させながら、アリナは甘くくぐもった声を洩らした。俺のものに一心に舌を這わせ、輪にした指で擦りあげる。

　ちらちらと上目遣いになるのは、俺の反応を窺おうとしているんだろうか。俺が肩を揺らしたり、長い息をついたりするたび、アリナは浮き出た血管を舌でたどり、敏感な粘膜をちゅっと強く吸い上げた。

　覚えがよすぎて、こっちが困る。

　このまま口の中にぶちまけたい欲望をかろうじてこらえ、俺はアリナの背をぱたぱたと叩いた。

「少し腰浮かせな」

「何よ、ちょっと面白かったのに……」

　頬張ったものから、名残惜しそうに唇を離すアリナが可愛すぎた。

　俺は片腕を伸ばし、背中から尻にかけて撫でた手を、とろける狭間に侵入させる。

　そこはもう、二本の指をたやすく飲み込んでいった。ピアノを弾くようなつもりで指をばらばらに動かせば、熱い襞が驚いたようにきゅうっと絡みついてくる。

「あ、ん、ぅっ！」

「なぁアリナ、自分でできるか？」

「ふぁ……？」

「お前が〈獲物〉を狩るときは、多分、こういう体勢ですることがほとんどだろ？」

　指を抜き、アリナの腰を掴んで俺の上に跨らせた。濡れそぼった秘所のすぐ下に、いきり立つ性器がある。

「それとも、やっぱり俺が挿れるか？」

「……できる」

　意地を張っているのかと思ったが、そういうわけでもなさそうだった。

　アリナは俺のそれに手を添え、静かに息を吸った。

　かすかに顎をそらし、目を閉じたその表情は、これから破は瓜かを迎えるとは思えないほどに清らかで、神聖と言ってもいいくらいだった。

「ん……」

　アリナが唇を噛みながら腰を落とす。俺自身が、火照った隧ずい道どうの奥にじりじりと誘いざなわれていく。

　一度も男を受け入れたことのないそこに侵入させるというのは、感激──なんて言葉じゃ足りずに。

　俺は、一生こいつの犬でもいい。

　そんなことを大真面目に思うくらいには、俺はもう完全にアリナにイカれてた。

「ちょっと、待って……」

　ようやっと切っ先が入り込んだところで、アリナは顔をしかめて動きを止めた。

　痛みのためだろう。目尻に薄く涙が浮かんで、ひどいことをさせてると思う反面、甘やかな征服欲がこみあげる。

「大丈夫か？」

「だって……入るように、できてるんでしょ？」

「そうだよ。早くお前の中に入りたい」

　俺は囁き、顔のそばで揺れる乳房に手を伸ばした。

　快感を呼び戻すように根元から捏ねあげ、重量感のある膨らみを左右からきゅっと寄せる。首をもたげ、二つの蕾を交互に、次にはいっぺんに吸って味わう。

「んっ、そんなの……っ」

　アリナが身をよじるたび、屹立は次第に飲み込まれていった。いつの間にか両足を開ききってぺたんと座り込んでいることに気づいたアリナが、信じられないように結合部分を見つめた。

「お腹、苦しい……」

「ああ、でも俺のほうもきついんだぜ？　それ以上に嬉しいけど」

「嬉しいって……なんで？」

「アリナが可愛くて、やらしーから」

　俺は笑い、上体を起こしてアリナにキスした。アリナの舌が一瞬戸惑い、やがて雛鳥が餌をねだるような懸命さで応え出す。

　細い腰が淫靡にうねる。

　内包するものの熱さにこらえきれなくなるように。

　熟れた柔やわ肉にくはその割れ目から、精液と見まがうほどに白く濁った蜜をこぼす。俺の性器をくまなく濡らし、てらてらと卑猥に光らせる。

　こらえきれなくなった俺は、不意打ちでぐっと腰を浮かせた。アリナの降りてくる動きと噛み合って、摩擦の強さが倍増する。

「やぁっ！」

　髪を振り乱してアリナが叫んだ。眉間の皺は消え、のぼせたような眼差しがとろんと宙をさまよう。

　文句や制止の声は、もう飛んでこなかった。

　突き上げるたびにアリナは高い声を放ち、俺のやり方が間違ってないことを全身で教えてくれた。

　呼吸もしづらいくらいの深いキスや、俺の背中に狂おしく絡む腕や、涙に潤んだ青い瞳で。

「カーシュ……カーシュ、わたし……っ」

　アリナは何かを訴えたがっていた。俺はそのたびに動きを止め、「なんだ？」と耳を傾けた。

　だけど結局は首を横に振り、言葉を飲み込んでしまう。妙にしおらしいその様子に煽られて、俺はアリナを組み敷き、犬のように這わせ、さんざんな無茶をした。あとから考えれば、初めての娘相手に鬼畜すぎたとしか思えない。

「カーシュ、ねぇ、もう……っ」

　細い手足を四つん這いに突っ張り、アリナが弾む声で喘ぐ。崩れそうになる身体を何度も引き上げ、くちゅくちゅと音を立てる場所を、俺は息つく間もなくえぐり続ける。

「やだ、怖いの。激しいの、いやぁっ」

「ごめんな、でも」

　長い髪を掻き分けてうなじにキスし、荒くかすれる声で伝えた。

「お前とこうしてるの、気持ちよすぎる」

　ねじこんだ先端にさっきからこつこつと当たるのは、きっと子宮口だ。込み上げる快感に忠実に、放たれる精子を少しでも多く吸収しようと、本来の位置から下がってきている。

　女の体ってのは、どうしてこんなに素直でいじらしいんだろう。

　できる限り愛してやりたくて、アリナの下腹部に手を伸ばす。俺自身を飲み込んだ秘裂の先で、すっかり膨らみきった雌芯を、急きたてるように擦った。

　追いつめられたアリナが、ひときわ甲高く叫ぶ。

「あ、ぁ、わかる、わかるの……イっちゃう、やだ、嫌だ、やぁぁっ！」

　淫らな声が途切れ、のけぞった体が痙攣する。

　大きく収縮する膣内のうねりに耐え切れず、俺は長々と精を吐いた。

「っ、く……！」

　底のない穴に突き落とされるような射精感だった。

　シーツの上に、逆流した液体がぱたぱたと零れた。どろりとした白濁に混ざる鮮やかな血の赤を見たとき、何故か俺のほうが泣きたくなった。

「アリナ……」

　百万回「ごめん」と謝って、それから同じ数だけ別の言葉を伝えたい。

　もう声をあげる余裕もなく、ぐったりと目を閉じたアリナを、俺は覆いかぶさるように抱きしめた。




「なんていうか……いざやってみれば、大したことじゃなかったわね」

　力の抜けた声が、浴室の壁に響いた。

　昔、アリナが俺を追い出して入った浴室に、今は二人でいる。泡の浮かんだ浴槽の中、アリナは俺の胸にもたれるようにして座っていた。

「あんまり、よくなかったか？　初めての相手が、俺でごめんな……」

　うなだれて言ってみると、アリナは途端に慌てた。

「わ、悪かったなんて言ってないでしょ？　カーシュは別に、その、下手じゃない……と思うし」

　うん。俺もそう思う。

　アリナだって、目一杯感じてたと思うんだけどな。このワガママなお姫様は何かが不満らしい……ふむ。

「じゃあ、もっと気持ちよくなる方法を教えてやるよ」

　俺はアリナの肩を抱き、顔をこっちに向けさせた。

「こうやって」

　指先でそっと耳じ朶だをなぞる。

「目を見てな」

　額と額をこつんとぶつける。

「言ってみな。『愛してるわ、カーシュ』って」

「は……!?」

　限界まで見開かれた瞳の下で、白い頬が紅潮した。

「な……何ふざけてるのよ。私が、そんな、まさか、カーシュを、う、自惚れるのもいい加減に」

「俺は愛してるぜ」

　アリナの動きがぴたりと止まった。

「練習でも、踏み台でも。アリナが他の男にヤられる前に、俺のところに来てくれたのが嬉しい」

　まぎれもない本心だった。

「ごめんな、ちゃんと好きだって言ってから抱いてやればよかった。じゃないと、アリナも言えないもんな？　本当は、ずっと俺のこと」

「言うわけないでしょ……！」

　ばっしゃん！　アリナが俺の顔に、思い切りお湯をひっかけた。

「ま、万が一だけど、それが本当だとして……そしたらカーシュはどうするのよ！　私はサキュバスなのよ？　餌にできるのは、人間の男の精気だけなの。とっかえひっかえ別の男と寝なきゃ死んじゃうの！」

「うーん、まぁ若いうちはしょうがないんじゃね？」

　嫌だけど。アリナを困らせたくないから俺は笑う。

　そうすると、アリナはむっと下唇を尖らせた。ここはちゃんと嫉妬してみせるべき場面だったかな。

「でも、いつまでも育ち盛りってわけじゃないだろ。お前がもっと歳とって、代謝が落ちて、食事なんてたまにしか必要としなくなった頃に、また言うよ」

「何をよ」

「『俺でごめんな』って、さっきの台詞。給料三か月分の指輪と、なんなら土下座もつける」

「──最っ悪のプロポーズね」

　アリナの鼻に皺が寄った。だけど視線は落ちつかなげに、天井近くをさまよってる。

　知ってるよ。お前がそういう顔するときは、照れ隠ししてるときなんだって。

「風呂あがったら、もう一回しような」

「え!?」

「練習なんだから、復習だって大事だろ。お前はちっちゃい頃から努力家だもんなー？」

　わしわしと頭を撫でれば、アリナは観念したように目を伏せ、俺の肩に頭をもたせかけた。

「初めては……カーシュにあげたかったの」

　ほとんど吐息みたいな声が、小さく甘く耳に届く。

「ずっとそばにいてくれた、大好きな人だから……」

「アリナ──！」

　やっぱり今すぐ結婚しよう！　と叫んで、俺が両手を広げた瞬間、

「ごはっ……！」

「『練習』って、要するにこんな感じ？」

　数年ぶりの膝蹴りを、華麗に鳩尾に決めたアリナが得意げに唇をつり上げる。俺は涙目になってわめき散らした。

「どこまでも性格悪いな、お前っ！」

「本気にするカーシュが馬鹿なのよ」

「何が練習だ、認めろ、俺のことが好きだって！」

「やだやだキモーい、妄想乙ー」

　きゃあきゃあと叫ぶアリナにお湯をひっかけられ、ひっかけ返しているうちに、俺たちはいつしか声をあげて笑い出していた。

　大人になりきれない二人が、素直に愛を語るには、まだまだたくさんの練習が必要なんだろう。

　でも。

　そんな毎日も、案外悪くない。





愛執の園　　祈ほうり







　一いち夜や様を愛したのは私。だから責められるべきは一夜様ではなく愚かで愚鈍な自分なのだと、薄れゆく意識の中で花か衣えは己の罪を自覚した。全ては自分のせい。だから、もう──。

「誰がいっていいといいましたか？」

「あっ……」

　冷たい声と生温かな息が耳にかかった瞬間、体の奥がじんとうずいた。だがその甘いうずきに震える間もなく、強い刺激が直に潤う秘部を何度も行きかう。

　弦を弾くような細やかかつ激しい動きに、体が、脳が、芯から震えた。

　強烈な日差しが容赦なく照りつける真夏の日であっても、蔵の中はひんやりと冷たい。どこか湿った匂いが広がる中、体の最奥だけは外部と同様の熱気に満ちていた。天井へ届くほど高い棚に挟まれ、声の主は入り口から見ることは出来ない。

「っ……花衣……かえっ……」

　花の蜜を吸う蜂のようだ、と花衣は思った。その体を小さなはねで支えて飛ぶ蜂はしかし、こんなにも激しく花を求めたりなどしない。激しくも狂おしい、果てのない快楽。早く終わってほしい、一秒たりともこの熱を感じたくはない──想いとは裏腹に体は、本能はそれを求めた。

「やあっ、だめっ……！　りゅうたぁっ……！」

　体の奥で、熱が爆ぜた。はあ、と荒い息と共に竜太の逞しい胸と乳房が重なる。体が鉛のように重くて指一本動かすのもだるい。初めてのときはあまりの痛みと衝撃に意識を手放した。でも、回数を重ねれば、自然と体は慣れてしまう。たとえ花衣が認めずとも、この体は既に穢れている。

「今日は随分と乱れていましたね」

　額に汗を滲ませ呼吸を乱してもなお、竜太は美しい。眼鏡の奥にのぞく瞳は抑えきれない欲があった。

「あの男と話していただけで、濡れてしまった？」

　あの男。花衣の婚約者の名を、竜太は絶対に呼ぼうとしない。午前中、婚約者の一夜が花衣の下を訪れた。彼が姿を見せた日は決まって竜太は花衣の体を欲する。

「あなたは私のことだけを考えていればいい」

　どこで、間違ってしまったのだろう。

「嫌われてもいい。憎んで、恨んで、私の事以外何も考えられないようになってしまいなさい」

　なぜ、竜太は壊れてしまったのだろう。

　何度自問自答しても導き出せる答えはただ一つ。花衣が全てを壊したのだ。父母よりも固い絆で結ばれていた頼もしき従僕の笑顔を壊したのは、世間知らずで愚かな女。

　十五年前、少女は孤児に未来を与えた。

　やがて女は自らが与えた従僕の未来を奪った。

「花衣。──私の、宝物」

　そしてまた、竜太は花衣を抱く。

　決して手放さないとでもいうように、何度でも。




『橘酒造』

　橘の酒蔵で作られた酒は街から全国へと運ばれる。

　町の中で最も広い敷地を誇る屋敷には通いを含め、住み込みの職人、下男、女中を含めて五十名が働いていた。

　花衣は八代目当主の一人娘であり、橘の後継ぎとして育てられた。花衣が竜太と出会ったのは四歳の時。十五年前の冬の朝、花衣は竜太を拾ったのだ。

　まだ小さかったけれど、その時のことははっきりと覚えている。

　少年は屋敷の軒先にうずくまり、膝を抱えて震えていた。膝頭が丸出しの粗末な着物を着た少年を、母は汚らしい、捨て置けと娘の手を引いた。花衣はそれを振りきり、少年と向き合った。

『なぜここにいるの？　おとうさまとおかあさまは？』

『……病気で死んだ』

『おうちは？』

『ない。どこにも……ない』

『名前は？』

『……竜太』

　無愛想な少年。小さな手で少年の冷たい両手をぎゅっと握ったとき、彼の体は大きく震えた。何かに怯える小動物のような彼に、花衣は言ったのだ。

『おうちに、いこう』

　それは花衣の最初で最後の我侭だった。

　後になって思う。

　手を差し伸べたのはきっと竜太が泣きそうな顔をしていたから。その手を離さないと決めたのは、手を繋いだ瞬間の笑顔があまりに可愛くて、素敵だったから。

『お嬢様？　かえはお嬢様なの？』

　両親は愛娘の我侭をしぶしぶ聞きいれる代わりに、橘家に恥じぬよう竜太の教育を徹底した。花衣の名を呼び捨てるなど許さない。立場はあくまで女主人と従僕であると、何度も言い含めた。

『お嬢様……かえお嬢様、か。分かった。──いいえ、分かりました』

　名前で呼んでくれていいのに、それ以来竜太は頑なに教えを守った。距離があいてしまったようで悲しいと漏らす花衣に、竜太は言ったのだ。

『大丈夫です。私はいつもお嬢様と一緒にいます』

『いっしょ？　りゅうたはかえと結婚してくれるの？』

　結婚。ずっと一緒にいて、共に過ごすこと。結婚の意味など、少女は知らない。ただ綺麗な瞳を大きく見開いて、ふわりと──小さな花衣の顔が思わず赤くなってしまうくらい、素敵に笑った竜太の顔を見て本当に嬉しくなった。

『はい』

　小さな手が重なる。

『約束です。お嬢様』

　花衣四歳、竜太八歳の冬の日。二人は出会った。




　忠実な麗しい従僕は決して花衣との約束を違えなかった。

　花衣の遊び相手、従僕として養われた子供は周囲が目を見張るほど聡明だった。何よりその美貌は見る者から感嘆の声をも奪い、花衣と並ぶとまるで一枚の絵のようだと誰もが微笑ましく見守った。

　時に当主の手足となり、時に花衣の世話係となり、竜太はいつしか橘家にとってなくてはならない存在となっていた。

　年頃の男女が常に共に居れば下世話な噂話があがるのが常である。だが竜太に限ってはそんなことはありえなかった。花衣の両親はもちろん屋敷の人間が何の疑いも持たないほど、竜太は完璧な『従僕』へと成長したのだ。

　もちろんそれは花衣も同じ。否、花衣が誰よりも竜太を信じていた。だからこそ。

　竜太が自分を『女』として好いているなど。

　結婚の決まった花衣の純潔を奪うほど、狂おしい思いを抱いているなど。

　夢にも、思わなかったのだ。





＊　＊　＊






「お嬢様、一夜様がお越しです」

「今行くわ」

　鏡で化粧と髪を確認する。彼と会うときは少しでも綺麗な自分でいたかった。せめて、外見だけでも一夜に相応しくいられるように。

　一夜の笑顔は何にも代えられない安心感を与えてくれる。だがそれは押し潰されそうなほどの罪悪感と表裏一体だった。それでも彼と会うことはやめられない。

　婚約者の立場など関係なしに、花衣は一夜の存在を欲した。週に一度、一夜は花衣の下を訪れる。

　今日は待ち望んだその日。

　前回竜太に抱かれてから一週間が経とうとしていた。今日、竜太は父の使いで家を空けている。竜太は一夜と花衣が会うことを酷く嫌った。

　もっとも、優秀な彼はそんなことを表に出したりすることは決してないのだけれど。

「失礼します」

「どうぞ。──こんにちは、花衣さん」

　客間で待っていた許嫁の姿は従僕に比べればあまりに凡庸だ、それでも。

「……こんにちは、一夜様」

　あまりに恋しく、愛おしい。

　安心するのだ。その笑顔に、声に。

　──竜太とは違う全てに。




　出会いは突然訪れた。降ってわいた見合い話に緊張し、戸惑う花衣に彼は穏やかに笑んだ。

『これは綺麗なお嬢さんだ』

　見るからに純朴な青年だった。隣町で流通業を営む家の次男坊。家の格は同等、次男ということもあり橘の婿養子として十分相応しい。ひょろりと長身の一夜は商売よりも本を読むことに熱中するような青年だった。いつもにこにこと笑顔を浮かべ、話す時はゆっくりと、一言一言を相手に伝えるように大切に言葉を紡ぐ。

『僕にはもったいない人だ。でも、どうしたものか』

　照れた様子はなかった。真正面に向かいあった青年はただまっすぐ花衣を見つめて言ったのだ。

『……あなたに一目惚れしてしまったみたいだ』

　わずかに垂れた目尻に皺が浮かんだ。

　女学校時代の旧友たちの中には婚約者がいる者も沢山いた。嫁げば夫に従うのが当然、でも女の一生を捧げる以上、見た目がよく、財力があるに越したことはない。彼女たちからすればきっと、一夜は問題こそないけれど、格段うらやましがられる相手ではないのだろう。見た目だって、竜太を見慣れた花衣からすれば心動くものではなかった。でも、何かが違った。

　異性に初めて好きだと言われた。まっすぐ、実直に。

　余計な言葉など何もなかった。一夜は穏やかな笑みで想いを告げたのだ。

『花衣さん？』

　心配そうに名を呼ばれるまで、花衣は一夜が自分の顔をじっと見ていることにさえ気がつかなかった。

　胸が、心臓が熱かった。激しく鼓動して心なしか頭がぼおっとした。

　──一目惚れ。

　一夜が花衣を一目で気に入ったように。

　花衣もまた、一夜の言葉に心を貫かれた。

　飾り気のある言葉なんていらないのだと、初めて知った。

　それはきっと──その時はそんなこと思いもよらなかったけど──竜太が花衣に向けるような狂わんばかりの熱情ではなかっただろう。それでも心の中に変化は起きた。葉から零れた雫が一つ、水面に落ちたように。一瞬広がる、波紋のように。

『ああ、ごめん。いきなりこんなことをいわれたら、困ってしまうよね』

『わ、私もです！』

『え？』

　大声を出すなんて、両親が見たらはしたないと怒っただろう。普段の花衣ならば絶対にこんなことを言ったりしない。でもこの時ばかりは言葉が何よりも先に出ていた。

『私も、その……一目惚れ、してしまったみたい……です』

　それ以上何も花衣は言葉を紡ぐことが出来なかった。

『……しまった』

　顔を真っ赤にする花衣の前で一夜は急に全身から力が抜けてしまったように畳の上に息をはいた。

『一夜様？』

『ほっとして、腰が抜けちゃったみたいだ。いやあ、情けない。でも……うん、嬉しい。こんなに嬉しいのは生まれて初めてだ。……ありがとう。お互いを知って、ゆっくりと距離を縮めていこう。良い夫婦になりたいね、花衣さん』




　一夜は何もかもが竜太と違う。出会ってから今まで、彼は花衣に指一本触れようとはしない。屋敷の庭園を散策している今もそうだ。時折足をとめては他愛もない言葉を交わし、ほほ笑む。この一時が花衣にどれほどの安らぎを与えてくれるか、一夜は知らないだろう。

　花衣は一歩前を歩く一夜の後ろに続き、その後方、声は聞こえないが目の届く距離にはお付の女中が影のように控えている。いつもならばどんな変化も見逃さないとばかりに竜太の目が光る。しかし今、竜太はここにいない。

　離れないと約束した。ずっと一緒にいた。それが当たり前だと思っていた。

　──今ではそれが、あまりに辛い。

「そういえばさっきお義父さんに会ったよ」

　池の鯉に餌をあげながら何とはなしに告げられた言葉に、花衣の笑みは凍りつく。

「父は今日遠出したはずです。取引先の方と食事をするとかで、夜まで帰ってこないと」

　間違いない。確かに今朝、父はそう言っていた。その父が帰ってきた？　それはつまり。

「なんでも相手の方が体調を崩されたとかで引き返したのだとか。そのあと竜太とも少し話したよ」

　竜太も、帰ってきたのだ。

「竜太と何をお話したのですか？」

　声が震えぬよう必死に平静を装う。

　竜太は何を言った。まさか、まさか。

「軽い挨拶と、花衣さんについて」

「私について？」

　ああ。なんてしらじらしい。心の中は唯ひたすらに悲鳴を上げているというのに。

「うん。彼は本当に花衣さんの事が大切なんだね。お嬢様のことをよろしくお願いいたします、ってそれは深々と頭を下げられてしまったよ。……しかしいつ会っても彼はすごい。礼儀作法といい、言葉遣いといい、本当に教育が行き届いている。お義父さんも彼の事を信頼しているのがすごく分かるよ」

　そこまで気に入られるだけの努力を竜太はしていた。

　竜太はいつも花衣と、橘家の事を第一に考える。彼が自分の為に何かを買ったところなど、花衣は一度も見たことがない。給料日、女中たちは自分への褒美として、ささやかながらも欲しい物を買っている。しかし、竜太はいつも清潔感のある格好をしていたけれど、それらはすべて屋敷からの支給品だった。

「……竜太は父の自慢ですから」

「それは君もでしょう、花衣さん？」

　目を見張る花衣に一夜は言葉を重ねた。

「君にとっても自慢の従僕だ。違う？」

　一夜は何かを問おうとしている。それとも、これは純粋な問いかけなのか、その裏に他の意図はないのか。彼にいえない秘密が、穢れたこの身が他ならない花衣自身を疑わせる。

「たまに不安になるんだ」

　情けないけれど、と一夜はこぼした。

「お義父さんは僕みたいななんの取り柄もない男じゃなくて、竜太のように優秀な男を君の夫にしたかったんじゃないかって」

「ありえません！」

　反射的に花衣は叫んだ。

「そんなことっ……絶対にありません。だって、私が好きなのは竜太じゃない！　私が好きなのは──」

　一夜様。あなたなのに。

　そう伝えようとした、その時だった。

「失礼致します」

　声が、聞こえた。

「一夜様、旦那様が少しお話があるとお呼びです」

「ああ、分かった。今行くよ」

　体は凍りついて振り返ることが出来ない。だが池の中には確かに彼の姿が映っていた。美しい顔に微笑を浮かべて主の婚約者に話しかける、竜太の姿が。

「花衣さん、申し訳ないけど今日はこれで失礼するね」

「……はい。お会いできて、嬉しかったです」

　何とか一夜の方を向いて微笑みかける。頼りない視線を向ける花衣を一夜は恥らっていると思ったのだろう。

「私が好きなのは──続きを聞けるのを楽しみにしているよ」

　花衣の耳元で囁いた一夜はお付の女中と共に庭を後にした。残されたのは花衣と竜太、二人きり。永遠に続くかと思われた沈黙を破ったのは竜太の自嘲だった。

「あんなに大声で言わなくても分かっていますよ」

　秀麗な顔を皮肉で歪ませながら、竜太は笑う。

「お嬢様が私を嫌っているなんて」

「違うわ、そういう意味でいったんじゃない！」

　必死な様子の花衣を竜太は無言で見下ろした。一夜の前で見せた笑みは影を潜め、表情は張り付いた仮面のように動かない。

「来なさい、花衣」

　竜太が名を呼ぶ。

「その身が既に純潔でないことを、愛しい婚約者に知られたくないのであれば」

　──それは、悪夢の始まりだ。





＊　＊　＊






　一夜様の妻になれる。それはとても幸せなことだと思えた。内側から湧き上がるこの感情を、喜びを伝えたかった。誰よりも大切で自分のことを分かってくれる竜太に話したくてたまらなかった。

『またこんな時間に……いくら私の部屋とはいえ一人で来てはいけないと何度も言ったでしょう？』

『竜太！　私、結婚するの！』

『けっこん……？』

　喜んでくれると思った。竜太は確かに笑ってくれた。

『結婚……そう……そうですか、それは、よかった』

　おめでとうございます、お嬢様。そう祝福してくれると信じて疑わなかったのに。

『……花衣は私との約束を忘れてしまったのですね』

　その時初めて異常を感じた。竜太が名前を呼んだ。お嬢様でもなく、ただの「花衣」と。

『将来は私の妻になりたいと言いましたよね、花衣？』

　何を言ってるのだろう。そんなのは──

『子供の戯言でしょ？』

　この時はまだ分かっていなかった。竜太はいつも大人だったから。どんな時も微笑をたやさず兄のように見守ってくれている、遥か高みにいるような人だったから。幼い日に交わした約束を、彼がまだ覚えていたなんて。それをどれだけ強く思っていたかなんて。

　知らなかった、だから。

『まさか……本気にしてたわけじゃ、ないわよね？』

　花衣は嗤った。竜太が本気でこんなことを言うはずがない。だからきっと、彼は冗談を言っているのだろうと頭から決めつけて。

『私と竜太が結婚できるはずがないじゃない』

　直後視界が反転した。背中に感じる畳の感触、耳元にかかる生温かな吐息──何が起こったのか分からなかった。体調でも悪いのだろうか。冗談にしてはたちが悪すぎる。

『竜太……はなして』

『嫌です』

　抵抗する間もなかった。突然視界一杯に竜太の顔が映り、気付けば唇に温かなぬくもりがあった。押し倒された体、体に覆いかぶさる竜太の体──。




「やあっ……おねが、そこ、りゅうっ……」




　連れてこられたのは昨週と同じ蔵だった。どの時間、どの蔵に人がいないかなど、竜太はこの家の誰よりも知っている。

　両腕を後ろで縛られ、しどけなくはだけた着物の襟もとから豊かな乳房がのぞく。夫となるべき男と契りを結ぶその時まで、決して異性の目に触れさせてはいけない柔肌。ツンと天井を向く先端を柔らかく摘むのは、愛しい婚約者ではなかった。

「ゃっん……」

　外気に触れて鳥肌の立った肌を大きな手がゆっくりとなぞる。慈しむようなその指先は次第に桃色が色づく胸元から、簡単に手折れそうなほど細い腹部を通り越し──少女と女の境目を告げるふっくらとした茂みに触れた。

「花衣」

「っ……」

　生温かな舌がぬるりと耳の中に入りこんだ瞬間、花衣の背筋を何かが駆け抜けた。

　それが快楽であると、女である証拠なのだと、以前の花衣であれば決して知ることはなかっただろう。だが今の花衣の体はこれは前兆であると告げている。

　もう少し。あとわずかの衝撃で、花衣の中で白く飽和した世界が爆ぜるのだ。

「呼びなさい」

　指が止まった。

「花衣」

　短く、名を呼ぶ。

　竜太が求めている言葉は、唯一つ。

「かえ」

　甘い響きを纏った声に思わず呼んでしまいそうになる。このままの状態が続いたらきっと、自分は壊れてしまう。自我は一刻も早く竜太を押しのけ、飛び出したい。けれどもう、体は動かなかった。

　──欲しい。

　何が？

　──熱が、快楽が。

　それは一夜への裏切りだ。

　──もう既に裏切っている。一夜様も、竜太も。

　違う、それは私が望んだことじゃない。

　──同じだ。もう素直になってしまえばいい。今、欲しいもの。それは……

「だ……」

　求めている。蜜の溢れるそこに竜太の細く筋張った指が触れるのを、花弁を分け入り体の奥深くで熱をいっぱいに感じることを、求めている。

「だんっ……」

「そう。いいですよ。さあ、呼びなさい」

　声は嬉しそうに笑っていた。しかしその美しい顔に浮かぶのは狂った笑みだ。指は秘部に触れたままの状態で優しく背後から抱きしめられ、竜太の長い前髪が首筋をくすぐる。

『旦那様』。

　そう呼べばきっと、竜太は花衣の欲しいものをくれるだろう。狂った笑みを浮かべながらも優しく愛撫してくれるだろう。

　旦那様。

　それが竜太の夢だった。

　花衣の夫となり橘家の次期当主となる。

　十五年前、豪奢なお屋敷の軒先に捨てられ、幼い花衣に救われた従僕の、決して叶わぬ哀れな夢。

「きない……できないわ、竜太……ごめん、ごめんなさい、でも出来ないっ……」

　一瞬、力が緩んだ。その隙を逃さず花衣は全身に力を入れて立ち上がる。両手を縛られたまま欲にまみれた本能を無理やり押し殺し、蔵の奥へと走る。

　竜太の願いを叶えることが出来たらどれだけ良いだろう。それが出来るのはこの世でただ一人、花衣だけである。ただ一言。彼の望む呼び名を口にすればいい。たとえそれが泡沫の夢であっても、竜太は満足するだろう。体は既に一夜を裏切った。この身は既に穢れている。それでも心まで裏切ることは出来なかった。

「そんなに慌てて逃げて、転んだらどうします」

　逃げる花衣とは対照的に竜太の声は淡々としていた。

「来ないで！」

　喘ぎ疲れた喉から発せられた声は細く、擦れている。そんな花衣を嘲笑うように竜太は花衣の前に立つと、華奢な肩を壁へと押しつけた。

「いたっ……」

「強情な人だ。手を縛っただけでは分からないらしい」

　竜太は花衣の頤おとがいをくいと上に向ける。涙に濡れた瞳が竜太を見つめ、空虚な瞳が花衣を射た。

「いちやさま……」

　一夜様。一夜様。一夜様。

「っ……黙りなさい！」

　竜太の獣のような咆哮が蔵の中に響き渡る。

「あなたは口を開けばあの男の名前しか呼ばない！」

　空気を震わせるほどの大声と共に、竜太は血走る眼で花衣を射る。

「金があるだけのなんのとりえもない、愚鈍な男！」

　金。そう口にした自分を嘲るように竜太は眉を寄せ、皮肉めいた笑みを浮かべた。

「……愚かなのは、私か」

　竜太は言った。

「所詮この世は金が物を言う。金があれば正義で、勝者だ。それに引きかえ捨て子の私は何も持たない。旦那様に養われ──花衣、あなたの後ろにいることしかできない、生まれながらの敗者です。あなたが私を嫌うのももっともだ」

「違う！」

　咄嗟に花衣は叫んだ。

「お金とか、そんな風に竜太のことを考えたことなんてないわ。一夜様は一夜様、竜太は竜太でしょう？　それにあなたは敗者なんかじゃない。だって、皆があなたを優秀だと認めて──」

「綺麗事を。ならばもし私にあの男と等しい財があれば、あなたは私を選びますか？」

「それは」

「ほら、やはり。あなたは私が嫌いなんですよ」

　どうして分かってくれない？

「嫌いなんかじゃ、ないわ」

　竜太の事が嫌いなんて、そんなことあるはずないのに。たとえこんなことをされたとしても、嫌いになんて、なりえない。

「婚約者がいながら純潔を奪われたんですよ、あなたは。奪ったのは私です」

「っ……」

「それでも私が嫌いじゃないと？　憎くないと？　あなたは本当に清らかな方です。私はあなたのその善人ぶった態度が憎くて、苛立って、仕方ない」

　泣きたいのは花衣なのに。どうして、竜太は泣きそうな顔をしているのだろう。

　分からない。分からないのだ。憎くてたまらないといったその口で、竜太は『私の花衣』と宝物のように肌に触れながら、その手で体を蹂躙し、貪る。

「……嫌いになれたらいいのに」

　竜太の目元は僅かに濡れていた。




「助けてください、花衣」




　悲痛な叫びが花衣を震わす。

「十五年前あなたに拾われたあの日から、私の心はあなたに囚われたままだ」

　涙を拭いてあげたいのに、縛られた両手は何も出来ない。

「残酷で善人ぶっていても、私はあなたが愛しくてたまらない。でも、私がどんなに望んでも、想いを告げてもあなたは私の物にはならない。だからこそ、憎い」

　声を押し殺すように竜太は言った。

「好きで、憎くて……愛しくて、大切なんです」

　竜太の顔が近づいてきて、花衣は咄嗟に目を閉じる。

　だが体を強張らせた花衣を組み敷くことなく、竜太はその瞼に触れるだけの口づけをそっと落としたのだった。

　するりと腕に巻かれていた布が解かれ自由になる。

　蔵の戸が開いたのはそれと同時だった。

「花衣さん？」

「っ……！」

「花衣さん、いるの？」

　自分を探し求める声は花衣を急速に現実へと引き戻した。なぜ、どうして、あの人が自分を呼んでいる。よりによって、どうしてこんな時に──。頭が真っ白になりかけた花衣の前で竜太はくすりと笑った。

「……旦那様の用事が終わったようですね、お嬢様」

　お嬢様。それは竜太が従僕に戻ったことを告げる。竜太は楽しげに告げた。

「一夜様がお探しです。行かなくてよろしいのですか？」

　花衣は咄嗟に自由になった右手を振りあげた。だが頬を叩く寸前でぐっと拳を握りしめる。その様子に竜太は「ああ、その格好では出ていけませんね」と静かに笑んだ。

「ひどい……」

　体を結ぶ。それが竜太の心を傷つけた代償だというならば、花衣は何も言えない。自分がどうなる分にも構わない。だがこんな──肌を露わにし、欲を求めたはしたない姿を一夜に見られるなど、それ以上の辱めがあるだろうか。屈辱と、怒りと、悔しさで涙が溢れる。

「父様は、あなたを殺すわ」

　拾い、養われた恩を忘れて橘家の一人娘の純潔を奪った男を父が許すはずがない。

「本望です」

　狂っている。

「その時はお嬢様も一緒ですよ」

　何もかもが、みな。

「花衣さん、そこにいるの？」

　一夜の声が、足音が近づいてくる。破滅への足音だ。

　終わる。これで、何もかもが。もはや立っていることも出来なかった。頭が痛い。吐き気がする。

「花衣さん？」

「お嬢様」

　──一夜様。

　ごめんなさい。こんな娘で、ごめんなさい。あなたのことが大好きなのに。

　──竜太。

　許せない。でも、嫌いになんてなれるはずがない。

　現実をもう見たくはなかった。終わるのだ。これで、何もかも。意識が遠のく。堕ちていく。深い、深い、深淵へと。このまま二度と目覚めなければいい。婚約者を裏切り、従僕の心を壊した女など。

　二度と、目覚めなければいいのに。




　間違っていたのは、誰。

　あの日竜太を拾わなければこんなことにはならなかったのだろうか。一夜を愛さなければ竜太も、花衣も傷つくことはなかったのだろうか。いつ、誰が、どこで道を間違えた。ただしい道はどれ──？
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　びくん、と体が大きく跳ねた。

「花衣さん？」

「いちや、さま……？」

　心配そうに眉を下げて自分を見つめる一夜とその背景を見て、ここが自室であること、自分が夢を見ていたことを花衣は悟った。

「やっ……！」

　反射的に布団から飛び起きるが、足がもつれて襖の前で倒れてしまう。体は今もあの生々しい感触を覚えている。竜太はここにいないのに、一夜がいる。

　──全てを知られてしまった。

「ごめんなさい、ごめんなさいっ……！」

　一夜の唇から吐き出されるのは怒りの言葉か、それとも蔑みの言葉か。

「……嫌な夢でも見ていたの？」

　予想とは裏腹に一夜はそっと花衣の前に跪くと、汗で濡れた前髪をそっとかきあげた。

「すごい汗。本当は体調が悪かったのに蔵で竜太の仕事を手伝っていたんだって？」

「てつだい……？」

　一夜の手にひかれふらふらと立ち上がる。全て終わりだと思ったのに、竜太はうまくごまかしてくれていたのだ。

　安堵で力が抜けそうになるのをなんとか堪え、二人で縁側に腰掛ける。背中を優しくなでる一夜の手の温かさにようやく生きた心地がした。鼓動にあわせるように上下する手は、こんなにも優しい。

「さっきは調子が悪いのに気がつかなくてごめん。落ちついたなら竜太を呼んでこようか？」

「やめて！」

　叫んだ直後にしまったと思うけれどもう遅い。目を丸くする一夜に不審がられぬよう、花衣は胸に手を置き呼吸を整えると無理やり笑った。

「ごめんなさい、竜太も忙しいだろうから。それに今は……今は一夜様と、一緒にいたい」

　一夜は目を丸くし、やがて「ありがとう」とほほ笑んだ。

「僕はいつだって花衣さんと一緒にいたいと思ってる。今だって緊張して上手くしゃべれないくらいだ」

「一夜様が慌てるところなんて想像がつきません」

「慌てたよ」

　握られた手に力がこもる。

「君が倒れているのを見て心臓が止まるかと思った。真っ赤な顔をして、息も荒くて……竜太に聞いたけど、最近体調を崩して寝込むことが多いんだって？　僕と会うときはいつも元気そうだったから、気がつかなかった」

　確かに寝込むことは多かった。しかしそれは全て、竜太と関係を持った直後の事だ。

「結婚のことが君の負担になっていたりはしない？」

「違います！　そんな……結婚することが、負担だなんてこと……ありません。ただ、私みたいな女が一夜様と結婚してご迷惑をおかけしないかと、そればかりが心配で……」

　不自然ではなかっただろうか。ちゃんと、ごまかせていただろうか。そんな花衣の気持ちとは裏腹に、不意に強く引き寄せられる。あ、と思った時には一夜の胸の中にいた。

「今は、このままで」

「……はい」

　温かい。一夜の鼓動が聞こえる。とくん、とくんとはねるそれはとても速い。緊張しているのだ、と分かった瞬間彼に対する愛しさがこみあげて、花衣はそっと背中に両手を回した。

　このまま、時が止まってしまえばいいのに。

「……花衣さん」

　耳をなぞる小さな吐息に、背筋が震えた。

　──お嬢様。

「花衣さん」

　──お嬢様。

　疼く。体の芯にぞくりと震えが走る。一夜の体がゆっくりと離れ、彼の指先が花衣の頤をついとあげた。熱っぽく見つめる一夜の瞳は陶酔した表情の花衣を映し出す。欲をはらんだ目だ。薄っすらと目元を赤くした一夜の顔が近づいてくる。

『かえ』

　この目を花衣は、知っている。

「っ……」

　唇が重なることはなかった。どちらかが僅かでも動けば触れ合うだろう距離で、一夜は止まった。両目を開き信じられない様子でこちらを見る一夜に、頬を伝った冷たさに、花衣は自分が泣いていることを知った。

「ごめん、なさい……」

　これ以上一夜のことを見ていられなくて、目蓋を閉じる。それでも涙は止まらなかった。次から次へと溢れ出る罪の証しを止める術を、花衣は知らない。

「花衣さん、ごめん。もうしないから、泣かないで」

　声の調子で狼狽しているのが分かったけれど、ただ首を振ることしか出来なかった。

　一夜は何も悪くない。彼が謝罪すべき理由など何一つありはしないのに。

「……お嬢様？」

　その時廊下の奥から竜太が姿を現した。花衣の様子を見に来たのだろう。両手に水を張った桶を抱えた彼は、一夜の胸にすがって涙を流す花衣を見た途端、それを床に投げ捨てた。

　──ああ。

　花衣以外何も目に入らないように、竜太は走り寄る。

　眩暈がした。

　一夜に抱きしめられて嬉しかった。このまま時が止まってしまえばいいのにと願った。だが彼の熱い眼差しを見て頭に浮かんだのは、他の男。声だけで疼くこの卑しい体にしたのも、その男。

　竜太を想い、花衣の体はこんなにも簡単に反応する。

　──違うのだ。

　初めて直接感じた一夜のぬくもり。だがそれとは違う男の肌を、花衣は知っている。そんな女だとは何も知らない婚約者は好きだといってくれた。こんなにも卑しく、罪深い女を。

「一夜様、お嬢様に何か？」

　竜太は一夜から無理やり花衣の体を引きはがす。

「違うわ竜太、私が気分を悪くして──」

「花衣さんに口付けをした」

　花衣の言葉を遮り一夜は立ち上がる。

「とても柔らかかった。抱きしめたら良い香りがしたよ。その唇の感触といったら最高だった」

「っ……」

「彼女がどんな声で僕を呼んだか、どんな風に僕を『好きだ』といったか、教えてあげようか」

　一夜は一体何を言おうとしている？

「とても艶めいた声だった。君は知らないだろう？　花衣さんの、そんな声を」

「黙れっ……！」

「だめ、竜太！」

　振りあげられる拳。だがそれは咄嗟に叫んだ花衣の静止によって振り下ろされることはなかった。一夜は微動だにしない。婚約者と、その従僕を静かに見据え、一夜は肩をすくめた。

「──冗談だよ」

「一夜様……」

「抱きしめたのは本当だ。だがそれ以上の事は何もしていない。分かったら竜太、下がりなさい。僕はこれから花衣さんに大切な話があるんだ」

「私の主はお嬢様であって、あなたではありません」

「聞かなくていいことは聞かないでいいという、僕なりの君への気遣いのつもりだったのだけどね。君がそういうのならば、いいか」

　いつもの穏やかさを取り戻した一夜は二人に告げた。

「祝言の日取りが決まったよ」

「え……？」

「一月後、あなたは私の妻になる。……喜んでくれるよね、花衣さん？」

　──あなたに一目惚れしてしまったみたいだ。

　──わ、私もです！

　期待に胸を弾ませた瞬間は、一瞬だった。

「……もちろんです」

　夢だったのだ。竜太に抱かれたことではない。あの瞬間こそがきっと、夢だった。

　ごめんなさい。卑しい女で、ずるい女で、ごめんなさい。一夜の事が好きだから。竜太を嫌いになりきれないから。真実を告白する勇気がないから。

　一夜への裏切りはあと一月で明らかになるだろう。それでも言えなかった。

「本当に……本当に楽しみです、一夜様」




　懺悔を笑顔で塗りつぶしたその晩、花衣は竜太に抱かれた。彼の寝起きする離れで何度も、何度も。夜が明け花衣が意識を失うその時まで、それは続いた。

「好きです」

　やめて。

「あなたのことが好きで、好きで、たまらない」

　お願い。竜太。やめて。

「花衣。──私の、宝物」

　折れそうなほど強く、抱きしめられる。痛い。体が、心が、胸が、痛い。一筋の涙が花衣の頬を滑る。

「次は、どうするの？」

　花は奪われ、涙は涸れた。

「どうすれば私を許してくれるの？」

　無知で愚かな私を。十五年もの間竜太の心を、意思を殺させてきた憎い女主のことを。

「許さない」

　黒縁眼鏡の奥から花衣を見つめる瞳に光はない。虚ろな目にあるのは燃えんばかりの欲情と、狂おしいばかりの恋情だった。

「あなたが他の男の物になるなんて、私以外の男が触るなんて、許さない」

「やんっ……」

　くちゅり、と指先が秘部に触れた。片腕で花衣の体を押さえつけ、空いた方の手で蜜壺を蹂躙する。力が抜ける。頭が、体が芯から蕩ける。だめだ。このままではいけない。

「りゅ、うっ……やめてっ……！」

　お願いだからと声に込めて、花衣は叫ぶ。

「これ以上、何か、するようなら……舌を噛んで、死ぬわ」

　だからお願い。もう何もしないで。謝るから。こんなこと以外なら、何でもするから。

「っ………はっ！」

　吐き捨てるように竜太がもたらしたのは言葉ではなかった。

「んっ……」

　噛みつくような口づけが花衣を襲う。絡みつく舌は逃げても、逃げても花衣を捕えて離さない。抵抗したくとも両手の自由はきかず、ただ体を必死によじらせて反抗した。その動きがいっそう男の欲を煽ることを花衣は知らない。生温かな唾液が舌をつたって喉元へと押し込まれる。口の端を一筋の唾液がつたった時──花衣は、ぎりっと歯をかみしめた。

「っ……！」

　舌を噛まれた痛みで竜太は反射的に顔を離す。彼もまた熱に溺れていた。欲情を露わにした瞳、紅潮した頬に、口元を伝う血液交じりの唾液。こんな時でさえ、竜太は美しい。

「……死んで、あの男に操を立てると？」

　妖艶な口元が僅かに歪む。次いで木霊したのは狂ったと思わんばかりの笑い声だった。花衣の横顔に片手をおき、もう片方の手で己の額を覆って竜太は笑う。

「それほどまでに、あの男の事を……」

　愛しているのですか。

　私があなたのことを求めて、やまないように。

　竜太は泣いていた。涙を流さず泣いていた。

　一心不乱に体を揺さぶり花衣に熱を与える彼は、十五年前、初めて見たときと同じ表情をしていた。

　竜太。竜太。私の大切な人。

　泣かないで。お願いだから、泣かないで。

　側にいると決めたのは私。

　決してその手を離さないと決めたのも、私自身。

　ならば最後に一度だけの嘘をつこう。

「好き、よ……」

　目尻に涙を浮かべる彼の唇に、そっと口付けを捧げる。竜太の顔が歪んだ。花衣は竜太を追い詰め、竜太は花衣を追い詰めた。ならば共に堕ちればいい。嘘にまみれたこの身は一夜には相応しくない。これ以上あの優しい人を傷つけてはいけないから。

　堕ちましょう、竜太。二人で、一緒に。

　──花衣。

　名を呼ぶ。宝物を扱うように頭をなでる、優しい手。

　──許してください、ただ……

　あなたのことが愛しくて、たまらないんです。

　意識を手放す瞬間に見た竜太は、泣きそうな、幼子のような顔をしていた。




　翌朝目覚めた花衣の前に、竜太の姿はなかった。

　竜太はどんなに花衣を激しく抱こうとも、必ず夜明け前には花衣をそっと抱き上げ花衣の自室に送ってくれる。今も花衣が寝ているのは、自分の室だ。いつもと変わらないはずの夜明け。それなのになぜだろう。胸騒ぎが収まらない。それは形となって花衣の前に現れた。机の上においてある見覚えのない袋。その隣には綺麗に折りたたまれた紙があった。

　──心臓が、大きく跳ねた。

　これは、何？

　震える指先でそっと、紙を開く。

　流暢に、まるで絵のように書かれたそれは、まがうことない竜太の筆跡。

　信じたくなかった。ここに書いてあることなど、嘘に決まっている。

　何度も、何度も繰り返される愛の言葉。

　それと同じくらい書かれた、謝罪の言葉。

　所々滲んだ、墨──涙の跡。

「なんで……」

　手紙を置き、袋を開ける。中には数え切れないくらいの金が入っていた。それは全て竜太の給金だった。橘家に拾われてから十五年。その年数と同じだけの金。

　竜太はこの十五年、その全てを貯め続けていた。

「竜太……」

　全ては将来の為に。

「りゅうた……りゅうたぁっ……」

　決して叶うことはない──花衣との未来のために。




　その日を境に、竜太は花衣の前から姿を消した。

　永遠に。
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　愛しい人に何も偽ることなく、穏やかに、安らかに過す日々はどれほど幸せなのだろう。隠し事もない、妻になる日のことを考えていれば良い幸せな日。

　ずっと憧れていた。竜太に抱かれたあの日から、そんな平穏な日常など二度と訪れないと諦めていた。

　竜太が消えてから一月。あのときからずっと、花衣の時間は止まったままだ。

『あんなに目をかけて育てたのに、こんな仕打ちをうけるなんて思わなかった』

『出来た男だったが仕方ない。竜太の事は忘れなさい、花衣』

　怒り心頭の両親だったが、やがて花衣の嫁入り準備でそれも薄れた。今では竜太など初めから橘家に存在しなかったようになっている。皮肉なものだ。

　両親は竜太が消えてめっきり元気を失った娘を心配し、花衣の女学校時代の友人を招いた。彼女たちとの他愛もない会話の中で、花衣は処女を喪失したとき、血が出ない場合もあることを知ったのだ。

　このまま何も言わず、竜太とのことなど全て忘れて嫁ぐなど出来ない。しかし自分から真実を告げる勇気もなく、そのまま時は流れた。

　──今日、花衣は一夜の妻となる。

　ゆっくりとした足取りで彼の待つ場所へと向かう。女中が襖を開ける。深々と頭を垂れていた花衣が顔をあげると、ほお、と感嘆の息が漏れた。

「まあ……とてもお綺麗ですよ、花衣さん」

「ありがとうございます、お義母様」

「こんなに可愛い娘が出来るなんて嬉しいことだ」

「ありがとうございます、お義父様」

　視線を前へとやれば、一夜が優しげにこちらを見つめていた。

「花衣さん」

　一夜に名前を呼ばれるとそれだけで嬉しくなった。

　彼と出会わせてくれた両親に感謝し、何よりも一夜自身に感謝した。自分を好きだといってくれてありがとうと、心から思った。

　それなのに心は躍らない。一歩、一歩畳の上を滑る。衣擦れの音が静かな室内におごそかに響いた。そのたびに一本、また一本と重い楔が花衣の胸を貫いた。

　──この一踏みは罪への祭壇へと続いている。

　一夜を騙し、両親を騙し、義理の両親を欺く。とうの昔に純潔を奪われた身で、穢れのない白無垢を纏って他家へと嫁ぐのだ。

『お嬢様』

　花衣の足が止まった。

「……花衣さん？」

　呆然と辺りを見渡す。当然ながら竜太はどこにもいない。彼が二度と現れないことは誰よりも花衣自身が知るはずだった。たとえ竜太がどれだけ花衣を好いていようとも、花衣を攫うことはないだろう。彼は誰よりも花衣に忠実であり、愛しすぎたが故に純潔を奪った。それでも最後に竜太が選んだのは、花衣が一夜と共になることだったのだから。

『お嬢様』

「竜太……？」

『お嬢様──花衣、かえ……私の、宝物』

「花衣さん！」

　両肩を掴まれ我に返る。

「何を、言ってるの」

「一夜、様」

「君は今日僕の妻になる！　それなのに、何を……竜太はもうどこにもいない、消えたんだ！　橘家に養われた恩も忘れて、姿を消した！」

　辺りを見渡す。血相を変えた両親に、訝しげに眉を寄せる義理の父母。普段は柔和な顔に焦りと怒りを滲ませ、花嫁の体を揺さぶる花婿。気持ち悪い。彼らではない。この場に自分がいることが。平然と白無垢を着ている自分が愚かで、気持ち悪い。

「っ……かはっ……」

　吐瀉する。立っていられなくて、その場に座り込んだ。白無垢が汚れていく。それはあまりにも今の自分に相応しい。胃は空っぽなはずなのに、それでも花衣は吐き続けた。

「花衣さん、あなたまさか……」

　焦点の定まらない瞳で一夜を見上げる。席を汚した娘を叱責し、場を離れるように憤慨する父を遮り一夜は問うた。

「最後に月の物が来たのは、いつですか？」

　その質問が何を意図しているのかは誰の目にも明らかだった。月の物──竜太に初めて抱かれた日から、その存在すら忘れていた。

「二ヶ月前……」

　もう二ヶ月、来ていない。

「どういうことですか、橘さん！」

　体を震わせた義母が橘の親に怒鳴るも花衣の両親は呆然と突っ立って何も言うことが出来ない。憤慨した義母は花衣に詰め寄った。己の手が吐瀉物で汚れるのも構わず、花衣の胸倉を掴んで我を忘れたかのようになじりよった。

「竜太！　あの従僕と通じていたのでしょう、この売娘！　そんな……そんな汚い体でよくも、よくも一夜に嫁ごうとっ……」

「やめてください、母さん！」

　一夜は母の両手を後ろから掴む。全てがまるで他人事のように花衣の瞳には映っていた。何が起こっているのか頭では理解しているはずなのに心がついていかない。震える手で、腹部に手を当てる。そんなことが──そんなことが、あるだろうか。自分のことを忘れるなというように。花衣の犯した罪を許さないと何かが告げているように。

　──命が、宿ったなんて。

「……お義母様」

　何度も言おうと思ったけれど出来なかった。嫌われるのが、失われるのが嫌で、竜太の失踪で全てをなかった事にしようと思ったことさえある。でも出来なかった。忘れることなど、何もなかったふりなど出来るはずがなかった。

　私は汚い。それは変わることなき事実。今何かを言えばきっと花衣は全てを失うだろう。一夜も、両親も、全てを失って腹に宿った命だけが残る。その命さえこの先どうなるか分からない。だがこのとき確かに花衣は『救われた』と思った。

　ずるいと思われてもいい。誰からけなされても構わない。これは逃げだ。でももう──楽に、なりたい。

「申し訳ありません。私は純潔では、ありません」

　娘の告白に父はへたりと座り込み、母は卒倒して倒れた。ごめんなさいと心の中で謝りながらも花衣は言葉を紡ぐ──はずだった。




「僕の子です」




　何を。

「驚かせてすみません、お母さん。橘のご両親も。婚前にもかかわらず大切な娘さんの純潔を奪ってしまったこと……本当に反省しています」

　この人は何を、言っている？

「ですがあの従僕の子であるというお考えだけはお捨て下さい。そんなことは万が一にもありえない」

　違う。何をいっているの。私とあなたは口付けさえ交わしていないのに。

「私は花衣さんを愛しています。だからこそ愛しい人がいわれのない中傷を僕のせいで受けるのは耐えられない。どうか僕と花衣さんが夫婦となることをお許し下さい」

「そこまで、いってくれるのならば……しかし一夜君、君のしたことは決してほめられたことでは……」

「分かっています。ですが、必ず。僕の一生に懸けて必ず花衣さんを幸せにします」

　従僕に純潔を奪われたと思いかけた両親や義父母にとっては、たとえ婚前交渉が褒められたものでないといえ、一夜の子であるならそれ以上何も言うことはない。まだ腹も膨らんでもいないのだから、なんとかごまかせるだろう──。

　流れていく。真実が一夜の嘘によって消えてゆく。

　言わなければ。ここにいるのは竜太の子であると言わなければ。しかし口を開きかけた花衣を一夜は強引に抱き寄せ、己の胸でそれを封じた。周囲の目にそれは妻の身を案じる優しい夫と、それに身を任せる花嫁として映っただろう。

「花衣さん」

　耳にかかる、冷たい吐息。

「逃げるなんて許さない」

　断罪は、他ならない愛しい人によってもたらされた。







　──彼が君の事を好きだなんて、すぐに分かった。

　寝所に現れた一夜は花衣に指一本触れようともしなかった。ただ黙って布団の脇に座る花衣を冷ややかに見下ろし、淡々とそう告げたのだ。

「彼は僕と同じ目をしていたからね。愛する女を見る、男の目だ」

　胸がつまった。

「気がついていたのはきっと僕だけだろう。彼は本当に上手く隠していたと思うよ。でも、憎い恋敵相手には隠し通すことは出来なかったみたいだね。あの日……君が倒れた日もそうだった」

　一夜は、竜太の気持ちに気がつきながらも知らないふりをしていた。

「でも普通なら従僕と主が結ばれることなんてありえない。その程度の分別は彼も持っているだろうと思っていた。それがまさか……子供まで作っていたとはね」

　花衣の身に宿る命が竜太の子であると一夜は知っている。それなのに、なぜ。

「どうして、あんなこといったのですか」

　たまらず疑問が口をついて出ていた。

「私は……私は一夜様を、裏切りました。それなのになぜ、あんなことを」

「言ったじゃないか。花衣さん。僕は君がこの事実から逃げることを許さない」

　苦しみなさいと、一夜は言った。

「全てを告白して楽になろうなんて許さない。生まれてくる子は僕の子だ。世間ではね。真実を知るのは僕と、彼と、君しかいない。彼は二度と僕たちの前には現れないだろう。ならば君は誰にも言えない真実を一人抱えて生きていけばいい。……竜太と共に」

　一夜はここに来て初めて竜太の名を呼んだ。

「『竜太』。それが生まれてくる子の名前だよ」

　それが彼の復讐だというならば。

　一体誰か、彼を責めることが出来るだろう。

「花衣さん」

　憎んでいるはずの相手を、一夜はなぜこんなにも優しく呼ぶことが出来るのだろう。

「僕はあなたのことが、本当に好きだった」

　声が出ない。嗚咽が漏れる。頬に触れる手に己の手を重ねることは許されない。それでも触れたくてたまらなかった。その胸に飛びつきたくてたまらなかった。

　でも、出来ない。

　一夜の言葉は全て過去。これから花衣は誰にも言えない罪を抱えて生きる。一夜はそれを監視し続けるのだ。彼が自分を愛していたのは既に昔の事だから。彼の信頼や愛情は全て失われてしまったから。

「……愛して、いたよ」

　一夜の頬に一筋の涙が流れた。

　──ああ。

　私はこんなにも優しい人を、苦しめた。

　花衣を見ずに横たわる一夜の背に、花衣は泣いた。

　ごめんなさい。ごめんなさい。

　傷つけて、苦しめて、ごめんなさい。

　届かなくていい。心の中で伝えるだけでいい。

　それでもこれだけは、言わせて下さい。

「私も……」

　本当に、心から。




『あなたのことが、大好きでした』





＊　＊　＊






　全てはどこから始まっていたのだろう。

　竜太と出会わなければ、一夜と出会わなければ、花衣は平凡な生涯を終えていたのだろうか。あの日から何度も問うた。何度も自分を責め、さいなみ、一夜に対して懺悔した。それでも一度導き出された答えは二度と変わることがなかった。

　竜太に出会わなければ。

　一夜に出会わなければ。

　誰かを愛す心など知ることは出来なかっただろう。

「私の宝物」

　彼は何度もそう花衣を呼んだ。慈しむように、本当の宝物のように。

「竜太」

　小さな手を握る。

「私はあなたを愛せるかしら」




　握り返す手は、力強い。





あとがき







ひより

　幻冬舎刊、船戸明里著「Under the Rose」にて森番とお嬢様のエピソードが少しだけあるのですが、それを読んで胸がふるえるほどときめいた私は、いつか自分もあのような主従関係を書きたいと願い続けていました。森番について調べていくうちにとても興味深い職業だと知ったのですが、仕事内容までは詳しくわからず、色々さぐりさぐりですみません。

　相変わらず自分の萌えばかりを詰め込んでしまったのですが、読んでくださった方にわずかなりともお楽しみ頂けましたら幸いでございます。またの機会がありましたら、ぜひお目にかかれますように。このたびはお手にとって下さいましてどうもありがとうございました。







ゆず

　こんにちは。ゆずと申します。

　この話は、ヤりたい盛りの男の子と、心の触れあいで満足できてしまう女の子の気持ちのズレを、ファンタジックかつハーレクイン風に描きました。ハーレクインだけあって、ヒーローは王子様キャラを目指したつもりでしたが…性欲と王子様キャラは両立しないかもということに、書いてから気づきました（笑）。何だかすっかり変な人に…。

　とはいえ諸々をふくめて楽しんで書きました。お誘いくださったマゼンタの皆様、そしてこのような発表の場をくださったパブリッシングリンクの皆様に心から感謝いたします。

　最後までお読みいただき、ありがとうございました！







理子

　こんにちは、理子です。マゼンタ合同誌への参加は、第一弾に続いて二回目になります。

　今回はなかなかまとまった時間が取れず、細切れタイムを利用して書いてました。そのせいか、どうにもその場の勢い重視な、お馬鹿な話になりました。自分の中のテーマは「有頂天エロス」です。

　もともと男子一人称が大好きで、ほっとくとすぐに暴走するのですが、あえて手綱は緩く、転がるままに走りました。男視点のエロってえげつないよね！　そこはまぁ、女性にも読んでいただけるように、工夫はしたつもりですが……ど、どうでしょう？

　アリナとカーシュの二人は、マゼンタのクリスマス企画用に生まれたキャラです。せっかく人外ヒーローなカーシュが、ちっとも吸血鬼らしくないのがどうしたもんかと思います。サイトには、その後の二人の様子をチラッと書いた掌編が載っています。短いものですが、よろしければご覧になってみてください。

　ここまでお読みいただき、ありがとうございました。







祈

　報われない恋が書きたいな、と思い浮かんだのが「愛執の園」でした。主従関係、三角関係、少し昔の日本──書きたい話を書き、それが誰かの目に届く。こんなにも嬉しいことはありません。２号は甘くて可愛い話、大人っぽい話など皆の思い思いの作品が詰まった一冊になったと思います。お気に入りの話を見つけて頂けたら、これに勝る喜びはありません。

　また何かの形でお目にかかれることを楽しみにしています。この度は「magenta」をお読み頂き、本当にありがとうございました。






magenta vol.3　世界にたった二人だけ







処女保護区に銃声は響く　　れいな







　面接と言うのは、いつだって緊張するものだ。

「橋本ミノリさん。横浜在住、血液型はＡ。間違いないですね」

「はい」

「念のため口頭でも確かめておきますが……あなたは、処女ですね」

「はい」

「では、隣の部屋の内診台へどうぞ。下着を取ってお待ちください」

「はい」

　そんな事務的な会話のあとで、私は股をしっかりと見せるための台へ座り、カーテンの向こうでほんの少しだけアソコをめくられて「いいですよ」の声で解放された。

「処女膜を確かに、確認しました。おめでとう」

　厳かに宣言されて、カルテにハンコをひとつ。

　必要な手続きは、それだけ。

　その日から私は「法定処女」になった。




「法定処女」のための「処女保護区」のひとつが富士山麓にある。自衛隊の駐屯地みたいな高いフェンスと広い敷地、それに飾り気のない宿舎とか、武器庫とか。周囲は鉄の網だけでなく、電気の通った壁や赤外線システムとかで、何重にも守られてる。

　国が認めた処女が何十人も生活している施設だ。変質者が大挙して襲ってこないとも限らないから守りは厳重。単にアソコの脂肪が出っ張ってるだけの処女膜なんかより、よっぽど頼りになる。入所は抽選で、今は結構な倍率になってるらしい。

「ねーねーミノリ、見てよコレ。すごくない？」

　談話室で三十分限定のインターネットを楽しんでると、後ろから肩をつつかれた。

『リアルゲイ三十人三十一脚、大連結』

　目に飛び込んだあまりにあんまりな文句に、私は飲んでたパック牛乳を吹きそうになった。オッサンの裸だけで構成された雑誌を見てニコニコと愛らしく微笑むのは、部屋が隣のカホだ。ここで暮らしているということはカホも日本の宝「法定処女」。もちろん男性経験はないわけなんだけど、なんていうか、この子はすごく、たくましい。

「うっわ……グロ。どしたのコレ」

「高校の漫研で一緒だった子から送ってもらったの」

「こんな差し入れ、よく検閲でハネられなかったね」

「ミノリ知らないの？　ボーイズラブ本はエロ本とは定義されないから、規則に引っかからないんだよ」

「いや、これってボーイズでもラブでもないような」

「細かいことはいいじゃん。ここじゃエロいものなんて、男×男以外は読めないんだから。ホントあたし、腐女子で良かった～。ミノリも一緒に腐ろうよ。楽しいよ、男と男の純愛」

「ごめん、やめとく……」

　実を言うと努力したことはあるんだけど、私はどうしても男同士のセックスにはコーフン出来なかった。

「処女保護区」はその名のごとく、処女を処女のまま保護するための施設だから、必要以上に性欲を刺激する物は持ちこめない。もちろん職員はみんな女性だけど、いつどうやって純潔が穢れるか、分かったもんじゃないから。携帯電話もノートパソコンも禁止。こっそりエッチ小説なんて書いて回覧したら懲罰房行きだ。腐ってるのも、ここじゃ特技のうちなのかもしれない。

「いつでも貸してあげるから欲しくなったら言ってね。ところでミノリ、今日『センセイ』は？」

「ずっと部屋にいる。おかけでいづらくてさ、私」

「だよねえ……あの人がルームメイトなんて、ミノリも気の毒」

　ちょうど学校のレクリエーションルームのような談話室には、同年代の女子が十数人、思い思いの格好でくつろいでいた。施設内には女しかいないから、みんなワキ毛は伸ばしっぱなしだし、上下スウェットだろうが髪がプリンだろうが、気にしない。ただ一つ神経質になるのは何故か、生理のニオイだ。ここにいる限り、生殖関係のアレコレはなんにも関係ないのに。最後の恥じらいってことなんだろうか。よく分からない。




　そもそもどうして、処女が政策によって隔離されることになったのか。

　それは話すと長いんだけど、要約するとものすごく簡単だ。

『致死の病に、処女だけが罹患しないから』

　二年ほど前、サルの芋洗いのように、全世界で同時多発的に、一つのウイルスが流行した。

　とつぜん倒れて寝たきりになって、脳出血を起こして死ぬ。

　ＷＨＯはその病気を「ジェノサイド」と名付けた。なんつー中二病なネーミングだと最初は笑ったけど、何も間違ってはいない。まさに大量虐殺という勢いで罹患者は増え続け、世界中が大パニックになった。

　空気感染も粘膜感染もなんでもアリで感染力はインフルエンザ並み、潜伏期間はわずか十日。外気にふれてもしばらくは生き続けるタフなウイルスで、そのくせ研究者の手にかかるとすぐ不活化する。ほんとうにてこずらせてくれる奴らしい。

　だけど不思議な事に、「十二歳以上十八歳以下の処女」だけは、それに感染しないのだ。

　人種も体質も、何も関係ない。

　とにかくその年代で、膣に男性器を受け入れたことのない少女は、感染者がウヨウヨしている環境にいても、何も変わらず日々を過ごせる。

　それに気付いたお上の反応は、素早かった。

　当該少女を自己申告させ身辺調査し内診し、確実に処女と判断された者だけを隔離した。

『法定処女』と名付けられた女の子たちは、生活と教育を国に保障される形で、保護区にある寮に入る。

　ひとりでも多くの処女を感染から、つまりは性行為から守り、そして「ジェノサイド」撲滅のための実験に協力させる。

　そのための行政特別区画「処女保護区」だ。

　私は十六歳。

　三か月まえに通ってた私立の女子高を中退して、この「富士山麓・国立第四処女保護区」に入所した。

　きっと今頃学校じゃ

「二組の橋本ミノリ、最近ガッコ来ないね。死んだの？」

「知らないの？　あの子保護区入りしたんだって。抽選あたったらしいよ。運いいよね」

「マジで？　じゃあアイツ処女だったの？　遊び人っぽかったじゃん。くっそー」

「ちゃっかり処女とかマジずるい。殺したい。ヤリコン誘っとけば良かった橋本ミノリ」

　なんて噂されてるんだろう。うっかり中学時代に処女を捨ててしまった気の毒なクラスメイトに。

　現代社会じゃ純潔は、何に代えても守らなきゃいけないものだ。保護区に入れるのは家に男手がない母子家庭の娘や治安の低い地区に居住する、警護が難しい子が優先だから、そうでない十八歳以下の女の子を持つ親は、二十四時間娘に張り付いたりガードマンを雇ったりして、死に物狂いで娘の貞操を守っている。どんな小さい子だって気は抜けない。ロリコン男に性器を突っ込まれたりしたら、比喩でなく一巻の終わりだからだ。非感染の時期をすぎてしまった十九歳以上の女は狂ったようにセックスを楽しみ、いつ死ぬか分からないとヤケになった男と、ここぞとばかりにバシバシ性交している。皮肉にも「ジェノサイド」流行後、日本の出生率は戦後ベビーブームの水準までハネ上がった。街を歩く女子高生は「こいつは抽選に漏れて保護区に入れなかったのか、それとも単に非処女なのか」と知らないオッサンの容赦ないセクハラ視線にさらされ、ヤりたい盛りなのに貞操を守った保護区の処女たちは、壁の向こうの救世の女神として崇められている。

　なんだかなあという感じだ。




　部屋に戻ると、誰もいなかった。同室の「センセイ」はシャワーにでも行ったんだろうか。

　チャンスだ。

　私は二段ベッドの下に潜り込んで、頭の先まで布団をかぶって、下着の上からそっと、自分の性器に触れた。性急に、こする。二億円が当たるスクラッチくじみたいに必死で、当たりなんて出ないと分かってても、こする。布越しのもどかしさに耐えながら、こする。

「……ぁ……」

　この寮の部屋割りが二人一組なのは、廊下にカメラがあるのは、そして一月ごとにルームメイトを変えられるのは、きっと監視のためだ。こっそり自慰をすることがないように。少女同士が親密すぎる関係にならないように。こうやって一人になった時でないと、私たちは気持ちよくなれない。みんなが虎視眈々と、オナニーするための時間と空間を探している。

　私はイったことがない。

　だから今だって、直接クリトリスに触れたくて、仕方がない。

　だけど理性のギリギリの部分で、それは我慢する。

　よごれたくない。

　たとえ男性と接触しなくても、もしかしたら殺人ウィルスは、自慰で破瓜した女を非処女と認めてしまうかもしれないのだ。そう思うと怖くて、私は直接、自分の性器に触れない。試したくて試したくて仕方ないやり方を、私はずっと我慢している。

　悔しくてもどかしくて欲しくて、泣きそうだ。

「可愛いやり方ね」

　私は一気に、正気に戻る。気づけば布団が身体からずり落ちていた。

　誰の声かはすぐ分かった。

　センセイ、だ。

　布団を蹴りあげると、彼女は冷めきった眼で私を見下ろしていた。

　一週間前からの、ルームメイト。この保護区の、新人。名前は、栗原ショウコ。

　その目に射られて、私は動けなかった。イくって感覚は知らないけど、もし続けていたら、達してたのかもしれない。何故かそう思った。




　栗原ショウコは、いつのまにか「センセイ」と呼ばれていた。それが何故なのかは、よく知らない。最年長にあたる十八歳だからかもしれないし、長身で大人びた少女だったからかもしれないし、アイドルグループで「センター」を張れるくらいの美貌の持ち主だったからかもしれないし、とにかく彼女はいつのまにか「センセイ」だった。

　彼女が入所した時、寮にはちょっとした衝撃が走った。こんな美少女がなぜ、十八歳まで処女だったのかとだれもが目を疑った。驚くべきことに、ショウコはもと自衛官だったのだ。中学卒業後、何のコネも資格もなく入隊し、汗臭い男達と一緒に訓練に精を出し、銃の撃ち方を習い、ドカ飯を食っていた。そういう噂だ。男まみれの世界に身を置いて、これだけの美人で、処女。なにもかも嘘くさい。嘘に決まっている。国の調査をかいくぐって処女を偽装するのはかなり難しいが、運さえ良ければ不可能じゃない。絶対ショウコは男を知ってる。そう勘繰った何人かが体当たりで真相を知ろうとしたけど、とにかくこの「センセイ」は無口で無愛想で、必要がない限りは一切口を開かない。どんな気まずい沈黙も、怒涛の追及も恐れない。結局すべては謎のままだった。

　同室になって一週間、まるで空気のように私を無視し、それでいて鏡ごしや背中越しにじっと観察するような視線を向けてくるショウコとの生活は、率直に言って苦痛だった。氷の美貌なんて、レズでも何でもない私にとっては妬ましいだけだ。

　今、ショウコは二段ベッドの上で横になっている。私のオナニーを目撃したのに顔色ひとつかえず、さっさと布団に潜り込んで、十一時のベルと同時にライトを消した。腹が立つし恥ずかしい。すぐにも眠ってしまいたいのに、さっきまで火照っていた身体は、なかなか静まってくれない。

「ねえ。起きてる？」

　頭の上から、声がした。

　シャロン・ストーンの吹き替えでもやってそうな、低くてイヤらしい声だ。はじめて、ショウコに話しかけられたのだと気づく。

「何よ、センセイ」

「その『センセイ』って何なの？　私は入所者であって看守じゃないのよ」

　かすかに不服そうな響きでショウコが応じる。

「なんでそう呼ばれてるのか知りたい？　誰かに聞いてみなよ。いつもいつもツンツンしてないでさ」

「別にいいわ。興味ないから」

　わー、可愛くない。

「でもあなたにはやめてほしいわ、その呼び方」

「なんでよ。別にいいじゃんアダ名くらい」

「同室者だもの、名前で呼んでくれる？」

「あのね。ここの部屋割りって、一か月で変わるんだよ。知らないの？」

「一か月、ね。もつかしら。そんなに」

「？　何言ってんの？」

　よく分からない会話が、ベッドの底板一枚を隔てて交わされる。隣室から、ガタガタと小さな振動が聞こえてきた。カホがいるのとは反対の、左がわ。どっちもあんまり可愛くない、文学少女のミズキと時代遅れのヤンキー娘ユリナの部屋だ。この二人が、電動ハブラシやら何やら、とにかく手に入る色んなものを貪欲に使ってそういう事をしてるってのは、ちょっと前から噂だった。ミズキはいつもオドオドしたイジメられっこタイプで、ユリナはユリナで抗争の相手もいないのにやたら闘争心むき出しの武闘派で、ごく平均的な処女が多いこの寮では二人とも浮いてた。どっちも全然、空気が読めてない。だからタイプは違えど、この二人はお似合いだと思う。

「とにかくあなたは、私をちゃんと名前で呼んで。ショウコよ」

　天井からの声で、我に返った。

「知ってるよ、そのくらい」

「ふーん。あなたもやっぱり、処女なのよね、ミノリ」

　ショウコはいきなり、そんなことを言った。

「あたりまえじゃん。だからここに入れたんだよ」

　ちょっと黙ってくれないだろうか、ショウコ。

　そしたら隣の部屋のエロい声とか、聞こえるかもしれないのに。

「男と寝る機会、一度もなかったの？　あなたは」

「あったに決まってんでしょ、そのくらい」

　ムキになって答えた。私にだって一応、そういうチャンスはあったのだ。

　中二の時の家庭教師、中三の時のナンパ男。どっちもかなりしつこく誘われて、興味もあって、だけどなんとなく怖くて断った。その後間もなく「ジェノサイド」が流行りだしたんだから、ホントに私は運がいい。あのとき流されてセックスしてたら、今頃死んでたかも知れないんだ。股のユルさが命の長さを決めるなんて、あの時は誰も想像だにしなかったけど。

「そーいうショウコ先生はどうなのよ。自衛隊って、男ばっかなんでしょ？　どうやって処女を守ったの？」

「私は処女なんかじゃないわよ」

　こともなくサラリとショウコはそんなことを言った。

「え……」

「政府指導の処女検査は、自己申告と内診と性病チェックと、それに身辺調査、あとは嘘発見器つきの面接だったかしら？　その気になれば誤魔化せるわ。簡単だったわね」

　冗談を言ってるようには、聞こえなかった。

「……大胆だね。そんなの知られたら、大騒ぎになるよ」

「平気よ。部屋にはカメラはついてないでしょ？　今は人権団体がうるさいものね」

　ショウコが寝がえりを打つ気配がした。処女じゃないと言われた後では、そんな物音すらエロく感じる。

「本当に、処女じゃないの？」

「そうよ。まさか私が男を知らないって本気で信じてた？　だとしたらそっちのほうがショックだわ。色気がないのかしらね、私」

　くすくすと笑うショウコ。

　私はものすごい屈辱を受けたような気分になる。

　だから精いっぱい知恵を絞って、言い返した。

「でもそれって、処女膜を損なわずにセックスしたって事なんでしょ？　相手どんだけ粗チンだったの？　ちゃんと感じた？」

　侮辱のつもりだったんだけど、ショウコは動じなかった。

「私の相手ってね、自衛隊の上司だったの。四十歳をすぎてて妻子もあって、何度も戦場に出て大けがをしてる人。精神的なものなのか神経をやられたのか、勃起不全だったのよ。だから挿入はナシで指と舌だけ。けどすごく上手だったし、いろんなことを教えてもらったわ。知らないのは、男性器だけ」

「開発されちゃったってわけだ。エロいおっさんに」

「そうよ。仲間の死体袋のジッパーを上げた指で、私をいじるの。怖いけど、すごく感じた」

　完敗だ、と思った。

　くやしい。なんなんだ。

　四十代の妻子持ちで、戦場を知ってる自衛官で、なんか心に傷まで追ってる男だと。あーやだ。負けた。勃起不全がものすごくカッコ良く思えるじゃないか。

　それに比べたら、二流大卒の家庭教師とか、ただのナンパ男とか、私に言い寄った男なんてゴミみたい。ものすごく差がついてる。ムカムカする。

「何それ、自慢？」

　だから目いっぱい冷めた感じで聞いてやったのに

「自慢よ。私はここにいる誰よりいい男を知ってるし、気持ちいいこともたくさんしてる」

　ぬけぬけと返されて、また、悔しくなる。

「処女保護区で一番とかさ、イタいよ。どーせ同じ穴のムジナじゃん？」

「それもそうね。もう寝るわ。おやすみ」

　言うだけ言っといて、ショウコはさっさと話を切り上げた。

　すぐにスヤスヤと、美貌に似合わない子供のような寝息が聞こえてくる。

　私はまったくもって、眠れない。

　性器以外のすべての部分を使って、百戦錬磨のオッサン自衛官から愛撫されるショウコ。限りなく非処女に近い処女。超ギリギリでウイルスから守られる命。

　ショウコはどんな顔で、乱れたんだろう。

　相手の男を、どうやってイかせたんだろう。

　そんなことをつい想像してしまって、明け方まで寝返りばかりうっていた。




　翌日は、ここじゃ珍しいトラブルがあった。

　食堂で、文学少女ミズキの皿に、ふざけてエビフライを入れた子がいた。ミズキはエビのエキスが入ったスナック菓子も食べられないほどの甲殻アレルギーだ。いちどうっかりエビクリームのパスタを食べてしまって両目がピンポン玉のように腫れあがり、メガネがかけられなくなって皆に笑われたことがある。そのせいか影で「宇宙人」「グレイ」と呼ばれていた。もともとミズキはやせっぽちでいつもビクビクしてて、声が不自然に甲高いから、両目をぶっくりと膨らませた姿はほんとに例の「囚われた宇宙人」そのものだったのだ。

　職員にバレないように耳元で「食えよ」と命令されて、ミズキは泣きそうになっていた。聞き流して捨ててしまえばいいのに。

　所詮「処女保護区」のイジメなんて、この辺りが限界だ。トラブルをおこした入所者は「ジェノサイド」がらみの「処女実験」でも最もエグいところで被検体に使われるという噂があるから、誰も表だってはモメごとを起こさない。

　だけど今回は、事情が違った。

「だれだよ、これ盛ったの」

　ミズキの同室者であるユリナが、立ちあがって声を荒げた。レディース出身のくせにブスだから処女を捨てそびれて、しかも命が惜しいから公権力を頼ってここに入所したユリナは、多分そんな自分が嫌いなんだろう。必要以上にいきがって、主導権を握ろうとする。

「こいつがエビ食ったら死ぬって知らねーのか、出てこいよ、ぶっ殺すぞ」

　その恫喝には確かに迫力があった。さすが千葉ヤンキーだ。これが普通のカツアゲなら小銭くらい出してしまうところだけれど、周囲の空気はシラけ切っている。つべこべ言ったってあんたも処女でしょ、というよく分からない連帯感と言うか暗黙の了解のようなものがあって、だからここの子たちはあんまり派手に争わないのだ。何事もなく過ごしていれば、十九歳になるまでは命と生活と教育が保障されるんだから。

　誰かがくすくすと意地悪く笑った。

「『うちのチームじゃオトコはご法度なんだよォ』」

　それはユリナの口癖の真似だった。隔離を嫌ってあえて処女を散らし、覚悟を決めて愛と自由に生きる骨太な少女だって確かにいるのに、ユリナにはその度胸も、相手もいなかった。だから「レディースの掟」を持ち出して必死の自己弁護をしている。

「誰だコラァ！」

　つかれたくない所をつかれてユリナは真っ赤になる。

「裸踊りさせっぞ！　出てこいや」

　彼女がどなり散らすたびに見下した感じの笑い声が広がっていく。

　私は離れた席でポテトサラダの玉ネギを取り除く手を止め、カホと一緒に成り行きを見守っていた。ちょうど階段から下りてきたところらしいショウコが、食堂に入るのをやめていつもの冷えた視線を送っている。

　喧嘩っ早いユリナは、すぐに切れた。

　ニヤニヤしている集団から一人……十五歳のマユを選んでトレイをひっくり返し、頭にどろりとコーンスープをかける。「熱い！」と悲鳴が上がっても容赦せず、前髪を掴んで肘で顔をたたきつぶす。それに飽き足らず、マユ自慢の巨乳をわしづかみにしてねじり上げた。

「痛い痛い痛イィィィィ！」

　マユは悲鳴を上げて手足をばたつかせる。胸を庇おうとして無防備になった下腹に、上履きの底がめり込んだ。げほげほとせき込んだマユは、蹴られたショックで食べたばかりのキャベツとオムレツを吐く。

　やめて、やめてぇと扇風機でも通したみたいに震えた声で、ミズキが叫んでいた。どこか満足げな響きだ。私のために争わないでよ、ってやつか。バカらしい。きっかけはエビフライなのに。

　数人がかりで抑えつけられてもユリナは暴れ続けている。やはりパンピーは、荒れ狂ったヤンキーには敵わないようだ。職員はなかなか姿を現さない。

「やだ……どうすんの、これ」

　カホが泣きそうな声で私のパーカーを掴んだ。

　その時「ぐえ」とユリナの動きが止まった。

　ショウコが、一瞬のうちに人ごみの中から背後を取って、その腕をねじり上げている。

　あまりに鮮やか過ぎる動作に、誰もが言葉をなくした。格闘ゲームの一時停止ボタンを押したみたいに、全員のモーションが止まる。ショウコの体術はプロのそれだった。彼女がたたき上げの元自衛官だというのが、これ以上ない形で証明されたことになる。

「きれー」

　ガチホモ命のはずのカホが、呆けたように呟く。

　黒いキャミソールにタイトなデニム姿のショウコは、確かに美しかった。誰もがそれ以上の動きは見せることなく、息まで止めていた。

「何事ですか！」

　教官が、ホイッスルを鳴らしながら大挙して駆け込んできた。我に返った子たちがすかさず、ユリナが暴れ出した、私達はミズキの配膳を手伝っただけなのに、とやかましく、自分に都合のいい告げ口を始める。

　ショウコは手についたスープや野菜くずやらを無表情で払い落すと、黙って食堂を出て行った。




　ちょっとした予感があって、私はカホに「お腹痛いからゴハンいらない」と言ってある場所を目指した。二階のシャワールーム。

　そこにはショウコがいた。裸だった。一番端のシャワーブースに入って、乱闘のとばっちりで汚れた部分を流している。カーテン越しの身体は、ぼんやりしつつもきっちりと凹凸を主張している。

「あの元気な子、どうした？」

　振り向かなくても私だと分かったのか、ショウコは湯にうたれながら尋ねてくる。

「どっかに連れて行かれたよ。バカだね、ユリナも。こんなところで反骨精神見せたって仕方無いのに」

　交通課と少年課の手を散々煩わせておいて、いざとなったら国に守ってもらうんだから、ヤンキーってのはなかなか勝手な生き物だ。

「ねえミノリ。あの子、もしもここを追い出されたら、どうなるか知ってる？」

「なんか、政府公認のウイルス実験に使われるんでしょ？　道具でするのは処女喪失のうちに入るのか、とか近親相姦はどうなのか、とかそういうの試されるって聞いたよ。本当かは知らないけど」

「……それだけですむなら、いいけれど」

　ひとり言のようにそう言って、ショウコはシャワーブースから出てきた。ブラピの嫁もかくやというしなやかな身体を隠しもしない。嫉妬するのもバカバカしくなるほどの完全なボディラインだった。ああ自分はこの裸が見たかったんだ、それでわざわざ昼食を抜いてここに走って来たんだと、私は突然に気付く。他人の、しかも同性の裸に執着したのなんて初めてだけど、それがなぜか、すごく正しいことのように思えた。そのくらい、ショウコの裸身は美しかった。

「もっと見る？」

　ショウコが笑いながら濡れた髪をかきあげる。つられるように乳房が持ち上がって、先端から水滴が落ちた。自衛隊のオッサンにさんざん開発された身体だと思うと、背筋がぞくぞくした。

「勘弁してよ、センセー」

「ショウコよ。言ったでしょ、そう呼んで」

　強く、どこか切実な響きで言われて私はそれ以上茶化せなかった。

「シャワー、浴びないの？」

　脱衣所にいるのに服も脱がずにボンヤリしている私へ、ショウコは不思議そうに首をかしげる。あんたの身体を見に来たんだとは言えず、私はのろのろと髪をまとめたりし始めた。出来ればショウコに自分の平凡な裸は見られたくなくて、共用の除光液でペティキュアを落としたりして時間を稼いだ。その間にショウコはさっさと黒のブラトップと男物のトランクスみたいなショートパンツを身につけて、なのに一向に、部屋から出ていく気配がない。

「いつまで突っ立ってんの？　シャワー終わったら出てってよ」

「いつ浴室から出ようが、私の勝手でしょ？」

　ショウコは濡れ髪をタオルで拭きながら、涼しい顔で言い返してくる。

「それとも、見られるのがはずかしい？」

　自分はわざわざ鑑賞しに来たくせに。

　そう言われているようだった。

「別に。私達、ルームメイトじゃん？」

　見透かすようなその微笑みが腹立たしくて、私はトゲトゲした動作でテキパキと服を脱いだ。悲しいくらいに年相応の、少し出っ張ったお腹と、形の綺麗じゃない胸と、やたら張り出した太股。アンダーヘアだって手入れしてないから、毛足が長くてみっともない。こんな敗北感にさらされて服を脱ぐのは初めてだった。

「ごゆっくり」

　全裸になった私をチラリと一瞥して、まるでそれに満足したようなタイミングでさっさと、ショウコはシャワー室を出て行った。みじめったらしい気持ちに任せてシャワーで自慰をしそうになったけど、それは何かものすごく間違っている気がしたので、こらえた。




「あのねミノリ。私、ここを出るかもしれない」

　数日後、物置の整理中に、こっそりとカホからそんな告白をされた。

「出る……って、どうやって」

　一度「法定処女」の認定を受けてしまうと、完全に国の監視から逃れるのは難しい。無理を言えば日常生活に戻れるけど、それはものすごく治安のいい場所に住めることになったとか、スポーツや芸術で特別な才能があるとか、そういう子だけだ。しかも保護観察よろしく行動報告の義務がある。大半の子は安全で気楽な女子寮生活のほうがまだマシだと考えて、ここで暮らす。

　娯楽室のダイエットボールやら通販カタログを入れ替えながら、恥ずかしそうにカホは答える。

「結婚しようって言われたの」

「け……」

　予想外すぎる返事に、私は手にしていたダンベルを落っことしそうになった。

「だ、だってカホ、彼氏いないよね？　誰と？」

　ここにいる以上絶対に、男とコンタクトは取れないはずだ。何がどうなってるんだろう。

「うん。いなかったんだけど、突然しらない男の人が面会に来てね。その、なんていうか『ジェノサイド』対策委員会の偉い人らしいんだけど、あたしの登録書類についてた写真見て、一目ぼれしたっていうの」

　確かにここに入る時、全身と顔のアップの写真を撮られた。でもそれで一目ぼれって。なんかすごい。

「どうしても君と結婚したいから極秘で特別に君をここから出す手続きを取る、嫁に来てくれ、って言われたの」

「出来るんだ……そんなこと」

「なんか偉い人だから、出来るみたい。あたしって両親いなくて、おじいちゃんちで育ってるでしょ？　そのおじいちゃんも入院してて、ここ出てもいくとこないから、ＯＫしちゃった」

「したの？　たった一回話しただけで？　結婚を？」

　あまりの展開の速さに、ついていけない。

「だって……これって玉の輿なんだもん。若いけど、対策委員の人ってことはすっごくお給料いいんだよね」

「まあ、たしかに……そうだよね。えっと、でもさ、結婚してエッチしたら、ウイルスに感染するかもしれないよ。その点はいいの？」

「あたしが十九歳になるまでは、その……手とかだけで、いいって」

　真っ赤になって、カホはそんなことを言った。

「でね、十九になったらもうウイルスからは守れないし、当然そういうこともするんだけど、非処女になった後も「ジェノサイド」関連の情報はまっさきに自分に入るわけだから、何があっても、公私混同してでもあたしを守ってくれるって。あたしの為に、家に防護シェルターも建ててくれるって。だから、あたし」

　なるほどねえ、と私はいろいろ腑に落ちた。一目会っただけの女の子にそこまでの将来を約束する、って胡散臭い話だけど、世の中には何をどうしてもバージン娘と結婚したい、って男がけっこう多いらしい。その点、ここの入所者の個人情報を閲覧できる立場なら、好きな処女を選び放題というわけだ。自分のお手つきにしちゃうお偉いさんがいたって、不思議はない。カホはちょっとトロそうな可愛い顔をしてるし色白モチ肌の嫌らしい身体をしてるし、見初められるのもまあ、道理かも。

「ねえミノリ、あたしその人についてってもいいよね？」

　不安げに、カホが私を見上げてきた。

　私は思ってる通りのことを、答える。

「カホが決めたなら、いいと思う。命は大事だし？　対策委員の人ならいろいろ特別扱いしてくれそうじゃない。これってチャンスだよ」

　私は寂しくなるけどさ、と付け加えた。

　そうだ。愛情なんかなくていい。これはカホの、命を守るための結婚なんだから。世界中が大パニックになってるこんな世の中で、身元のしっかりした男からプロポーズをされて普通の結婚ができるっていうのは、幸せな事だ。カホはヤオイ好きのオタク少女だし、シェルターの中で好きな本を読んで、ダンナに守られてひっそり暮らすのだって、きっと悪くない、と思う。

「良かった。誰かにそう言って欲しかったんだ。もしもウイルスをやっつける薬ができたら、真っ先にミノリに回すからね。大好きっ」

　心底ほっとしたような顔でカホは私に抱きついてきた。

「ホントいうとね。あたし男の人とエッチな事とかも、してみたかったんだ。その、本番じゃなくても、色々あるでしょ。ちょっと頑張ってみる」

「あーそっか。十九歳まで挿入なしの人妻か。エロいな。ヤったら報告してね」

　私はケラケラ笑って、カホの肩を叩いた。カホは幸せそうに「ありがとう、ミノリ」と微笑んだ。

　カホは数日後、処女保護区を出て行った。




　それからさらに二週間後。

　自室に帰ると、ショウコが変だった。

　部屋の真ん中であぐらをかいて、何かダルシムみたいなポーズで瞑想している。

「何それ、ヨガ？」

「集中を高めてるのよ。明日、いろいろ大変だから」

「……特に行事、なかったはずだけど、明日」

「ああ、ごめんね。こっちの話よ」

　何が何だか。

　最近のショウコは妙に達観したような事を言ったりベッドの上でゴソゴソしてたり、やたらと偏った食事をとったり腹筋を鍛えまくったりしてて、ちょっと情緒不安定で心配だ。別に私の知ったことじゃないけど。

「ねえ、ミノリ」

　意思疎通を諦めて明日の授業で使うテキストの整理をはじめた私にショウコが言う。

「あなたもしない？　このポーズ、落ち着くのよ」

「やだ。私別に、ヨガファイヤーとか出したくないし」

「そう？　インド人じゃなくて、自衛隊の上司に習ったやり方なんだけど」

「スケベなオッサン仕込みの瞑想術なんてますます嫌だ」

　言いようのない苛立ちとともに私は舌打ちした。すっと目を閉じて、何の為なのか集中を高めているショウコは、黄金比で作った彫刻のように美しい。その瞼の奥でどんなエロい行為を思いだしているのか、考えただけでムカムカする。

　そのとき不意打ちで、こんなことを言われた。

「私の初体験の相手はね、もう死んでるの」

　え。と私は机から顔を上げる。

「言ったでしょ。妻子持ちの四十代。ニジェール危機で派兵されて陣頭指揮をとったんだけど、地雷で足と目をやられてね。一度は帰国したもののダメだったそうよ」

　固く目を閉じたまま、ショウコは言う。

「私への遺言は『十九歳まで処女を守れ』だったわ。笑っちゃう。処女膜を削り取る以外の事は、なんだってした男だったのに」

「それは……生きてくれってことなんじゃないの？」

「そうでしょうね。勝手な男だったわ」

　鼻で笑い飛ばして、あぐらのままショウコはぐっと上半身をそらした。美しい二つの乳房が、天井を向いたまま制止する。表情は私から、見えなくなった。

　たぶんショウコは、そのオッサンと最後までしたかったんだろうな、と私は思って、ベッドに潜り込んだ。




　翌日は週に三回の、運動日だった。敷地内の体育館で、全員一緒にバドミントン。サボって出てこない子も多いけど、一応ここの学校にも単位ってものがあるから、取っておかないといろいろ面倒くさい。

　カホが退所してパートナーがいなくなったんで、その辺りで暇そうにしてる子とテキトーに「せーい」とか「ほーい」とか打ちあって、最後にミズキともラリーをした。同室のユリナがどこかに消えてからミズキは本格的にボッチになって、同じように友達のいなくなった私と、いかにも仲良くなりたそうな素振りを見せている。なんだか、使いっぱでもエロいことの相手でも、頼めば何でもしてくれそうな感じだ。案外こういう子が、外にいるとすぐ処女を捨てたりするんだよな、と思いつつ、近眼で運動音痴のミズキのためにゆるーくシャトルを打ち上げる、とその瞬間。

　地響きのような轟音が、響き渡った。

　バドミントンのシャトルが爆発した。

　一瞬そう思ったけど勿論そんなわけはなく、体育館の壁に大穴が開いていた。だけど破片も飛んで来なくて、やかましいのに妙に鮮やかな壊れ方だ。明らかに変だった。変だといえば、体育館で大爆発が起こる事自体がもちろん変だ。

　その場にいた女子は全員悲鳴とともに反対側の壁際に退去した。

　ミズキが逃げ遅れて、誰かに踏まれた。

　全身を灰色の防護服みたいなものに包んだ、謎の集団がバラバラと押し入ってくる。やだあ何、と誰かが泣きそうな声を上げるが、どうも緊迫感がない。

「動くな。ここは我々が制圧した」

　サバゲー的セリフが飛びだし、焦るより怯えるより、笑いそうになる。しかしその後すぐ、

「入所者に危害を加える意思はない。どうか我々の指示に従ってほしい」

　と、そいつは天井に向かって一発、発砲した。

　さっと空気が凍る。

「……てか、男じゃん……」

　マユが巨乳を揺らして、床に尻もちをついた。歯をカチカチ鳴らして、銃の男を指差す。ヘンな集団に強襲されたことよりも何よりも、敷地内に男がいる、その方がよっぽど重要だ、そんな風に。

「おい、これで全員か」

　リーダーらしいでかい灰色が、隣にいた細身の、女性らしい隊員に尋ねる。相手は頷く。

「何人か、サボッてる子がいるわね。寮から連れてきた方がいいわ」

　冷静に発せられた、その、低い声。

「ショウコ？」

　私は思わず甲高い声で叫んでいた。

　いくつも重なる悲鳴とけたたましく鳴りだした警報音の中でも耳聡くそれを聞きつけたのか、女が振り向く。

「そうよ。だましてごめんね、ミノリ」

　ゆっくりと、ヘルメットにくっついたバイザーのような部分を持ち上げた。露わになったのは見慣れた顔。冷え冷えとした切れ長の目。

「あんた……何やってんの？」

「破壊活動よ」

　そんなもん見れば分かる。人をくった答えにカっとなって、私は機動隊みたいなカッコのルームメイトに飛びかかった。飛びかかったどころか、最初の一挙動の前に男達から抑えつけられたけど、でも、暴れる。

　許せなかった。

　別にコイツらがどんな団体だろうが、体育館を何個壊そうが占拠しようが、そんなの知ったことじゃない。

　ショウコが、私を、だました。

　そのことが、ぶっ殺してやりたいほど、許せない。

「バカじゃないの何がしたいのよ、答えろショウコ！」

「処女の解放と、入所者の保護よ。詳しくはそっちの隊長から、説明があるわ」

「アンタから説明しろ！　カス！　淫乱！」

　思い切り悪態をついて、喉の奥からケダモノみたいな吠え声を出すと、延髄を思い切り、殴られた。

　脳ミソを抜き取られたみたいに、意識が遠くなる。

　バラバラと、ヘリのローターが回転するような音が最後に聞こえた。




　ものすごい風の唸りで、目が覚めた。

　すぐに視力も戻ってくる。私は恐る恐る、周囲を見回した。音と狭さと揺れと、壁の良く分からない計器とか天井の酸素マスクとか、あれこれ総合するとヘリコプターの中にいるようだ。かすかにオイルの匂いがする。

　私の身体は、ストレッチャーのようなものに乗せられて、結束ベルトで何重にも拘束されていた。指先ひとつも動かせない。

　となりにはショウコがいる。

「おはよう。『センセイ』」

　朦朧とする頭で、目玉だけ動かして睨みつけた。

「ショウコよ。そう呼んでって何回も言ったでしょ」

「どうせ本名じゃないんでしょ？　破壊活動とかしちゃうくらいだもんね」

「栗原ショウコは本名よ。自衛隊時代からずっと。コードネームなんか使ったことないわ」

「……自衛隊時代、って。アレは自衛隊じゃないの？」

「もと自衛官による、地下組織よ。初代のリーダーは、私の彼氏。瞑想の好きな四十代」

　ははっ。私は鼻で笑い飛ばした。またその男の話か。ムカムカする。インポのくせに何度も登場しやがって。

「何やっちゃってんのよ不倫中年。マンガじゃあるまいし。地下組織？　家に帰って嫁でも抱いてろっつーの」

　悪しざまに罵ってやると、ショウコはほんの少し悲しそうに、笑みを浮かべた。

「対外的には名誉の戦死ってことになってるけど彼はね、殺されたのよ。この活動が陸幕にバレちゃって」

「そりゃ殺されるでしょうよ。国立保護区を爆破したら」

「仕方ないわ。必要な事だもの」

　ショウコは使命感を帯びたような眼でじっと、動けない私の顔を覗き込む。やっぱりショウコは美しい。ヘドが出そうなほど、美しい。

「訳が分かんない。処女を解放する、とか言ってたよね。どういう意味？　なんで特殊部隊みたいなのが突入してくんの？　私どこに連れてかれるの？」

「特務小隊を差し向けたのはそれだけ警備が厳重だからよ。あそこには貴重な貴重な法定処女がいるんだものね。潜入工作には苦労したわ。いつバレるかヒヤヒヤした」

「もうぜんぜん、これっぽっちも状況が分かんないんだけど。ていうかこれ、解いてくれない？」

「聞けないわ。いつ奪還軍がやってくるか分からないし」

　ダメだ。さっぱり話が噛み合ってない気がする。

　私は諦めて、もう一度目を閉じようとした。

「ねえ、ミノリ」

　そこでスッとショウコの顔が近付く。鼻先数センチだ。私はせいぜい首をひねって目をそらすことしかできない。

「『処女保護区』が何のための施設か、知ってる？」

　ショウコはそんなことを、尋ねてきた。

「……安全期間の六年を、平和に過ごさせるためでしょ」

「違うわね」

　そらしたアゴを、ぐっと掴まれた。

「あれはね、男の権力者が処女を食うための飼育場よ」

「……気に入った子を、愛人や結婚相手として引き取るってやつ？」

　私はカホの話を思い出しながら答えた。

「違うわ。私が言ってるのは、文字どおりの意味よ」

　ショウコの笑みが、魅入られそうなほど深くなった。

「あのね。若い処女であること以外にたったひとつ『ジェノサイド』から身を守る方法が見つかったの。何だと思う？　日本の研究チームが発見した、極秘の法則よ」

　初耳だ。そして同時に、ものすごく嫌な予感がする。

　耳をふさぎたいけど、私は担架に縛り付けられていた。

「処女のね。脳幹部分を食べるんですって」

　視界にあるのはショウコの瞳だけだ。

　足の先がすっと、冷たくなる。

「冗談やめてよ。中世のキ×ガイじゃあるまいし」

「エリザベート伯爵夫人、だったかしら。そうね、生き血ならば絞ってもいずれ再生するけど、脳幹は一人に一つだわ。心臓や腎臓みたいに機械で代用することもできない。だから絶対助からない。しかもね、同じ人種でないとダメなんですって。日本人一人につき、日本人の処女一人が必要なの。混血であっても、半分は日本人である必要があるみたいよ」

「作り話はやめろって言ってんでしょ！」

　我慢が出来なくなって叫んだ。噛みついてやろうと歯をむいたら、唇の隙間に指を入れられた。歯を立てられて痛いだろうに、ショウコは顔色一つ変えない。

「残念だけど、本当よ。処女を食べれば助かる。だけど一般家庭の子を見境なく誘拐したら大問題になるし、養護施設にいるような子は、虐待の被害にあったり生活が荒んでたりして、処女は少ないの。外国人を安く買い叩こうにも、日本人にはなかなか適合しない。だからね」

「やめてってば！　聞きたくないの！」

　がりがりと歯ぎしりして、ショウコの指を傷つける。血の味が喉の奥に流れこむ。

「どうしても助かりたい者たちは、保護区を作ったの。合法的に女の子の身辺調査と処女診察をして、身寄りの少ない、行方知れずになっても騒ぎにならなそうな子を優先して入所させた。そして十九歳になる前に、理由をつけて寮から連れ出して、食べてしまうの。喧嘩のあとに消えた子、ユリナって言ったかしら。あの子も、今頃」

「やめてって言ってるでしょ……」

　涙声になった。カホの顔がちらつく。

　カホは両親がいなくて、唯一の肉親である祖父も入院中で、やおい本が大好きで。

　施設を幸せそうに去っていた。つい、数週間前に。

「自殺未遂の前歴がある子や持病のある子、それに遊んでそうだけど実は処女って子も優先対象だったそうよ。不自然にならない程度の比率でそういう子を引きとって、脳幹を摘出した後は『自殺した』『病気が悪化した』『実は処女を詐称していたようで、ウイルスに感染して死んだ』と言い訳する。そして遺体も、ちゃんと遺族に返してあげるの。脳幹は抜かれてるけど、素人目にはごく普通の遺体だものね。研究の為に解剖で頭を開いた、と謝って遺族に金でも握らせれば、絶対にバレないわ。これって完全犯罪よね」

「もう、やめてよ……」

　涙があふれてきた。嘘だ嘘だと頭は否定するのに、ショウコの瞳を間近にして、本能がその話を信じてしまっている。深く考えるまでもなく、私は「遊んでそうだけど実は処女」枠なんだろう。こんなことならどんなチンケな男とでも、ヤっておけばよかった。

「政府は絶対に、この話を表には出さないわ。今だって、自分が安全圏にいられない腹いせに小さな女の子を強姦する男が大勢いるのよ。そんな中、もしもこの話が明るみに出てしまえば、日本は食人天国になってしまう。だから権力者だけがこっそりと、保護区の恩恵にあずかれる」

　淡々とクソみたいな説明をしながら、ショウコは私の涙を舌で拭った。冴え冴えとした瞳とは裏腹に、その舌は火傷しそうなほど熱い。

「私と付き合ってた彼はね。実の娘の脳幹を、自衛隊の幹部に献上したらしいの。奥さんにも内緒で」

　頬をぬらぬらと、ショウコの舌が滑って行く。

　私は固く、目を閉じていた。

「十四歳で難病で寝たきりで、余命半年と宣告されていたそうよ。その娘の名前はミノリちゃんていうの」

「聞きたくないよ、バカ」

「お願い聞いて。話したいの……その子を差し出したおかげで階級は特進したんだけど、彼はそんな自分が許せなかった。『俺はミノリを助けられなかった』が口癖だったわ。私はそんな彼を慰めた。『娘さんは一人の命を救ったのよ』って。結局そのあと、彼は奥さんとも別れて」

　とんだヨガ聖者だ。ダルシムは子供の味方の修行僧のはずなのに。自分の娘を他人に食わせるなんて。

　ショウコは続ける。

「あの人は自分の選択を悔い、日本と言う国を憎んだ。だからこの組織を作って『法定処女』たちを解放、保護することにしたの。そのために私を工作員として育てた」

「アンタ利用されてんじゃん……それって」

「私は彼の為なら、なんでもしたかったの。だから後悔はしてない」

　いま身体が自由なら、私はヘリから飛び降りているかもしれない。そのくらいの、怒りと絶望を覚えた。

「彼は最後まで『俺に男としての機能が備わってればショウコを抱くのに』って言ってた。悲しい人だったのよ」

「どこが悲しいのよ。とんだロクデナシじゃない」

　命こそ他人に受け継がれたものの娘であるミノリ本人は戻らず、嫁には逃げられ、恋人ショウコを最後まで愛してやることもできない。確かに悲しい男だ。

　だけど私はそいつが許せない。

　処女だった娘が他人に食われたのが悔しいなら、ショウコはそうならないようにさっさと抱いてしまえばよかったのだ。自分が抱けないなら代行でも何でもさせればいい。それができないなら、ショウコを自由にすればいい。十九になるまでの貴重な安全時代を、ショウコの好きなように過ごさせてやれば良かったのだ。

　自分はショウコを抱けなくて、だけど自分以外にショウコが抱かれるのも嫌で、実の娘は守ってやれなくて、ショウコにも生きて欲しいけど、それ以外の処女たちも守りたい。

　そんなワガママな遺志を継いだ結果として、ショウコは破壊活動に身を投じている。全てがねじれていた。

「中途半端な男だよね、結局ショウコをこれっぽっちも幸せにしてないじゃん。サイテー。とんだ身勝手男だよ」

「そう？　私は今、けっこう幸せよ」

　ショウコは満ち足りたような声で言ってから、私に触れるだけのキスをした。

「あなたは私が連れていくわ。絶対に誰にも犯させないし、食べさせもしない。何があっても守る」

「それは私の名前が『ミノリ』だからでしょ」

「理由はそれだけじゃないわ。彼とあなたは良く似てる」

　ショウコの目が初めて、信じられないほど優しく、すがめられた。

「二段ベッドの下が好きとか、一日二本牛乳を飲んでるとか、生タマネギが嫌いとか、お風呂の最後に必ず鼻を噛むとか、足指の爪をいつも切りすぎるとか、右利きなのにオナニーの時は左手を使うとか。ルームメイトだもの。全部知ってるわ」

　何コイツ、ストーカー？　名前のつけられない、快感とも不快感ともちがうものが、背筋を通りぬけた。

「オッサンと癖が似てても嬉しくない！　ムカつく！　もうやめなよ。死んだ男に振りまわされるの」

「別に彼も彼の娘も関係ないわよ。私がそうしたいだけ」

「処女だからってなめないでくれる？　自分の身くらい自分で守れる。それよりこれ、外してよ」

　ひときわ強い風にあおられて、ヘリが揺れた。

「もう少しこのままでもいいでしょう？　自由になりたいなら、約束して。この先何があっても、私についてくるって」

　ショウコが結束ベルトに、私の肩を、胸を撫でた。その目がぎらぎらと、彼女らしくなくメスの色に濡れ光っている。ショウコを「センセイ」と呼んだ寮の子たちには想像もできないだろう、淫靡で獰猛な息遣い。

　ああ、この女はその気になれば、私を完全に壊すことができるんだ。そう思ったら、膨らまし過ぎた風船がはじけるように唐突に、劣情がこみ上げてきた。今すぐ両手を自由にして、思い切り自慰がしたい。直接ふれたことのないあの場所をこねまわして、死ぬほど気持ち良くなりたい。喘ぐようにねだるように、私はショウコのキスに応える。ショウコの指がそっと、下へ下へと降りてくる。ふたりの処女を乗せたヘリは、どこかも分からない空を飛び続ける。

　握りつぶされるように、視界が黒く染まっていった。





Escape Kiss　　ひより







現在

　犬歯が鋭いのだ。だから噛まれると、とても痛い。

　その歯を見せながら、黒江はもうもうと煙をあげている車──ひっくり返って炎を噴出している──を背に、夜の闇の中、おかしそうに笑った。

「逃げちゃ駄目って言ったじゃないですか」

　ガソリンの匂いがする。放っておくと爆発してしまうかもしれない。けれどこの時の菜々には、その車から逃げることに失敗して燃えている男らよりも、外に投げ出された時に打ち付けた腕の痛みよりも、着ていた制服がやぶけてしまったことよりも、ただ黒江が笑っていることが恐ろしかった。

　高速道路を下りて、ひとけのない山道を逃走していたところ、菜々が乗った車に、黒江の車が体当たりしたのだ。どちらの車も盛大にひっくり返ったと言うのに、黒江だけが怪我ひとつ負っていない。くたびれたスーツに黒ネクタイ。まるで悪魔みたいな。

「俺から逃げようとするから誘拐なんてされるんですよ」

「……ごめんなさい……」

「どうして逃げたんです？」

　腰が抜けて立てない菜々に視線を合わせるようにして、黒江もまたしゃがみこむ。優しい手つきでそうっと髪を撫でられたと思ったら、唐突にそれを引っ張った。

「いっ……」

　反動で髪を止めていたヘアピンがはじけ飛ぶ。彼が誕生日にくれたヘアピンだ。

　あの日、菜々は十七歳になった。そういえば彼女は、黒江が自分よりいくつ年上なのか、まだ知らない。年だけじゃない。彼のことは、名前以外に何もわからない。

　菜々の首筋に残る自らの歯型を見て、黒江は満足したように笑った。

「痛いのは嫌？」

「嫌です……」

「それなら、どうして逃げたりしたんですか」

「お願い……」懇願する。「許して」

　彼は手に込めた力を緩めないまま、まるで自分の歯型に重ねるようにしてもう一度同じ場所へ、歯を立てる。

「次はありませんよ」

　皮膚に食い込む、黒江の犬歯。慣れ親しんだ痛みにうめきながら、自分はこの男から逃げられないのだと思い知る。




二時間前

　高速道路を車で、着の身着のまま、逃げているところだった。

　菜々はがたがたと震えながら黙り込んでいたのだが、それに対して黒江は、機嫌がよかった。車を運転しながら、ラジオから流れてくる音楽にあわせて、小さく鼻歌を口ずさんでいる。時々、ちらちらと視線を左右に向けていた。ひとつ、ふたつ、みっつ……。追い抜いて行く車のテールランプを、目で追っているようだ。

「何か飲みますか？」

「え？」

「パーキングエリアが近いみたいだから」

「そ、そんな」菜々は震える。「だって、黒江さん、早く逃げないといけないんでしょう？　寄り道なんて……」

　ハンドルを握りながらちらりと視線をよこした黒江の目は、笑みに歪んでいた。

「平気ですよ。どうせまだ見つかってないでしょうから」

　菜々はそれまでよりいっそう大きな動きで、骨が軋まんばかりにぶるぶると震えだす。




　伯母を殺した。

　伯母は大手消費者金融会社の経営者である。その消費者金融は、もともと彼女の父──つまり菜々の祖父にもあたる人物が設立した会社だった。伯母は祖父の死後、女だてらに会社を取りまとめるほど才能ある女性だったのだが、あまり家庭運には恵まれなかった。彼女は不幸な事故で一人息子と最愛の夫をなくしていた。そして菜々は、それと同じ事故に巻き込まれて父と母を失い、父の姉である伯母に引き取られて暮らしていた。

　はじめに彼女を包丁で刺したのが菜々で、とどめをさしたのは黒江だ。放っておいても死ぬ傷だったはずなのに、黒江がわざわざ手を加えた。

　美しい伯母の、のびやかな四肢。みぞおちから下の、肉の、一番やわらかいところ。そこでさえ、腹筋が硬くて貫くには力が要った。菜々は何度も包丁をつきたてた。狂ったみたいに何度も、何度も。

　──いいこと、菜々。

　──私は口答えをされることが嫌い。

　──わがままを言われることも嫌い。

　──私の弟……あなたの父親のことも大嫌いだったわ。

　──だからあなたのことも嫌い。

　──私に面倒を見てもらうんだから、あなたが私に好かれる努力をするのは、当然のことよね？

　もうやめて、と声に出していたのは菜々だ。もうやめて、もう自由にして。

　その声を聞きつけた黒江が、足音もさせずにやってきて、彼女の手からそっと包丁を奪う。

『あーあ』

　呆れたみたいな声にやっと我に返った。見れば制服の上着が、血まみれになっている。まだ温かい血が生臭い。伯母の低いうめき声が、部屋を満たしていた。

『何やってるんですか、菜々さん』

『黒江さん、私、私……』

　震えだした菜々に、黒江はそっと囁く。

『駄目ですよ、ちゃんとしなくちゃ』

　うつ伏せに倒れた伯母の体を、黒江が革靴で蹴ってひっくり返した。その動作に驚愕して言葉をなくしていると、彼は醒めた目をしながら両手で、伯母の胸に向かって思いっきり包丁を突き立てる。

『！』

　あんな、骨があるはずのかたい場所に、一度で刃を突き立てるだなんて。伯母は声にもならない音とともに口から大量に血を吹き出して、しばらく痙攣した後、絶命した。

　動くことさえ忘れてしまった菜々は、響きだけは優しげな黒江の声に、現実へと引き戻される。

『どうして俺に声をかけてくれなかったんです？』

『あ……』

『悪い子ですね』

　向けられた眼差しが怖くて、視線をそらした。彼は決して菜々を殴ったり、蹴ったりはしないけれど、まるで呼吸をするように人を殺すことが出来るのだ。

『まあ、いいや。さあ、行きますよ』

『え？』

『防犯カメラ、回ってますからね。今日は俺が監視当番だったけど、直に人が来るでしょう。捕まるのなんて御免ですから、逃げますよ。ほら、早く立って』

　どこへ行くの？　と、聞かなかったのは、決して黒江を信頼していたからではない。彼の声と言葉はまるで麻薬みたいに菜々をぼんやりさせる作用を持っていた。それは心地よいほど暖かく、どこか石鹸がぬるま湯の中でとろけていく様と似ている。




　そうして家にあったありったけの現金を持って、ふたりは逃げていた。旅行用のバッグに詰め込むだけ詰め込んできたから、総額でいくらになるのかはわからない。

「後悔してるでしょう、菜々さん」

　パーキングエリアに入り、車を駐車させながら黒江が言った。

「……はい」

　どうせ嘘をついても見抜かれるだろうから、正直に答えた。彼はそれを聞いて顔色を変えるでもなく、ハンドブレーキをかける。

「駄目ですよ、逃げちゃ。もう俺についてきちゃったんですから」

「……はい」

「何か買ってきますから、待っていてください。すぐに戻ります」

　黒江が車を降りて夜の中にとけていき、一人取り残された瞬間、猛烈な恐怖が襲ってきた。意識していないのに歯が鳴って仕方がない。

　ちくりとした痛みが走ったのは、以前黒江に噛まれた首筋だった。髪がささってむずがゆい。

　気が付いたら、菜々は車をおりていた。ひとりでいることに耐えきれず、じっとしていられなかったのだ。とにかくただ怖くて、怖くて、逃げ道を探すために走り出す。

　夜の闇の中をあかりの方向へと進んでいた彼女は、しかし、突然強い力に腕を惹かれて進路を絶たれた。

　菜々の体は別の車へと引きずりこまれ、有無を言わせず頭から何かを被せられる。

「見張ってたかいがあったな」

「まさかこんな時間に屋敷を出て行くとは……」

「けど、高速に乗ってどこへ行くつもりだったんだ？」

「知ったことか。おい、早く出せ」

　複数の男の声。全身に感じる振動が、車が動き出した時のものだと気付いた瞬間、彼女は理解した。自分が誘拐されたことに。




現在

　菜々を取り戻すため誘拐犯たちに体当たりをした黒江の車は、幸いなことに無事だった。スピンして山道のくぼみにタイヤが落ちる程度ですんだらしい。あちこちに傷やへこみが見られたが、中は至って問題がなく、それまで通りラジオが流れていた。

　しばらく無言で車を走らせていた黒江だったが、ふと、暗い山道に不釣合いなほどけばけばしくライトアップされたホテルを見つけて、一度通り過ぎてからＵターンした。ぎょっとする。

「……泊まっていくんですか？」

「ええ、駄目ですか？」

「だって、早く逃げなくちゃ、いけないのに……」

　せせら笑うようにして黒江が応じた。

「逃げるって、誰からですか？　俺から？」

　返答に窮する。黒江は勘違いしていた。あの時、菜々が車からおりて走り出したのは黒江から逃げるためではない。けれどもそれをうまく説明できる気がしなくて、彼女は黙ってうつむいた。

　駐車場に車がすべりこみ、促されるまま車をおりようとして、はたと気付く。

「鞄……」

「ああ、忘れてた」

　運転席からおりようとしていた黒江は、後部座席に身を乗り出して、大量の現金が入ったボストンバッグを乱暴に引っ張った。そんなに乱暴に扱ったら、何かのはずみで中が零れてしまわないだろうかと、肝を冷やす。

　受け付けはパネル式で、誰にも会うことなく、ふたりは個室へと向かった。丸くて大きなベッドが部屋の中央にどんとおかれた、いかにもラブホテルらしい一室だった。薄紫の灯りが室内を照らし出している。

　黒江がそこに腰かけて、足を組みながら言った。

「菜々さん、血がついてますよ」

「えっ？」

「頬とか、手とか」

　きょとんとした菜々は、すぐに慌てて洗面所に駆け込んで鏡を見た。黒江の言葉通り、かさかさに乾いた伯母の血が頬にこびりついている。手にも赤い模様が、斑点のようにはねていた。

　菜々は青ざめた。あの時、何かから逃げようとして誘拐された時、なぜ誰もこれに気づかなかったのだろう。彼らはすぐ菜々の顔に何かをかぶせていたから、もしかしたらそのおかげだろうか……。

「──ぐっ……」

　唐突にこみ上げた吐き気に、前のめりになって嘔吐した。喉を逆流して洗面台に流れ出たのは黄色い液体ばかり。口の中に、一瞬にして苦みが広がっていく。

　しばらくえづき続けて、気が付いたら黒江が彼女の背をさすっていた。血の気をなくした顔でぼんやり見上げると、彼はにっこり笑う。

「シャワーを浴びましょうか」

　導かれるように肩を抱かれて脱衣所で服を脱いだ。菜々の制服をするすると脱がせていく黒江を改めて見ると、不思議なことに、彼は返り血を浴びていなかった。どうして。彼だって伯母を刺したのに。この人はもしかしたら、血を避けるすべを心得ているのかもしれない。そんな、ありもしないことを思う。

　スモークガラスで仕切られた浴室で、黒江は丁寧に菜々を洗った。手のひらで撫でるように、慈しむように洗われて、ほとんど無意識のうちに、彼に体をあずけていた。自分の体についた血を洗い流すことが怖かったので、黒江がしてくれてほっとしていた。

「殺しておいて、よかったでしょう」

「え？」

　菜々の指を自分の口元に運びながら、黒江は微笑む。

「あの誘拐犯たち」

　ぞっとしたのは、黒江の言葉に対してではない。咄嗟に肯定しそうになった自分に対してだ。あの人たちが死んでくれてよかったと、無意識に思った自分が怖かった。

「それに伯母さんだって。これであなたも、やっと見張られないで済みますね」

　──私はあなたが大嫌い。

　──口答えは許さないわよ。

　──あなたに自由なんてないの。

　──あなたは私の思い通りに生きなくてはいけないの。

　伯母の言葉は、まるで呪いの言葉だった。彼女は暴力に走る方ではなかったけれど、気に入らないことがあると菜々が泣いても許さずに、延々と嫌味を垂れ流して彼女の心を嬲り続けた。否定の言葉を伯母は嫌った。はい、わかりました。ごめんなさい。彼女はいつも菜々へこの言葉を強要していた。

　ふと泡を流すシャワーの熱に、痛みを覚える。見ればシャワーを壁のフックに引っ掛けて、菜々の肩に黒江が噛みついているところだった。はじめは甘噛みだったのに、何度か繰り返されるうちに、食いちぎられるのかと思うほどの力になっていく。

　どんなに痛いほど噛まれても、赤くくぼんで、痕が残るだけだ。けれど、黒江の犬歯だけは違った。犬歯だけが異様に鋭いから、そこだけ小さく穴が開く。血がにじむ。

「……痛い……」

「そうでしょうね」

　黒江はますます菜々の腰に回した腕に、力を込める。そうして菜々を映した瞳の奥の、滾るような欲望の深さに、一瞬だけ眩暈を覚えた。




三か月前

　何度か、家出をしたことがある。

　と言っても行くあてなどなかったから、あたりをふらふらする程度の、実に子供じみた家出でしかないのだけれど。

　伯母の家での生活は、窮屈以外の何物でもなかった。彼女は仕事で忙しくしているため普段家にいることはないが、代わりに使用人たちが常に菜々へと監視の目を光らせていた。家政婦たちが日替わりで菜々の世話にあたって、菜々の行動を逐一報告書にまとめ、伯母へ提出するのだ。

　伯母の行動は、もはや執念だった。伯母は、菜々を憎んでいる。菜々だけが、彼女の夫と息子を奪った事故で、ただ一人だけ生き残ったから。

　幼い頃から伯母は弟──菜々の父と仲が良くなかったらしい。祖父の築き上げた大会社こそ相続をしたのは伯母だが、祖父の土地を多く相続したのは、はじめは菜々の父だった。敗北を味わった伯母を支えてくれたのは彼女の夫で、しばらくは伯母も夫婦で力を合わせて会社を取り仕切ることに没頭していたらしいのだが、親戚一同が集まって食事をとることになっていた七年前の正月、道に迷った菜々とその両親を迎えに行った伯母の夫と息子は、居眠り運転のトラックに衝突されて、菜々の両親ともどもかえらぬ人となった。

　一番体の小さかった菜々と、そして家族のために正月料理を作って待っていた伯母だけが助かり、莫大な財産が二人のもとへと、虚しく転がり込んできた。

　家族を失った伯母は悲しみ、次いで激怒した。菜々たち一家が道に迷いさえしなければ、彼女の夫と息子は死ぬことなどなかったのだ。それなのに事故のきっかけを作った張本人の忘れ形見だけが、こうして今ものうのうと生きている。

　──許さないわよ。

　何度も、言われたことがあった。

　──あなたを、飼い殺してあげるわ。

　──死ぬより窮屈な思いを、あなたにさせてあげる。

　──あなたの父親のせいで、私は大事なものを失ったんだから。

　伯母から悪意を向けられると、どうしても菜々は竦んでしまう。十歳の時から長い時間をかけて、伯母は菜々の反抗的な態度をそぎ落としてきた。

　その日の家出も、恐らく伯母へ報告されるだろうということはわかっていた。どうせ結局、数時間後に迎えがやってきて、雇われの運転手が嫌がる菜々を車に乗せ、連れ帰っていくに決まっている。そんな自分が情けなくて、家出するたび自己嫌悪に苛まれるのに、どうしても年に一度ほどの頻度で、耐えきれなくなって家を飛び出してしまうのだ。

　きっと今日もそのうち迎えがやってくるのだろうな、と思いながら夜の公園のベンチにぼんやり腰かけて、月の見えない夜空を見ていた。あたりには誰もおらず、その静けさが菜々の心を落ち着かせた。

　しばらくして、目の前に数人の男が立ちはだかり、菜々は観念した。また伯母にどんな嫌味を言われるのだろう、そう思った刹那、みぞおちに拳がねじ込まれて、吐き気と共に思考が暗転する。




　気が付いた時、菜々は知らない場所にいた。コンクリートの床の倉庫のような場所だった。手足は当然のように拘束されていて、口の中にはガーゼらしきものが詰め込まれていた。

「起きたぜ。どうする」

「放っておけばいいだろう」

「これが本当にあの会社の社長の娘なのか？」

「娘じゃない、姪らしい」

「何にしろ引き取って育ててるんだから身代金くらい払うだろう」

　肩を掴まれて、強引に体の向きを変えさせられた。菜々の顔を覗き込むようにしてきたのは、覆面をかぶった複数の男たち。

　そこで自分は誘拐されたのだと、遅まきながら気付いた。

　伯母の会社は大きな金を動かす会社で、たくさんの人々からたくさんの恨みをかっていることは知っていた。伯母はあまり表だって顔を出すことはしていなかったけれど、それでも少し調べれば彼女の家庭状況などは突き止めることが出来るらしい。

　伯母様が、誘拐された私の、身代金を払う……？

　そんなことあり得るのだろうか。まったく想像がつかなかった。このまま見殺しにされてしまうかもしれない。むしろ、そうされることを望んでいるのかも。

　自力で逃げ出そうと咄嗟に手足をばたつかせた。けれど、あいにくきつく縛られているため、思うように動けない。もっと激しく暴れればどうにかなる？　どうにかできる？

　私はここで死ぬのだ、と思うと、途方もない絶望が彼女を襲った。伯母が怖かったからひたすら従順だった自分。それでもその伯母に見捨てられてしまう自分。なんて惨めで、情けない。

　そう思ったとき、黒江がやってきた。

　倉庫の扉を両手で開けて堂々と、驚き戸惑う男たちを、ためらいもせずに所持していた銃で次々と撃っていく。あまりに突然かつなめらかな動作だったので、驚くことすら忘れてしまった。弾丸が放たれる乾いた音は、想像よりもずっとかろやかだった。

　全員を撃ち終えた黒江が、にやにやしながら縛られている菜々の轡をはずしてやっと、大量の唾液と一緒に悲鳴が飛び出す。

「はい、よしよし。落ち着いて」黒江は絶叫した菜々の背中を撫でさする。「大丈夫ですよ、死んでませんから」

「でも、でも！」

「腕とか脚とか撃っただけですから」

「嘘！　だってあんなに血が……！」

　撃たれた彼らはぴくりとも動かない。それどころか、じわじわと赤い液体が広がっているではないか。仮に彼が言うように、腕とか、脚とかを撃たれたとしたら、果たして人はここまで動かないものだろうか？

「いずれにせよ違法ですから、あなたの伯母さんにもみ消してもらわないと」

　伯母がもみ消す？　人が死んでいるのにどうやって！

「ところで菜々さん、無事ですか。何かされました？」

　悪魔だと思った。ためらわずに人を撃つ彼を。そして顔色一つ変えずに、菜々の縄を解いていく彼を。




　この時、黒江はまだ伯母に雇われて数か月の人間だった。

　黒江は菜々の身辺警護のために雇われた、いわばボディガードである。主に菜々の高校までの送迎が彼の仕事で、彼女が出かけるなんてことは滅多にないのだけれど、それに付き添うのもまた黒江の仕事だった。そういった人間は毎年雇われていた。菜々があまり親しくならないように、一年に一度取り換えられるのだ。

　菜々はどちらかというと積極的に誰かと親しくなろうとする人種ではないのだが、けれど黒江とは、これまでの男たちよりも少し親しかった。

　彼は以前、菜々に誕生日プレゼントをくれたことがある。彼からすればなんてことのない出来事かもしれないけれど、菜々は、それが嬉しかった。




　誘拐犯たちが菜々を連れ込んでいたのは、埠頭に並べられたコンテナの一つだった。怖いくらいにひと気がない。夜の海は闇の底に続いているかのように、黒い波を寄せては返しを繰り返す。いったいここはどこなのだろう。なぜ黒江は菜々がここにいるとわかったのだろう。

　黒江に手をひかれて車に乗り込む。助手席に座った途端、自分でも知らないうちに緊張の糸がとけたのか、急に瞼が痙攣し、涙があふれてきた。菜々はわが身をかき抱く。

「……っ、伯母様、の」

　震える声を絞り出した。

「伯母様、が、黒江さんに……銃を？」

「まあ、そんなところです」

「伯母様の、会社って……そんなに……」

「お金を扱う会社ですからね。それなりのところと繋がりがあるんじゃないですか」

「黒江さん、は……どうして私を、助けて……」

　問うと、黒江はにやりと笑った。

「菜々さんが誘拐されたなんて知ったら、あとで伯母さんに叱られちゃいますからね。頑張って探しました」

　ああ、と思った。やはり伯母が菜々を助けるように命じたわけではないのだ。

「黒江さん……」

「はい」

「……私……わた、し……」

「怖かったですか？」

　もう頭の中に言葉が出てこなくなって、菜々は黙って頷いた。黒江は菜々の方へ手を伸ばして、頬に触れる。

「じゃあ、もう家出なんかしちゃ駄目です」

「ごめんなさい……」

　素直に謝ると、黒江は手を伸ばして菜々の頭を撫でた。手のひらの重みが、余計に彼女の心を震わせる。

「でも、私は……あそこに帰るのが、怖いんです」

「今も怖いですか？」

「今も……怖いです」

「そうですか、それじゃあ」

　黒江はエンジンをかけてアクセルを踏んだ。

「少し悪いこと、しましょうか」




　連れて行かれた先のシティホテルは、至って普通の部屋だった。ベッドが大きい、と言う印象を受けたのは、恐らく部屋が狭くて、物がベッドとテレビしかなかったからだろう。

　所在なげに菜々が佇んでいると、黒江が背中から菜々を抱きすくめて、そして押し倒した。不思議なほど恐怖を感じなかった。感覚が麻痺していたわけではない。純粋に、ことの成り行きを受け入れていた。

「嫌なら、言ってください」

　今なら。黒江は続ける。

「まだやめることもできますよ」

　悪いこと、しましょうか。黒江はそう言っていた。だったらこれはいけないこと？　愛を確認しあったわけでもない異性と、こんなことをするのは不純なこと？

　だったらもう、それでいい。そう感じた気持ちは、決して投げやりな気持ちなわけではなかった。だったらもう、それがいい。

　誘拐された恐怖や、伯母のいる家に戻ること、そう言ったしがらみをすべて、別の何かで忘れたかった。そうでもしないと、様々な負の感情に押しつぶされて、自分という形を保てなくなるような気がしたのだ。

「……痛っ」

　肩を噛まれて驚いて体を引くと、黒江は全身を使って菜々を押さえ込む。そうされてはじめて、菜々は少しだけこれからはじまるべきことに不安を抱いた。

　しかし黒江の愛撫は、さほど強引ではなかった。丁寧にたくさんキスをして、愛されているのかもと錯覚するほどに優しく髪を撫でる。指を甘噛みして、しゃぶって、舐って。皮膚がとろけてしまったのではないかと思う頃に、手首、腕、肩、首とそっと移動していく。

　思わず声が漏れて、驚いた。こんな声の出し方なんて知らない。軽蔑されただろうか。手で口を押えていると、黒江がその手に指を絡め取って、彼女の唇にキスをする。

　菜々がぴくりと動くたびに、黒江はとても嬉しそうにした。菜々さんも触って、と、少年のような声で言う。

「どこを、どうやって……」

「手で……して」

　手を導かれて戸惑ったが、菜々の意を問うような、それでいて期待に満ちたような目で見られて、断ることが出来なかった。黒江の性器はほのかに濡れていた。骨が入っているみたいにかたい。熱いなあ、と思いながらぎこちなくしごくと、彼は気持ちよさそうに息を吐く。

　黒江の指が、そっと菜々の中に押し入ってきた。変な感覚だ。指はあまり動かずに、静かに菜々の膣壁をこする。痛いわけでも辛いわけでもなかったが、やはり気が付いたら嫌がるような声を漏らしてしまった。

　指を抜いて、黒江は自らの性器を菜々の入り口にあてがう。

「入れますね」

「……は」

　はい。

　そう答えようとした途端に、怖気づいた。先ほど手でしごいたあれが、体の中に入るものなのかと改めて考えて、怖くなったのだ。

「あ、あの」

「はい」

「あの……私」

　急に体が震えてきた。どうしよう、どうしたら。震えながらも、この先の行為を断りたいわけではなかったのだ。自分が次にとるべき行動がわからずに、ただただ混乱していた。

　そんな菜々を見て、黒江はふっと微笑んだ。そして彼女の耳元で、かすれた声で小さく囁く。

　あまりに小さい声だったため何と言ったのか聞き取れなかったのだが、なぜかそれを聞いた途端に安堵して、全身の力が抜けていった。

　挿入されると、痛いというよりきつい、と思った。圧迫感が苦しい、重たい。誰かの体が自分の中に入ってくるのは重たい。

「痛いですか？」

「……平気です」

　多分、と心の中でつけたした声を見透かしたみたいに、黒江はしばらく腰を動かさずに、またたくさんのキスを菜々へと注ぐ。

　次いで黒江は菜々を噛んだ。乳房やら、肩やら、耳やらを血が出るほど強く噛んだ。はじめは痛みから逃れるために身をよじっていたのだが、次第に菜々も諦めて、されるがままに噛まれ続ける。そうしているうちに、だんだんと痛みに慣れて、どこか甘い疼きをおぼえはじめた。

　やがて彼は腰を動かしはじめる。少し痛かったが、噛まれる方が痛かった。黒江はさぐるように浅い箇所をこすったと思ったら、今度は、別の角度でぐるりと、中を掻き出すようにえぐる。まるで女性器をこじあけるみたいに。

　入り口ばかりがひらけていく感覚。雫の滴る水道の蛇口を、きゅっとしめなくては、と感じる時に似た、不安定な気持ち。

　痛い、気がする。でも、続けて欲しい。

　穴を掘るように同じ場所ばかりを、ふくらんだ亀頭でごりごりとこすられる。彼はきっと刻んでいるのだ。菜々の中に、自分のすべてを。

　強弱が不安定で、尿意を刺激されるような、唾液が溢れるような、快楽なのかどうかわからない心地が少し怖かった。深い海の中をたった一人で漂うのは、きっとこんな気分なのだろう。その途方もなさが怖くて思わず手を伸ばすと、黒江にしがみつくことができて、泣きたくなるほどほっとした。

「黒江さん……」

「はい」

「黒江さん」

「はい、菜々さん」

　彼に抱きつきながら問う。

「……気持ちいいですか？」

　言葉にしないと不安だったから、聞いてみた。しかし黒江は、何も言わずに笑うだけで答えてはくれなかった。

　果てた後、彼はしばらくそのままの体制で動かずにいた。まるで何かを味わうみたいに、菜々の上にかぶさったまま首筋を噛んでいる。しばらくして、やわらかな男性器が入っていることになんの違和感も覚えなくなったころ、ずるり、と前置きもなくそれを引き抜いた。それまであった質量が失われた瞬間、まるで自分の一部を失うかのような喪失感に全身がひきつりそうになった。耐えきれずに思わず、彼の肩に噛みついた。すぐにはっとして唇を離したのだが、黒江はそれを見逃さなかった。

「……やったな」

　怒ったようなその口調。それでも、瞳の奥は笑っていた。その時その瞳の奥に、菜々は自分の喜びを重ねた。この人を好きだと思った。




現在

　結局、昼過ぎまで眠っていた。黒江に揺り起こされて目を覚ました菜々は、慌てて仕度をして部屋を出た。

「あっ。待って、鞄が……」

　放り投げられたままのボストンバッグを取るために、出ようとした部屋の奥へと引っ込むと、黒江が面倒くさそうに息をついた。

「それ、もう置いていきませんか」

「え？」

「だって邪魔でしょう。それに金なんて、あとでいくらでもどうにかなりますし」

　札束をめいっぱい詰め込んだ鞄は重い。引きずるようにしながら運んでいた菜々は、黒江がそう言うのならそうなのかも……と、うつろに思う。

　そもそもどうして自分はこれを持ってきたのだろう。思い返してみると、この金を用意したのは黒江ではなく菜々だった。金はあって困るものではない、と思ったから。これから逃げていくために、必要だと思ったから。

　立ちすくんだ菜々に、黒江はもう一度ため息をついてから近づいて、嫌そうにしつつもその鞄を受け取った。困ったように笑って菜々の頭を数度撫でたと思ったら、彼女の手を引いて歩き出した。




「菜々さんは、怖いんでしょう」

　車に乗り込み、エンジンをかけながら、黒江が言った。

「俺のこともそうだけど、世の中のすべてが」

　運転席から身を乗り出した彼は、菜々の方へと顔を近づけた。唇が触れるか触れないかの距離で動きを止める。こういうことをする時、彼は内心で楽しんでいるのだ。

「あなたは弱虫ですからね」

　吐息が震えたのは恐怖からではない。まるで習慣みたいに瞳を閉じて、黒江の唇に自分の唇を重ねようとした。わずかに触れたと思ったら、ゆるやかな動作で避けられてしまう。もう一度触れようとする。また避けられた。

「でもね」

　菜々の唇の端をついばむようにして、彼は続けた。

「あなたは俺のことだけ、怖がっていればいいんです」

　言葉に詰まった菜々が複雑な表情をしていると、黒江は今度こそ唇に軽くキスをした。

「だって」泣きそうな声で言う。「だって……だって」

　だって、のあとの言葉を見つけられないでいる菜々に、黒江が笑った。歪んだ唇からは、鋭い犬歯が覗いている。




半年前

「今日、誕生日ですよね」

　最近雇われたばかりの男が、学校帰りの菜々を車に乗せて、いつもの通学路からはずれた。後部座席で戸惑う彼女に向けて、黒江がバックミラー越しに笑いかける。

「せっかくだし何かおいしいものでも食べましょう。確かそこにアイス屋さんがあったはずだから、ご馳走します」

「でも、伯母様が……」

　分刻みで菜々の行動を報告させている伯母のことだ、寄り道などしようものなら、後でどれほど手ひどくなじられるかわからない。黒江だって、叱られてしまうかも。

「大丈夫ですよ。この車にはまだＧＰＳとかついてないんです。あとで適当にごまかしておきますよ。……それから、これ」

　運転席から手が伸びてきて、小さな紙袋を渡された。開けてみると、中は赤い苺のヘアピンだった。

「昨日、帰り道に露店で売ってたんです。断りきれなくて買ったもので恐縮なんですけど、そういえば菜々さん、明日誕生日だったなって気が付いて」

　びっくりした菜々が言葉をなくしていると、その沈黙を違う方向に受け取ったのか、黒江が珍しく慌てた。

「いらなかったらお友達にあげてください。十七歳の誕生日なのに、苺だなんて、子供っぽいですよね」

「お友達なんて……」

　自分の手が震えていることに気が付いた。はじめ、プレゼントをもらった瞬間は嬉しいと思ったのだ。けれど続く彼の言葉を聞いているうちに、だんだん、悲しいような、腹立たしいような気持ちになってきた。そして今は、泣きそうになっている。自分はいったいどうしたと言うのだろう？

「お友達なんて、いません……」

「え？」

「作ったら、伯母様が怒るから……」

　菜々が通うミッション系の女子校にも、伯母の監視の目は及んでいた。伯母が誰とどういうつながりで、どういう契約が成されたのかはわからないが、彼女は菜々の行動のすべてを把握していた。友人を作って笑い合おうものなら、

『じゃあ、その子には転校して頂きましょうね』

　と、その日の夕食の席で言う。その友人が本当にいなくなってしまってから、菜々は学校で笑わないように努めた。

「お、伯母様は」

　これまで伯母に抱いていた恐怖が堰をきったように、次々と溢れていく。

「私を、死ぬまでいじめる気なんです……っ」

　伯母はきっと菜々を生かし続けて嬲ることによって、自分の夫と息子が死に、弟の娘である菜々が生き延びた鬱憤を晴らしているのかもしれない。そう言った意味では、菜々は彼女の生きがいだった。

　私は、あの人にいじめられるために、生かされている。あの人が家族を失った悲しみを、怒りで発散するために。

「息が詰まりそう……！」

　胸を押さえながら後部座席でうずくまった菜々を見て、黒江はしばらく何も言わなかった。やがて車が赤信号で停止した時、ハンドブレーキをかけた彼は、座席を軋ませて振り返る。

「殺してあげましょうか」

「え？」

「あなたの伯母さんを、俺が」

「……黒江さん？」

　この人が、伯母を殺す？　伯母が死んだら菜々は今よりも楽になれる。少なくとも今までのように、自ら一挙一動をレンズ越しに監視されることもない。

　けれど、人を殺すということは、果たしてそんなに簡単なことなのだろうか。人の命とは、たとえ憎い相手のものであっても、それほどまでに軽いものなのだろうか。

「俺はね、菜々さん」

　黒江が笑った。

「そういうことをするのが、別に嫌いじゃないんです」

　嫌いじゃないって、──何？

　息をすることさえ忘れて動けずにいた菜々が我を取り戻したのは、後続する車のクラクションだった。信号はとっくに青になっていたのだ。

　黒江は微笑む。「冗談です」

　前に向き直ってハザードランプを一度だけ点滅させ後続車に詫び、彼はアクセルを踏んだ。

「菜々さん」

　呼びかける声はとても優しい。

「誕生日、おめでとうございます。素敵な一年になるといいですね」




現在

　菜々さん、菜々さん。

　呼ばれて起きると、空が紫色に染まっていた。ぼうっとしながら横を向けば、運転席でハンドルに肘をもたれかけた黒江の姿がある。優しげに瞳を細めながら、こちらを見ていた。

「うなされてましたよ」

　自分にかけられた黒江の上着に顔をうずめながら、菜々はもう一度目を閉じた。

「怖い夢でも見ました？」

　怖い夢？　ああ、言われてみれば確かに少し、怖かったかもしれない。「覚えてません……」

　ふと、黒江の上着がなんだかずっしりと重い気がして、違和感を覚えた。菜々が動くよりも先に、黒江が車のドアをあける。

「ちょっと休憩していいですか。目がだるくて」

　日が暮れかけていた。メーターの横に表示されているデジタル時計を見ると、夕方の六時前だった。辺りを見渡すと、どうやらまだ山道のようだ。一方通行なのか、車線は一つしかない。

「ああ、そうそう」

　車を降りる直前に、黒江はズボンのポケットからきらりと光る何かを取り出してみせる。

　それが昨晩、黒江にはじきとばされたヘアピンだと気付いて、菜々は驚いて顔をあげた。その反応に、彼は満足したようだ。

「大切にしてくれなくちゃ、嫌ですよ」

　内緒話をするみたいに人差し指を唇の前でたててみせ、音もなく車から離れて行く。ガードレールに腰を乗せた彼の背後では、鳥たちがせわしなく鳴いていた。

　ふと、彼の足元に現金の詰まったボストンバッグが置いてあることに気付く。どうするつもりだろう、と遠くに感じながら、菜々はぎゅっとヘアピンを握りしめた。

　手のひらの中の、安っぽいヘアピン。女子高生がつけるには少し幼すぎるような、苺のチャームがちょこん、と飾られている。両親が死んでから、誕生日プレゼントをもらったのはこれが初めてだった。

　ふと、金属の音に気が付いた。ずっしりと重たい黒江の上着の内ポケットから聞こえてくる。なんだろう、と思いさぐってみると、出てきたのは拳銃だった。




　助手席を下りて、震える手で拳銃を黒江に向ける。砂利を踏んだ音に気が付いたのか、菜々に背を向けたままの彼は、振り返らずに言った。

「もう少しだけ待ってくださいね。すぐ済みますから」

　その手からたくさんの一万円札が、翼から零れ落ちた羽みたいにばらまかれていた。黒江は、伯母から奪ってきた金を捨てている。菜々が大切に運んできたものを、躊躇なく。

　もどかしくなった。彼が荷物でしかない現金の山を疎ましがっていることは知っていた。それでも菜々の意を汲んで、ずっと運んできてくれていたのに。

　黒江さん、ねえそれは、もうあなたにとっていらないもの？　私はいつ、あなたにとっていらなくなるの？

　伯母を殺してみてわかった。あんなことは許されるべきことじゃない。あの時、菜々は死んでも許されない罪を犯してしまったのだ。

　死に際の伯母を思い出すだけで、罪悪感に呼吸が止まりそうになる。こんな思い、耐えられない。いっそひと思いに死んでしまえば、この苦しみから逃れられる？

　──ああ、だったら黒江さん、私はあなたと一緒に死にたいです。もしそのお金みたいに、私もいつかあなたに捨てられる日がくるのなら、こうしてあなたが私を見てくれているうちに、一緒に死んでしまいたいです。

　小さな髪留めたった一つで、彼を好きになってしまう自分は愚かなのだろうか。それだけで体を許してしまう自分は、軽薄なのだろうか。

　馬鹿みたいだ。実にくだらない。それでも自分は、もう取り返しがつかないくらいに彼に恋をしている。

「寒くありませんか？」

　振り返らずに声をかけられてぎくりとする。

「……はい。黒江さんが、上着を貸してくれたから」

　心臓が爆発しそうなほど激しく脈打っていた。小さな拳銃は、見た目に比例しないほど重い。泣きそうな気持ちになりながら、銃を構えていない方の手で肩に羽織った黒江の上着を握りしめる。

「あの」間を持たせるために言う。「黒江さんこそ、寒くありませんか？」

「少しだけ。だから、菜々さんが暖めてくれます？」

「黒江さん」

　今度こそ声が完璧に上ずってしまった。もうほとんど泣きながら、菜々は両手で銃を構えなおす。

「一度も言ったことがなかったけど、私、黒江さんが好きです」

　黒江は振り向いた。泣きながら銃を構えた菜々を見ても、薄く笑ったままだ。

「……すごく好きです……」

「ありがとう。とても嬉しいです」

　誠実な言葉で応じながら、彼は両手を広げてみせた。

「俺もあなたが好きだから、あなたになら殺されてもいいですよ」

　胃が冷たい手でぎゅっと握られたような心地がした。自分が彼を殺そうとしていることよりも、彼がいなくなってしまうことの方が、たまらなく怖い。

　黒江の香りが残るぶかぶかの上着を握りしめると、肩をすくめるようにして彼は笑った。

「そそりますね、その恰好」

　そして、伸ばした菜々の腕の先に続く拳銃に向かって、一歩、また一歩と近づいてくる。

　撃たなきゃ、と思った。そうでもしなくちゃ、きっと自分は駄目になる。

「ひきがねをひいて」

　黒江が近づいて来る。彼が側にやってくればくるほど、菜々の震えは大きくなった。

「簡単なことです」

　そしてとうとう、銃の先端が黒江の胸と垂直に触れる。

「さあ」

　優しく言った。

「さあ」

　もう一度。

「さあ、早く」





＊　＊　＊






　あの時、菜々がどうして伯母を殺したか。

　死の直前の、伯母の言葉が蘇る。

『私の家で楽しもうなんて、いい度胸じゃない』

　夕食の後片付けをすませたら、家政婦たちはみな帰る。そのあとの台所は菜々の城だった。彼女は特に和食を作ることが好きだった。

　伯母の監視下におかれていることはもちろん理解していた。それでもこの無害な趣味だけは、時々嫌味を言われつつも、なんとかお目こぼしをもらっていたのだ。

　ほうれん草のおひたしを切っているところに、伯母がやってきて言った。

『気付いてないと思わないでね、タイミングを見計らっていただけだから。デートに、キスに、それからセックスは楽しかったかしら？』

　さあっ、と。自分の体から何かが消えていくような音がした。

　驚愕の眼差しで彼女を見た菜々に、伯母は美しく笑う。

『しかしまあ、まさか黒江とはねえ……』彼女は顎に手を当てた。『あっちがあなたをどう思っているかは知らないけど、あなたが黒江を気に入った以上は、彼にはたくさん苦しんでもらいたいと思っているわ』

『伯母様……』

『それとも、そうね……。あなたが思いきりみっともない姿で私に謝罪するのなら、考え直してあげる。覚えておいてね、あなたは私の手の中で泳ぐ魚なの。幸せになることなんて許さない』

　軽やかな足取りで部屋に戻って行った伯母の背中を見送って、菜々は震えながら、しかし迷わず、一番切れ味のいい包丁を手に持っていた。

　私が、どうして──伯母様を殺したか。




　黒江のことだから、伯母に危害を加えられたとしても、うまく逃げおおせるだろうとは思っていた。それでも伯母はこの先、何がなんでも彼との逢瀬を許してはくれないだろう。

　黒江に二度と会えなくなるなんて嫌だ。絶対に嫌だ。死んでも嫌だ。

　これまでずっと厳しく躾けられて、おとなしいだけの従順な飼い犬だった菜々は、たった一度だけ伯母に牙をむいた。

　もうやめて、気が付いたら呟いていた。もう自由にして。黒江さんと会うことだけは禁じないで。





＊　＊　＊






　耐えきれなくなった菜々は拳銃を落として、黒江の上着を抱きしめるようにうずくまる。

　逃げられない、と思った。彼のすべてが、菜々のすべてに繋がっていた。この人の声も、香りも、何もかも。失ったら、きっと自分の中で何かが終わる。それはきっと死ぬよりも怖い。だから失えない。嫌いになれない。抗えない。

　声を殺して泣きながら、許しを請うようにして彼を見上げた。自分はなんて、中途半端でめちゃくちゃなのだろう。

「どうせできないと思ってましたけど、あなたって本当に弱虫なんですね」

　対する黒江はなんてことなさそうに笑っていた。鋭い牙を見せて笑うその表情は、やっぱり、悪魔にしか見えない。

「そんなに怖がらないで」

　睦言みたいに言う。

「今までも、チャンスをあげてきたじゃないですか。それでも逃げなかったのは、いつだってあなたでしょう？」

　黒江は菜々と同じ高さまでしゃがみ込んで彼女の顔を傾け、自らが残した傷を確認してから、ふわりと目元を和ませた。言葉の合間に、金属の擦れる音が聞こえてくる。きっと彼が拳銃を手にした音だろう。次にそれを使うのは、誰に対して？

「けど、さっきのが最後のチャンスですよ」

　こめかみに冷たいものが押し当てられた。銃口だ。黒江は優しい目のまま、ばーん、と小さく呟いた。

「もう逃がしてあげませんから」

　それでもいい。そう思う自分は、きっと手遅れ。





神の島　　あずみ







　悪い予感というのは当たるものだ。

　ざくざくと獣道を行く男の脳裏に浮かぶのは、舟着き場で投げ遣りに道を指した、こすっからいイタチ顔の漁夫の顔だった。いけすかねえ奴だ、そう感じた己の嗅覚を信じていたら、日没近づく山道をひとりさまよう羽目にはならなかった筈だ。

「……クソ！　社殿はどこだ、ふざけやがって」

　小川の傍なので、蹴り飛ばすのに適した小石には不足しない。だが、目指す建物はいつまで経っても目の前に現れなかった。

　浜風がじっとりと溜まっているような原生林を突っ切ってきた体からは汗がきりなく流れる。水音を追って小川に辿りついたはいいが、飲んでも飲んでも体から水分が流れていった。「島」の正式な客人である筈の自分が、なぜこのような扱いを受けなければならないのか。顎を伝い落ちる汗を乱暴に拭いながら、男は苛立ちを噛み殺す。引き返してイタチ爺の首を捻ってやりたくとも、来た道すら曖昧で気乗りがしない。

　髪も髭もぼうぼうに伸ばしっぱなしの男の姿は、作法を弁えぬ流れ者のそれであった。白目のすくないどんぐり眼が浅黒い顔の中でぎらぎらと燃えていて、擦れ違いざま誰もがそっと視線を逸らす類の人間だ。あれは支那帰りじゃけんな。子守婆は童に囁く。目え合わせたらいけん。軍人は生き血を吸うけん。ましてやあれは、鬼っ子じゃあ。

　──鬼っ子上等。そのお陰で階級が上がって、旨い飯食って可愛いおねえちゃんとしっぽりやれるってもんだ。

　汚れ仕事を厭わない男は、泥臭い戦場で上層部に恩を売り、権力者につなぎをつけることに成功していた。金持ちの横で啜る旨い汁が、単細胞な男の考え得る最大の名誉であり、褒美であった。「従順な野犬」と周りに揶揄されても、男には厭味が通じない。道の隅で痩せたあばらを晒す貧相な犬を思い浮かべ、あれより大分上等な人生だな、と納得するだけだった。飢えもない、渇きもない、女の柔らかい肉に抱かれて眠れりゃ天国だ。

　今回の件も、有り難いおこぼれのひとつだった。

　神女を抱けと。

　近々また戦争があるから、大陸に渡る前に、その筋では有名な戦さ神の加護を受けて、弾の当たらぬ体になって来いと、送り込まれたのがこの島だった。

　僅かな白浜以外は切り立った絶壁で囲まれた瀬戸内の弧島──ここは長らく神域とされ、島民以外の出入りを禁じられていたという。

　カミサマねえ、と鼻で笑いつつ、男は二つ返事で話を受けた。女と──瀬戸内の魚介と、温泉？　上等上等。参りますとも。ついでに戦勝祈願、お任せあれ。

　遊興気分で来たものが、散々な目に遭って、男の堪忍袋は破裂寸前だった。苛立ちを紛らわせるのに、神女とやらの優美な柳腰や白粉の匂いを思い描きながら半日ほど歩いたが、小石に足を取られつんのめった瞬間、きわまで来ていた我慢がついに限界に達した。

　日の入りが近づいてくるにもかかわらず、幽冥たる山には仰々しい鳥の鳴き声以外、気配はなかった。

　川面を見遣れば、上流から滝となって流れ落ちた水がひとところに溜まっており、夕の曇空を映した水面が真珠色にひかっている。

　行水で砂塗れの体を流してから、夜を駆けて戻り、漁夫の首でも短刀で撫でてやった方が結局話が早いだろう。そもそも招いておいて迎えすら寄越さぬ「島」の了見がおかしい。あんまり腹が立つようならあのイタチ面を舟小屋の軒先に飾ってやれ、ただで済むと思うなよ──そもそも神罰を恐れるような男ではなかった。

　ああ、くだらん時間を取った。

　男は早速服を脱ぎ捨て、川に踏み込む。水のつめたさにぞくりと肌を粟立てながら、思い切って頭まで浸かると疲労の芯まで洗い流される心地がした。

　潜りながら、そういえば直前、視界の端に何か映りはしなかったかと思い出す。そう、大岩の辺りに──。

　頭から水面を突き破って顔を出す。

　それらしきものを見つけたと思った瞬間、水底の苔に足を取られてしまい、再び頭まで水に浸かった。

「……がっ……ぐぇっ、っぶ、……」

　したたか水を飲み、慌てて浮上しようとするも、緩い筈の水流に絡め取られ自由に動けない。見えない力がどこかに男を攫おうとしているかのようだ。

　こんなわけのわからないところで死ぬのはいやだ。

　男は尻もちをつくような恰好から何とか足指を突っ張り、気合いを入れて立ち上がった。ぐらり、と目の前が霞んだ。思い切り息を吸い込もうとしたが、川の匂いのする水が喉を塞いでいる。

　しばらくは前後不覚だった。だが、何とか水を吐いた男は、藻のように顔に纏わりつく自分の髪を払い除け、貪欲に視界を浚った。

　何か──とびきりのものを見つけた気がしたのだ。言葉にはならぬ、何かを──。

　そうしてようやく探し当てた大岩の上、




　──まるで大理石の彫刻めいてぼうと白くひかる、

　──行き場のない野生のように動きをとめた「女」。

　蝋を固めたような滑らかな足と白装束の裾、そして長いみどりの黒髪を透明な川の中に残したまま、猫科の動物のようにしなやかな肢体を見せつける、「とびきり」の。




　あれは一体何だと、男の目は釘付けにされる。




　どこか遠くを見つめる眼差しは、嵐の匂いを嗅ぎ取ろうとする野生のように青く透き通る。

　真っ直ぐ通った鼻梁と、寒椿のようにあかい唇と。あれぞ吸えば舌の痺れる毒の花だ。




　──何の前触れもなく女は男を見遣る。それが合図だった。




　女が水面に身を翻すのと、男がそれを追い始めるのとは、ほぼ同時だった。

　ゆらめく白い影を必死で掴もうとする男と、どこか不遜な緩慢さでその指先を逃れる女と。

　男の目は、冬眠から覚めたばかりの熊が最初の獲物を見つけたような、狂気めいた一心さで女を求める。

　──あれは何だ。見たこともない白。見たこともない黒。己の血潮の音と来たら、興奮して濁流と化したような──溢れんばかりの、この歓喜！

　必死で水を掻き、染みる目を抉じ開け、白糸のごとき流れに沿って遊ぶ絹髪を無我で引いた。手応えに男は水中で笑い声を上げた。

　細い躯を引き上げ、抱きかかえる。装束の乱れなど知ったことではなかった。ばらばらともがく女をぎちぎちに押さえ込んで、腕力で圧倒しながら、──実のところ男は破裂しそうな下半身を何とか堪えている。

　ほろろと軽く、べらぼうにやわい、どこまでも指が沈んでいきそうな肉のかたまり。破れた袖からのぞいた二の腕を耐えきれずに齧ると、──斯様に熟れたくだものがあろうかと！

　じゅっと啜れば、濡れた果実の味が口腔を一杯に満たす。食い千切ることはせず、意地汚く前歯でこそげるように咬んだ。味見が過ぎれば、このまま川中で果ててしまいそうであった。

　女を捕らえたまま対岸に上がり、適当な平地はと見渡したところ、都合良く古堂があった。格子窓から覗き込むが、使われている気配はない。朽ちかけた扉の、閂の辺りを思い切り蹴り飛ばせば、あとは縺れ込むだけだった。

　砂でざらりと滑る床に女を組み伏せる。

　目の裏にちかちかと白いひかりが散った。頭の血管が焼き切れそうだ。頭蓋の内側で割れ鐘が鳴る。もう、待てない。

　逃げようとしたのか、女は体を捻った──その動きを利用してそのままひっくり返し、四つん這いの腹の下に手を突っ込み、引き上げる。一級の白絹が、水を含んだまま男の手に縺れた。なまめかしい感触。男の村では花嫁衣裳でもこれほど上等な布は使えないだろう。悪くない。待ち望んだご馳走を前に、男は粘ついた唾液を飲み下し、舌舐めずりをする。

　これは間違いなく上位の巫女──神女と崇め奉られる高貴な女だ。

　帯を解き、乱暴に着物を剥ぎ取る。騒ぎもしない女に違和感を感じたものの、それは男にとって好都合であった。肝心の雄の箇所だけではなく、脳から神経から何もかも膨張して熱を持ち、はちきれんばかりになっていた。抵抗でもされたら、手加減なしに殴ってしまうかもしれない。できれば傷はつけたくなかった。白い体から流れる赤い血など見てしまったら、自分がどうなってしまうかわからない。

　純白のきれを捲り上げ、女の臀部を露出させる。そこはますます、男の罪深さを諭すがごとく、きわだった新雪の白さだった。

　無骨な靴底に踏みにじられたことのない、きめ細かな雪原のよう。撫で上げればしっとりと、水を吸った淡い体温を伝えてくる。双丘の間にはまるで夜開いた花のように、蜜の気配を含んだ入口が色づいていた。

　ほとんど全裸だった男は、触るだけで痛むほどに屹立した怒張を手で支え、女の入口に押し当てた。まさか処女だろうかと一瞬気にはかかったが、濡れているから何とかなるだろう。




「……後悔するぞ」




　ぞくりと腹にこたえる低さの軽蔑が、毒の唇から滴り落ちる。

　──それが世にも甘やかな呪いの文句であったということに気付いてしまったら、遂げられぬままに暴発していただろう。男は荒く繋いだ己の吐息で耳を閉ざして、腰を進めた。




　狭い。

　梅雨の隘路を思わせる湿った空間に陰茎を捻じ込む。何度か腰を揺すると、何とかカリの部分は収まったが、僅かに水気を孕んだ肉はしかし今まで味わったそれのようにとろりとした腐敗がなく、きつく締まる。

　泥道を踏むとしんと素足の周りに雨が滲むように、反応の遅い道を力任せに拡げ、進む。結合部を視ながら最奥まで到達すると、男の思考は焼き切れた。

　細い腰を掴み、挿しては抜き、より深くまで挿しを繰り返す。流れた汗が女の腰骨あたりにぽたぽたと落ちた。しきりに歯を食いしばったが、油断すると唾液が溢れそうだった。ぐずぐずの口内を自分の舌で慰めるたび、くぐもった声が漏れた。花畑の真ん中で肉の塊をばりばりと食らうような多幸感があった。だが喉を通る獣血の錯覚の分だけ、飢餓はますます増していく。

「……っ、ら！」

　勢い良く迸る精液を女の奥に注ぎ込んだ後も、下半身の熱は変わらず鋭く滾っていた。

　一旦抜くと、相変わらず氷のようにつめたい女の尻から、ぷつ、と白く泡立ったしゃぼんのような精液が伝って、内腿を這った。

　顔が見たいと思い、四つん這いのまま肩で息をする女の体をひっくり返す。

　ごろり、と転がった体、ゆっくりと濡れた黒髪が視界を遮り、最後に、貌──

　硝子玉のように青い片目が、ひかりを弾く。

　自然だけが作り得る澄んだ色は、残照が射した一瞬だけ煌き、やがて夜の沼のような黒に戻った。

「……よう、おひめさん」

「…………」

　不揃いの歯を剥き出しに男が笑い掛ける。女は興味なさそうに瞳を閉じた。影を落とす睫毛の完璧なかたち。目が合った瞬間のみ放たれた精彩。有り得ないほどにうつくしい女の貌と高慢に、その時男は一目惚れをした。

「、っあ……」

　女の足首を掴み上げる。正面から見てもひそやかな、淡い陰毛の下のひだに中指を突っ込めば、男の吐精でどろりと滑った。指をくの字に曲げてかき回すような動きをすると、女は目を閉じたまま低く呻いた。

　満足げに男は指を抜き、すべらかな脹脛に頬ずりした。

　べろりと舌を這わせれば、蝸牛の這ったような跡が残る。

　手の上で溶ける雪のような、つめたい皮膚の下には何が入っている？

　やわらかな肉、真珠の骨、青い水巡る血脈、それから？

　爪先をがぶりと食らい、かたちに沿って舐めしゃぶる。指と指の間に舌を捩じ込み、唾液を塗り込む。しばらく戯れのように続けてから、ふと女の顔を見遣れば、彼女は目を閉じ、眉間を寄せたまま、くすりと笑った。

　堆積した空気が、その時軽くそよいだ気がした。

「…………」

「……莫迦だな。うまくないだろう？」

　女が。

　喋った、という事実は、男を有頂天にした。

　足を放り出して、ぐいと顔を近づける。二本に増やした指を花唇に這わせ、すり合わせるように動かした。

「うまいさ。お前は？　味わってんのか」

「……っ……ふ、」

「ほら、見ろ」

　拡がった入口から、ちゅくりと淫靡なおとを立てて白濁した液体が滲んでくる。わざと女の前で汚れた指を広げ、男は嘲笑を浮かべた。

「こんなにして、初めてじゃねえんだろ、神女サマ？　……俺は正式に、招かれた客だぜ。困るこたない、「島」が許してんだ。なあ、今まで何人銜え込んだんだ？」

　挑発を投げつける合間にも──男は見惚れてしまう。床にうち広がる黒髪、象牙色の肌、円やかな肩や乳の膨らみ──何ほどにもない、というような、澄ました表情。乱れさせ、縋りつかせたくなる……魔性の美。

「好くしてやるから……。何が可笑しい」

「いや。……足を這う蟻の数ごときを、わざわざお前は数えるのかと思うとな？　……可笑しくなっただけだ」

　くすくすと空気を震わせて笑う女に、男はこめかみの血管が破れんばかりに興奮しながら、それならそうとばかり、砂糖菓子を舐め溶かすように、べろりと目の前の体にむしゃぶりついた。
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　気まぐれに涼風が裸の背を撫でていく。気持ちよさにつられて男は目を覚ました。

　堂の外で小鳥が鳴いている。

　古堂は現実離れしてしずかだった。夢の中でさんざ纏わりついていた不快な汚泥が、朝の空気に洗われたのか、体が軽い。悪いものを出し切ったかのようにしゃんとした体は、自分のものではないようだった。

　むく、と男は体を起こす。一糸纏わぬ無防備のまま外に出た。せせらぎの音が近い。耳を頼りに川べりに辿り付くと、顔を洗い、水を飲んだ。

　目脂を洗い流すと、ようやく景色がくっきりと輪郭を持つ。陽光を反射してひかる水面から顔を背け、衣服を探したどんぐり眼が──あるものを見つけて静止した。

　対岸で、ほっそりとした全身が、木漏れ日の肩掛けを被り、貝の粉でも塗したように仄かにひかっている。

「……何で、いる」

「いては悪いか。清めねば帰れんだろう」

　朝日の下、女の姿はいっそう眩しかった。

　流れる黒髪に水滴を纏わせて、破れた衣裳の下に乳房や足の付け根を覆い隠し、何事もなかったように神々しい。だが今度は、近づいても逃げる気配を見せなかった。

「……ふむ」

「なんだ」

「……やはり、美しい」

「──わたしが好きか」

　挑発的に微笑む女の腰を、返事の代わり抱いた手は、条件反射のように円みを辿って行く。空いた手で、川底の砂金を拾うように女の翠髪を掬った。

　太腿を這い、脚の間に侵食する手に──下腹に当たるだろう昂りに、女は恥じらう様子もない。

「は……。自慰を覚えた猿のようだ」

「猿で悪いか。はん、蟻よか出世したな。手、空いてんなら握ってくれねえか」

「下衆」

　丁度良い頃合いの木が女の背後にあるので、戯れのように絡み合いながら、そちらへ少しずつ押しやっていく。

「お前がこんなところに居るのが悪い。とうに逃げ帰ったと思ってたぞ」

「わたしが誰だかわかっているのか」

「漁村の女がこんな上等なべべ着れるもんか。莫迦にしてやがる。俺はわざわざ神女を訪ねてきたんだ。何も聞いてないのか？」

「さあ」

「では相手は別の女だったかもしれん。運が悪かったな」

「神女は戦さ神の妻だ。お前は何ゆえ手出しを赦された？」

「俺はカミサマなんか信じてねえんだ」

　木の幹に押し付け、逃げ場のないことをその体に伝える。相変わらず何を考えているのか判らぬ美貌を至近距離で見下ろせば、劣情に戦慄する。

「あんたがいい女だから犯した。その為にどこぞの許可証がいるかい。まったく御免だな」

　莫迦みてえだろ、と男は牙剥くように笑う。睨むように鋭い目の下を撫でると、ふわ、と上目遣いになった表情が存外愛らしく、思わず口づけた。強く抱き締めると手の中から零れ落ちそうだ。

　ああ、まったく莫迦みてえだ。こんなに魅惑的な女には今まで会ったことがない。

「……ま、カミサマの知り合いなら山程いるけどな」

「信じていないのにか？」

「俺には親父譲りの鬼が憑いてんのさ。おっそろしい強運で、弾の方が避けてっちまう。親父は上野から会津、西南の役、怪我ひとつしたところを見たことがなかったし、俺も清では最前線を走りながらひとり生き延びちまった。知り合ったやつあほとんど靖国だから、恨まれてるかもしれねえな……」

「鬼憑きの軍人か。……穢れそのものだな」

「ケガレモノにカミサマぶつけんのがお偉いさんたちの流儀らしいぜ。気の毒にな」

　耳元にわざと口を近づけ、少し尖った耳殻に息を吹きかける。どこもかしこも、部品からして整っていて、自分なぞと同じものとは思えない。

「更に今度はカミサマの保障つきだ。なあ、あんた俺と一緒に来て、部隊全員にやられてくれねえもんかな。そしたら大喜びで全員昇天しちまうか……」

「……ふふ」

　たとえその加護が本物でも、果たして自分はこれが他の男と重なり合うのを平静で見守れるものだろうか。

　指を捻じ込むように女の尻の肉を掴んだ。力の強さに、女は歯を見せて笑う。

「……なあ、わたしのことが好きだろう」

「おうともよ。なんだ、意外と可愛いこと言えんのか？」

「どういうところが好きだ？」

「…………」

　童のように瞳をきらきらさせて問う。

　女はその問いが好きだ。理由が何だというのだ？

　答えないのは男だからだ。

　幹に体重を預けた恰好の女の口を唇で封じる。女は目も閉じずににやにやしている。

　気まぐれに始めた行為だったが、唾液を混ぜ、とろける舌の感触を愉しみながら口内を蹂躙していくうち、次第に周りが見えなくなっていく。

　やがて糸引くように唇が離れた。女は笑みを浮かべたまま、呆れたように呟いた。

「なまぐさい……」







　この感じは何かに似ている。そう思いながら女の体ごと下から突き上げる。

　立ったまま犯される女の内膜はやわやわと男の一物を呑み込んで、強弱をつけて締め付けてきた。

　似ていると思うのはその加減だ。必死なようでどこか弄んでいるような、湿った感触。きゅうきゅうと締めては離す──ああ、懐かしいあの手だと、思い出したらぞくりと背筋に来た。

　思わず達しそうになり、気を逸らす為に口を開く。

「……なあ、」

「何だ」

　女は億劫そうに返事をする。木の幹に爪を立てながら肩ごしに男を見上げた瞳はまるで肉食獣のようだ。

「殺されかけたことがあるんだぜ。俺。まだ喋れもしなかった頃だ」

「ほう」

「後から聞いたが、その年は不作でな。妙な話だが、……く、ちゃんと覚えてんだぜ、そん時のこと。饐えたドブ川の匂いと、薄暗え天井と、母ちゃんのすすり泣きと。でもなあ、赤ん坊の俺を締めてんのも、母ちゃんの手なのさ。涙を拭い拭いなのか、息が止まりそうなところで止めちまって、また最初からなんだから、余計ザンコクってもんだ。俺ぁあん時地獄まで行きかけて……戻ってきちまったんだなあ」

「…………」

「お陰さんで閻魔さんの帳簿外なのかもしれねえが」

「ふふ」

　笑い声まで遠い記憶に結びつく気がして、女の体を、繋がったまま向き直らせる。ゆっくりと抜き挿ししながら、勃った乳首を指で転がした。強めに引っ張って捻じるようにすると、女はくぅ、と目を細めて腰を揺らした。ねだりに応じて、男は突き上げを激しくしていく。

（……こわいもんだ、）

　女というものは。──そう、思う。

　肩に縋り付く腕の細さも、壊れてしまいそうな心音も、耳の後ろから立ち上る花のような匂いも、ひと突きでのけぞって死んでしまいそうな姿も、すべて擬態で、何かとんでもないものを中に隠しているような錯覚に襲われる。

「……ぁ、う、……もっと……もっと突け……！」

　その中身を取り出して白日の下に晒せば、自分の方が叫び声を上げてしまいそうで。ひどく、恐ろしい。

　ぐちゃぐちゃと鳴り響くナカ、子宮口に至るまでの道を濡らすのは、雌蕊を濡らす蜜か、死に掛けた嬰児の血か、それとも。

　このままばくり、喰われるのか。

　恐れのままに、乱暴に乳房に食らい付く。唾液で汚し、吸い上げて声を絞らせ、ああ、まるで化け物同士の交歓──

　碌なもんじゃねえな、と男は嗤う。

　同じ顔で、女も微笑った。







　どろりとした白濁を放った後、女から体を離すと、流石に眩暈がした。

　頭痛と腰の痛みに、どかりと座り込むと、女は情事の残熱も残さず、ひらりと川の方へ歩いて行く。

　さしあたって、腹が減っていた。

　持って来た弁当は一日分だ。

　清流の中には魚影もあった筈だが、釣り糸を垂らす元気も気力もなかった。がりがりと頭皮を引っ掻きながら辺りを見回し、やむなく立ち上がる。

　少し歩くと、繁みの中にヤマモモの実を見つけた。

　がさがさと下草を踏み分ければ、むわっと夏の匂いが立ち上る。

　社殿まで行けば食事は出るだろうが、男は世捨てびとのように気ままに女とまぐわう時間が気に入っていた。

　女は──しかし帰らなくても良いのだろうか。巫女というものには詳しくないが、神女という身分と、あの奔放さというのがどうしても男の中で噛み合わない。土俗信仰が強く残っている地域であれば、必ずしも処女性を尊ぶこともないのだろうが……。

　だが、犯しても汚しようのない神性、あれは正真正銘の────

　思考は痛みに中断された。

　持ち上げた右足には、縄のようなものが絡み付いている。

「────……」

　それは、大柄な、ただのマムシに見えた。

　男は足から叩き落とそうとするが、なかなか離れないばかりか、威嚇しながら執拗に噛み傷を刻んでいく。

　本来マムシは臆病な蛇だ。大きな音を立てて存在を知らせてやれば逃げていく。それなのに。払っても払っても毒牙を腱に突き立ててくる凶暴性に、男は寒気を覚えた。

「……っクソ！」

　引き千切る勢いで胴体を掴み、手近な木に投げつける。

　止めを刺そうと踏み出すが、一気に血が下がって座り込む。眩暈。まずい。膝が落ちる。無理やり引き上げる。ともかくこれは──手当が必要だ。

　幸い女が近くにいる。大声で呼びたいところだが、力が入らない。男は木立を支えにしながら、ふらふらと川辺へと引き返し始めた。

　──ズキン、と激痛が全身に響く。

　毒が回るのが早すぎる。傷口はひどく腫れ上がり、脹脛を丸太のように固くしていた。

　何だあれは。今更ながら、男は戦慄する。尋常じゃ──ない。まるで命令でも受けたように激しく牙を立てた──ここが神の島だからか？　莫迦莫迦しい！

　──がちがちと煩い。それが自身の歯が打ち合わされる音だと、気付かないくらい男は動揺していた。

　足はみるみるうちに赤紫に腫れ上がり、可動域は徐々に蝕まれていく。膝の関節──太腿──この痺れが心臓まで至った時、自分は死ぬのだろうか。随分──醜い死体になるだろう。

　一歩が重い。

　だが、意識はなかなか途切れることなく、亀の歩みながら、何とか男は元の場所へと帰ってきた。

　眩い川面の破片が目に映り、ほうっと息をつく。全身が火の柱になったように熱い。もう腰の辺りまで感覚がなかった。

　女の姿が目に入った瞬間、男は崩折れるように倒れ込んだ。

　やわらかいものに受け止められて、ああ助かるのだと思う。

　目の前が霞み、二重に映る。歪んだ視界の中で、女は天使のように微笑んだ。直後、目の前に血の色の幕が覆い被さった。

「どうした、」

「……へ、び…………」

「ああ。──大丈夫だ。お前は死なない」

　早く医者を……。言いかけたが、呻きは最早、声にならなかった。

「蛇に負けるか。鬼といっても大したことはないな。大丈夫だよ、少し苦しむかもしれないが、せいぜい五日くらい──短い時間だ。この先々に比べたら」

「……ぅ……い、……ぅあ……」

「医者か？　呼んでもいいが、しかしもう少し念押しが必要なように見えるがな。普段拝み倒すくせに、神意を目の前にすると怖じけづくのだ、お前たちは──……。手足がもげ、全身に火傷を負ってから思い知るのは辛かろう。充分に向き合え、己の変化に。……これで、ふふ、本当に《 閻魔さんの帳簿外 》だ。お前の母御も本望だろうか……。ああ──迎えが来るようだ。しばしお別れだね……」




　何を、言ってやがる。

　ぐらんぐらんと頭が湧く。

　巨大な渦の中に巻き込まれたようだ。

　気持ち悪さに、男は吐瀉した。

　だが女の声は、不気味なくらい落ち着いている。

　何を言っているのかわからない。

　いいから、医者だ。それと、みず──。




「熱いか？　……全身を矢が貫くような、穿たれるような、抉るような感じが……わかる？　お前が「好く」してくれた、お返しだよ。……そんなにしがみ付くな。濡れてしまう。でも、この状態では流石に、無理だろうな……」







　皮膚一枚の下に、熱湯の詰まった水泡が無数にできて、ぷくぷく、浮かんでは沈みを繰り返している。

　ぷち、と弾けるたびに激痛を生んで、汗が、唾が、胃液が、小便が流れ出ていく。

　水分を乞うけれど、目の前を流れる小川はその恩恵を自分に与えることはない。

　男はいつの間にか叢に寝かされていた。

　毒が血管を食い潰すように暴れる。

　心臓がトクン、と波打つたび、弱った体に電流が走る。

　しかし、転げ回りたい程の苦しみの中、終わりはいつまで経っても訪れなかった。

　お前は死なない。

　女の言葉の意味だけをぐるぐると考えながら、痺れた体の感覚は研ぎ澄まされてひたすらに苦しい。







　──とうに地獄に辿り付いた頃だろうか。そう願いたいほどに男は消耗しきっていた。

　全身がぐっしょりと濡れそぼっていた。

　夕立ちの後なのか、黒雲と夕暮れの赤とが頭上で幾重もの層を為している。沈みかけた太陽の照らし出す叢は血の池地獄の底のように赤かった。

　ちゃぷり、と音を立てて揺れる世界に、浮かび上がる白装束。

　長い黒髪を風に遊ばせ、微笑む女の背後に見えるのは──いつかの戦場？

　これが走馬灯というやつか？

　声は、ここ数日の幻視の中で一番はっきりと聞こえる。




「愚かなけもの──そんなに苦しんで、喘いで、それでも戦さを繰り返すのだね？　戦さによって富を得、豪奢な衣を纏い、贅を尽くした宴を開き──お前たちはわたし達の真似が好きだ。自らいのちを賄い、大地を耕し、獲物を捕え、集団を支配し、音曲を奏でる。そして、野生に近しいものを見下すのだ。うつくしく装ったものが、みにくきものを排除する。わたし達の後追い、行きつく先は同じ崖だ──……歪みの失敗作。焼け野が原でわたしの名を呼べ。二度目の死で、わたし達は再び巡り会う……」







　また妙なことを。思えば、ひやり、と心地良い感触が頭に触れる。




「ずっと、殺さない。一緒に行こう」




　灼けた鉄板のように干上がった男のいのちは、その時一杯の水を与えられ、じゅわりと焔を上げた後、しゅくしゅくと気泡を吹き始めた。
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　体のあちこちに触れている──やわらかい布の感触が気持ちよい。

　気がつけば飴色の天井を見上げていた。ぱき、ぱき、と薪の燃える音が板張りの床に反響している。ゆめの中で見た気がする焔はこれの所為に相違なかった。

「ここは……？」

「……お目覚めですか。おかげんはいかがですか」

「あんた……」

　女の声だと思った瞬間、冷水をかけられたように男は覚醒した。

　ゆらりと歪む視界に映り込むのは、長い髪をひとつに纏めた、小袖に緋袴姿の少女だった。

　水辺で会った女が山猫なら、目の前のこれは路地に隠れ住む仔猫のようだ。おとなしい顔立ちの中、大きな瞳が可愛らしい。

　淡く笑顔を浮かべた少女のおくゆかしさは、憔悴した男の警戒心すらある程度は解きほぐした。

　手を借りて体を起こし、女が差し出した湯冷ましを一息に呷ってから、男は長い息を吐く。

　長い悪夢を、見ていた気がする。内容ははっきりと覚えていないが──。

　湯呑を返しながら、男は訊いた。

「助けてくれたのか……？　あんたは……」

「こちらのお社でおつとめしております、凪と申します。その……蛇に咬まれたんですの？　あまり見ないような酷い傷でしたが……もう、毒は抜けたんですのね……」

　さらさらと白砂が解けるような囁き声に、ひやり、とした恐怖が這い上がってきて、思わず男は凪の手首を取った。

「神女に会わせろ」

「えっ、」

「何人かいるのか」

「……いえ、ひとりです……」

「ならそいつに間違いない！　呼べ。知り合いだ。知らんと言っても引きずって来い！　元はと言えばこっちは紹介されて──」

「あ……あの、貴方は……」

「わけのわからんことばかりごちゃごちゃと……説明してもらわねえと、何てこった、呼んで……いや、あいつなのか？　俺をここに連れて来たのは……？」

「あの、」

「いいから早く！」

「その、お探しの神女ですけれども……、」

「あん？」

「……私ですわ」

「からかうのも大概にしろ、あんたが神女なら……」

　どういうおふざけであの女は。

　脳天を突き抜けるような怒りに苛まれ、深く考えず怒鳴った。

　凪の声の余韻はまるで泡のように頼りなく、目の前でぱちり、弾けてようやく意味を為す。

「あんたが……？」

　勢いのまま掴みかかった体勢で、男は硬直する。細かく目を泳がせる男に、言い聞かせるようにゆっくりと、凪は言った。

「私が神女です……この島では、戦さ神に嫁した巫女のことを、そう呼びます」

「……俺は、あんたを抱きに来たんだ」

　男の額にはびっしりと汗が浮かんでいた。

　憑かれたように、とん、と凪の肩を押す。あっけなく少女は倒れた。

　のしかかっても、彼女の表情には変化が浮かばなかった。同情と慈愛に満ちた淡い笑顔に、男はしがみつくように体重を預ける。ほんのこどものような体だと思っていたが、どう見ても彼女は未通娘ではなかった。

　ふんわりとした感触の腕で、凪は男を抱き寄せる。

　瞬間、すみれのような香りがした。すん、と男は鼻を鳴らす。そのまま眠りに落ちてしまいそうな、深い懐だった。

　救いを求めるように、男は着物と素肌のあわいに手を伸ばす。

「あんたを抱けば弾避けになると聞いて、俺は……」

「私をお抱きになっても、何も変わりませんわ……。私はただの、ひとですもの」

　そう言われても、一度本物の恐怖を舐めてしまった男は、温もりを欲していた。人肌が恋しかった。自分がまだひとの体をしていると確かめたかった。

　震える男の手を、凪は振り払わない。

　男は凪の胸元に頭を埋め、がむしゃらにまさぐった。昏い穴に落ちていくような、あの途方もないやわらかさは、この神女の体にはなかった。這った手はいずれ骨に当たり、深くに触れれば女のにおいが立ち上る。

　だが、男はまったく不快ではなかった。

　母の乳を吸う赤子のような無心さで凪の体に寄り添い、短い時間、ねむりのような恍惚に沈んだ。







「……狐にでもからかわれたんだろう」

　寝物語のように男は呟いている。

　堂内に迷い込んだ蛾が、時折思いついたように羽ばたいては、男の視界を横切った。

「狐がおりましたか……」

「ああ、それか、島民か……。あんたより五つかそこら上の美人だ。心当たりはないか」

「さあ……私はあまり、ここから出ることはないのです」

「そうか……」

　男の腕枕の中で、凪はおとなしく受け答えしている。みみずくの声に、怯えるように縋り付いた華奢な体を見遣りながら、男は、きっとあれはゆめだったのだ──と無理やり思い込もうとする。

　全身を苛む疲労感からして無理のある論理だったが、存外防衛本能であっさり信じ込めそうだった。

　それくらい──あらゆることが、現実離れしている。

「神女を抱けば……」

「…………？」

「と言うのは。島の人間はみんな知っているのか」

　凪は、すべてを見通すような星灯りの瞳をして、そっと立ち上がり、衣を体に巻き付ける。

「いえ……。私は十一まで、この島に唯一ある村で育ちました。同じ村で育ったただのこどもに、領分を超えた無茶を言う大人はおりません。島外の軍部の方に、戦さ神への祈願を頼まれることもございますが……。私はあの御方の妻です。……閨でお仕事のお話なんて、ゆっくりお休み頂くことができないでしょう？　私なりに、精一杯御祈祷はいたしますが、力をお分けするというお話であれば……ひとの身で招き寄せられるはせいぜい、ひとときの幸運くらいのものです」

　しんと夜の中にひかる蛍のように囁き、少し恥ずかしそうに凪は俯いた。

「閨？」

　つられてからかうと、凪はまるで内緒話をするように、男の耳元で楽しそうに告げた。

「ご想像とは、随分違うと思いますわ。戦さ神様は、女の神様です。……貴方もお会いになったのでしょう？　毒蛇に咬まれて息を吹き返されたのも、御加護あってのこと。妻ですもの、お仕えするあるじの残り香くらいわかります」

「どういう、」

「……欧米では勝利の女神という言い方をいたしますかしら。あの御方も、屈強な殿方を御護りするようにできているのですわ……。羨ましい。女である私は当たり前に年を重ね、やがて次の代の者にこのおつとめを委ねねばなりません。でも、貴方は、あの御方の守護のもと、永く戦場を駆けることができる……」

「……意味が、」

　判らない。女の神だと？　この島で戦さ神として祭られているのが──まさか、あの女だと、




（──お前は死なない）




（戦さ神の加護を受ければ、不死の栄誉に与れると）




（毒を食らおうと、）




（手足がもげようと、）




「ちょっと待ってくれ、お前──……」

　激昂しかけた男の視界が、どろりと溶解する。

　疲れの所為か、急激に襲いかかった睡魔の前に、男は為す術もない。

　──そういえば。あの湯冷まし、どこか苦味が──

「もう少し休まれた方がいいですわ。お迎えが来ていますの。ずっと待ちぼうけで心配されてましたのよ……ええ、召集がかかったとのことです。やがてこちらにお着きになられるでしょうから、それまでせめて、ごゆるりと。──今度の戦さは、随分大きいそうですね──……どうぞ、ご武運を。私からも……」

　凪の声が遠く霞んでいく。召集。陸軍の。その為に自分はこの神の島に来て。気休めだと。休養を貰ったようなものだと。軽く構えて。出会い頭、女を抱いた。

　あれが──あの女が……？




　女の声が頭の中で響いている。

　凪ではない。

　ふざけるな……出て来い……勝手なことばかり、言いやがって、不死の命など、誰が……直接、会って、お前に……。




　やわらかな闇が、男に覆い被さる。最後の安らかな眠りをいざなう、すみれのような、……深いむらさきの、霧のごとき、抱擁。




（──また、戦場で会える。死の恐怖から解放されたお前は、二度目の死でわたしの名前を知り、そして──わたし達は再び、深く交わり溶けゆくだろう──愛しき、伴侶よ）





あとがき







れいな

　おかげさまで「magenta」も三号まで配信していただける運びとなりました。

　毎回、配信に際して原稿の再チェックを行うのですが、今回は特にふっと思いついたネタを勢いで書き飛ばしたシロモノなので、見返しながら何度も頭抱えたくなりました。

　それでもどなたかのお手元に届いて、少しでも楽しんでいただけたのなら幸いです。

　また新しい物語でお会いできますように。ご意見ご感想頂けるととても嬉しいです。







ひより

　普段は書かない内容のものを書いてみたいな、と思い、今回の話に挑戦しました。でもやっぱり普段書かないだけあって、ものすごく四苦八苦して初稿をあげたことをよく憶えています。

　電子化にあたり、同人誌に寄せた原稿から大幅に改稿いたしました。物わかりの悪い私に根気強く、建設的なご意見をくださった担当様にはもう頭があがりません。ご助言を頂いて作品をなおしていくという作業が楽しいと思えたのははじめてでした。この場を借りて心より御礼申し上げます。

　あとはどうか、読者様に少しでもお楽しみいただけますように祈るばかりでございます。最後まで目を通して下さって、誠にどうもありがとうございました。







あずみ

「捧ぐ、大人のための物語」「それは、愛のかたち」に引き続き、「世界にたった二人だけ。」と銘打った作品集を配信して頂くことになりました。今回が初めてという方も、リピーターという方も、最後までお読みくださって本当にありがとうございました。変わり種揃いかもしれないmagentaですが、お気に召して頂ける部分がございましたでしょうか？

　電子書籍の読者さまに、少しでも愉しんで頂けたなら嬉しいです。

　そして、この場をお借りして、この作品集の製作、そして配信に関わってくださった全ての方に感謝を捧げさせてください。何も知らない私たちに沢山のご助力やアドバイス、本当にありがとうございました。
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